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ivv 「森蘊先生の業績」

技
師
と
し
て
南
ボ
ル
ネ
オ
へ
派
遣
さ
れ
た
。
復
員
後
22
年
に
東
京
国
立
博
物
館
に
勤
務
（
文
部
技
官
）、
27
年
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

が
設
立
さ
れ
初
代
建
造
物
研
究
室
長
と
し
て
着
任
、
奈
良
へ
来
ら
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
か
つ

新
た
な
研
究
に
次
々
と
取
り
組
ま
れ
て
、
後
述
の
よ
う
に
多
彩
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
。
42
年
に
奈
文
研
を
定
年
退
官
、
翌
年
京
都
に
庭

園
文
化
研
究
所
を
設
立
し
、
所
長
と
し
て
20
年
間
、
多
方
面
で
の
活
動
を
続
け
ら
れ
た
。
退
官
さ
れ
て
か
ら
の
著
書
も
多
い
。

先
生
は
大
学
卒
業
後
、
当
時
少
壮
気
鋭
の
建
築
史
家
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
建
築
史
研
究
会
の
一
員
と
な
り
、
建
築
と
の
関
連
を
ふ
ま
え

た
庭
園
史
研
究
に
没
頭
し
て
、斬
新
な
考
察
で
の
多
く
の
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
発
表
誌
は
戦
前
で
は
『
建
築
史
』『
建
築
学
会
論
文
集
』『
造

園
研
究
』『
造
園
雑
誌
』『
庭
園
』『
庭
園
と
風
光
』
の
専
門
誌
を
は
じ
め
、『
画
説
』『
宝
雲
』『
国
宝
』『
造
形
芸
術
』
が
あ
り
、戦
後
は
『
建

築
史
研
究
』『
大
和
文
華
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
30
年
ま
で
の
論
文
目
録
に
よ
る
と
、
8
年
か
ら
19
年
ま
で
の
42
編
、
23
年
か
ら
30
年
ま
で

が
18
編
、
計
60
編
を
数
え
る
。

残
念
乍
ら
そ
の
後
の
リ
ス
ト
が
な
い
の
で
全
体
の
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
報
告
書
な
ど
を
加
え
る
と
優
に
1
0
0
編
を
超
え
る
で
あ
ろ

う
。
一
方
、
単
行
本
は
、
増
補
新
版
や
改
訂
版
を
含
め
て
32
冊
あ
る
。
こ
れ
ら
を
編
年
的
に
見
て
ゆ
く
と
、
森
庭
園
史
の
体
系
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

先
ず
『
日
本
庭
園
の
伝
統
』
は
、
日
本
庭
園
の
発
達
、
形
態
、
意
匠
、
造
園
技
術
、
造
庭
法
秘
伝
書
、
造
庭
技
術
家
、
名
園
遺
構
の
解

説
よ
り
な
り
、最
初
の
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
し
か
も
戦
時
中
の
19
年
3
月
の
刊
行
で
あ
る（
京
都
、一
条
書
房
）。

25
年
に
は
こ
れ
を
改
定
し
た
『
日
本
の
庭
園
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
京
都
、
河
原
書
房
）。
一
般
向
け
の
教
養
の
書
で
は
あ
る
が
専
門
的

に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
森
庭
園
史
の
基
と
な
っ
た
。

学
術
書
と
し
て
は
、
終
戦
直
前
の
20
年
7
月
に
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
が
出
て
い
る
（
京
都
、
桑
名
文
星
堂
）。
口
絵
に
神
護
寺
の

山
水
屏
風
の
絵
が
カ
ラ
ー
図
版
で
貼
り
付
け
て
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
出
色
の
大
冊
で
あ
っ
た
。
序
文
の
日
付
が
19
年
10
月
15
日
と
あ
り
、

20
年
に
戦
地
に
赴
か
れ
て
か
ら
の
出
版
で
あ
る
。
本
書
は
卒
業
論
文
と
さ
れ
た
『
平
安
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
構
の
研
究
』
に
、
そ
の
後
の
調

「
森
蘊
先
生
の
業
績
」	

　
　		

　
　
庭
園
文
化
研
究
所
長
　
村
岡
正

＊
村
岡
正
（
1
9
8
9
）「
森
蘊
先
生
の
業
績
」『
古
代
文
化　

第
41
巻
第
10
号
』

財
団
法
人
古
代
学
協
会　

5
8-

6
0
頁
よ
り
抜
粋

昭
和
63
年
12
月
14
日
の
夜
お
そ
く
、
森
蘊
お
さ
む

先
生
が
天
理
市
の
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
で
急
逝
さ
れ
た
。
前
年
の
11
月
20
日
、
平
泉
へ

の
出
張
か
ら
帰
ら
れ
た
日
に
、
突
然
の
脳
梗
塞
で
倒
れ
20
日
間
入
院
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
自
宅
で
の
療
養
に
務
め
ら
れ
て
い
た
。
昨
年

8
月
に
は
83
歳
の
誕
生
日
を
元
気
に
迎
え
ら
れ
、
あ
と
の
様
子
も
よ
く
、
一
安
心
し
て
い
た
だ
け
に
、
12
月
の
急
変
は
全
く
思
い
が
け
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
急
性
腎
不
全
と
い
う
こ
と
で
集
中
治
療
室
に
入
ら
れ
た
が
遂
に
意
識
は
戻
ら
ず
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
明
治
38
年
8
月
8
日
、
当
時
の
東
京
府
立
川
村
に
て
誕
生
さ
れ
た
。
郷
里
は
千
葉
県
君
津
郡
の
元
袖
ヶ
浦
町
坂
戸
市
場
で
、

坂
戸
神
社
の
社
家
で
あ
る
。
神
官
の
祖
父
長
守
氏
は
、
儒
学
者
で
郷
土
の
人
望
を
集
め
、
父
慎
一
郎
氏
（
長
守
の
次
男
）
は
、
東
京
高
等

師
範
学
校
長
に
な
ら
れ
た
教
育
者
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
そ
の
六
男
（
末
子
）
で
あ
る
。

簡
単
に
履
歴
を
述
べ
る
と
、
昭
和
7
年
東
大
農
学
部
卒
業
、
9
年
ま
で
大
学
院
で
造
園
学
専
攻
を
続
け
乍
ら
8
年
内
務
省
嘱
託
、
13
年

厚
生
技
手
、
16
年
東
京
市
技
手
、
18
年
東
京
都
技
師
と
な
り
、
19
年
に
井
之
頭
自
然
文
化
園
の
初
代
園
長
に
就
任
、
20
年
3
月
に
は
海
軍
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vivii 「森蘊先生の業績」

査
の
史
資
料
を
加
え
た
論
考
で
、平
安
時
代
ま
で
の
庭
園
に
関
す
る
文
献
資
料
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
外
山
英
策
氏
の
『
室

町
時
代
庭
園
史
』（
昭
和
9
年
、
東
京
、
岩
波
書
店
）
と
並
ん
で
、
庭
園
史
研
究
の
基
本
的
図
書
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
、
昭
和
16
年
に
建
築
学
会
の
推
薦
で
『
江
戸
時
代
初
期
建
築
と
庭
園
の
研
究
、
殊
に
桂
離
宮
に
つ
い
て
』
の
テ
ー
マ
で
文
部
省

の
研
究
助
成
を
受
け
、
戦
後
の
東
博
時
代
に
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
関
係
文
書
の
閲
読
に
つ
と
め
、
奈
文
研
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
地
の

利
を
得
て
桂
離
宮
の
詳
細
な
現
地
調
査
を
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
論
文
は
同
年
、
東
都
文
化
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
の
各
方
面
か
ら

の
桂
離
宮
研
究
、
並
び
に
論
争
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

奈
文
研
で
の
発
表
第
1
号
は
、
29
年
に
学
報
第
2
冊
と
な
っ
た
『
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
桂
離
宮
研
究
の
過

程
で
得
ら
れ
た
修
学
院
関
係
の
文
献
・
古
図
・
指
図
な
ど
の
史
料
と
、
地
形
地
物
の
詳
細
な
現
地
測
量
調
査
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
そ
の

歴
史
的
変
遷
と
、
か
つ
て
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
続
く
学
報
第
3
冊
（
文
化
史
論
叢
）
に
追
録
の
『
修
学
院
離
宮
造
営
に
利
用

さ
れ
た
建
物
と
地
形
に
つ
い
て
』
と
併
せ
て
、
同
離
宮
に
関
す
る
資
料
を
殆
ど
集
め
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
桂
離
宮
論
が
史
料
の
解
釈
や

書
院
群
そ
の
他
の
解
体
修
理
の
所
見
に
よ
っ
て
新
説
が
出
さ
れ
た
の
に
対
し
、
修
学
院
離
宮
に
つ
い
て
は
本
論
文
が
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
た

と
い
え
る
。
ち
な
み
に
両
離
宮
の
一
般
書
と
し
て
は
30
年
に
『
修
学
院
離
宮
』、
31
年
に
『
新
版
桂
離
宮
』（
い
ず
れ
も
東
京
創
元
社
）
の

刊
行
が
あ
る
。

次
い
で
34
年
出
版
の
学
報
第
6
冊
『
中
世
庭
園
文
化
史
』
は
奈
良
大
乗
院
の
研
究
を
主
と
し
た
も
の
で
、
大
乗
院
の
歴
史
、
建
築
と
庭

園
の
復
元
、
庭
園
の
作
者
を
考
察
し
、
室
町
時
代
中
期
の
庭
園
、
興
福
寺
末
寺
の
平
安
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
構
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
大

乗
院
に
つ
い
て
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
文
と
し
て
、
遺
構
の
保
存
・
整
備
の
上
で
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
35
年
度
の
日
本
建
築
学
会
賞

を
受
け
ら
れ
た
労
作
で
あ
る
。

さ
ら
に
37
年
に
は
学
報
第
13
冊
と
し
て
『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』
が
あ
る
。
平
安
京
に
お
け
る
寝
殿
造
系
庭
園
に
利
用
さ
れ

た
水
脈
や
湧
泉
に
着
目
し
た
立
地
論
で
寝
殿
造
建
築
と
庭
園
の
相
関
々
係
を
明
ら
か
に
し
、
広
く
平
安
鎌
倉
時
代
の
寝
殿
造
系
庭
園
遺
構
、

浄
土
式
庭
園
遺
跡
か
ら
中
世
以
降
近
世
の
寝
殿
造
系
庭
園
に
関
す
る
論
考
で
、
先
生
の
平
安
時
代
庭
園
論
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
。

定
年
を
1
年
後
に
控
え
ら
れ
た
41
年
3
月
に
は
、奈
文
研
で
の
最
後
の
学
報
（
第
18
冊
）
と
し
て
『
小
堀
遠
州
の
作
事
』
が
上
梓
さ
れ
た
。

桂
離
宮
の
作
者
論
に
関
連
し
て
遠
州
は
早
く
か
ら
関
心
の
的
で
あ
っ
た
が
、
本
学
法
は
37
年
度
か
ら
奈
文
研
で
本
格
的
な
遠
州
関
係
資
料

の
収
集
を
行
な
っ
た
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
42
年
に
は
吉
川
弘
文
館
の
人
物
叢
書
の
一
冊
に
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
49
年
に
は
豪
華

版
『
小
堀
遠
州
』（
大
阪
、
創
元
社
）
を
出
さ
れ
て
決
定
版
と
な
っ
た
。
本
書
は
人
物
篇
・
文
芸
篇
・
茶
道
篇
・
作
事
篇
・
資
料
篇
よ
り
な
り
、

遠
州
研
究
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
奈
文
研
在
職
中
の
『
日
本
の
庭
園
』（
32
年
、
東
京
、
創
元
社
）、『
日
本
の
庭
』（
35
年
、
東
京
、
朝
日
新
聞
社
）、『
日
本
の
庭

園
』（
39
年
、
東
京
、
吉
川
弘
文
館
）
や
、
退
官
後
の
『
庭
園
と
そ
の
建
物
』（
49
年
、
東
京
、
集
英
社
）、『
日
本
庭
園
史
話
』（
56
年
、
東

京
、
日
本
放
送
出
版
協
会
）
な
ど
で
通
史
も
多
く
書
か
れ
、
森
庭
園
史
を
固
め
ら
れ
て
き
た
。
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
の
『
庭
ひ
と
す
じ
』

（
48
年
、
東
京
、
学
生
社
）
に
は
、
先
生
の
生
涯
を
か
け
た
庭
園
研
究
の
足
跡
か
ら
、
庭
園
整
備
現
場
で
の
発
掘
や
復
元
の
作
業
、
多
数
に

上
る
昭
和
の
庭
づ
く
り
へ
の
意
欲
な
ど
、
幅
広
い
活
動
が
生
々
と
書

か
れ
て
い
る
。
59
年
に
は
80
歳
を
前
に
、
編
集
さ
れ
た
『
日
本
史
小

百
科
、
庭
園
』（
東
京
、
近
藤
出
版
社
）
が
出
た
が
、
61
年
3
月
出
版

の
『
作
庭
記
の
世
界
』（
東
京
、日
本
放
送
出
版
協
会
）
が
最
後
と
な
っ

た
。〔
作
庭
記
…
…
平
安
時
代
の
造
庭
法
秘
伝
書
〕

先
生
の
論
文
第
1
号
は
昭
和
8
年
『
造
園
研
究
』
第
8
輯
に
掲
載

の
「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
す
で
に
作
庭
記
の
技
法
が
論
考
さ
れ
て
い
る
。『
平
安
時
代

庭
園
の
研
究
』（
昭
和
20
年
）
で
は
評
論
さ
れ
た
。
そ
の
作
庭
記
の
解

1975 年、江馬氏館跡庭園の発掘現場視察
（左に森蘊、右に村岡正）（「山中功旧蔵資料」
奈良文化財研究所蔵）
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釈
に
長
年
の
間
の
結
論
を
出
し
た
と
、
先
生
は
満
足
さ
れ
て
い
た
。
先
生
の
著
述
が
作
庭
記
に
終
わ
っ
た
因
縁
は
深
い
。

以
上
、
先
生
の
著
書
の
主
な
も
の
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
本
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
そ
の
功
績
は
多
く
の
史
資
料
を
渉
猟
し
世
に
出

さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
、
遺
構
遺
物
の
線
蜜
な
調
査
に
よ
る
実
証
を
重
ん
じ
ら
れ
、
両
々
相
俟
っ
て
の
研
究
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遺
構
や

実
測
図
に
必
ず
等
高
線
に
よ
る
地
形
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
先
生
か
ら
始
ま
っ
た
。『
奈
良
を
測
る
』（
46
年
、
東
京
学
生
社
）

と
い
う
先
生
な
ら
で
は
の
著
書
が
あ
る
が
、
実
測
作
業
に
お
け
る
熱
意
は
並
み
の
も
の
で
は
な
く
、
常
に
先
頭
に
立
っ
て
の
大
活
躍
で
、

奈
文
研
時
代
は
製
図
も
殆
ど
自
分
で
さ
れ
た
。
多
く
の
実
測
は
研
究
の
一
つ
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
精
神
は
森
ス
ク
ー
ル
の
庭
園
研
究
の

中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

先
生
の
研
究
は
、
庭
園
の
遺
構
の
復
元
整
備
と
い
う
現
場
仕
事
に
も
よ
く
発
揮
さ
れ
た
。
奈
文
研
時
代
に
も
い
く
つ
か
手
が
け
ら
れ
た

が
、
時
節
の
到
来
と
い
う
意
味
で
退
官
後
、
庭
園
文
化
研
究
所
長
と
し
て
の
実
績
が
主
体
で
あ
る
。
昭
和
45
年
の
法
金
剛
院
庭
園
青
女
の

滝
（
京
都
市
）
の
発
掘
復
元
整
備
に
始
ま
り
、
和
歌
山
城
紅
葉
渓
庭
園
（
45
〜
47
）、
観
自
在
王
院
庭
園
（
岩
手
県
平
泉
町
、
47
〜
53
年
）、

白
水
阿
弥
陀
堂
庭
園
（
福
島
県
い
わ
き
市
、
48
〜
53
年
）、
旧
大
乗
院
庭
園
（
奈
良
市
、
49
・
50
年
）、
円
成
寺
庭
園
（
奈
良
市
、
50
・
51
年
）、

浄
瑠
璃
寺
庭
園
（
京
都
府
加
茂
町
50
・
51
年
）、
称
名
寺
庭
園
（
横
浜
市
、
53
〜
62
年
）
な
ど
が
あ
る
。
54
年
来
の
毛
越
寺
庭
園
（
平
泉
町
）

の
整
備
が
あ
と
2
〜
3
年
と
い
う
時
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
心
残
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
よ
み
が
え
っ
た
庭
園
に
注
が
れ
た

先
生
の
情
熱
も
又
一
入
の
も
の
が
あ
っ
た
。

先
生
は
新
し
い
庭
づ
く
り
も
よ
く
さ
れ
、
前
出
『
庭
ひ
と
す
じ
』
に
自
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
30
数
庭
に
上
る
。
そ
の
後

の
作
庭
も
多
く
、晩
年
の
代
表
作
に
『
紫
式
部
公
園
』（
武
生
市
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
先
生
の
作
品
の
根
底
に
は
常
に
『
作
庭
記
』
が
あ
り
、

石
組
の
表
現
に
は
作
庭
記
の
現
代
的
解
釈
と
い
え
る
も
の
が
多
い
。
い
つ
も
不
自
然
に
な
る
こ
と
を
戒
め
ら
れ
て
い
た
。
作
庭
も
先
生
の

古
庭
園
の
延
長
に
あ
り
、
伝
統
の
現
代
化
と
も
い
え
よ
う
。

日
本
庭
園
史
の
研
究
に
果
た
さ
れ
た
先
生
の
多
岐
に
わ
た
る
業
績
は
ま
こ
と
に
大
き
く
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

30
年
後
に
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
読
む

—
ま
え
が
き
に
か
え
て

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

先
に
掲
載
し
て
い
る
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
と
い
う
文
章
は
森
蘊
が
亡
く
な
っ
た
約
1
年
後
、
1
9
8
9
年
10
月
20
日
発
行
の
古
代
学

協
会
誌
『
古
代
文
化
』
の
中
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
森
の
幅
広
い
活
動
を
的
確
に
紹
介
し
、
重
要
な
作
品
や
関

わ
っ
た
主
な
庭
園
な
ど
の
要
点
を
よ
く
概
括
し
て
い
る
。
森
の
逝
去
後
に
書
か
れ
た
初
め
て
の
紹
介
文
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
の
中
で
、
最
も
充
実
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
執
筆
者
の
村
岡
正
ほ
ど
、
森

の
業
績
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
人
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

森
蘊
と
村
岡
正

村む
ら
お
か
た
だ
し

岡
正
（
1
9
2
6

−

1
9
9
0
）
と
い
う
の
は
、
1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
に
京
都
大
学
農
学
部
林
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
森
の
右

腕
と
し
て
日
本
全
国
を
走
り
回
り
、
歴
史
的
な
庭
園
の
実
測
や
製
図
を
数
多
く
つ
く
り
な
が
ら
、
庭
園
の
保
護
と
研
究
の
発
展
に
貢
献
し

た
人
物
で
あ
る
。
1
9
6
8
（
昭
和
43
）
年
6
月
、
森
が
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
奈
文
研
）
を
退
官
す
る
と
、
村
岡
の
自
宅
で
庭
園
文
化

研
究
所
を
開
設
し
、
森
が
亡
く
な
る
ま
で
次
長
を
務
め
た
。
労
力
も
出
費
も
惜
し
ま
ず
、
森
の
庭
園
史
研
究
を
ず
っ
と
支
え
た
陰
の
立
役
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者
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
に
日
本
造
園
学
会
賞
、
1
9
8
5
（
昭
和
60
）
年
に
地
域
文

化
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
当
時
の
学
界
で
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
20
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
森
の
著
書
の
ま
え
が
き
や
あ
と
が
き
を
読
め
ば
、
村
岡
の
名
前
が
必
ず
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
二
人
の

間
は
強
い
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
分
厚
い
専
門
書
の
中
の
1
、
2
行
に
す
ぎ
な
い
が
、
発
行
で
き
た
こ
と
は
村
岡
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
森
は
い
つ
も
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
の
通
史
『
日
本
の
庭
』

で
は
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

「（
前
略
）
か
く
れ
た
協
力
者
を
御
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
京
大
農
学
部
大
学
院
の
村
岡
正
氏
で
、
私
の
研
究
調
査
の
相
棒
と
し

て
実
測
現
場
に
、
図
面
作
製
に
、
文
献
渉
猟
に
、
文
字
通
り
十
年
一
日
の
如
く
従
事
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
私
の
業
績
の
半
ば
は
同

氏
の
援
助
の
賜
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
」	

	
	

	
	

	

［
森　
1
9
6
0　
「
は
じ
め
の
言
葉
」よ
り
］

森
の
業
績
を
考
え
る
う
え
で
、
村
岡
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
文
献
資
料
の
収
集
と
整
理
と
分
析
、
現
地
の
調
査
と
実
測
、
図
面

の
作
製
、さ
ら
に
本
や
論
文
の
校
正
、復
元
整
備
事
業
の
指
導
な
ど
、森
の
日
本
庭
園
史
研
究
の
す
べ
て
の
段
階
に
携
わ
っ
た
。
森
に
と
っ

て
は
か
け
が
え
の
な
い
右
腕
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
能
楽
に
た
と
え
る
な
ら
、
森
は
舞
台
の
中
心
に
立
ち
、
脚
光
を
浴
び
る
シ
テ
方
（
主

人
公
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
村
岡
は
目
立
た
ず
に
、
舞
台
の
一
角
に
こ
っ
そ
り
と
座
っ
て
い
る
ワ
キ
方
（
脇
役
）
と
い
う
よ
う
な
関

係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
能
楽
の
演
目
と
同
じ
よ
う
に
、
物
語
が
成
立
す
る
た
め
に
は
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役

目
に
徹
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
互
い
に
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年
に
森
が
逝
去
し
た
と
き
、
村
岡
は
62
歳
で
あ
っ
た
。
庭
園
文
化
研
究
所
の
所
長
と
な
り
、
日
本
庭
園
史
学
の

新
た
な
る
1
ペ
ー
ジ
を
書
き
上
げ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
が
、
わ
ず
か
2
年
後
の
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
2
月
12
日
に
京
都
市
下
京

区
の
武
田
病
院
で
急
逝
し
た
。
享
年
64
歳
。
村
岡
な
ら
「
多
岐
に
わ
た
る
」
森
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
展

開
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、そ
れ
ら
の
発
現
の
前
に
村
岡
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、

村
岡
が
書
き
残
し
た
文
章
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
読
み
な
お
し
な
が
ら
、
本
報
告
書
の
内
容
と
目
的
を
紹
介
し
た
い
。

行
間
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

普
段
、
亡
く
な
っ
た
人
を
思
い
出
す
と
、
い
ろ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
悔
し
か
っ
た
こ
と
や
悲
し
か
っ
た
こ
と
。
特
に
「
十
年
一
日
の
如
く
」
森
に
従
事
し
て
い
た
村
岡
な

ら
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
逸
話
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

森
は
子
供
の
頃
か
ら
野
球
好
き
で
大
の
巨
人
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
、
世
界
中
の
珍
し
い
切
手
を
精
密
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
、
運
転

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
酒
や
寿
司
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
堅
苦
し
い
茶
会
が
嫌
い
だ
っ
た
こ
と
…
…
。
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
だ
ろ
う
が
、
村
岡
は
人
柄
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
題
名
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
紹

介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
と
な
り
は
業
績
の
埒
外
で
、
後
世
に
残
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
柄
を
振
り
返
る
よ
り
も
前
に
、
や
は
り
森
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
た
の
か
。

と
に
も
か
く
に
も
、昭
和
期
の
庭
園
史
研
究
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
と
き
、森
は「
常
に
先
頭
に
立
っ
て
」い
た
と
村
岡
は
言
う
。し
か
し
、

森
を
先
頭
に
位
置
づ
け
て
い
る
だ
け
で
、
庭
園
史
学
界
の
先
輩
・
同
輩
・
後
輩
な
ど
と
の
関
係
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
興
味
深
い
。

森
が
所
属
し
て
い
た
大
学
名
や
卒
業
後
に
入
っ
た
機
構
な
ど
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、個
人
名
は
日
本
庭
園
史
家
の
外
山
英
策（
1
8
8
8
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に
1
0
0
編
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
推
計
し
て
い
る
が
、「
目
録
」
に
は

論
文
だ
け
で
も
、
昭
和
8
年
か
ら
19
年
ま
で
に
72
編
、
昭
和
23
年
か
ら
30

年
ま
で
に
18
編
、
さ
ら
に
昭
和
60
年
ま
で
の
論
文
を
足
せ
ば
合
計
1
3
4

編
に
な
る
。
そ
れ
に
著
書
、
共
著
、
報
告
書
、
随
筆
な
ど
を
加
え
る
と

1
0
0
編
ど
こ
ろ
か
、
2
0
0
編
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

超
人
的
な
執
筆
活
動
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
村
岡
は
そ
の
量
よ
り
も
内

容
に
注
目
し
て
い
る
。「
こ
れ
ら
を
編
年
的
に
見
て
ゆ
く
と
、
森
庭
園
史

の
体
系
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
戦
後
に
出
版
さ

れ
た
通
史
で
「
森
庭
園
史
を
固
め
ら
れ
」
た
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
「
森
庭
園
史
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
定
義
さ

れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、わ
ざ
わ
ざ「
森
庭
園
史
」と
名
づ
け
て
い
る
の
は
、

そ
れ
な
り
の
独
自
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
森
は
同
時
代
の
歴
史
家

た
ち
と
は
異
な
っ
た
庭
園
史
観
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
も
行
間
を
読
み
な
が
ら
想
像
す
る
し
か
な
い
［
マ
レ
ス　
2
0
1
4
］。

「
森
庭
園
史
」
の
ほ
か
に
、
村
岡
は
「
森
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
表
現
を

利
用
し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
「
実
測
」
で
あ
る
と
い
う
。
じ
つ
は
、
歴

史
的
な
庭
園
の
実
測
は
戦
前
に
始
ま
り
、
重
森
三
玲
、
吉
永
義
信
、
久
恒

秀
治
な
ど
が
森
よ
り
も
先
に
取
り
入
れ
た
方
法
で
あ
る
が
、「
実
測
図
に

−

1
9
5
3
）
し
か
な
い
。
大
学
や
大
学
院
の
指
導
教
官
も
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
関
係
者
全
員
を
羅
列

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
森
は
誰
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
は
誰
と
、
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て

研
究
し
た
の
か
と
い
う
話
も
な
く
、
独
学
で
日
本
庭
園
の
歴
史
家
・
作
庭
家
に
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
森
は
独
立
独
行
の
男
で
は
な
か
っ
た
が
、
村
岡
が
行
間
に
込
め
て
い
る
よ
う
に
、
造
園
学
界
と
の
関
係
は
必
ず
し

も
良
好
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、大
学
院
に
入
学
す
る
と
同
時
に
加
入
す
る
の
は
「
日
本
造
園
学
会
」
で
は
な
く
、「
日
本
建
築
学
会
」

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
に
「
建
造
物
研
究
室
」
の
室
長
と
し
て
奈
文
研
に
着
任
し
、
そ
の
2
年
後
に
取
得
し
た
工

学
博
士
の
学
位
も
、
母
校
の
東
京
大
学
農
学
部
で
は
な
く
、
建
築
を
専
門
と
す
る
東
京
工
業
大
学
か
ら
で
あ
っ
た
。
じ
つ
は
、
東
京
大
学

農
学
部
の
担
当
教
官
丹に

わ羽
鼎て
い
ぞ
う三
（
1
8
9
1

−

1
9
6
7
）
と
は
「
破
門
同
様
」
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
と
本
人
も
告
げ
て
い
る
［
森　

1
9
7
3　
26
頁
］。
日
本
造
園
学
会
賞
よ
り
も
10
年
前
の
1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
に
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
森
は
日
本
庭
園
史
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
な
が
ら
も
、
造
園
学
界
と
は
複
雑
な
関
係
で
あ
っ
た
。

「
森
庭
園
史
」
と
「
森
ス
ク
ー
ル
」

村
岡
に
と
っ
て
、
こ
の
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
と
い
う
文
章
を
ま
と
め
る
こ
と
は
、
森
の
偉
業
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
目
録
づ
く
り

に
取
り
か
か
る
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
短
い
文
章
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
の
著
作
名
や
論
文
の
数
、
ま
た

は
復
元
整
備
の
現
場
の
名
前
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
2
か
月
後
の
同
年
12
月
に
、
詳
し
い
年
表
「
故　
森
蘊
先

生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）」（
以
降
「
目
録
」）
は
で
き
上
が
っ
た
［
森
蘊
門
下
生
一
同　
1
9
8
9
］。

「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
執
筆
し
た
時
点
で
村
岡
は
森
の
論
文
に
つ
い
て
、「（
昭
和
）
8
年
か
ら
19
年
ま
で
の
42
編
、
23
年
か
ら
30
年
ま

で
が
18
編
、
計
60
編
を
数
え
る
。
残
念
乍
ら
そ
の
後
の
リ
ス
ト
が
な
い
の
で
全
体
の
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
報
告
書
な
ど
を
加
え
る
と
優

1975-76 年頃、岩手県平泉町、観自在王院庭園の復元整備現場にて（右から 3番目が森蘊、左から 5番目が村岡正）
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必
ず
等
高
線
に
よ
る
地
形
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
先
生
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
村
岡
は
強
調
し
て
い
る
。
等
高
線
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
は
一
枚
の
平
面
図
に
庭
園
の
主
な
構
成
要
素
の
位
置
や
相
互
関
係
に
加
え
て
、
細
か
い
起
伏
ま
で
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

当
時
の
最
先
端
の
技
術
、
レ
ベ
ル
測
量
を
も
っ
て
森
は
日
本
庭
園
史
を
再
考
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
方
法
は
「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地

的
考
察
」［
森　
1
9
6
2
］や『
奈
良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］と
い
う
著
作
名
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、歴
史
的
な
庭
園
や
遺
構
の「
地
形
」

を
重
視
し
た
研
究
で
あ
る
。そ
し
て
、「
多
く
の
実
測
は
研
究
の
一
つ
の
基
盤
で
あ
り
、そ
の
精
神
は
森
ス
ク
ー
ル
の
庭
園
研
究
の
中
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
」
と
村
岡
は
続
け
て
い
る
。

森
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
人
と
い
え
ば
、
一
番
最
初
に
思
い
当
た
る
の
は
当
時
の
庭
園
文
化
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
村
岡
本
人
と
、

飛
田
範
夫
（
本
書
26
ペ
ー
ジ
）
と
山
中
功
（
本
書
1
6
0
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
森
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
か
、「
森
チ
ー
ム
」
と

し
て
多
く
の
庭
園
遺
構
の
実
測
測
量
を
行
な
い
、
森
の
庭
園
史
研
究
を
支
え
た
か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
奈
文
研
の
牛
川
喜
幸
（
1
9
3
7

−

2
0
0
9
）
も
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う
［
日
本
遺
跡
学
会　
2
0
1
4
］。
さ
ら
に
、

森
と
一
緒
に
復
元
整
備
や
新
規
の
作
庭
に
携
わ
っ
た
庭
師
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
徳
村
五
三
郎
と
徳
村
盛
市
（
本
書
1
5
4
ペ
ー
ジ
）、

小
山
潔
、
古
川
三
盛
（
本
書
1
7
2
ペ
ー
ジ
）、
牧
岡
一
生
（
本
書
1
8
4
ペ
ー
ジ
）
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
村
岡
が
亡
く
な
っ
た

後
は
「
森
ス
ク
ー
ル
」
は
解
散
し
、
流
派
の
よ
う
な
も
の
は
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
徹
底
的
な
文
献
資
料
の
収
集
と
分
析
、

精
密
な
現
地
調
査
と
実
測
測
量
、
さ
ら
に
発
掘
調
査
と
い
う
考
古
学
の
研
究
成
果
を
考
慮
に
取
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
、
森
の
「
復
原
的
研

究
」
と
い
う
方
法
論
は
現
代
の
庭
園
史
研
究
の
基
盤
と
な
り
、
現
在
の
文
化
財
庭
園
の
保
存
と
修
理
に
お
い
て
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、森
が
設
立
し
た
庭
園
文
化
研
究
所
と
い
う
組
織
も
、「
森
庭
園
史
」
や
「
森
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
名
前
も
残
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
方
法
論
は
村
岡
の
望
み
ど
お
り
、
現
代
に
「
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
」
い
る
。

『
作
庭
記
』
か
ら
桂
離
宮
へ
、
王
朝
趣
味
の
庭
園
を
求
め
て

「
多
岐
に
わ
た
る
」「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
の
中
で
も
、
村
岡
は
と
り
わ
け
2
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
、
平
安
時
代
の
庭
園
と
江
戸
初
期
の

桂
・
修
学
院
離
宮
の
研
究
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
庭
園
と
日
本
最
古
の
造
園
書
『
作
庭
記
』
は
森
の
初
期
、
そ
し
て
晩
年
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
実
際
に
、
一
番
最
初

に
発
表
し
た
論
文
は
「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」［
森　
1
9
3
3
］
で
あ
っ
た
と
村
岡
は
注
目
し
て
い
る
が
、
最
後
の

復
元
整
備
の
現
場
に
な
っ
た
の
も
同
じ
毛
越
寺
庭
園
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
森
は
そ
の
復
元
整
備
事
業
の
完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
毛
越
寺
庭
園
の
遣
水
を
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
は
庭
園
史
学
に
お
い
て
画
期
的
で
あ
っ
た
［
マ
レ
ス　
2
0
1
3
］。

ま
た
村
岡
は
、森
の「
著
述
が
作
庭
記
に
終
わ
っ
た
因
縁
は
深
い
」と
強
調
し
て
い
る
。日
本
庭
園
の
歴
史
家
と
し
て
、森
は
早
く
か
ら『
作

庭
記
』
に
目
を
つ
け
、
1
9
4
5
年
発
行
の
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』［
森　
1
9
4
5
］
に
そ
の
全
文
を
掲
載
し
た
。
結
局
、
一
生
を
か

け
て
追
求
し
た
テ
ー
マ
に
な
っ
た
が
、
森
に
と
っ
て
日
本
最
古
の
造
園
書
『
作
庭
記
』
は
た
だ
過
去
を
知
る
た
め
の
参
考
文
献
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
新
規
の
作
庭
の
た
め
の
発
想
源
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
山
の
ふ
も
と
な
ら
び
に
野
筋
の
石
は
、
む
ら
犬
の
ふ
せ
る
が

ご
と
し
」「
に
ぐ
る
石
一
両
あ
れ
ば
を
ふ
石
は
七
八
あ
る
へ
し
」
な
ど
と
い
う
一
筋
に
ち
な
ん
で
石
を
立
て
る
こ
と
は
稀
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
の
作
庭
家
と
し
て
、
森
は
『
作
庭
記
』
を
近
代
的
に
解
釈
し
、
昭
和
の
新
た
な
建
築
と
生
活
様
式
に
適
応
し
た
庭
を
試
み
た
と
い
え

る
。
そ
の
究
極
の
目
的
は
「『
作
庭
記
』
の
内
容
に
高
ら
か
唱
え
ら
れ
る
自
然
順
応
精
神
で
あ
る
こ
と
、
中
に
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
作

庭
記
流
庭
園
の
復
興
的
作
品
と
見
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
い
う
［
森　
1
9
6
4　
1
4
4
頁
、
マ
レ
ス　
2
0
2
0
］。

平
安
時
代
の
庭
園
と
『
作
庭
記
』
の
次
に
、
森
が
最
も
力
を
注
い
だ
研
究
テ
ー
マ
は
桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
で
あ
っ
た
。「
離
宮
に
関

す
る
資
料
を
殆
ど
集
め
ら
れ
た
」
と
村
岡
が
い
う
ほ
ど
、
凄
ま
じ
い
研
究
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
奈
文
研
で
の
一
番
最
初
の
研
究
計

画
は
「
京
都
御
所
・
離
宮
の
研
究
」
と
題
し
て
、
順
番
に
「
そ
の
一　
京
都
御
所
の
復
原
的
研
究
」「
そ
の
二　
桂
離
宮
の
復
原
的
研
究
」
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「
そ
の
三　
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」を
分
け
て
い
た［
森　
1
9
5
3
］。
結
果
的
に
は
、京
都
御
所
や
仙
洞
御
所
の
実
測
な
ど
も
行
な
っ

た
が
、
最
終
的
に
は
桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
岡
は
、
桂
離
宮
の
研
究
は
「
論
争
の
出
発
点
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
深
入
り
は
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
言
い

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
桂
離
宮
の
作
者
、
小
堀
遠
州
を
め
ぐ
る
論
争
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
じ
つ
は
、
江
戸
後
期
か
ら
近
代

に
か
け
て
、
小
堀
遠
州
は
桂
離
宮
の
作
者
と
し
て
一
般
的
に
認
識
さ
れ
、
森
も
初
期
の
通
史
な
ど
で
は
そ
の
説
を
支
持
し
て
い
た
が
、
長

年
の
研
究
の
結
果
、遠
州
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
［
マ
レ
ス　
2
0
1
7
］。
ジ
ョ
サ
イ
ア・コ
ン
ド
ー
ル
、重
森
三
玲
、田
村
剛
、ブ
ル
ー

ノ
・
タ
ウ
ト
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
、
和
辻
哲
郎
…
…
な
ど
、
遠
州
説
は
造
園
界
の
垣
根
、
ま
た
国
境
を
超
え
て
広
く
共
有
さ
れ
、

「
桂
離
宮
神
話
」
を
支
え
る
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
責
任
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
森
の
研
究
は

常
識
を
覆
す
ほ
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
現
在
、
桂
離
宮
は
「
遠
州
好
み
」
と
言
わ
れ
て
も
「
遠
州
作
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

［
井
上　
1
9
9
7
、
マ
レ
ス　
2
0
1
7
］。

「
桂
離
宮
の
研
究
」
を
始
め
た
結
果
、
森
は
様
式
論
や
意
匠
論
だ
け
で
は
な
く
、
作
者
論
に
も
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、

修
学
院
離
宮
の
場
合
は
ま
た
異
な
っ
た
方
法
で
「
復
原
的
研
究
」
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
「
文
献
・
古
図
・
指
図
な
ど
の
史
料

と
、
地
形
地
物
の
詳
細
な
現
地
測
量
調
査
と
の
照
合
」
で
あ
っ
た
と
村
岡
は
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
造
営
当
初
の
姿
、
い
わ
ゆ
る

原
型
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
「
復
原
的
研
究
」
や
「
復
原
的
考
察
」
と
い
う
の
は
森
が
確
立
さ
せ
た
方
法
論
で
あ
り
、
実

証
的
研
究
の
始
ま
り
で
も
あ
る
［
尼
崎　
2
0
1
4
、
マ
レ
ス　
2
0
1
9
］。

結
局
、
平
安
時
代
の
庭
園
と
『
作
庭
記
』
に
し
て
も
、
江
戸
初
期
の
桂
と
修
学
院
離
宮
の
庭
園
に
し
て
も
、
森
の
研
究
対
象
に
な
っ
た

の
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
王
朝
趣
味
の
庭
で
あ
っ
た
。同
時
代
の
庭
園
史
家
や
造
園
家
た
ち
が
室
町
時
代
の
枯
山
水
を
最
高
峰
と
し
、

幽
玄
、
侘
び
、
寂
び
な
ど
と
い
う
禅
宗
文
化
、
武
家
文
化
、
茶
の
湯
文
化
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
美
意
識
に
日
本
庭
園
の
独
自
性

を
見
い
だ
し
た
の
に
対
し
て
、
森
は
公
家
文
化
が
生
ん
だ
寝
殿
造
庭
園
や
浄
土
式
庭
園
、
ま
た
桂
離
宮
や
修
学
院
離
宮
の
お
お
ら
か
な
池

庭
こ
そ
が
日
本
庭
園
の
頂
点
で
あ
り
、
そ
の
原
点
は
『
作
庭
記
』
に
求
め
る
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
森
の
庭
園
史
観
の
特
異

性
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
計
り
知
れ
な
い
も
の
」

「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
振
り
返
っ
て
み
た
結
果
、
著
書
や
共
著
な
ど
は
「
1
0
0
編
を
超
え
る
」、
指
導
し
た
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元

整
備
事
業
は
9
箇
所
ほ
ど
、新
規
作
庭
は『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森　
1
9
7
3
］を
読
む
か
ぎ
り「
30
数
庭
に
上
る
」と
村
岡
は
数
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
物
事
を
足
し
算
し
た
だ
け
で
は
と
て
も
表
現
し
き
れ
な
い
ほ
ど
、「
森
蘊
先
生
の
業
績
」に
は「
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」

と
村
岡
は
最
後
に
告
げ
て
い
る
。

筆
者
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
こ
の
「
計
り
知
れ
な
い
も
の
」
を
少
し
だ
け
で
も
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
、
森
の
研
究
に

取
り
か
か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
深
め
る
余
地
は
残
っ
て
い
る
が
、
一
旦
の
ま
と
め
と
し
て
こ
の
報
告
書
を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
森
は
日
本

庭
園
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
。
何
を
求
め
て
、
何
を
残
し
た
の
か
。
ま
た
、
何
を
理
想
と
し
た

の
か
。
そ
の
理
想
は
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元
整
備
や
、
新
し
い
庭
の
作
庭
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
、
我
々
の
日
本
庭
園
の
見

方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
な
ど
な
ど
、
課
題
は
多
い
。
森
の
業
績
を
振
り
返
る
こ
と
は
昭
和
期
に
お
け
る
日
本
庭
園
史
観
と

と
も
に
、
今
後
の
日
本
庭
園
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
で
も
あ
る
。
本
報
告
書
一
冊
で
、
森
の
膨
大
な
研
究
の
す
べ
て
を

網
羅
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
が
、
基
礎
資
料
と
い
う
か
、
一
つ
の
参
考
資
料
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
報
告
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
1
部
「
森
蘊
の
業
績
を
分
析
す
る
― 

研
究
会
」
は
2
0
1
8
年
8
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
研
究
会
の
報
告
で
あ
る
。
偶
然
で
は
あ
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る
が
、
ち
ょ
う
ど
森
の
没
後
30
年
に
あ
た
る
年
に
行
な
わ
れ
た
。
森
の
旧
宅
（
現
「
森
蘊
庭
園
研
究
室
」）
で
集
ま
り
、
森
の
孫
の
森
有

史
氏
か
ら
開
会
の
挨
拶
を
賜
っ
た
。
発
表
者
は
造
園
史
、
庭
園
史
、
建
築
史
、
測
量
の
技
術
と
製
図
、
作
庭
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か

ら
森
の
幅
広
い
活
動
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
森
の
業
績
を
論
理
的
に
分
析
す
る
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

第
2
部
「
森
蘊
の
業
績
を
振
り
返
る
― 

総
合
討
議
」
は
研
究
会
の
後
に
開
催
さ
れ
た
総
合
討
議
の
記
録
で
あ
る
。
よ
り
自
由
な
か
た

ち
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
を
出
し
合
い
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
機
会
と
な
っ
た
。
2
時
間
ほ
ど
の
討
論
を
し
た
結
果
、
具
体
的

な
結
論
や
方
針
な
ど
を
示
す
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
お
互
い
に
共
通
認
識
を
深
め
、
今
後
の
課
題
と
展
望
を
顕
在
化
す
る
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
話
と
な
っ
た
。

第
3
部
「
森
蘊
の
足
跡
を
辿
る
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
生
前
の
森
を
知
る
方
々
の
言
葉
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
森
と
一
緒
に
働

い
た
研
究
者
や
作
庭
家
、
ま
た
森
が
つ
く
っ
た
庭
の
施
主
な
ど
、
合
計
10
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
。
彼
ら
は
森
の
生
き
て

い
る
記
憶
と
い
う
か
、
最
後
の
証
人
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
証
言
を
残
す
こ
と
が
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
思
い
、
2
0
1
2
年
か
ら

2
0
1
8
年
に
か
け
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
。残
念
な
が
ら
、こ
こ
に
す
べ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
複
数
の
視
点
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
た
か
と
思
う
。
第
1
部
と
第
2
部
と
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
あ
る
が
、「
多
岐
に

わ
た
る
」「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
を
明
ら
か
に
し
、
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
情
報
で
あ
る
。

報
告
書
の
最
後
に
あ
た
る
第
4
部
に
は
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、「
出
来
事
・
職
歴
・
著
書
」
と
「
作
庭
・
調
査
・

整
備
」
と
い
う
か
た
ち
で
2
段
に
分
け
た
。
1
段
目
に
は
私
生
活
の
主
な
出
来
事
や
職
歴
、
ま
た
単
著
・
共
著
・
論
文
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

の
著
作
を
ま
と
め
た
。2
段
目
に
は
森
が
歴
史
家
と
し
て
指
導
し
た
実
測
調
査
や
復
元
整
備
の
事
業
、ま
た
作
庭
家
と
し
て
新
し
く
つ
く
っ

た
庭
を
ま
と
め
た
。
概
観
す
る
だ
け
で
、
1
9
4
5
年
ま
で
は
と
に
か
く
論
文
の
執
筆
が
多
く
、
現
場
で
の
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に

対
し
て
、
1
9
5
2
年
か
ら
1
9
6
7
年
ま
で
の
奈
文
研
時
代
は
単
著
や
共
著
な
ど
が
増
え
る
と
同
時
に
、
奈
良
を
中
心
に
史
跡
や
歴
史

的
な
庭
園
の
調
査
と
作
庭
の
活
動
が
一
気
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
1
9
7
0
年
頃
か
ら
晩
年
ま
で
は
、
遺
跡
や
庭
園
の
復
元

整
備
事
業
で
多
忙
を
極
め
る
時
期
に
な
る
と
い
う
全
体
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

こ
の
年
表
は
『
奈
良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森　
1
9
7
3
］『
日
本
庭
園
史
話
』［
森　
1
9
8
1
］
と
い
う
森
が
遺
し
た

自
伝
や
、
亡
く
な
っ
た
1
年
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
故　
森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）」［
森
蘊
門
下
生
一
同　
1
9
8
9
］、
村
岡
の
還
暦

の
際
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
還
暦
記
念　
村
岡
正
著
作
目
録
」［
尼
崎
・
白
幡
・
飛
田　
1
9
8
6
］、
ま
た
森
の
も
と
で
働
い
た
庭
師
た
ち
の
記
録

「
徳
村
造
園
事
業
経
歴
書
」［
徳
村
造
園　
1
9
8
5
］、『
庭
師
歴
程　
小
山
潔
のhum

an forest

』［
小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人
会　
1
9
8
6
］、
そ
し
て

田
中
栄
治
・
高
橋
知
奈
津
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
目
録
を
参
考
に
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
が
多
く
の
現
地
調
査
や
聞
き
取
り

調
査
な
ど
で
得
た
情
報
を
照
合
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
れ
で
も
完
璧
で
は
な
い
こ
と
は
筆
者
が
最
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
森
蘊
研
究
の
完
成
版
を
つ
く
る
つ
も
り
は
な
い
。
逆
に
、
出
発
点
に
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
森
の
業
績
を
分
析
し
、
評
価
し
て
、
日
本
庭
園
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
何
よ
り
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
森
蘊
本
人
が
望
ん
で
い
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

引
用
文
献

尼
崎
博
正
（
2
0
1
4
）「
日
本
庭
園
の
年
代
観
」『
歴
史
考
古
学
』　
第
70
号　
歴
史
考
古
学
研
究
会

尼
崎
博
正
・
白
幡
洋
三
郎
・
飛
田
範
夫
（
1
9
8
6
）『
還
暦
記
念　
村
岡
正
著
作
目
録
』　
京
都
大
学
農
学
部
造
園
学
研
究
室

井
上
章
一
（
1
9
9
7
）『
つ
く
ら
れ
た
桂
離
宮
神
話
』　
講
談
社
学
術
文
庫

小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人
会
（
編
）（
1
9
8
6
）『
庭
師
歴
程

—

小
山
潔
のhum

an forest

』　
小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人
会
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［
第
1
部
］

森
蘊
の
業
績
を
分
析
す
る

―
研
究
会

徳
村
造
園
（
1
9
8
5
）『
徳
村
造
園
事
業
経
歴
書
』　
京
都
庭
匠
植
清

日
本
遺
跡
学
会
（
編
）（
2
0
1
4
）『
遺
跡
学
の
宇
宙

—

戦
後
黎
明
期
を
築
い
た
13
人
の
記
録
』　
日
本
遺
跡
学
会

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
3
）「
日
本
庭
園
史
と
森
蘊
の
業
績

—

毛
越
寺
庭
園
の
復
元
・
整
備
を
通
し
て
」『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
』　
38

−

39
頁

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
4
）「
重
森
三
玲
と
森
蘊
の
庭
園
観

—

小
堀
遠
州
の
伝
記
を
通
し
て
」『
日
本
庭
園
学
会
誌
』　
第
28
号
、
11

−

21
頁

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
7
）「
小
堀
遠
州
の
庭

—

歴
史
と
伝
説
の
合
間
か
ら
」『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』　
第
26
号
、
54

−

70
頁　
野
村
文
華
財
団

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
9
）「
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元

—

森
蘊
の
「
復
原
的
研
究
」
を
通
し
て
」　
海
野
聡
（
編
）『
文
化
遺
産
と
〈
復
元
学
〉』　
吉

川
弘
文
館　
1
6
5

−

2
0
8
頁

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
2
0　
予
定
）「
奈
良
市
に
お
け
る
森
蘊
の
作
庭
活
動
」『
奈
良
市
に
お
け
る
庭
園
の
総
合
的
調
査
』　
奈
良
文
化
財
研
究
所

森
蘊
（
1
9
3
3
）「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」『
造
園
研
究
』　
第
8
輯
、
12

−

34
頁

森
蘊
（
1
9
4
5
）『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

森
蘊
（
1
9
5
3
）「
建
造
物
研
究
室
研
究
計
画
及
び
昭
和
27
・
8
年
度
研
究
経
過
書
」　
森
蘊
旧
蔵
資
料
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
蔵
）

森
蘊
（
1
9
6
0
）『
日
本
の
庭
』　
朝
日
新
聞
社

森
蘊
（
1
9
6
4
）『
日
本
の
庭
園
』　
吉
川
弘
文
館

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社　

森
蘊
（
1
9
6
2
）「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報　
第
13
冊
』

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
8
1
）『
日
本
庭
園
史
話
』　
日
本
放
送
出
版
協
会

森
蘊
門
下
生
一
同
（
1
9
8
9
）「
故　
森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）」　
庭
園
文
化
研
究
所

スケッチをする森蘊（1976年頃）
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23 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

開
会
挨
拶

―
祖
父
森
蘊
と
私

森
　
有
史

■
　
■
　
■

祖
父
森
蘊
の
功
績
を
振
り
返
り
、
見
つ
め
直
す
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
30
年
経
っ
た
今
で
も
祖
父
の
功
績
を
研
究
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
発
起
人
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
さ
ん
、
そ
し
て
開
催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祖
父
は
私
が
7
歳
の
頃
に
他
界
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
物
心
が
つ
い
て
か
ら
と
考
え
る
と
ほ
ん
の
数
年
の
短

い
触
れ
合
い
で
し
た
が
、
祖
父
の
こ
と
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
家
と
こ
の
庭
と
と
も
に
、
あ
の
優

し
い
笑
顔
が
蘇
り
ま
す
。

物
心
つ
く
前
か
ら
、
年
に
数
回
は
家
族
で
こ
の
家
を
訪
れ
、
長
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
た
ち
家
族
が

寝
て
い
た
部
屋
に
は
鑑
真
和
上
の
仏
像
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
非
常
に
罰
当
た
り
と
は
思
い
ま
す
が
、
私

は
そ
の
写
真
が
怖
く
て
い
つ
も
な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
怖
い
と
言
う
私
に
母
は
、「
と
て
も
あ
り
が

た
い
方
の
お
写
真
な
の
よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
私
に
と
っ
て
は
祖
父
の
顔
の
ほ
う
が
余
程
あ
り
が
た

い
顔
に
思
え
ま
し
た
。
き
れ
い
な
皺
の
刻
ま
れ
た
、
清
潔
で
、
い
つ
で
も
少
し
微
笑
み
を
湛
え
た
よ
う
な
、
そ

の
顔
が
私
は
好
き
で
し
た
。

滞
在
中
は
い
つ
も
こ
の
庭
で
兄
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し
た
。
き
っ
と
祖
父
が
常
日
頃
丁
寧
に
手
入
れ
を
し
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
ら
中
に
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
て
も
何
も
諭
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
思
い
返
し
て

み
る
と
贅
沢
な
球
技
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
祖
父
は
、祖
母
と
と
も
に
そ
の
縁
側
に
座
り
、私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
私
の
蹴
っ
た
ボ
ー
ル
が
祖
父
の
顔
面
に
直
撃
し
、
一
瞬
祖
母
が
焦
っ
た
よ
う
な

顔
を
し
て
い
た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
微
笑
ん
で
い
た
祖
父
の
顔
も
。

小
さ
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、「
素
敵
な
お
庭
の
あ
る
家
に
住
ん
で
る
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
。
た

く
さ
ん
の
功
績
を
知
っ
た
今
で
も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

生
き
て
い
た
頃
に
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
こ
そ
短
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
奈
良
に
来
る
た
び
、
祖
父
の

携
わ
っ
た
庭
に
赴
く
た
び
、
祖
父
の
存
在
を
感
じ
、
そ
こ
に
居
る
よ
う
な
気
が
、
今
で
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
祖
父
の
仕
事
を
と
お
し
て
、
祖
父
の
こ
と
を
時
折
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
祖
父
を
支
え
て
い
た
だ
き
、お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
様
、本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

森
有
史
（
も
り
・
ゆ
う
し
）　

1
9
8
1
年
神
奈
川
県
川
崎
市
生
ま
れ
。

2
0
0
3
年
青
山
学
院
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科
卒
業
。
森
蘊
の
孫
。

森
蘊
庭
園
研
究
室
（
森
蘊
旧
宅
）

2
0
1
8
年
8
月
18
日
（
土
）
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45 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

日
本
近
現
代
の
歴
史
的
庭
園
の

調
査
・
保
存
・
修
理
を
巡
る
状
況
か
ら

森
蘊
の
業
績
を
考
え
る

粟
野
　
隆

は
じ
め
に

筆
者
は
、
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
4
月
1
日
か
ら
2
0
1
0

（
平
成
22
）
年
3
月
31
日
ま
で
の
6
年
間
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
（
以
下
、
奈
文
研
と
記
載
）
に
所
属
し
て
い
た
。
筆
者
が
奈

文
研
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
の
庁
舎
は
三
ツ
矢
型
3
階
建
て
の

元
病
院
で
あ
っ
た
施
設
を
転
用
し
た
建
物
で
、
そ
の
中
に
「
第

三
書
庫
」
と
い
う
研
究
所
の
中
で
も
非
常
に
暗
く
て
冷
た
い
書

庫
が
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
部
時
代
に
平
城
宮
跡
の
遺
構
図
を
整

理
す
る
関
係
で
筆
者
は
そ
の
書
庫
に
足
し
げ
く
通
っ
た
が
、
遺

跡
庭
園
関
係
の
図
面
類
の
棚
の
上
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の

森
蘊
（
1
9
0
5

−

1
9
8
8
）
の
実
測
図
や
、
ス
タ
ッ
フ
が

残
し
た
測
量
時
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
無
造
作
に
積
ま
れ
て
い

た
。
著
作
で
し
か
知
り
え
な
か
っ
た
森
蘊
の
庭
園
調
査
の
息
づ

か
い
に
直
接
触
れ
た
感
動
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
同
時
に
、
図
面
類
の
劣
化
も
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
ま
ず
い
と
も
感
じ
て
い
た
。

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
4
月
に
文
化
遺
産
部
に
異
動
し
て

か
ら
は
、
平
城
宮
跡
地
内
の
収
蔵
庫
に
「
図
化
室
」
と
い
う
一

室
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
年
春
に
遺
跡
整
備
研
究
室
長

の
平
澤
毅つ

よ
し

氏
と
そ
の
部
屋
に
行
き
、
お
そ
ら
く
森
と
庭
園
調

査
を
推
進
し
た
牛
川
喜よ

し
ゆ
き幸
（
1
9
3
6

−

2
0
0
9
）
が
使
用

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
昭
和
期
の
大
型
の
図
化
機
、
ス
テ
レ
オ

メ
ト
ロ
グ
ラ
フ
と
と
も
に
、
天
井
に
届
き
そ
う
な
ほ
ど
に
う
ず

高
く
積
ま
れ
た
膨
大
な
数
の
段
ボ
ー
ル
箱
を
目
の
あ
た
り
に
し

た
。
そ
の
段
ボ
ー
ル
群
に
は
、
森
蘊
と
村
岡
正た

だ
しの

旧
蔵
資
料
が

入
っ
て
お
り
、
平
澤
室
長
か
ら
、
こ
の
部
屋
の
一
画
を
「
庭
園

文
化
資
料
室
」
と
し
て
庭
園
史
の
豊
富
な
資
料
群
を
整
理
し
、

閲
覧
、
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
意
向
を
聞
い
た
。
筆

者
は
2
0
1
0
（
平
成
22
）
年
4
月
よ
り
東
京
農
業
大
学
に
籍

を
移
し
た
関
係
で
そ
の
整
理
作
業
の
具
体
に
携
わ
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、遺
跡
整
備
研
究
室
ス
タ
ッ
フ
の
青
木
達た

つ
じ司
氏
、

高
橋
知
奈
津
氏
、
マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
ら
が
精
力
的
な

整
理
を
実
施
し
、
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
3
月
に
、
マ
レ
ス

氏
よ
り
「
森
蘊 

旧
蔵
資
料
」
の
目
録
の
公
開
を
始
め
た
と
の

連
絡
を
受
け
た
。
さ
っ
そ
く
確
認
し
た
奈
文
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、「
手
書
き
や
青
焼
き
の
図
面
、
ス
ケ
ッ
チ
、
レ
ベ
ル

ブ
ッ
ク
、
原
稿
、
書
簡
、
メ
モ
、
写
真
、
ネ
ガ
、
冊
子
、
雑
誌

な
ど
が
あ
り
（
中
略
）
こ
の
度
、
一
旦
の
整
理
が
終
了
し
た
た

め
、
そ
の
リ
ス
ト
を
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
る
［
奈
良
文

化
財
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］。
平
澤
氏
と
筆
者
が
、
図
化
室
で
森
蘊

資
料
を
確
認
し
た
2
0
0
9
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
後
に
こ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
森
蘊
旧
蔵
資
料
が
整
理
・
公
開
さ
れ
た
こ
と

は
、
奈
文
研
の
遺
跡
庭
園
・
元
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
た
い
へ
ん
喜

ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

奈
文
研
在
籍
時
代
に
は
、
先
輩
研
究
員
か
ら
は
、
庭
園
史
研

究
で
森
蘊
を
超
え
た
研
究
者
は
い
る
の
か
と
た
び
た
び
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
質
問
を
受
け
る
た
び
に
、筆
者
は「
お

り
ま
せ
ん
」と
答
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
氏
の
森
蘊
に
関
す
る
論
文
や
記
事
を

読
む
た
び
に
、
庭
園
史
研
究
者
で
あ
っ
た
森
蘊
が
庭
園
史
研
究

の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の

森
の
造
園
活
動
と
、
同
時
代
の
日
本
近
現
代
に
お
け
る
歴
史
的
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67 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

庭
園
の
調
査
・
保
存
・
修
理
を
め
ぐ
る
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

森
の
諸
活
動
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
相
対
的
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

1
．
日
本
近
代
の
庭
園
史
・
意
匠
研
究
の
黎
明

森
蘊
は
大
正
期
か
ら
昭
和
後
期
に
か
け
て
、
古
代
か
ら
近

世
の
庭
園
通
史
を
体
系
的
に
編
成
し
、
そ
し
て
森
が
注
目
し

た
個
別
の
時
代
、
事
例
、
作
庭
家
に
つ
い
て
も
深
く
掘
り
下

げ
た
。
通
史
と
し
て
現
わ
れ
た
日
本
庭
園
史
の
最
初
の
研
究

は
、
横
井
時と

き
ふ
ゆ冬
（
1
8
5
9

−

1
9
0
6
）
が
1
8
8
9
（
明

治
22
年
）
に
著
し
た
『
園
藝
考
』［
横
井　
1
8
8
9
］
や
小
澤
圭

次
郎
（
1
8
4
2

−

1
9
3
2
）
の
「
園
苑
源
流
考
」［
小
澤　

1
8
9
0

−

1
9
0
5
］
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
井
時
冬
の
『
園
藝
考
』
は
近
代
日
本
最
初
の
日
本
庭
園
概

史
と
評
価
さ
れ
［
東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科　
2
0
1
1
］、
1
9
4
0

（
昭
和
15
）
年
創
元
社
よ
り
『
日
本
庭
園
発
達
史
』
と
し
て
改

版
さ
れ
て
い
る
。
改
版
書
の
校
注
は
堀
口
捨す

て
み己
と
森
蘊
が
担
当

し
て
い
る
。
小
澤
圭
次
郎
の
「
園
苑
源
流
考
」
は
雑
誌
『
國
華
』

に
1
8
9
0
（
明
治
23
）
年
か
ら
16
年
間
1
7
6
回
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
庭
園
史
論
と
評
価
さ
れ
て
い
る

［
小
野　
2
0
0
4
］。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
文
献
の
精
読
に
よ
る
史

的
解
釈
・
解
説
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
庭
園
史

研
究
は
明
治
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
文
献
史
研
究
か
ら
始

ま
っ
た
。
少
し
時
期
的
に
遅
れ
て
中
国
庭
園
史
は
後
藤
朝あ

さ
た
ろ
う

太
郎

（
1
8
8
1

−

1
9
4
5
）
が
研
究
を
始
め
、
大
正
期
以
降
は

東
京
帝
国
大
学
に
て
近
世
史
、
特
に
住
宅
史
を
専
門
と
し
て
い

た
龍
居
松
之
助
（
1
8
8
4

−

1
9
6
1
）
が
庭
園
の
文
献
史

研
究
を
始
め
て
い
る
。

森
自
身
が
文
献
史
研
究
の
緻
密
さ
、
徹
底
し
た
文
献
収
集

の
姿
勢
で
評
価
し
て
い
る
の
が
外と

や
ま山
英え
い
さ
く策
（
1
8
8
8

−

1
9
5
3
）
で
あ
っ
た
。
1
9
1
6
（
大
正
5
）
年
に
東
京

帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
し
た
外
山
は
、『
源
氏
物
語
と

日
本
庭
園
』［
外
山　

1
9
2
7
］、『
室
町
時
代
庭
園
史
』［
外
山　

1
9
3
4
］
な
ど
の
研
究
業
績
を
残
し
た
造
園
史
家
で
あ
る
が
、

『
室
町
時
代
庭
園
史
』
で
は
従
来
の
史
的
研
究
は
間
違
っ
た
文

献
の
選
択
が
非
常
に
多
く
、
誤
解
を
生
む
よ
う
な
庭
園
史
の
流

れ
を
構
築
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
古
庭
園
の
研
究
の
た
め
に

は
、
足
利
時
代
で
あ
れ
ば
禅
僧
の
日
記
を
読
む
よ
り
ほ
か
な
い

と
主
張
し
て
い
る
。

外
山
は
、
横
井
時
冬
の
『
園
藝
考
』
に
対
し
て
は
「
簡
単
な

る
小
冊
子
に
過
ぎ
な
い
に
も
拘
ら
ず
誤
謬
が
甚
だ
多
い
。
大
体

も
間
違
っ
て
い
る
が
細
部
も
間
違
っ
て
い
る
」
と
か
、
小
澤
圭

次
郎
の
「
園
苑
源
流
考
」
に
は
「
一
見
引
証
該
博
、
人
を
し
て

驚
嘆
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
今
日
で
は
左
程
有
難
い

も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
都
名
所
図
会
、
都
林
泉
名
所
図
会

（
中
略
）
山
城
名
勝
志
の
類
を
羅
列
し
た
に
過
ぎ
ぬ
」
と
『
室

町
時
代
庭
園
史
』
で
痛
烈
な
批
判
を
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
森
蘊
は
、「
日
本
庭
園
史
と
い
う
も
の
は
、

信
頼
で
き
る
文
献
の
徹
底
的
な
収
集
と
、
そ
の
選
択
か
ら
始
ま

る
」
と
い
う
こ
と
を
外
山
英
策
か
ら
強
く
認
識
し
た
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
し
、「
外
山
英
策
先
生
は
庭
園
の
実
測
を
し
て
お
ら

れ
な
い
。
ま
た
建
築
と
の
関
係
を
あ
ま
り
深
く
追
求
し
て
お
ら

れ
な
い
」［
森　
1
9
8
1
］
と
も
述
べ
て
お
り
、
外
山
の
研
究
に

遺
漏
し
て
い
る
観
点
も
見
い
だ
す
の
で
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
が
、

庭
園
の
実
測
、
そ
し
て
建
築
と
庭
園
と
の
関
係
を
追
及
す
る
森

の
研
究
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

2
．
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
と
庭
園
の
指
定
調

査
、
修
理
へ
の
展
開

▼
1　

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
制
定
、
原
煕
と
吉

永
義
信

1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

が
施
行
さ
れ
た
。
価
値
の
あ
る
庭
園
を
名
勝
と
し
て
指
定
し
、

保
存
・
修
理
す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
を
も
つ
行
為
が
法
的
な

実
行
力
を
有
し
た
こ
と
で
、
庭
園
の
調
査
研
究
は
革
新
さ
れ
た

部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、文
献
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
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庭
園
の
地
割
、
意
匠
の
実
地
調
査
に
よ
る
研
究
の
重
要
性
も
本

法
の
施
行
に
よ
っ
て
鮮
明
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

井
手
久ひ

さ
と登
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
庭
園
の
名
勝
指

定
・
調
査
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
東
京
帝
国
大
学
農
科
大

学
教
授
の
原
熙ひ

ろ
しで
あ
っ
た
［
井
手　
1
9
9
6
］。
原
は
本
法
が
施

行
さ
れ
た
翌
1
9
2
0
（
大
正
9
）
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
調
査
会
臨
時
委
員
に
就
任
し
、
お
よ
そ
60
庭
園
を
踏
査

し
、
そ
の
う
ち
の
41
庭
園
が
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
［
井

手　
1
9
9
6
］。
実
際
の
調
査
を
推
進
し
た
の
は
、1
9
2
2（
大

正
11
）
年
に
内
務
省
大
臣
官
房
地
理
課
名
勝
調
査
嘱
託
に
採
用

さ
れ
、
後
に
文
化
財
保
護
委
員
会
で
活
躍
す
る
原
熙
門
下
・
吉

永
義
信
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
［
井
手　
1
9
9
6
］。
文
部

省
［
1
9
3
5
］
が
昭
和
10
年
に
発
行
し
た
『
名
勝
調
査
報
告
第

二
輯
』
に
は
、
名
勝
庭
園
の
平
面
図
の
実
測
・
製
図
の
担
当
者

に
吉
永
の
名
が
見
え
る
の
で
井
手
久
登
氏
の
指
摘
の
蓋
然
性
は

高
い
。

試
み
に
、
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
8
月
に
測
量
お
よ
び
製

図
が
行
な
わ
れ
た
鹿
苑
寺
庭
園
平
面
図
［
文
部
省　
1
9
3
5
］
を

確
認
す
る
と
、
建
造
物
の
配
置
関
係
と
全
体
の
敷
地
計
画
、
庭

園
の
地
割
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
本
図
面
に
は
等
高
線
が

な
く
、
敷
地
の
高
低
差
や
地
形
が
不
明
確
で
あ
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
た
だ
し
、
吉
永
が
名
勝
庭
園
の
保
存
・
修
理
に
資
す
る

研
究
に
果
た
し
た
役
割
は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。
戦
前
の
造

園
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
吉
永
の
研
究
論
文
に
は
、
1
9
2
4

（
大
正
13
）
年
に
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
大
仙
院
書
院
庭
園
、

1
9
2
5（
大
正
14
）年
に
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
慈
照
寺
庭
園
、

1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
名
勝
指
定
さ
れ
た
醍
醐
寺
三
宝
院

庭
園
を
扱
っ
た
も
の
が
あ
り
、
特
に
「
創
設
時
代
と
現
代
と
の

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
」［
吉
永　
1
9
3
6
］
で
は
庭
園
の
主
要
部

分
の
保
存
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ま
っ
と
う
さ
れ
、「
大

徳
寺
大
仙
院
書
院
庭
園
の
復
原
」［
吉
永　
1
9
4
3
］
で
は
地
割

の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
庭
園
の
復
原
図
を
作
成
す
る
な
ど
、

庭
園
の
名
勝
と
し
て
の
価
値
の
立
証
方
法
、
名
勝
庭
園
の
保
存

修
理
の
た
め
の
検
討
に
先
鞭
を
つ
け
る
研
究
方
法
と
解
答
方
法

を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。

▼
2　

龍
居
松
之
助
の
知
遇
を
得
て
歴
史
的
庭
園
の
保
存
修

理
を
担
っ
た
田
中
泰
治
（
田
中
泰
阿
弥
）

吉
永
義
信
が
庭
園
の
名
勝
指
定
調
査
実
務
を
行
な
っ
て
い
た

大
正
後
期
か
ら
昭
和
前
期
で
は
、
龍
居
松
之
助
の
施
工
協
力
ス

タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
田
中
泰
治
（
1
8
9
8

−

1
9
7
8
）
の
活

動
も
注
目
さ
れ
る
。
龍
居
は
1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
に
龍
居

庭
園
研
究
所
を
創
設
し
、
そ
の
6
年
後
の
1
9
2
4
（
大
正

13
）
年
に
現
在
の
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学

科
の
前
身
に
あ
た
る
東
京
高
等
造
園
学
校
（
以
下
、
高
等
造
園

と
記
載
）
の
理
事
・
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
高
等
造
園
に
て

教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
に
史
蹟
名

勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
評
議
員
に
就
任
し
、
歴
史
的
庭
園
の

調
査
、
保
存
修
理
を
進
め
た
［
東
京
農
業
大
学
造
園
学
科　
1
9
8
4
］。

そ
の
と
き
に
修
理
実
務
を
担
当
し
た
の
が
、
後
に
田
中
泰た

い
あ
み

阿
弥

と
名
乗
る
田
中
泰た

い
じ治
で
あ
っ
た
。
田
中
は
新
潟
・
柏
崎
の
出
身

で
あ
り
、
龍
居
松
之
助
の
知
遇
を
得
た
契
機
等
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
が
、「
龍
居
松
之
助
先
生
の
著
作
」［
東
京
農
業
大
学
造
園

学
科　
1
9
8
4
］
に
は
主
な
造
園
施
工
メ
ン
バ
ー
（
昭
和
36
年
ま

図 1-1　鹿苑寺庭園平面図　1923（大正 12）年 8月測量（測量および製図：吉永義信）［文部省　1935］
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で
）
と
し
て
田
中
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

田
中
泰
治
は
慈
照
寺
上
部
庭
園
の
石
組
の
発
掘
と
修
理
を
、

1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
に
吉
永
義
信
、
京
都
大
学
教
授
・
関

口
鍈え

い
た
ろ
う

太
郎
、
龍
居
松
之
助
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
行
な
っ
た

［
田
中
泰
阿
弥
研
究
会　
1
9
9
9
］。
こ
れ
は
、
名
勝
庭
園
と
し
て
発

掘
調
査
の
手
法
を
用
い
て
修
理
を
行
な
っ
た
最
初
の
事
例
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
後
田
中
は
、
新
潟
・
貞
観
園
、
鳥
取
・
尾
崎

氏
庭
園
、
京
都
・
天
龍
寺
、
相
国
寺
、
金
地
院
等
の
名
勝
庭
園

の
修
理
を
昭
和
10
年
代
に
継
続
的
に
実
施
し
［
田
中
泰
阿
弥
研
究
会　

1
9
9
9
］、
歴
史
的
庭
園
の
保
存
実
務
を
手
が
け
る
造
園
家
と

し
て
、
そ
の
地
歩
を
確
実
に
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

発
掘
に
よ
っ
て
修
理
し
た
慈
照
寺
の
石
組
に
関
し
て
は
、
後

年
、
吉
永
義
信
が
吉
川
需ま

つ
に
対
し
て
、
そ
の
方
法
が
学
術
的
で

は
な
か
っ
た
と
言
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
真
っ

向
か
ら
龍
居
松
之
助
が
そ
う
で
は
な
い
と
主
張
し
た
と
い
う
逸

話
も
残
っ
て
い
る
［
吉
川　
1
9
8
5
］。

3
．
重
森
三
玲
に
よ
る
庭
園
の
実
測
調
査
活
動
と
日
本

庭
園
史
図
鑑
の
刊
行

精
力
的
な
庭
園
の
実
測
調
査
活
動
で
知
ら
れ
る
の
が
重
森

三み
れ
い玲

（
1
8
9
6

−

1
9
7
5
）
で
あ
る
。
岡
山
県
出
身
の
重

森
は
、
枯
山
水
を
基
調
と
し
た
力
強
い
石
組
の
庭
園
作
品
を
数

多
く
生
み
出
し
た
人
物
で
あ
る
。
重
森
は
美
術
や
前
衛
い
け

ば
な
で
も
足
跡
を
遺
し
た
が
、
庭
園
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
、

1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
に
田
村
剛つ

よ
しと
知
り
合
っ
た
こ
と
を
契

機
と
す
る
と
重
森
千ち

さ
を靑

氏
が
指
摘
し
て
い
る
［
重
森　
2
0
1
6
］。

重
森
三
玲
が
庭
園
の
実
測
を
始
め
た
の
は
1
9
2
9
（
昭

和
4
）
年
で
あ
っ
た
［
重
森　
2
0
1
6
］。
1
9
3
2
（
昭
和
7
）

年
に
日
本
庭
園
の
研
究
団
体
と
し
て
京
都
林
泉
協
会
を
創
設

し
、
庭
園
の
調
査
研
究
と
作
庭
を
推
進
し
た
［
重
森　
2
0
1
6
］。

重
森
の
業
績
で
庭
園
史
研
究
上
最
も
高
く
評
価
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
の
は
『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』（
全
24
巻
）［
重
森　

1
9
3
6

−

1
9
3
9
］
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
1
9
3
6
年
か
ら

1
9
3
8
年
（
昭
和
11
〜
13
年
）
に
か
け
て
全
国
の
お
よ
そ

2
5
0
庭
園
を
実
測
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
ん
に
ち
の
庭
園
史

研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
重
森
が
実
測
を

始
め
た
の
は
、
全
国
の
名
園
が
荒
廃
す
る
状
況
を
憂
い
、
た
と

え
庭
が
壊
れ
て
も
保
存
の
た
め
の
資
料
と
し
て
図
面
が
あ
れ
ば

修
理
が
で
き
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
［
重
森　

2
0
1
6
］。

こ
の
調
査
に
は
、
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分

担
し
て
実
測
を
行
な
っ
て
い
た
。『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』
の
各

巻
の
凡
例
を
確
認
す
る
と
、
清
水
卓さ

だ
お夫
（
写
真
、
平
面
図
）、

下
川
苔た

い
ち地

（
写
生
図
）、早
尻
華か
こ
う香

（
写
生
図
）、鍋
島
雄い
さ
お男

（
平

面
図
）、
福
井
典つ

か
さ（
平
面
図
）
ら
の
名
前
が
み
え
る
（
括
弧
内

は
役
割
分
担
）。

重
森
の
『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』
掲
載
の
実
測
図
は
、
精
妙
な

地
割
表
現
、
高
木
と
低
木
の
関
係
、
石
組
の
関
係
ま
で
も
精
緻

に
表
現
し
、
庭
園
の
空
間
性
を
も
表
現
し
た
図
面
を
提
示
し
た

点
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
奈
文
研
で
高
瀬
要
一
氏

と
庭
園
の
実
測
方
法
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
際
、
重
森
三
玲

図 1-2　慈照寺庭園　1931（昭和 6）年に発掘された水流の石組［文部省　1935］
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12

の
実
測
図
は
絵
画
的
に
は
傑
出
し
て
い
る
が
、
庭
園
内
の
要
所

と
な
る
庭
石
等
を
数
箇
所
実
測
し
て
残
り
は
ス
ケ
ッ
チ
で
表
現

し
て
い
る
た
め
、
誤
差
が
大
き
い
も
の
だ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
な
お
、
森
蘊
も
昭
和
10
年
代
で
は
平
泉
や
鎌
倉
で
庭

園
の
実
測
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

4
．
室
戸
台
風
に
よ
る
庭
園
被
害
と
保
存
修
理
の
た
め

の
調
査

昭
和
初
期
に
庭
園
の
保
存
の
た
め
の
調
査
が
進
展
し
た
の

は
、
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
に
発
生
し
た
室
戸
台
風
の
た
め

で
あ
っ
た
。
本
台
風
は
同
年
9
月
21
日
に
関
西
に
上
陸
し
た

が
、
死
者
が
約
2
7
0
0
名
、
行
方
不
明
者
3
3
4
名
、
負
傷

者
1
万
4
9
9
4
名
、損
壊
建
物
9
万
2
7
4
0
棟
を
数
え
た
、

日
本
近
代
の
中
で
も
未
曽
有
の
自
然
災
害
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
［
国
立
情
報
学
研
究
所
・
北
本
朝
展
氏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］。
特
に
大
き
な

被
害
が
確
認
さ
れ
た
の
は
京
阪
神
地
域
で
あ
っ
た
。「
庭
園
と

風
景＊
１

」［
日
本
庭
園
協
会　
1
9
3
4
］
で
は
、「
風
水
害
と
造
園
」
と

い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
大
阪
府
内
の
公
園
の
被
害
と
と
も
に
、

と
り
わ
け
京
都
の
名
園
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
点
が
報
じ
ら

れ
た
。
同
誌
で
は
京
都
大
学
教
授
・
関
口
鍈
太
郎
が
、
京
都
名

園
の
風
害
と
し
て
、
仙
洞
御
所
、
二
条
城
、
修
学
院
離
宮
、
桂

離
宮
、
金
地
院
、
知
恩
院
、
曼
珠
院
、
詩
仙
堂
、
天
龍
寺
、
平

安
神
宮
等
々
の
庭
園
の
損
壊
状
況
を
報
告
し
て
お
り
、
高
台
寺

や
上
賀
茂
神
社
の
風
倒
林
の
生
々
し
い
写
真
が
掲
載
さ
れ
た

［
日
本
庭
園
協
会　
1
9
3
4
］。

こ
の
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
、
損
壊
を
被
っ
た
庭
園
を
調
査
し

よ
う
と
東
京
か
ら
馳
せ
参
じ
た
の
が
、
高
等
造
園
を
1
9
3
3

（
昭
和
8
）
年
に
卒
業
し
て
龍
居
庭
園
研
究
所
に
入
っ
た

久ひ
さ
つ
ね恒

秀し
ゅ
う
じ治

（
1
9
1
1

−

1
9
8
2
）
で
あ
っ
た
。
久
恒
が

1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
に
著
し
た
『
京
都
名
園
記
』
上
巻
の

序
文
に
は
、「
昭
和
9
年
9
月
に
京
都
に
大
風
が
吹
き
、
そ
の

風
致
の
復
興
の
た
め
、
私
は
ゆ
く
り
な
く
も
東
京
よ
り
京
都
に

ゆ
き
『
都
林
泉
名
所
図
会
』
を
た
ず
さ
え
て
、
心
ゆ
く
ま
で
名 図 1-3　瑞泉寺庭園平面図　1938（昭和 13）年 4月実測［重森　1938］　

図 1-4　室戸台風による被害の様子
（上：高台寺境内松林の倒壊／下：上
賀茂神社境内赤松林の風倒）［日本庭
園協会　1934］
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1415 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

園
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。（
中
略
）
当
時
は
ま
だ

今
の
よ
う
な
文
化
財
保
護
の
観
念
を
官
民
と
も
認
識
し
て
い
な

い
時
代
で
、
名
園
の
多
く
は
雑
草
の
な
か
に
荒
廃
す
る
も
の
が

多
か
っ
た
（
中
略
）
政
府
が
こ
の
運
動
に
非
協
力
的
で
、
ま
っ

た
く
無
力
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
青
春
を
賭
し
て
で
も
独
力
で

京
都
の
名
園
を
実
測
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
」
と
書
か
れ
て
い

る
［
久
恒　
1
9
6
7
］。
久
恒
は
、
龍
居
松
之
助
か
ら
給
料
を
送

金
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
京
都
帝
国
大
学
農
学
部
教
授
・
関
口

鍈
太
郎
の
も
と
で
、
西
芳
寺
庭
園
、
慈
照
寺
庭
園
な
ど
の
実
測

調
査
を
展
開
し
た
［
龍
居　
2
0
1
0
］。
し
か
し
龍
居
松
之
助
は

久
恒
が
京
都
の
庭
園
実
測
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
と
き
は
高
等

造
園
2
代
目
校
長
で
あ
り
、
こ
の
頃
高
等
造
園
は
経
営
難
に

陥
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
龍
居
は
久
恒
に
給
料
が
送
金
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
久
恒
は
龍
居
庭
園
研
究
所
を
辞
し
、
京

都
風
致
復
興
会
嘱
託
と
し
て
実
測
を
継
続
し
た
と
い
う
［
龍
居　

2
0
1
0
］。
こ
の
頃
、
後
に
綜
合
庭
園
研
究
室
を
創
設
し
て
昭

和
の
造
園
を
リ
ー
ド
す
る
中
島
健け

ん
が
久
恒
の
実
測
を
手
伝
っ
た

と
い
う
の
は
よ
く
知
ら
れ
る
逸
話
で
あ
る
。

久
恒
の
調
査
と
記
録
の
考
え
方
と
し
て
、
実
測
図
は
庭
園
が

破
壊
を
受
け
た
と
き
の
修
理
・
復
元
を
目
的
と
す
る
た
め
に
50

分
の
1
の
縮
尺
で
作
成
し
た
と
い
う
［
久
恒　
1
9
6
7
］。
庭
園

の
実
測
は
地
物
の
点
と
点
だ
け
を
求
め
る
の
が
目
的
で
は
な

く
、
点
と
点
の
間
の
線
、
つ
ま
り
石
の
形
、
庭
の
景
勝
が
要
求

さ
れ
る
た
め
、
多
大
な
労
力
と
時
間
を
要
し
た
。
西
芳
寺
だ

け
に
1
年
間
、
慈
照
寺
に
は
半
年
を
要
し
た
［
久
恒　
1
9
6
7
］。

し
か
し
、
こ
の
実
測
図
は
終
戦
後
、
京
都
府
知
事
の
委
託
を
受

け
て
行
な
っ
た
名
園
修
理
の
仕
事
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
、
天

龍
寺
、
西
芳
寺
、
鹿
苑
寺
、
慈
照
寺
、
成
就
院
等
の
庭
園
で
は
、

役
石
と
樹
木
の
復
元
的
改
修
、
伐
採
、
整
理
を
縦
横
に
行
な
う

こ
と
が
で
き
た
と
久
恒
は
『
京
都
名
園
記
』
の
中
で
述
懐
し
て

い
る
［
久
恒　
1
9
6
7
］。

『
京
都
名
園
記
』（
上
・
中
・
下
巻
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
庭

園
の
平
面
図
は
、
昭
和
10
年
代
の
久
恒
に
よ
る
実
測
図
を
『
京

都
名
園
記
』
の
挿
図
と
す
る
た
め
に
透
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

原
図
そ
の
も
の
で
は
な
い
［
久
恒　
1
9
6
7
］。
た
だ
し
、
原
図

の
複
写
と
思
わ
れ
る
慈
照
寺
庭
園
平
面
図
の
一
部
が
『
京
都
名

園
記
』（
上
巻
）
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
図
面
も
吉
永

義
信
の
図
面
と
同
様
に
等
高
線
が
な
く
、
地
形
の
抑
揚
が
不
明

瞭
で
あ
り
、
地
形
を
重
視
し
た
森
蘊
の
実
測
図
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
る
。

5
．
京
都
大
学
農
学
部
造
園
学
研
究
室
が
輩
出
し
た
歴

史
的
庭
園
の
調
査
、
保
存
、
修
理
の
担
い
手

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
京
都
大
学
は
、
歴
史
的
庭
園

の
調
査
、
保
存
、
修
理
の
重
要
な
担
い
手
が
輩
出
さ
れ
た
大

学
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
を

1
9
4
7
（
昭
和
21
）
年
に
卒
業
し
、
龍
居
松
之
助
の
計
ら
い

で
京
都
大
学
農
学
部
林
学
科
の
研
修
生
に
な
っ
た
平
井
昌ま

さ
の
ぶ信

（
京
都
市
役
所
、
日
本
技
術
開
発
を
経
て
農
大
造
園
学
科
助
教

授
を
歴
任
）
の
自
伝
［
平
井　
1
9
9
5
］
に
よ
れ
ば
、
昭
和
10
年

代
後
半
か
ら
20
年
代
に
は
、
京
大
に
2
人
の
造
園
の
教
授
が
い

図 1-5　慈照寺の庭の実測図（部分）［久恒　1967］
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1617 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

た
。
一
人
は
造
園
学
研
究
室
の
関
口
鍈
太
郎
で
あ
り
、
も
う
一

人
は
森
林
経
理
研
究
室
の
岡
崎
文あ

や
あ
き
ら
彬
で
あ
っ
た
。
平
井
が
研
修

生
に
な
っ
た
の
は
関
口
の
造
園
学
研
究
室
で
あ
り
、
当
研
究
室

に
は
、助
手
に
中
村
貞
一
（
後
の
京
大
教
授
）
と
新
田
伸
三
（
後

の
九
州
芸
術
工
科
大
学
教
授
、
名
城
大
学
教
授
）
が
お
り
、
大

学
院
生
に
は
久
保
貞た

だ
し（

後
の
大
阪
府
立
大
学
教
授
）、
浅
野
二

郎
（
後
の
千
葉
大
学
教
授
）、
村
岡
正
（
後
に
森
蘊
と
庭
園
文

化
研
究
所
を
共
同
）、
田
中
正
大
（
後
の
東
京
農
業
大
学
短
期

大
学
教
授
）
が
在
籍
し
て
い
た
。
関
口
鍈
太
郎
は
京
都
大
学
教

授
に
着
任
す
る
以
前
は
高
等
造
園
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
［
東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科　
2
0
0
6
］、
京
大
造
園
学
研

究
室
の
関
口
鍈
太
郎
の
も
と
に
は
、上
述
の
久
恒
秀
治
の
ほ
か
、

京
都
府
技
師
と
し
て
吉
永
義
信
の
支
援
の
も
と
天
龍
寺
、
竜
安

寺
、
慈
照
寺
、
鹿
苑
寺
の
各
庭
園
の
修
理
を
実
施
し
た
中
根
金

作
、
現
代
造
園
で
活
躍
す
る
西
川
浩ひ

ろ
し、
荒
木
芳よ
し
く
に邦
、
井
上
卓た
く
し之

と
い
っ
た
高
等
造
園
卒
業
生
の
面
々
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
在

籍
・
出
入
り
し
て
い
た
［
平
井　
1
9
9
5
］。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、村
岡
正
、浅
野
二
郎
、久
恒
秀
治
、

中
根
金
作
と
い
っ
た
、
名
勝
庭
園
の
保
存
・
修
理
に
関
わ
る
人

材
が
造
園
学
研
究
室
か
ら
育
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
名
園

の
宝
庫
と
い
う
京
都
の
地
域
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
関
口
鍈

太
郎
が
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
行
政
に
関
す
る
委
員
と
し

て
指
導
的
役
割
も
有
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
た
と
筆
者
は
考

え
る
。
こ
の
流
れ
は
、
名
勝
の
保
存
に
資
す
る
学
統
と
し
て
、

牛
川
喜
幸
、
加
藤
允ま

さ
ひ
こ彦
、
中
村
一ま
こ
と

氏
、
安
原
啓
示
氏
、
田
中

哲
雄
氏
、
尼
崎
博
正
氏
、
白
幡
洋
三
郎
氏
、
飛
田
範
夫
氏
、
丸

山
宏
氏
、
佐
々
木
邦
博
氏
、
小
野
健
吉
氏
、
井
原
縁
氏
ら
へ
と
、

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

6
．
森
蘊
に
よ
る
調
査
、
保
存
、
修
理
の
活
動
の
位
置

づ
け
・
評
価

本
稿
で
は
、
雑
駁
な
が
ら
日
本
近
現
代
に
お
け
る
歴
史
的
庭

園
の
調
査
・
保
存
・
修
理
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
に
森
蘊
が
日
本
庭
園
に
目
覚
め
た

経
緯
を
確
認
し
つ
つ
、
森
の
業
績
に
つ
い
て
位
置
づ
け
・
評
価

を
行
な
っ
た
［
粟
野　
2
0
1
8＊２］。

▼
1　

森
蘊
が
日
本
庭
園
に
目
覚
め
た
経
緯　

森
蘊
は
、
1
9
0
5
（
明
治
38
）
年
8
月
8
日
、
東
京
府
立

川
村
（
現
東
京
都
立
川
市
）
に
生
ま
れ
た
。
1
9
2
9
（
昭
和

4
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科
に
入
学
し
た
。
森
が

東
大
に
入
学
し
た
当
時
、
造
園
学
の
講
義
は
農
学
の
原
煕
と
林

学
の
田
村
剛
に
よ
っ
て
開
講
さ
れ
て
い
た
［
森　
1
9
7
3
］。
そ

の
講
義
で
田
村
剛
（
大
正
9
年
12
月
に
日
本
庭
園
の
発
達
に

関
す
る
論
文
で
林
学
博
士
を
取
得
）
の
熱
の
込
も
っ
た
日
本
庭

園
の
講
義
に
感
動
し
た
こ
と
が
、
森
が
日
本
庭
園
に
強
く
関
心

を
寄
せ
て
い
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
森
は
林
学
科
・
農
学

科
共
通
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
た
こ
の
造
園
学
の
講
義
を

1
9
2
9
年
か
ら
1
9
3
1
年（
昭
和
4
〜
6
年
）の
3
年
間
、

続
け
て
受
講
し
た
［
森　
1
9
7
3
］。

1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科

で
は
原
煕
が
停
年
直
前
に
道
筋
を
つ
け
て
造
園
を
扱
う
園
芸
学

第
二
講
座
が
誕
生
し
た
［
井
手　
1
9
9
6
］。
本
講
座
の
主
任
教

授
は
原
煕
門
下
の
丹に

わ羽
鼎て
い
ぞ
う三（
1
8
9
1

−

1
9
6
7
）で
あ
っ

た
［
北
村　
1
9
9
6
］。
森
は
東
大
林
学
科
で
は
な
く
農
学
科
の

学
生
で
あ
り
、
丹
羽
が
森
の
卒
業
論
文
の
指
導
教
官
と
な
っ

た
。
丹
羽
は
森
を
内
務
省
の
折お

り
し
も下

吉よ
し
の
ぶ延

の
と
こ
ろ
に
送
り
込
も

う
と
い
う
意
図
か
ら
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
「
路ブ

ー
ル
バ
ー
ル

傍
公
園
」
を

勧
め
た
が
、
森
は
ど
う
し
て
も
日
本
庭
園
を
テ
ー
マ
と
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
こ
れ
を
拒
否
し
、
大
学
院
で
は
農
学
か
ら
林

学
に
転
じ
て
田
村
剛
に
指
導
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
森
は

田
村
の
紹
介
を
経
て
藤
島
亥が

い
じ
ろ
う

治
郎
、
藤
岡
通み
ち
お夫

、
福
山
敏
男
と

い
っ
た
建
築
史
家
に
も
指
導
を
求
め
、
日
本
庭
園
史
研
究
を
推

進
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
［
森　
1
9
7
3
］。
し
た
が
っ
て
森

と
丹
羽
鼎
三
と
の
関
係
は
「
一
種
の
破
門
状
態
」［
日
本
遺
跡
学
会　

2
0
1
4
］
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

▼
2　

庭
園
と
建
築
を
セ
ッ
ト
で
研
究
す
る
姿
勢

森
は
学
生
だ
っ
た
昭
和
初
期
に
外
山
英
策
の
研
究
に
出
会
っ
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1819 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

た
。
そ
こ
で
森
は
適
切
な
文
献
選
択
に
よ
る
史
的
研
究
の
重
要

性
と
、
庭
園
は
建
物
と
セ
ッ
ト
で
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
を
自
覚
し
た
［
森　
1
9
7
3
］。

東
京
大
学
大
学
院
を
経
た
昭
和
10
年
代
に
は
、
森
は
内
務
省

で
国
立
公
園
の
仕
事
を
し
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
顔
を

出
し
て
は
庭
園
を
独
学
で
勉
強
し
て
い
た
と
さ
れ
る
［
日
本
遺
跡

学
会　
2
0
1
4
］。
そ
の
間
の
庭
園
史
研
究
の
成
果
は
、
造
園
雑

誌
で
は
な
く
、
建
築
学
会
や
建
築
史
会
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が

多
か
っ
た＊
３

。
こ
れ
は
外
山
英
策
の
諸
研
究
か
ら
庭
園
と
建
築
と

は
セ
ッ
ト
で
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
森
の
研
究
姿

勢
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
、
丹
羽
鼎
三
と
の
不
仲
の
関
係
か

ら
造
園
雑
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
建
築
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
は
、「
浄
瑠

璃
寺
建
築
と
庭
園
」（
1
9
4
4
、
6
巻
3
号
）
や
「
称
名
寺

の
建
築
と
庭
園
」（
1
9
4
4
、
6
巻
4
号
）
と
あ
り
、
そ
の

題
目
か
ら
建
築
と
庭
園
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
把
握
で
き
よ
う
。

▼
3　

日
本
史
全
体
へ
の
位
置
づ
け
を
意
識
し
た
庭
園
史
研

究
を
展
開

森
の
研
究
対
象
の
特
色
は
宮
廷
庭
園
を
軸
と
し
て
扱
っ
て
い

た
点
に
あ
る
。
森
と
同
時
代
を
生
き
た
重
森
三
玲
が
中
世
の
禅

宗
寺
院
の
庭
園
の
様
式
・
意
匠
を
評
価
の
対
象
と
し
て
き
た
の

に
対
し
、
森
は
平
安
時
代
の
貴
族
邸
宅
の
寝
殿
造
系
庭
園
や

浄
土
庭
園
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
桂
離
宮
と
い
っ
た
宮
廷
庭

園
を
検
討
し
た
も
の
が
多
い
。
森
は
東
大
農
学
部
農
学
科
丹
羽

鼎
三
の
ゼ
ミ
に
お
い
て
先
輩
か
ら
「
平
安
鎌
倉
時
代
庭
園
の
こ

と
や
寝
殿
造
系
庭
園
の
こ
と
な
ど
分
か
る
は
ず
は
な
い
」［
森　

1
9
7
3
］
と
批
判
さ
れ
、
研
究
心
に
水
を
か
け
ら
れ
て
悔
し
い

思
い
を
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
が
宮
廷
庭
園
を
主
た
る
研
究
対
象

と
し
た
理
由
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
森
の
『
造
園
雑

誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
鳥
羽
殿
庭
園
考
」［
森　
1
9
3
8
］、

「
鎌
倉
時
代
宮
苑
に
関
す
る
研
究
」［
森　
1
9
3
9
］
に
共
通
す
る

問
題
意
識
と
し
て
、
従
来
の
日
本
庭
園
史
研
究
は
寺
院
に
残
る

庭
園
遺
構
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、
日
本
文
化
が
宮
廷
や
公

家
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
日
本
史
研
究
の
流
れ
に
庭
園
史 図 1-6　森蘊の浄瑠璃寺庭園図面（上：整備前の実測図／下：整備後の実測図）（奈良文化財研究所蔵）
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2021 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

の
み
が
歩
調
を
外
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
お
り
［
森　
1
9
3
8
、

1
9
3
9
］、
森
が
庭
園
史
そ
の
も
の
を
日
本
史
全
体
の
中
で
編
成

し
よ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

▼
4　

庭
園
の
地
形
を
重
視
し
た
実
測
調
査
に
よ
る
旧
態
の

考
察

森
は
、
鎌
倉
、
平
泉
、
奈
良
、
京
都
等
の
古
都
に
所
在
す
る

庭
園
遺
構
の
実
測
を
数
多
く
行
な
っ
た
。
建
造
物
も
し
く
は
建

造
物
跡
、
池
泉
、
水
路
、
石
等
の
地
物
を
正
確
に
計
測
し
て
庭

園
と
建
築
と
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
は
同
時

代
の
吉
永
義
信
、
重
森
三
玲
、
久
恒
秀
治
と
同
様
で
あ
る
。
た

だ
し
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
森
だ
け
が
庭
園
の
実
測
に
昭
和

初
期
か
ら
水
準
測
量
を
導
入
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
重
森
三
玲

の
実
測
図
は
絵
画
的
に
も
美
し
い
が
ス
ケ
ッ
チ
に
頼
っ
た
部
分

が
多
い
た
め
誤
差
が
大
き
く
、
吉
永
義
信
や
久
恒
秀
治
の
図
面

は
地
割
は
把
握
で
き
る
が
い
ず
れ
も
高
低
差
を
記
し
て
は
い
な

か
っ
た
。
一
方
、
森
の
図
面
は
等
高
線
に
海
抜
高
の
数
字
を
記

入
し
、
地
形
の
凹
凸
や
抑
揚
を
表
現
し
、
旧
地
形
に
つ
い
て
も

推
定
し
た
り
、
庭
水
が
枯
れ
て
い
て
も
地
形
か
ら
水
源
が
復
元

的
に
考
察
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
し
て
森
の
実
測
図
面
は
植
栽
の
表
現
が
な
い
こ
と
が
多

い
。
植
栽
は
作
庭
後
の
経
年
に
よ
っ
て
枯
死
や
実
生
に
よ
っ
て

変
化
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
で
あ
っ
た
。

▼
5　

発
掘
調
査
知
見
等
の
先
駆
的
活
用

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
に
は
、
森
は
鎌
倉
の
永
福
寺
庭
園

跡
の
発
掘
を
経
験
し
て
い
る
。
森
本
人
は
発
掘
に
つ
い
て
熱
心

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
［
森　
1
9
8
1　
17
頁
］、『
日
本

の
庭
園
』［
森　
1
9
6
4
］
に
挿
図
と
し
て
使
用
さ
れ
た
発
掘
中

の
写
真
を
確
認
す
る
と
、
苑え

ん
ち池
の
汀
線
、
池
底
の
石
敷
な
ど
が

検
出
さ
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
の
方
法
を
用
い
て
庭

園
の
旧
態
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
前
年
に
は
慈

照
寺
上
部
庭
園
の
発
掘
調
査
を
関
口
鍈
太
郎
、
吉
永
義
信
、
龍

居
松
之
助
の
立
会
い
の
も
と
に
田
中
泰
治
が
行
な
っ
て
保
存
・

修
理
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
こ
と
を
本
稿
で
は
言
及
し
た
が
、
森

自
身
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
庭
園
の
調
査
研
究
に
発
掘
と
い
う
方
法

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
立
博
物
館
保
存
修
理
課
を
経
て
1
9
5
2
（
昭

和
27
）
年
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
建
造
物
室
長
に
就
任
し
、

1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年
に
京
大
か
ら
牛
川
喜
幸
が
奈
文
研
に

入
所
し
て
か
ら
は
、
法
金
剛
院
の
調
査
で
電
気
探
査
を
導
入
し

て
い
る
。
奈
文
研
の
退
職
1
年
前
に
は
平
城
宮
東
院
庭
園
の
発

掘
調
査
が
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
は
森
も
発
掘
調
査
知
見
に
基
づ

き
庭
園
の
特
徴
を
押
さ
え
る
方
法
を
明
確
に
採
用
し
た
。

▼
6　

調
査
・
研
究
か
ら
修
理
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
的
庭

園
保
存
の
系
統
的
実
践

さ
ら
に
森
は
、1
9
6
7（
昭
和
42
）年
に
奈
文
研
を
退
官
後
、

1
9
6
8
（
昭
和
43
）
年
に
村
岡
正
と
庭
園
文
化
研
究
所
を
設

立
し
、
調
査
・
研
究
の
み
な
ら
ず
、
浄
瑠
璃
寺
、
毛
越
寺
、
和

歌
山
城
紅
葉
渓
庭
園
な
ど
の
歴
史
的
庭
園
に
お
い
て
、
関
係
文

献
の
精
査
、
実
測
、
発
掘
、
保
存
・
修
理
、
復
元
に
い
た
る
ま

で
の
工
程
を
、系
統
的
に
実
践
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
徴
的
で
、

す
な
わ
ち
、
森
は
机
上
の
調
査
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
学

術
的
成
果
を
保
存
・
修
理
を
通
じ
て
実
空
間
に
展
開
す
る
と
い

う
実
践
性
を
示
し
、
修
復
造
園
家
と
で
も
い
う
べ
き
職
能
像
を

確
立
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
歴
史
的
庭
園
の
み
な

ら
ず
、
加
満
田
旅
館
庭
園
や
紫
式
部
公
園
日
本
庭
園
な
ど
森
自

身
の
発
想
に
基
づ
く
新
規
作
庭
へ
と
展
開
す
る
。
こ
の
こ
と
は

森
蘊
個
人
で
は
な
く
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
村
岡
正
、保
存・

修
理
工
事
の
実
際
を
担
当
し
た
徳
村
五
三
郎
、
城
越
章
宏
、
山

中
功
、
小
山
潔
、
牧
岡
一
生
の
協
力
［
森　
1
9
7
3
］
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

▼
7　

結
び

以
上
の
よ
う
に
森
蘊
は
、
歴
史
的
庭
園
の
文
献
史
研
究
・
実

測
調
査
・
発
掘
調
査
・
保
存
修
理
、
そ
し
て
新
規
庭
園
の
作
庭

と
い
っ
た
多
面
的
な
方
法
を
駆
使
し
て
き
た
造
園
史
家
・
造
園

家
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
筆
者
は
奈
文
研
時
代
に
平
澤

毅
氏
か
ら
、
森
は
、
作
庭
を
実
際
に
行
な
っ
て
い
く
た
め
に
調

査
・
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
牛
川
喜
幸
に

語
っ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
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「
私
は
本
当
の
庭
園
鑑
賞
に
値
す
る
も
の
を
こ
の
国
に
永
久

に
残
す
た
め
に
、
研
究
に
、
発
掘
・
復
元
・
整
備
に
、
作
庭
活

動
を
通
じ
て
協
力
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
」［
森　
1
9
7
3
］
と

い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
森
蘊
は
庭
園
史
研
究
を
、
先

人
が
つ
く
っ
た
庭
を
適
切
に
保
存
・
修
復
・
継
承
す
る
た
め
の

実
学
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、「
未
来
を
読
む
た
め
の
学
」
と
し

て
も
位
置
づ
け
て
い
た
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

な
お
、本
稿
は
、『
日
本
庭
園
学
会
誌
』に
投
稿
中
の
論
文「
日

本
近
現
代
の
歴
史
的
庭
園
の
調
査
・
保
存
・
修
理
を
巡
る
状
況

か
ら
み
た
森
蘊
の
評
価
」（
粟
野
隆
、
マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
著
）
の
内
容
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

補
　
注

＊
1　
日
本
庭
園
協
会
（
1
9
3
4
）「
風
水
害
と
造
園
」『
庭
園
と
風
景
』
16

巻
11
号
は
昭
和
9
年
11
月
に
発
刊
さ
れ
た
が
、
記
事
は
お
そ
ら
く
10
月

に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
2　
本
章
は
、
粟
野
隆
「『
造
園
雑
誌
』（
1
〜
10
巻
）
に
み
る
庭
園
史
・
意

匠
研
究
の
系
譜
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
82
巻
3
号
の
内
容
を
加

筆
修
正
し
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

＊
3　
昭
和
10
年
代
に
お
い
て
は
、
下
記
の
論
文
が
建
築
関
係
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

・
1
9
3
8
（
昭
和
13
）
年　
「
平
等
院
庭
園
考
」『
建
築
学
会
論
文
集
』

9
巻

・
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
「
浄
瑠
璃
寺
建
築
と
庭
園
」『
建
築
史
』

6
巻
3
号

・
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
「
称
名
寺
の
建
築
と
庭
園
」『
建
築
史
』

6
巻
4
号

・
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
「
平
安
時
代
前
期
庭
園
の
研
究
」『
建
築

学
会
論
文
集
』
13
巻

・
1
9
3
8
（
昭
和
14
）
年
「
法
金
剛
院
庭
園
に
つ
い
て
」『
建
築
史
』

1
巻
1
・
2
号

引
用
文
献

粟
野
隆
（
2
0
1
8
）「『
造
園
雑
誌
』（
1
〜
10
巻
）
に
み
る
庭
園
史
・
意

匠
研
究
の
系
譜
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』　
82
巻
3
号

井
手
久
登
（
1
9
9
6
）　
「
日
本
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト　
原

煕
」　
『
職
域
の
拡
大
と
専
門
家
養
成
の
先
駆
者
―
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

研
究
』
59
巻
4
号
、
2
3
9

−

2
4
2
頁

図 1-7　森蘊の庭園作品（上：遍照院庭園、1960 年作庭、福岡県久留米市／下：紫式部公園、1986 年作庭、
福井県越前市）（マレス撮影、2013 年）
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小
澤
圭
次
郎
（
1
8
9
0

−

1
9
0
5
）　
「
園
苑
源
流
考
」（『
國
華
』
所
収
）　

國
華
社

小
野
健
吉
（
2
0
0
4
）　
『
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
』　
岩
波
書
店

北
村
文
雄
（
1
9
9
6
）　
「
日
本
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト　
丹

羽
鼎
三　
造
園
植
物
研
究
の
開
祖
（
昭
和
激
動
期
・
造
園
教
育
界
の
巨

星
）」　
『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』　
60
巻
1
号
、
1

−

4
頁

国
立
情
報
学
研
究
所
・
北
本
朝
展
氏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
デ
ジ
タ
ル
台
風　

過
去
の
台
風
災
害
・
被
害
］　
（
最
終
閲
覧
：
2
0
1
8
年
8
月
18
日
）

（
情
報
の
出
典
は
「
理
科
年
表
」
に
よ
る
（
本
H
P
記
載
）　http://

agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/disaster/help/past.htm
l.ja

重
森
千
青
（
2
0
1
6
）　
「
伝
統
文
化
を
ベ
ー
ス
に
永
遠
の
モ
ダ
ン
を
追
及

し
た
革
新
者
」『
重
森
三
玲　
庭
N
I
W
A
』
2
2
5
号
、
72

−

75
頁

重
森
三
玲
（
1
9
3
8
）『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』（
第
2
巻
ノ
上
）　
有
光
社

重
森
三
玲
（
1
9
3
6

−

1
9
3
9
）『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』（
全
24
巻
）　

有
光
社

龍
居
竹
之
介
（
2
0
1
0
）　
「
龍
居
松
之
助
の
造
園
と
東
京
農
大
」　
東
京

農
業
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
・
造
園
・
2
0
1
0
（
2
0
1
1
年

1
月
18
日
講
演
・
於
東
京
農
業
大
学
）

田
中
泰
阿
弥
研
究
会
（
編
）（
1
9
9
9
）　
『
孤
高
の
庭
匠　
田
中
泰
阿
弥
』

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

東
京
農
業
大
学
造
園
学
科（
編
）（
1
9
8
4
）　
「
龍
居
松
之
助
先
生
の
著
作
」

『
造
園
学
科
記
録
』　
84
巻
1
号

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
（
編
）（
2
0
0
6
）　
『
近
代
造
園
学
80
年
の

あ
ゆ
み
―
東
京
高
等
造
園
学
校
か
ら
東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
へ
』　

東
京
農
大
出
版
会

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科（
編
）（
2
0
1
1
）　
『
造
園
用
語
辞
典
第
三
版
』　

彰
国
社

外
山
英
策
（
1
9
2
7
）　
『
源
氏
物
語
と
日
本
庭
園
』　
文
友
社

外
山
英
策
（
1
9
3
4
）　
『
室
町
時
代
庭
園
史
』　
岩
波
書
店

奈
良
文
化
財
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
森
蘊 

旧
蔵
資
料
」（
最
終
閲

覧
：
2
0
1
9
年
3
月
29
日
）　https://www.nabunken.go.jp/

research/m
oriosam

u.htm
l

日
本
庭
園
協
会
（
1
9
3
4
）「
風
水
害
と
造
園
」『
庭
園
と
風
景
』　
16
巻

11
号
、
2
6
5

−

2
8
6
頁

日
本
遺
跡
学
会
（
編
）（
2
0
1
4
）　
「
文
化
財
保
護
に
お
け
る
造
園
学
の

役
割
」（
口
述
）
井
手
久
登　
（
聞
き
手
）
平
澤
毅
・
一
ノ
瀬
友
博
・
惠

谷
浩
子
『
遺
跡
学
の
宇
宙　
戦
後
黎
明
期
を
築
い
た
13
人
の
記
録
』
日

本
遺
跡
学
会　
1
9
0

−

2
1
9
頁

久
恒
秀
治
（
1
9
6
7
）　
『
京
都
名
園
記
』（
上
巻
）　
誠
文
堂
新
光
社
（
な

お
、
本
著
作
は
上
・
中
・
下
巻
の
3
冊
で
あ
り
、
1
9
6
7
年
ま
で
継

続
的
に
誠
文
堂
新
光
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
）

平
井
昌
信
（
1
9
9
5
）　
『
先
達
あ
り　
友
あ
り
て　
今
』　
私
家
版

森
蘊
（
1
9
3
8
）　
「
鳥
羽
殿
庭
園
考
」　
『
造
園
雑
誌
』
5
巻
2
号
、
90

−

1
0
2
頁

森
蘊
（
1
9
3
9
）　
「
鎌
倉
時
代
宮
苑
に
関
す
る
研
究
」『
造
園
雑
誌
』
6

巻
3
号
、
1
4
2

−

1
5
5
頁

森
蘊
（
1
9
6
4
）　
『
日
本
の
庭
園
』　
吉
川
弘
文
館

森
蘊
（
1
9
7
3
）　
『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
8
1
）　
『
日
本
庭
園
史
話
』　
日
本
放
送
出
版
協
会

文
部
省
（
編
）（
1
9
3
5
）　
『
名
勝
調
査
報
告
第
二
輯
』

横
井
時
冬
（
1
8
8
9
）　
『
園
藝
考
』　
大
八
洲
学
会

吉
川
需
（
1
9
8
5
）　
「
龍
居
松
之
助
先
生
の
立
場
」（『
龍
居
松
之
助
先
生

を
憶
う
』
所
収
）　
「
龍
居
松
之
助
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
」
実
行
委
員

会

吉
永
義
信
（
1
9
3
6
）　
「
創
設
時
代
と
現
代
と
の
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
」

『
造
園
雑
誌
』
3
巻
2
号
、
1
5
4

−

1
6
7
頁

吉
永
義
信
（
1
9
4
3
）　
「
大
徳
寺
大
仙
院
書
院
庭
園
の
復
原
」　
『
造
園
雑

誌
』
10
巻
3
号
、
28

−

31
頁
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森
蘊
の
庭
園
測
量
図

　
飛
田
範
夫

は
じ
め
に

森
蘊お
さ
む（
1
9
0
5

−

1
9
8
8
）
先
生
の
庭
園
史
研
究
の
業

績
の
一
つ
は
、正
確
な
庭
園
測
量
図
を
作
成
し
た
こ
と
に
あ
る
。

庭
園
の
測
量
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
森
先
生
は
「
庭
園
史
学

を
単
に
趣
味
的
な
も
の
か
ら
脱
皮
さ
せ
、
も
っ
と
科
学
的
な
根

拠
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
は
じ
め
た
測
量
や
発
掘
」
か
ら
出
発

し
た
と
述
べ
て
い
る
［
森　
1
9
7
1　
序
］。
大
学
で
学
ん
だ
測

量
技
術
を
も
と
に
、
そ
れ
を
研
究
に
生
か
し
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
し
ま
う
が
、実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
森
先
生
が
い
つ
頃
か
ら
正
確
な
測
量
技
術
を
体
得
し

た
の
か
を
探
り
、
ど
の
よ
う
な
業
績
を
残
し
た
の
か
を
見
る
こ

と
に
し
た
い
。
以
下
、
煩
雑
に
な
る
た
め
失
礼
な
が
ら
、
す
べ

て
の
方
々
の
尊
称
を
省
略
す
る
。

1
．
大
学
で
の
専
攻
と
測
量

▼
1　

森
蘊
の
学
歴

森
の
大
学
入
学
ま
で
の
略
歴
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
［
田
中　
2
0
1
6
］。

・
1
9
0
5（
明
治
38
）年
8
月
8
日　
東
京
府
立
川
村（
現

東
京
都
立
川
市
）
に
生
ま
れ
る

・
1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
3
月　
青
柳
小
学
校
卒
業

・
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
3
月　
東
京
高
等
師
範
学
校
付

属
中
学
校
卒
業　

・
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
3
月　
浦
和
高
等
学
校
理
科
乙

類
卒
業

・
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
4
月　
東
京
帝
国
大
学
農
学
部

農
学
科
入
学

1
歳
年
上
の
建
築
家
・
谷
口
吉
郎
の
学
歴
と
比
較
し
て
見
て

も
、
中
学
校
5
年
・
高
等
学
校
3
年
で
卒
業
で
き
た
は
ず
な
の

だ
が
、
森
は
高
校
を
出
る
ま
で
に
5
年
か
か
っ
た
う
え
に
、大
学

に
入
る
の
に
1
年
間
空
白
が
あ
る
。
希
望
し
た
高
校
に
入
学
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
の
か
、家
庭
の
経
済
的
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
病
弱
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
年
の
人
間
よ
り
大
学

に
入
る
の
が
3
年
も
遅
れ
た
こ
と
は
、
青
年
期
の
森
に
精
神
的

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
森
の
回
想
に
は
恩
師
が
並
ぶ

が
、大
学
時
代
の
友
人
の
こ
と
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
、

年
下
だ
っ
た
同
級
生
た
ち
と
は
気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
学
の
指
導
教
官
と
な
っ
た
丹に

わ羽

鼎て
い
ぞ
う三（
1
8
9
1

−

1
9
6
7
）と
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の

は
、
森
の
孤
独
が
影
響
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

▼
2　

測
量
の
授
業

丹
羽
は
園
芸
学
が
専
門
で
、東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科

園
芸
第
二
講
座
と
し
て
、花か

き卉
お
よ
び
庭
園
学
を
担
当
し
て

い
た
の
だ
が
、
林
学
科
講
師
だ
っ
た
田
村
剛つ

よ
し（
1
8
9
0

−

1
9
7
9
）
が
行
な
っ
て
い
た
、農
学
科
と
林
学
科
の
共
通
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科
目
だ
っ
た
「
造
園
学
」の
講
義
に
、
森
は
惹
か
れ
て
い
っ
た

［
森　

1
9
7
3　

12
頁
］。
丹
羽
が
与
え
た
卒
業
論
文
の
課
題
は

「
路ブ

ー
ル
バ
ー
ル

傍
公
園
」だ
っ
た
が
、
森
は
田
村
の
影
響
を
強
く
受
け
た

こ
と
か
ら
、
日
本
庭
園
の
歴
史
の
研
究
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

て
い
く
［
森　
1
9
7
3　
12

−

15
、
25
頁
］。

現
在
測
量
士
は
、
測
量
法
第
50
条
第
1
号
の
規
定
で
は
、「
大

学
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
お
い
て
、

測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し
た
者
で
、

測
量
に
関
し
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の
」と
な
っ

て
い
る
。「
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
」と
い
う
の
が
重
要
で
、

測
量
法
施
行
令
第
14
条
で
「
土
木
工
学
科
、
農
業
土
木
学
科
、

林
学
科
、
採
鉱
学
科
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
科
」と
定

め
ら
れ
て
い
る
［
国
土
地
理
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］。
お
そ
ら
く
昭
和
初
期

も
同
様
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
東
京
帝
国
大
学
の
農
学
科
に
は

林
学
科
と
は
違
っ
て
測
量
の
授
業
は
な
く
、
森
は
大
学
で
は
測

量
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。「
庭
園
史
研
究
に
着
眼
す
る

ず
っ
と
以
前
か
ら
地
理
が
好
き
で
地
図
を
買
い
集
め
、
大
学
で

は
測
量
学
を
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た
か
ら
」と
森
は
述
べ
て
い
る

の
で［
森　
1
9
8
1　
12
頁
］、測
量
は
独
学
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

2
．
ポ
ケ
ッ
ト
・
コ
ン
パ
ス
測
量
の
時
期

▼
1　

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

卒
業
論
文
テ
ー
マ
を
決
定
し
て
い
く
ま
で
は
、
森
は
暗
中

模
索
だ
っ
た
よ
う
だ
。
平
安
時
代
の
寝
殿
造
に
興
味
を
も
っ

た
森
は
、
親
戚
の
紹
介
で
東
京
工
業
大
学
教
授
の
前
田
松ま

つ
お
と韻

（
1
8
8
0

−

1
9
4
4
）
に
面
会
し
て
、
寝
殿
造
に
つ
い
て
は

建
築
と
庭
園
の
両
方
の
専
門
家
が
と
も
に
研
究
を
進
め
る
べ
き

だ
と
励
ま
さ
れ
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
23
、24
頁
］。
大
学
3
年
に

な
っ
た
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
4
月
に
は
、
東
大
工
学
部
建

築
学
科
の
藤
島
亥が

い
じ
ろ
う

治
郎
助
教
授
（
1
8
9
9

−

2
0
0
2
）
の

講
義
の
聴
講
を
始
め
て
い
る
。
藤
島
の
講
義
で
、
平
泉
毛も

う
つ
う
じ

越
寺

跡
に
は
伽
藍
の
礎
石
と
園
池
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

現
地
を
見
に
行
き
、
外と

山や
ま

英え
い
策さ
く
（
1
8
8
8

−

1
9
5
3
）
の

『
源
氏
物
語
と
日
本
庭
園
』［
外
山　
1
9
2
7
］
の
よ
う
に
文
献
研

究
を
踏
ま
え
た
う
え
に
、
現
地
の
実
測・発
掘
を
加
味
し
た
「
平

安
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
跡
の
研
究
」
を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
21
、
29
頁
］。

▼
2　

ポ
ケ
ッ
ト
・
コ
ン
パ
ス
測
量

平
泉
の
庭
園
を
見
に
行
っ
た
際
に
は
、
独
学
で
始
め
た
ポ

ケ
ッ
ト
・
コ
ン
パ
ス
測
量
を
開
始
し
て
い
る
［
森　

1
9
7
3　

1
6
4
頁
］。
コ
ン
パ
ス
で
方
向
を
確
認
し
て
、
距
離
は
歩
測
で

測
定
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
ら
、
簡
易
な
略
式
の
測
量
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
12
月
に
は
淳じ

ゅ
ん
な
い
ん

和
院
跡

を
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
測
量
図
が
残
っ
て
い
る
（
図

2

−

1
）。
淳
和
院
の
場
所
は
、
北
は
四
条
坊
門
小
路
、
西
は

道
祖
大
路
、
南
は
四
条
大
路
、
東
は
西
堀
川
小
路
で
囲
ま
れ

た
方
二
町
と
さ
れ
て
い
る
［
京
都
市
編
纂
室　
1
9
8
0
］。
し
か
し
、

森
が
測
定
し
た
北
は
三
条
通
、
西
は
西
堀
川
通
、
南
は
四
条

通
、
東
は
西
大
宮
通
に
挟
ま
れ
る
東
西
二
町
・
南
北
四
町
の
部

分
は
、
そ
の
東
側
に
な
る
の
で
一
致
し
な
い
。
鎌
倉
時
代
の

『
拾

し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

芥
抄
』
の
図
で
は
、
森
が
測
量
し
た
地
点
は
「
小
泉
」
と

記
さ
れ
た
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
3
月
に
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農

学
科
を
卒
業
し
て
、
4
月
に
は
田
村
剛
の
勧
め
で
大
学
院
に
進

ん
だ
の
だ
が
、
1
9
3
3
年
に
父
親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
大

学
院
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、
田
村
の
推
薦
に
よ
っ
て
内
務
省

衛
生
局
嘱
託
に
な
っ
て
、
国
立
公
園
の
区
域
指
定
調
査
に
あ

た
っ
て
い
る
。
こ
の
時
に
計
画
に
必
要
な
実
測
図
の
作
成
を
行

な
っ
て
い
る
か
ら
、
平
板
測
量
の
技
術
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う

図 2-1　淳和院跡現況図［森　1973　41 頁］　
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［
森　
1
9
7
3　
15

−

17
頁
］。
1
9
3
4
年
に
は
大
学
院
を
卒
業
し

て
い
る
［
森　
1
9
4
4　
著
者
経
歴
］。
大
学
院
で
の
研
究
成
果
の

一
部
が
、
1
9
3
5
年
5
月
に
発
表
さ
れ
た
「
永
福
寺
に
於
け

る
鎌
倉
時
代
前
期
の
庭
園
遺
跡
の
研
究
」（『
造
園
研
究
』13
巻
）

な
ど
に
な
る
よ
う
だ
。

1
9
3
8
（
昭
和
13
）
年
1
月
に
厚
生
省
体
力
局
施
設
課
に

勤
務
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
に
測
量
図
な
し
の
「
鳥
羽
殿
庭
園

考
」（『
造
園
雑
誌
』
5
巻
2
号
）、翌
1
9
3
9
年
4
月
に
「
平

安
時
代
前
期
庭
園
に
関
す
る
研
究
」（『
建
築
学
会
論
文
集
』
13

巻
）
を
執
筆
し
て
、「
嵯
峨
院
（
大
覚
寺
）
庭
園
現
況
図
」
と
「
淳

和
院
庭
園
想
像
図
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
就
職
し
て
か
ら
も
庭

園
の
研
究
は
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

▼
3　

召
集
で
南
方
へ

1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
9
月
に
は
、
厚
生
省
か
ら
移
籍
し

て
東
京
市
技
手
に
な
り
、
1
9
4
4
年
4
月
に
井
之
頭
自
然

文
化
園
の
初
代
園
長
に
就
任
し
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
27
頁
］。

1
9
4
1
年
12
月
8
日
に
真
珠
湾
攻
撃
が
行
な
わ
れ
、
ア
メ
リ

カ
と
の
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
が
、
世
の
中
は
余
裕
が
あ
っ
た
の

か
、
森
は
1
9
4
4
年
3
月
に
『
日
本
庭
園
の
伝
統
』（
一
条

書
房
）
を
出
版
し
、
古
代
・
中
世
・
近
世
の
各
庭
園
の
概
要
を

述
べ
、
造
庭
技
術
に
つ
い
て
は
秘
伝
書
と
著
名
な
造
庭
家
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
翌
年
の
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』

の
下
敷
き
に
な
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
こ
の
本
に
は
測
量
図
は

ま
っ
た
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

満
17
歳
か
ら
40
歳
、
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
か
ら
は
45

歳
ま
で
の
者
は
、
召
集
が
あ
れ
ば
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
か
ら
か
［
渡
邊　
2
0
1
4
］、
39
歳
に
な
っ
て
い
た
森
は

1
9
4
5
年
1
月
に
海
軍
技
師
と
な
っ
て
、
ボ
ル
ネ
オ
民
政
部

員
と
し
て
南
ボ
ル
ネ
オ
に
行
き
、
原
始
住
居
や
農
業
園
芸
な
ど

の
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
［
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部　
1
9
8
9
］。

だ
が
、
1
9
4
5
年
7
月
に
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』（
桑

名
文
星
堂
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
第
1
章
で
上
古
（
飛
鳥
・

奈
良
時
代
）、
第
2
〜
5
章
で
平
安
時
代
庭
園
を
扱
い
、
谷
村

庄
平
所
蔵
『
作
庭
記
』
や
『
山

せ
ん
ず
い
な
ら
び
に

水
幷
野の
が
た
の
ず

形
図
』
の
全
文
も
掲

載
し
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
等
高
線
が
入
っ
た
「
朝
鮮
慶
州
臨

海
殿
庭
園
遺
跡
実
測
平
面
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
関

野
貞た

だ
し（
1
8
6
8

−

1
9
3
5
）
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
［
森　

1
9
7
1　
13
頁
］、
森
自
身
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
と
い
う
記
述
は
み

ら
れ
な
い
。
こ
の
本
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
戦
地
に
行
っ
て
い

て
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
と
、
筆
者
は
晩
年
の
森
か
ら
聞
い

た
。
南
洋
に
行
っ
た
た
め
に
2
回
も
乗
っ
て
い
た
船
が
撃
沈

さ
れ
て
、
海
を
漂
っ
た
と
い
う
。

3
．
桂
離
宮
の
研
究
と
測
量

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
8
月
15
日
に
戦
争
が
終
結
し
、
復

員
し
た
森
は
1
9
4
6
年
5
月
に
東
京
都
の
農
事
試
験
場
に
勤

務
し
、
翌
1
9
4
7
年
5
月
に
は
東
京
植
木
株
式
会
社
の
研
究

部
長
に
な
っ
て
い
る
。
食
べ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

仕
事
で
も
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
年
8
月
に
は
国

立
博
物
館
嘱
託
と
な
っ
て
、
修
理
課
で
文
化
財
保
護
に
携
っ
て

い
く
。
1
9
5
0
年
に
文
化
財
保
護
法
が
成
立
し
、
文
化
財
保

護
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
、
修
理
課
は
同
委
員
会
の
建
造
物
課

に
か
わ
る
［
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部　
1
9
8
9
］。
同
年
か
ら
森

は
桂
離
宮
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
、「
桂
離
宮
古
書
院
に

つ
い
て
」（『
建
築
史
研
究
』
3
巻
）
を
発
表
し
て
い
る
。

平
安
時
代
か
ら
歴
史
を
順
に
た
ど
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
っ
た

森
が
、
い
き
な
り
桂
離
宮
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
建
築

学
会
の
推
薦
で
1
9
3
6
（
昭
和
16
）
年
度
に
「
江
戸
時
代
初

期
建
築
と
庭
園
の
研
究
、殊
に
桂
離
宮
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、
文
部
省
か
ら
96
円
の
研
究
補
助
を
受
け
た
こ
と
が
契
機

だ
っ
た
。「
私
が
割
合
に
早
く
桂
離
宮
研
究
に
ふ
み
き
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
も
、
先
生
（
前
田
松
韻
・
伊
東
忠
太
・
藤
島

亥
治
郎
）
の
お
か
げ
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
」
と
森
は
述

べ
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
25
頁
］。

1
9
5
1（
昭
和
26
）年
に
は「
桂
離
宮
古
図
に
つ
い
て
」（『
建

築
史
研
究
』
8
巻
）を
書
き
、
9
月
に
は
『
桂
離
宮
』（
創
元
社
）

を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
本
で
森
は
桂
離
宮
の
建
物
に
つ
い
て
、

最
も
古
い
の
が
中
書
院
で
、
そ
れ
に
他
所
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
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た
古
書
院
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
い
う
説
を
出
し
て
い
る
。
し

か
し
、近
年
の
解
体
修
理
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
説
の
よ
う
に
古

書
院
が
最
初
で
、
そ
れ
に
中
書
院
が
増
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る［
宮
内
庁　
1
9
8
4
］。
測
量
図
に
つ
い
て
は
、桂
離
宮
の

全
体
平
面
図
と
各
建
物
の
飛
石
を
含
む
「
建
築
平
面
図
」
を
掲

載
し
て
い
る
が
、
正
確
な
測
量
図
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。

4
．
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
の
測
量

▼
1　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
へ
の
就
職

1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
4
月
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

が
新
設
さ
れ
る
と
、
森
は
建
造
物
研
究
室
の
初
代
室
長
に
就
任

し
て
い
る
［
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部　
1
9
8
9
］。
1
9
5
3
年
に

は
、「
桂
離
宮
の
研
究
」
で
東
京
工
業
大
学
か
ら
工
学
博
士
号

を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
庭
園
と
い
う
研
究
課
題
か
ら
す
る
と
、

林
学
あ
る
い
は
農
学
博
士
号
を
取
得
す
る
の
が
普
通
な
の
だ

村
岡
正
夫
人
か
ら
、
幼
か
っ
た
息
子
を
背
負
い
な
が
ら
箱
尺
を

持
っ
て
桂
離
宮
の
池
を
測
っ
た
と
筆
者
は
聞
い
て
い
る
が
、
お

そ
ら
く
こ
の
時
の
こ
と
だ
ろ
う
。
研
究
調
査
費
が
少
な
か
っ
た

た
め
に
、
家
族
ま
で
駆
り
出
さ
れ
た
よ
う
だ
。

桂
離
宮
の
模
型
作
成
は
後
、
1
9
6
1
（
昭
和
36
）
年
に

開
始
さ
れ
て
1
9
6
3
年
に
完
成
し
て
い
る
［
森　

1
9
7
3　

1
5
7−

1
5
8
頁
］。こ
の
模
型
は
森
の
息
子
史ち
か
お夫（
1
9
3
8

−

）

と
、
彼
と
同
じ
日
本
大
学
の
建
築
科
の
級
友
た
ち
が
作
成
し
た

も
の
で
、
樹
木
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
タ
ワ
シ
、
石
は
実
物
だ
と
逆

に
違
和
感
が
出
て
し
ま
う
の
で
消
し
ゴ
ム
を
切
っ
て
作
っ
て
い

る
と
、
筆
者
は
村
岡
正
か
ら
聞
い
た
。

▼
2　

村
岡
正
の
調
査
協
力

1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
秋
に
、
京
都
大
学
農
学
部
大
学
院

（
正
確
に
は
研
究
生
か
）
の
村
岡
正
（
1
9
2
6

−

1
9
9
0
）

ら
と
修
学
院
離
宮
の
実
測
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の

こ
と
を
、
森
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
下
御
茶
屋
と
上
御
茶
屋
の
地
形
は
、
ス
タ
ヂ
ア
利
用
に
よ

る
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
測
量
、
た
だ
し
石
組
お
よ
び
細
部
は
平
板

測
量
を
併
用
し
た
。
中
御
茶
屋
は
平
板
測
量
に
レ
ベ
ル
に
よ

る
高
低
測
量
を
加
味
し
、
離
宮
内
に
つ
い
て
は
お
の
お
の
縮

尺
一
〇
〇
分
の
一
の
実
測
図
を
得
た
。（
中
略
）
農
耕
地
の

地
形
を
も
調
査
し
、
全
体
を
五
〇
〇
分
の
一
の
縮
尺
と
し
、

そ
の
間
に
上
・
中
・
下
の
御
茶
屋
を
は
め
こ
ん
だ
離
宮
全
体

図
も
作
っ
た
」	

	

　

  

［
森　
1
9
7
3　
99−

1
0
0
頁
］

が
、
過
去
の
経
緯
か
ら
東
京
大
学
で
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
1
9
5
0
年
に
藤
岡
通み

ち
お夫

（
1
9
0
8

−

1
9
8
8
）に
依
頼
さ
れ
て
、森
は
東
京
工
業
大
学
に
お
い
て「
庭

園
学
」
の
非
常
勤
講
師
を
担
当
し
て
い
た
［
田
中　
2
0
1
6
］。
藤

岡
通
夫
は
東
京
工
業
大
学
建
築
学
科
卒
業
後
、
1
9
3
9
年
に

同
学
科
助
教
授
に
な
り
、
1
9
5
1
年
に
前
田
松
韻
の
後
を
受

け
て
教
授
に
な
っ
て
い
る
の
で
［
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
：
藤
岡
通
夫
］、
学

位
授
与
は
藤
岡
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
5
月
に
森
が
出
版
し
た
『
新
版　

桂
離
宮
』（
創
元
社
）
で
は
、
庭
園
の
各
部
分
の
実
測
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
図
2

−

2
）。
主
要
な
建
物
周
囲
の
地
形
測

量
も
さ
れ
て
い
て
、
50
セ
ン
チ
間
隔
で
等
高
線
が
描
か
れ
て

い
る
。「
池
底
を
測
量
し
て
み
る
と
1
米
50
位
の
水
深
の
𦾔
河

床
が
東
西
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
を
探
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
」［
森　
1
9
5
6　
3
1
0
頁
］
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
測
量

に
よ
っ
て
園
池
の
成
立
過
程
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
1
9
5
2
〜

1
9
5
6
年
の
間
に
、
詳
細
な
実
測
図
を
作
成
し
た
よ
う
だ
。

図2-2　桂離宮「輿寄月波楼付近実測図」［森　1956　付図］
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筆
者
が
中
村
一ま
こ
と（
1
9
3
1

−

）
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
こ
の
時
の
測
量
に
は
、
京
都
大
学
造
園
学
研
究
室
の
中

村
や
近
藤
公き

み
お夫
（
1
9
2
9

−

2
0
1
6
）
な
ど
が
参
加
し
て

い
て
、
近
藤
は
器
用
に
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
冬
に
は
、
村
岡
が
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

遺
跡
庭
園
研
究
室
の
臨
時
職
員
に
な
り
、
有
力
な
補
佐
員
を
得

た
こ
と
で
、
森
は
次
々
に
庭
園
実
測
を
行
な
っ
て
い
く
。

▼
3　

測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
の
使
用

1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
4
月
に
は
、
大
乗
院
庭
園
の
調
査

を
開
始
し
、「
敷
地
の
周
辺
を
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
を
使
用
し
て
周

囲
測
量
」
を
行
な
っ
て
い
る
［
森　
1
9
7
1　
31
頁
］。
7
月
に
行

な
っ
た
円
成
寺
実
測
は
、「
二
晩
泊
り
」
と
い
う
あ
わ
た
だ
し

い
も
の
だ
っ
た
［
同　
44
頁
］。
こ
の
時
か
ら
、
南
都
諸
大
寺
寺

地
や
『
中
世
庭
園
文
化
史
』
の
実
測
図
は
、「
測
点
ご
と
に
テ
ー

プ
を
引
く
平
板
測
量
を
行
わ
ず
、
細
部
は
新
式
の
測
距
ア
リ

ダ
ー
ド
を
使
用
し
、
周
囲
測
量
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
、
高
低
は
レ

ベ
ル
を
併
用
し
、
測
点
ご
と
に
海
抜
稿
を
計
算
記
入
し
た
上
で

等
高
線
を
切
っ
た
」［
同　
18
頁
］
と
い
う
よ
う
に
、
角
度
か
ら

換
算
し
て
距
離
が
計
測
で
き
る
「
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
」
と
い
う

新
式
の
測
量
器
具
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

地
理
調
査
所
技
養
測
地
学
教
室
長
だ
っ
た
高
橋
三
郎
が
、「
江

田
式
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
、使
っ
て
み
て
の
感
想
」
を
、

雑
誌
『
測
量
』（
日
本
測
量
協
会
）
に
1
9
5
5
（
昭
和
30
）

年
7
月
に
発
表
し
て
い
る
の
で
、森
の
使
用
時
期
か
ら
す
る
と
、

1
9
5
4
年
が
発
売
の
最
初
だ
ろ
う
。
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
売
り
出
さ
れ
た
中
古
品
が
、
当
初
の
型
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
図
2

−

3
）。
森
が
定
年
後
に
設
立
し
た
庭
園
文
化
研
究
所
で

使
用
し
て
い
た
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
は
、
望
遠
鏡
や
器
械
本
体
の

形
が
洗
練
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
研
究
所
の
開
設

時
に
最
新
型
を
購
入
し
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
は
何
十
万
円
も
す

る
高
価
な
器
具
だ
っ
た
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
は
、
名
称
の
と
お
り

テ
ー
プ
で
距
離
を
測
る
必
要
も
な
く
、
高
低
差
が
あ
っ
て
も
正

確
に
水
平
距
離
を
測
れ
る
も
の
で
、
池
な
ど
を
測
る
と
き
に
は

非
常
に
便
利
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
江
田
式
の
販

売
は
終
了
し
て
い
て
、
光
波
距
離
計
が
付
け
ら
れ
た
50
万
円
ほ

ど
の
他
社
製
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
7
月
中
旬
〜
9
月
上
旬
に
は
、
大

岡
実み

の
る（
1
9
0
0

−

1
9
8
7
）、
浅
野
清き
よ
し（
1
9
0
5

−

1
9
9
1
）の
奈
良
の
寺
院
一
帯
の
測
量
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、

こ
の
時
は
従
来
の
測
量
器
機
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
と

ス
チ
ー
ル
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
［
森　
1
9
7
1　
15

−

16
頁
］。

こ
う
し
た
文
化
財
研
究
所
の
仕
事
も
あ
っ
て
多
忙
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
9
月
に
は
前
年
か
ら
行
な
っ
て
い
た
修
学
院
の
測
量

結
果
を
ま
と
め
て
、『
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
』（
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
2
冊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
学

報
に
は
下
御
茶
屋
・
中
御
茶
屋
（
部
分
）・
上
御
茶
屋
の
現
況

実
測
図
と
、万ば

ん
し
ょ
う
う

松
塢
平
面
並
断
面
実
測
図・上
御
茶
屋
西
浜
（
塘

堤
）
断
面
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
西
浜
（
塘
堤
）
断
面
図
か

ら
は
、
谷
川
の
水
を
堰
き
止
め
る
た
め
に
土
塁
を
築
い
て
か
ら

裾
部
分
を
石
垣
で
補
強
し
て
、
上
御
茶
屋
の
園
池
（
浴
竜
池
）

を
築
造
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
2

−

4
）。

1
9
5
5
（
昭
和
30
）
年
に
は
、
村
岡
夫
妻
や
奈
良
女
子
大

学
生
有
志
ら
と
、
平
泉
の
庭
園
の
「
平
板
と
レ
ベ
ル
を
併
用
し

た
実
測
」
を
行
な
っ
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
53
頁
］。
奈
良
女
子

大
学
卒
業
生
た
ち
と
森
と
の
交
流
は
長
く
続
い
て
い
た
と
村
岡

か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
測
量
の
と
き
の
学
生
な
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
年
の
秋
に
は
、
後
に
『
中
世
庭
園
文
化
史
』
に
ま
と

め
ら
れ
る
浄
瑠
璃
寺
境
内
の
実
測
を
、「
四
日
間
」
で
仕
上
げ

て
い
る
［
森　
1
9
7
1　
44
頁
］。
筆
者
は
1
9
7
7
年
の
浄
瑠
璃

寺
保
存
整
備
事
業
の
と
き
に
、
こ
の
測
量
図
を
参
考
に
製
図
を

行
な
っ
た
が
、
ケ
ン
ト
紙
に
書
き
込
ま
れ
た
文
字
は
森
直
筆
で
、

個
性
的
だ
が
レ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
味
わ
い
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
。 図 2-3　江田式測距アリダード
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37 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
4
〜
5
月
に
は
、
奈
良
の
永
久
寺

跡
の
実
測
を
し
［
森　
1
9
7
1　
44
頁
］、
ま
た
こ
の
年
に
は
奈
良

公
園
の
全
域
調
査
を
奈
良
県
観
光
課
か
ら
依
頼
を
受
け
て
行

な
っ
て
い
る
［
同　
73
頁
］。
こ
の
年
の
暮
か
ら
1
9
5
9
年
正

月
に
か
け
て
は
、
奈
良
県
の
郡こ

お
り
や
ま山城
跡
の
実
測
を
5
0
0
分
の

1
で
行
な
っ
て
い
る
［
同　
62
頁
］。
1
0
0
メ
ー
ト
ル
離
れ
て

い
る
地
点
は
、
50
メ
ー
ト
ル
テ
ー
プ
を
使
う
平
板
測
量
だ
と
1

〜
2
回
移
動
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル

は
図
上
で
20
セ
ン
チ
な
の
で
、
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
だ
と
1
回
で

正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
の
よ
う
な
広
大
な
場
所

は
、
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
が
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

▼
4　
『
中
世
庭
園
文
化
史
』
の
測
量
図

1
9
5
9（
昭
和
34
）年
2
月
に
は『
中
世
庭
園
文
化
史
』（
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
6
冊
）が
発
刊
さ
れ
て
い
る
が
、

大
乗
院
庭
園
遺
跡
・
本
泉
寺
庭
園
・
山
科
南
殿
跡
・
西
芳
寺
庭

園
・
一
乗
谷
朝
倉
氏
館
湯
殿
庭
園
跡
・
一
乗
谷
朝
倉
氏
館
諏
訪

館
庭
園
跡
・
慈
照
寺
庭
園
・
妙
心
寺
退
蔵
院
庭
園
・
願
行
寺
庭

園
・
浄
瑠
璃
寺
庭
園
・
忍
辱
山
円
成
寺
庭
園
・
内
山
永
久
寺
庭

園
跡
な
ど
、
中
世
の
主
要
な
庭
園
の
地
形
実
測
図
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
福
井
県
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
遠
隔
地
の
庭
園

を
含
め
て
、
短
期
間
で
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
『
中
世
庭

園
史
の
研
究
』
で
、
翌
年
5
月
に
森
は
日
本
建
築
学
会
賞
を
受

賞
し
て
い
る
［
田
中　
2
0
1
6
］。

測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
を
使
っ
た
平
板
測
量
に
つ
い
て
、
説
明
し

て
お
こ
う
。「
海
抜
高
は
、
地
図
上
に
記
入
さ
れ
て
い
る
三
角

点
ま
た
は
水
準
点
を
現
地
で
見
つ
け
、
そ
こ
か
ら
引
く
の
を
原

則
と
し
て
い
る
」
と
森
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
に
海
抜

高
が
測
定
さ
れ
る
［
森　
1
9
7
1　
18
頁
］。
実
際
の
測
量
の
状
態

が
図
2

−

5
で
、
平
板
の
上
の
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
を
覗
い
て
い

る
の
が
村
岡
正
、
奥
で
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
箱
尺
（
ス
タ
ッ
フ
）

を
持
っ
て
い
る
の
が
森
蘊
だ
ろ
う
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
森
は

庭
園
の
略
図
を
書
き
、
測
点
を
番
号
で
記
し
て
「
今
何
番
」
と

村
岡
に
告
げ
、
村
岡
は
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
が
読
み
取
っ
た
点
に

番
号
を
付
け
て
い
く
。
こ
の
写
真
に
は
写
っ
て
い
な
い
が
、
レ

ベ
ル
を
村
岡
か
、
ま
た
は
別
の
人
間
が
覗
い
て
箱
尺
の
数
値

図 2-4　修学院離宮図面（上：
上御茶屋／中：中御茶屋／下：
下御茶屋）（奈良文化財研究
所蔵）
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3839 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

を
読
み
、
レ
ベ
ル
ブ
ッ
ク
に
測
点
番
号
を
添
え
て
記
入
し
て
い

た
。
森
の
庭
園
実
測
図
は
等
高
線
を
入
れ
る
た
め
に
、
1
日
に

1
0
0
〜
3
0
0
点
を
測
定
し
て
い
る
が
、レ
ベ
ル
ブ
ッ
ク
の
測

定
値
を
そ
の
日
の
夜
に
換
算
し
て
、
標
高
を
図
面
に
書
き
入
れ

て
等
高
線
を
書
い
て
お
く
決
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

図
面
書
き
が
村
岡
の
夜
の
仕
事
だ
っ
た
。庭
園
文
化
研
究
所
の
時

期
に
、
庭
園
整
備
工
事
を
担
当
し
て
い
た
徳
村
造
園
社
長
の
徳

村
五
三
郎
は
、
現
場
で
の
厳
し
さ
か
ら
村
岡
の
こ
と
を
、「
鬼
軍

曹
」
と
陰
で
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
測
量
か
ら
戻
っ
て
か
ら
事

務
所
で
は
、
測
点
と
等
高
線
を
書
き
込
ん
で
あ
る
図
面
を
ケ
ン

ト
紙（
後
に
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
薄
い
膜「
マ
イ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
」

を
使
用
）
に
ト
レ
ー
ス
し
て
い
き
、
主
要
な
構
成
要
素
に
名
称

を
入
れ
、
タ
イ
ト
ル・
方
位
・
縮
尺
を
書
き
込
ん
で
完
成
と
な
る
。

▼
5　

牛
川
喜
幸
が
研
究
所
職
員
に

1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年
4
月
に
京
都
大
学
農
学
部
を
卒

業
し
た
牛
川
喜よ

し
ゆ
き幸
（
1
9
3
5

−

2
0
0
9
）
が
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
の
建
造
物
研
究
室
の
技
術
補
佐
員
に
な
り
、

1
9
6
2
年
4
月
に
は
建
造
物
研
究
室
の
技
術
員
に
な
っ
て
い

る＊
１

。
こ
の
時
期
か
ら
森
と
牛
川
と
の
共
同
研
究
の
色
合
い
が
出

て
く
る
。
牛
川
と
一
緒
に
測
量
を
行
な
っ
て
、
1
9
6
1
年
6

月
に
「
瑜ゆ

う
が
さ
ん

伽
山
と
鬼き
お
ん
ざ
ん

薗
山
城
跡
」
と
い
う
論
文
を
『
大
和
文
化

研
究
』［
森
・
牛
川　
1
9
6
1
］
に
書
い
て
い
る
。
牛
川
は
「
森
先

生
は
私
の
お
師
匠
さ
ん
」と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
か
ら
、

か
な
り
仕
事
の
う
え
で
し
ご
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

1
9
5
9（
昭
和
34
）年
夏
に
は
京
都
市
の
法
金
剛
院
庭
園

一
帯
を
測
量
し
、
翌
年
に
法
金
剛
院
庭
園
の
地
盤
の
電
気
探
査

を
牛
川
が
行
な
っ
て
い
る［
森　
1
9
7
3　
1
4
1
頁
］。
電
気
探

査
を
手
伝
っ
た
人
の
話
に
よ
る
と
、電
極
を
持
っ
て
い
る
と
電

流
が
流
さ
れ
た
瞬
間
に
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
。

同
じ
土
質
状
態
な
ら
ば
、地
中
に
電
気
は
同
じ
よ
う
に
流
れ
る

は
ず
だ
が
、
水
分
が
多
い
な
ど
土
質
が
異
な
る
と
電
気
の
流
れ

の
強
さ
が
変
化
す
る
の
で
、
池
跡
は
明
確
な
差
に
な
っ
て
現
わ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
春
に
は
大
阪
府
堺
市
の
南な

ん
し
ゅ
う
じ

宗
寺
庭

園
の
復
元
・
整
備
［
森　
1
9
7
3　
1
3
5
頁
］
を
行
な
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
庭
園
保
存
整
備
の
最
初
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。ま
た
、同
年
夏
に
奈
良
公
園
の
実
測［
森　
1
9
7
1　
1
2
5
頁
］

と
一
乗
院
跡
の
実
測
を
実
施
し
［
同　
1
3
2
頁
］、
9
月
に
薬
師

寺
境
内
の
測
量
［
同　
81
頁
］、
10
月
初
旬
〜
11
月
下
旬
に
奈
良

の
頭
塔
の
地
形
実
測
［
同　
2
0
3
頁
］、
7
月
末
〜
12
月
末
に
は

唐
招
提
寺
旧
寺
地
の
実
測
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
［
同　
90
頁
］。

一
乗
院
跡
の
実
測
図
に
は
1
9
6
4
年
に
牛
川
が
行
な
っ
た
電

気
探
査
結
果
も
示
さ
れ
て
い
る
。

▼
6　
『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』
の
測
量
図

1
9
6
1
（
昭
和
36
）
年
11
月
2
日
〜
10
日
に
は
、『
寝

殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
、

伝
称
徳
天
皇
御
山
荘
池
庭
跡
の
実
測
を
行
な
っ
て
い
る
［
森　

1
9
7
1　
1
0
9
頁
］。
ま
た
、
こ
の
年
に
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
で
は
、
南
都
諸
大
寺
の
総
合
調
査
（
薬
師
寺・唐
招
提
寺・

西
大
寺
・
大
安
寺
・
法
華
寺
・
元
興
寺
・
秋
篠
寺
）
が
始
ま
り
［
同　

80
頁
］、
庭
園
関
係
で
は
法
華
寺
境
内
の
地
形
実
測
図
を
作
成
し

て
い
る
［
同　
1
0
5
頁
］。

1
9
6
2
年
（
昭
和
37
）
5
月
に
『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地

的
考
察
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
13
冊
）
が
刊
行

さ
れ
る
。「
寝
殿
造
系
庭
園
」
と
い
う
の
は
森
の
造
語
で
、
平

安
時
代
の
寝
殿
造
庭
園
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
鎌
倉
時
代
の
天
龍
寺
庭
園
・
南
禅

院
庭
園
の
実
測
図
だ
け
で
な
く
、
京
都
御
苑
内
の
江
戸
時
代
の

閑
院
宮
跡
・
仙
洞
御
所
・
近
衛
殿
・
九
条
殿
の
庭
園
実
測
図
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
地
形
実
測
図
」
と
い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
図
面
は
、
園

池
の
規
模
・
水
系
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
周
辺
ま
で
広
く

実
測
し
た
も
の
で
、
奈
良
で
は
伝
称
徳
天
皇
御
山
荘
跡
付
近
・

図 2-5　実測情況［森　1964　136頁］
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唐
招
提
寺
本
坊
付
近
・
天
地
院
住
坊
跡
湧
泉
付
近
・
春
日
野
湧

泉
付
近
・
永
久
寺
大
喜
院
跡
付
近
の
地
形
実
測
図
、
京
都
付
近

で
は
大
沢
池
（
嵯
峨
院
庭
園
跡
）・
鳥
羽
殿
秋
の
山
（
築
山
）

跡
付
近
・
法
金
剛
院
庭
園
跡
付
近
・
無
量
光
院
旧
三
宝
院
（
醍

醐
寺
）
跡
・
水
無
瀬
殿
跡
鶴
ヶ
池
付
近
・
平
等
院
庭
園
付
近
・

法
界
寺
阿
弥
陀
堂
付
近
の
地
形
実
測
図
、
岩
手
県
平
泉
町
の
毛

越
寺
庭
園
（
大
泉
池
）・
観
自
在
王
院
池
跡
の
地
形
実
測
図
、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
永よ

う
ふ
く
じ

福
寺
・
伝
大
慈
寺
池
跡
の
地
形
実
測
図

が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
旧
一
乗
院
（
奈
良
地
方
裁
判
所
）
構
内
実

測
図
・
伊
豆
の
願
成
就
院
池
跡
実
測
図
・
仁
和
寺
池
庭
関
係
図

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
無
量
光
院
・
旧
三
宝
院
跡
地
形
実
測
図
」（
図
2

−

6
）
は

目
立
た
な
い
実
測
図
だ
が
、
等
高
線
の
記
載
が
重
要
な
こ
と
を

よ
く
示
し
て
い
る
。
醍
醐
寺
境
内
の
無
量
光
院
・
旧
三
宝
院
跡

は
、現
地
に
行
く
と
木
々
の
間
に
窪
地
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、

荒
れ
果
て
た
場
所
と
い
う
印
象
し
か
な
い
。
し
か
し
、
庭
園
実

測
図
に
等
高
線
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
園
池
の
範
囲

が
明
瞭
に
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
図
の
網
目
の
部
分
が
旧
園
池

だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

▼
7　
『
小
堀
遠
州
の
作
事
』
の
測
量
図

1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
に
な
る
と
、
江
戸
時
代
の
庭
園
史

研
究
の
一
環
と
し
て
、
森
は
小
堀
遠
州
論
に
取
り
組
ん
で
い
る

［
森　
1
9
7
3　
1
1
2
頁
］。
そ
の
結
果
と
し
て
1
9
6
6
年
3
月

に
『
小
堀
遠
州
の
作
事
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第

18
冊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
小
堀
遠
州
が
関
わ
っ
た
庭
園
と
し

て
、
二
条
城
二
の
丸
庭
園
・
伊い

ば庭
御
茶
屋
跡
地
形
・
仙
洞
御
所

庭
園
・
金
地
院
庭
園
・
南
禅
寺
方
丈
庭
園
・
孤こ

ほ
う蓬
庵
（
大
徳
寺

塔
頭
）
庭
園
・
大
徳
寺
方
丈
庭
園
・
桂
離
宮
庭
園
の
実
測
図
を

掲
載
し
て
い
る
。
翌
年
3
月
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
を
退

官
す
る
が
、
6
月
に
『
小
堀
遠
州
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
出
版

し
て
い
る
。
小
堀
遠
州
に
つ
い
て
は
、
森
は
古
文
書
の
解
読
も

行
な
っ
て
い
る
が
、
古
書
店
か
ら
手
紙
の
実
物
を
購
入
し
て
、

苦
労
し
て
読
ん
だ
と
い
う
本
格
的
な
研
究
だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
の
業
績
を
見
る
と
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

勤
務
期
間
中
は
、
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年
11
月
に
『
日
本
の

庭
園
』（
森
蘊
編
、
吉
川
弘
文
館
）
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の

本
に
は
、
こ
れ
ま
で
作
製
し
た
多
く
の
庭
園
実
測
図
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
の
秋
に
は
、
藤
岡
通
夫
が
建
築
を
担

当
し
た
東
三
条
殿
の
模
型
の
庭
園
部
分
の
設
計
図
を
1
0
0
分

の
1
で
作
製
し
［
森　
1
9
7
3　
1
5
9

−

1
6
0
頁
］。
1
9
6
6

年
に
は
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
依
頼
で
現
地
の
実
測
結
果

に
基
づ
い
て
、
鶴
ヶ
丘
八
幡
宮
の
復
元
模
型
を
作
製
し
［
同　

1
6
2
頁
］、
1
9
6
7
年
秋
〜
翌
年
春
に
は
、
平
泉
文
化
史
館

に
展
示
す
る
た
め
の
毛
越
寺
庭
園
の
復
元
模
型
の
製
作
に
協
力

し
［
同　
1
6
4

−

1
6
5
頁
］、
1
9
6
8
年
に
は
実
測
に
基
づ
い

て
称
名
寺
復
元
模
型
を
作
製
し
て
い
る
［
同　
1
6
7
頁
］。

5
．
庭
園
文
化
研
究
所
の
設
立

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
を
1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
3
月

に
60
歳
で
退
官
し
た
森
は
、
1
9
6
8
年
4
月
に
京
都
市
東
山

区
七
条
の
村
岡
正
宅
に
庭
園
文
化
研
究
所
を
開
設
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
村
岡
が
家
業
を
廃
業
し
た

こ
と
に
よ
る
［
尼
崎
・
白
幡
・
飛
田　
1
9
8
6
］。
そ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
、
官
庁
・
民
間
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
庭
園
の
保
存

整
備
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
る
。

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
7
月
に
は
法
金
剛
院
境
内
の
環
境

整
備
を
行
な
い
、
平
安
時
代
の
滝
組
の
下
部
を
発
掘
で
明
ら
か

図 2-6　無量光院・旧三宝院跡地形実測図［森　1962　58頁］　
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4243 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

に
し
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
1
4
1

−

1
4
5
頁
］。
1
9
7
1
年

1
月
〜
1
9
7
3
年
3
月
ま
で
は
、
和
歌
山
城
紅
葉
谷
庭
園

の
復
元
・
整
備
を
行
な
っ
て
い
る
［
同　
1
4
7

−

1
5
3
頁
］。
復

元
当
初
は
発
掘
さ
れ
た
青
石
の
色
が
鮮
や
か
だ
っ
た
が
、
現
在

は
く
す
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
、
水
路
に
は
土
砂
が
溜
ま
っ
て
い

る
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。
1
9
7
1
年
秋
に
は
、
漏
水
の
起

こ
っ
て
い
た
西
本
願
寺
滴て

き
す
い翠
園
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
る
［
同　

1
4
6
頁
］。

1
9
7
1
（
昭
和
46
）
年
秋
に
は
毛
越
寺
と
平
泉
町
か
ら
正

式
依
頼
を
受
け
て
、
毛
越
寺
の
綿
密
な
地
形
・
地
物
の
実
測
を

行
な
い
［
同　
53
頁
］、
1
9
7
2
年
6
月
に
は
観
自
在
王
院
園

池
跡
の
復
元
基
本
設
計
を
し
（
図
2

−

7
）、
8
月
に
は
磐
城

市
白
水
阿
弥
陀
堂
園
池
跡
の
復
元
・
整
備
に
着
手
し
て
、
10
月

20
日
〜
11
月
3
日
に
は
旧
境
内
地
約
9
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
測

量
し
て
い
る
［
同　
30
頁
］。
庭
園
整
備
の
仕
事
で
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
は
、
1
9
6
9
年
1
月
に
京
都
の
妙
蓮
寺
玉
竜
院
の
庭

を
、
唐
招
提
寺
東
室
へ
移
設
し
て
い
る
［
同　
1
3
9
頁
］。

出
版
で
は
1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
11
月
に
『
庭
園
の
旅
』

（
芸う

ん
そ
う
ど
う

艸
堂
）、1
9
8
4
年
11
月
に『
日
本
史
小
百
科　
庭
園
』（
近

藤
出
版
社
）、
1
9
8
6
年
3
月
に
『
作
庭
記
の
世
界
』（
日
本

放
送
出
版
協
会
）
と
精
力
的
に
続
い
て
い
る
。『
日
本
史
小
百

科　
庭
園
』
に
つ
い
て
は
、「
百
科
事
典
と
い
う
も
の
は
皆
で

つ
く
る
も
の
な
の
で
す
が
ね
」
と
村
岡
は
危
惧
し
て
い
た
が
、

森
は
一
人
で
仕
上
げ
て
し
ま
っ
た
。

晩
年
ま
で
壮
健
だ
っ
た
が
、
1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年
12

月
14
日
、
森
は
急
性
腎
不
全
の
た
め
に
奈
良
県
の
天
理
よ
ろ

づ
相
談
所
病
院
で
死
去
し
た
。
享
年
83
歳
だ
っ
た
［
東
京
文
化
財

研
究
所
美
術
部　
1
9
8
9
］。
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
村
岡
正
は

1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
2
月
12
日
に
、
京
都
市
下
京
区
の
武

田
病
院
で
、
心
不
全
の
た
め
に
64
歳
で
死
去
し
た
。
突
然
の
死

だ
っ
た
た
め
に
後
継
者
は
な
く
、
庭
園
文
化
研
究
所
は
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
。

お
わ
り
に

森
蘊
の
一
生
は
戦
争
が
間
に
は
い
っ
た
た
め
に
、
波
乱
万
丈図 2-7　観自在王院図面（上段左：整備前実測図／上段右：舞鶴池整備図／下段：滝組平面・立面図）
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4445 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

の
人
生
だ
っ
た
。
も
し
南
方
で
乗
っ
て
い
た
船
と
と
も
に
撃
沈

さ
れ
て
い
た
ら
、
森
の
業
績
は
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
だ

け
で
終
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
工
学
博
士
な
の
で
大
学
の
農
学

部
教
授
に
な
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
が
、
戦
後
の
激
動
期
に
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
誕
生
し
て
、
庭
園
を
専
門
に
研
究

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。
1
9
5
0
（
昭
和

25
）
年
に
文
化
財
委
員
会
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
桂
離

宮
の
研
究
を
ま
と
め
、
1
9
5
2
年
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
に
移
っ
て
か
ら
は
、『
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
』『
中
世

庭
園
文
化
史
』『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』『
小
堀
遠
州

の
作
事
』
の
研
究
を
、
45
歳
か
ら
60
歳
の
間
に
成
し
遂
げ
て
い

る
。
現
在
の
よ
う
に
文
化
庁
に
出
向
し
て
行
政
業
務
を
行
な
う

よ
う
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ほ
ど
の
業
績
は

残
せ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

測
量
は
1
人
で
は
で
き
な
い
が
、
最
低
2
人
い
れ
ば
で
き
る

の
で
、
村
岡
正
の
援
助
を
受
け
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。
村
岡

の
庭
園
に
つ
い
て
の
疑
問
に
つ
い
て
森
が
丁
寧
に
返
答
し
た
こ

と
が
、
師
事
し
た
理
由
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
森
の
学
識
の
深

さ
が
信
頼
の
根
底
に
あ
っ
た［
尼
崎・白
幡・飛
田　
1
9
8
6
］。
ま
た
、

測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
と
い
う
テ
ー
プ
を
張
ら
ず
に
距
離
が
測
れ
る

と
い
う
す
ぐ
れ
た
器
具
の
出
現
で
、
多
く
の
庭
園
を
短
時
間
で

正
確
に
測
量
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
が
、
こ

れ
も
村
岡
の
協
力
が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
っ
た
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
、
1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年

7
〜
9
月
ま
で
平
城
京
を
ほ
ぼ
一
周
す
る
測
量
を
大
岡
実
ら
が

行
な
い
、「
諸
大
寺
の
旧
寺
域
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
乗
せ
て
い
く
よ

う
に
」
と
指
示
さ
れ
た
こ
と
も
、
森
の
仕
事
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
［
森　
1
9
7
1　
16
頁
］。
そ
の
継
続
作
業
と
し
て
、
研

究
所
で
は
1
9
5
9
年
3
月
に
東
大
寺
旧
境
内
地
の
実
測
調
査

を
開
始
し
、
10
年
近
く
続
け
て
い
て
森
も
参
加
し
て
い
る
［
同　

1
5
3
頁
］。
庭
園
と
は
関
係
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
が
、『
奈
良

を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］
の
カ
バ
ー
写
真
に
は
東
大
寺
一
帯
の

実
測
図
が
使
わ
れ
て
い
て
、
現
況
等
高
線
か
ら
推
定
し
た
東
大

寺
造
営
以
前
の
地
形
が
赤
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。

庭
園
史
の
研
究
を
一
生
の
仕
事
と
決
め
た
森
は
、
奈
良
の
諸

寺
院
の
地
形
測
量
だ
け
で
な
く
、
寝
殿
造
系
庭
園
の
研
究
を
進

め
る
た
め
に
、
平
泉
の
毛
越
寺
・
観
自
在
王
院
や
神
奈
川
の
永

福
寺
な
ど
遠
隔
地
の
庭
園
、
奈
良
で
は
永
久
寺・旧
一
乗
院
跡
、

京
都
付
近
で
は
大
沢
池
・
鳥
羽
殿
跡
・
法
金
剛
院
・
水
無
瀬
殿

跡
・
平
等
院
・
仙
洞
御
所
な
ど
大
規
模
な
庭
園
跡
や
現
存
庭
園

を
実
測
し
て
、
文
献
考
察
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
普

通
の
人
間
な
ら
ば
一
生
か
か
っ
て
し
ま
う
仕
事
な
の
だ
が
、
森

は
短
期
間
に
完
成
さ
せ
て
し
ま
う
。

森
は
切
手
収
集
が
趣
味
で
、明
治
の
貴
重
な
も
の
を
何
枚
か

持
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
、筆
者
は
村
岡
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
野
球
に
つ
い
て
は
巨
人
の
大
フ
ァ
ン
で
、各
選
手
の
ス
コ
ア

を
ノ
ー
ト
に
つ
け
て
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。「
森
先
生
に
電

話
す
る
に
は
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
巨
人
が
勝
っ
た
か
負
け
た
か

を
確
か
め
て
か
ら
で
な
い
と
い
け
な
い
。負
け
た
と
き
に
電
話

す
る
と
、
腹
を
立
て
て
い
る
の
で
ひ
ど
い
目
に
あ
う
」
と
、徳
村

五
三
郎
は
よ
く
話
し
て
い
た
。
森
が
凝
り
性
だ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。短
期
間
に
主
要
な
庭
園
の
実
測
図
を
数
多
く

作
製
し
た
の
は
、凝
り
性
が
発
揮
さ
れ
た
結
果
だ
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
単
な
る
凝
り
性
で
は
な
か
っ
た
。
目
標
を
定
め
て

確
実
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
強
い
意
志
が
な
い
と
で

き
な
い
。
戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
、
戦
後
の
混
乱
期
を
生
き
抜
い

た
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
偉
業
だ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

補
　
注

＊
1　
牛
川
喜
幸
が
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
提
出
し
た
経
歴
書
に
よ
る
。

＊
2　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
森
蘊
の
著
作
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
1
9
3
5　
「
永
福
寺
に
於
け
る
鎌
倉
時
代
前
期
の
庭
園
遺
跡
の
研

究
」『
造
園
研
究
』
13
巻
、
15

−

35
頁

・
1
9
3
8　
「
鳥
羽
殿
庭
園
考
」　
『
造
園
雑
誌
』
5
巻
2
号
、
90

−

1
0
2
頁

・
1
9
3
9　
「
平
安
時
代
前
期
庭
園
に
関
す
る
研
究
」『
建
築
学
会
論

文
集
』
13
巻
、
3
1
0

−

3
1
9
頁

・
1
9
4
4　
『
日
本
庭
園
の
伝
統
』　
一
条
書
房

・
1
9
4
5　
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

・
1
9
5
0　
「
桂
離
宮
の
古
書
院
に
つ
い
て
」『
建
築
史
研
究
』
3
巻
、

10

−

21
頁

・
1
9
5
1　
「
桂
離
宮
古
図
に
つ
い
て
」『
建
築
史
研
究
』
8
巻
、1

森蘊研究報告20.indd   44-45 2020/03/02   11:30



4647 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

−

18
頁

・
1
9
5
1　
『
桂
離
宮
』　
創
元
社

・
1
9
5
4　
「
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
学
報　
第
2
冊
』　

・
1
9
5
6　
『
新
版　
桂
離
宮
』　
創
元
社

・
1
9
5
9　
「
中
世
庭
園
文
化
史
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報　

第
6
冊
』

・
1
9
6
2　
「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
」『
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
学
報　
第
13
冊
』

・
1
9
6
4　
『
日
本
の
庭
園
』
吉
川
弘
文
館
（
森
蘊
編
）

・
1
9
6
6　
「
小
堀
遠
州
の
作
事
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報　

第
18
冊
』

・
1
9
6
7　
『
小
堀
遠
州
』
人
物
叢
書　
吉
川
弘
文
館　

・
1
9
7
1　
『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

・
1
9
7
3　
『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

・
1
9
7
5　
『
庭
園
の
旅
』
芸
艸
堂

・
1
9
8
1　
『
日
本
庭
園
史
話
』　
日
本
放
送
出
版
協
会

・
1
9
8
4　
『
日
本
史
小
百
科　
庭
園
』　
近
藤
出
版
社

・
1
9
8
6　
『
作
庭
記
の
世
界
』　
日
本
放
送
出
版
協
会

引
用
文
献

尼
崎
博
正
・
白
幡
洋
三
郎
・
飛
田
範
夫
（
1
9
8
6
）『
村
岡
正
著
作
目
録
』　

京
都
大
学
農
学
部
造
園
学
研
究
室

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
：
藤
岡
通
夫　

https://ja.wikipedia.org/wiki/藤
岡
通
夫

京
都
市
編
纂
室
（
1
9
8
0
）『
京
都
市
の
歴
史
』（
第
1
巻
）

宮
内
庁
（
1
9
8
4
）『
桂
離
宮
御
殿
整
備
記
録
（
本
文
編
）』

国
土
地
理
院
：
測
量
士
及
び
測
量
士
補
登
録
に
関
す
る
案
内　

www.gsi.
go.jp/LAW

/SH
IKEN

-sikentoroku.htm
l

高
橋
三
郎
（
1
9
5
5
）「
江
田
式
測
距
ア
リ
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
、
使
っ
て

み
て
の
感
想
」『
測
量
』
5
巻
7
号
、
21
頁

田
中
栄
治
（
2
0
1
6
）「
庭
園
研
究
者
・
造
園
家 

森
蘊
と
建
築
家 

谷
口
吉

郎
」『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
18
号
、
59

−

87
頁

東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
（
編
）（
1
9
8
9
）　
『
日
本
美
術
年
鑑　
平

成
元
年
版
』　
東
京
文
化
財
研
究
所　
2
7
7

−

2
7
8
頁　
東
文
研

ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
スtps://www.tobunken.go.jp/m

aterials/
bukko/10199.htm

l

外
山
英
策
（
1
9
2
7
）『
源
氏
物
語
と
日
本
庭
園
』　
文
友
社

森
蘊
（
1
9
4
4
）『
日
本
庭
園
の
伝
統
』　
一
条
書
房

森
蘊
（
1
9
5
6
）『
新
版　
桂
離
宮
』　
創
元
社

森
蘊
（
編
）（
1
9
6
4
）『
日
本
の
庭
園
』　
吉
川
弘
文
館

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
8
1
）『
日
本
庭
園
史
話
』　
日
本
放
送
出
版
協
会

森
蘊
・
牛
川
喜
幸
（
1
9
6
1
）「
瑜
伽
山
と
鬼
薗
山
城
跡
」『
大
和
文
化
研

究
』
38
号
、
1

−

6
頁

渡
邊
勉
（
2
0
1
4
）「
誰
が
兵
士
に
な
っ
た
の
か
（
1
）」『
関
西
学
院
大

学
社
会
学
部
紀
要
』
1
1
9
号
、
1

−

18
頁

森
蘊
の
奈
文
研
時
代

高
橋
知
奈
津

は
じ
め
に

奈
良
文
化
財
研
究
所
は
、
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
4
月
に

文
化
財
保
護
委
員
会
の
付
属
機
関
と
し
て
、
奈
良
・
春
日
野
に

設
立
さ
れ
た
。
1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
に
法
隆
寺
金
堂
が
消

失
し
て
か
ら
3
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
森
蘊
は
そ
の
年
47
歳
で

初
代
建
造
物
研
究
室
長
に
就
任
し
、
1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年

3
月
に
退
官
す
る
ま
で
の
15
年
間
、
文
化
財
の
宝
庫
で
あ
る
奈

良
の
地
で
文
化
財
保
護
行
政
に
資
す
る
調
査
研
究
に
従
事
し
た
。

森
蘊
に
よ
る
庭
園
の
調
査
研
究
上
の
特
徴
は
、
地
形
実
測
や

考
古
学
的
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
地
形
や
そ
の
変
化
を
読
み
取

り
、
当
初
の
庭
園
の
姿
を
復
元
的
に
考
究
す
る
手
法
に
あ
る
と

い
え
る
。
森
は
研
究
所
在
籍
中
、
近
畿
圏
を
中
心
に
お
よ
そ
60

件
も
の
庭
園
お
よ
び
庭
園
跡
の
実
測
を
行
な
い
、
ま
た
東
大
寺

旧
境
内
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
市
の
中
心
市
街
の
地
形
実
測
調

査
や
、
旧
一
乗
院
庭
園
の
発
掘
調
査
に
も
取
り
組
ん
で
、
研
究

所
に
お
け
る
南
都
諸
大
寺
の
総
合
的
研
究
に
寄
与
し
た
。
こ
れ

ら
の
奈
文
研
時
代
の
実
測
調
査
や
発
掘
調
査
の
経
験
が
、
森
蘊
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の
庭
園
史
研
究
の
礎
と
な
り
、
ひ
い
て
は
彼
の
作
庭
活
動
に
お

け
る
発
想
の
源
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
森
蘊
が
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
在
籍
し
て
い
た

頃
の
事
績
に
つ
い
て
整
理
し
、
当
時
の
研
究
所
の
動
向
と
合
わ

せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
森
の
調
査
研
究
環
境
が
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
い
う

組
織
が
森
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
考
え
て
み
る
。

1
．
奈
良
と
森
蘊
、
先
学
の
導
き

『
奈
良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］
は
、
森
蘊
が
自
身
の
奈
文

研
時
代
を
振
り
返
っ
て
記
し
た「
奈
良
周
辺
遺
跡
の
測
量
記
録
」

［
森　
1
9
7
1　
は
じ
め
に
］
で
あ
る
。

「
私
が
こ
の
よ
う
に
奈
良
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
地
形
地
物

と
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自
分
の
意
志
は
と
も
か

く
、
そ
こ
に
は
、
何
人
か
の
恩
師
・
先
学
の
慫
慂
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
私
を
奈
良
に
引
き
寄
せ
、
そ
し
て
こ
の
土
地
を

測
ら
せ
た
の
で
あ
る
」	

	

［
森　

1
9
7
1　
11
頁
］

森
は
、『
奈
良
を
測
る
』「
序
章 

1
．
奈
良
を
測
ら
せ
た
恩

師
と
先
学
た
ち
」
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
彼
の
奈
良

に
お
け
る
調
査
研
究
に
影
響
を
与
え
た
研
究
者
を
5
名
あ
げ
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
有
職
故
実
研
究
家
の
関
保や

す
の
す
け

之
助

（
1
8
6
8

−

1
9
4
5
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
東
京
美
術
学
校

の
第
一
回
卒
業
生
で
あ
り
、
有
職
故
実
や
考
古
学
に
明
る
い
上

代
の
武
器
・
武
具
の
権
威
で
、
帝
室
博
物
館
の
学
芸
委
員
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。
森
と
は
遠
い
縁
戚
で
あ
り
、
学
生
時
代
に

関
西
旅
行
を
す
る
際
、
京
都
の
関
の
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
間
柄
と
い
う
。

次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
奈
良
の
古
建
築
や
宮
跡

の
調
査
研
究
の
礎
を
築
い
た
建
築
史
家
の
、関
野
貞た

だ
し（
1
8
6
8

−

1
9
3
5
）、
足
立
康こ
う
（
1
8
9
8

−

1
9
4
1
）、
大
岡
実
み
の
る

（
1
9
0
0

−

1
9
8
7
）
の
3
名
で
あ
る
。
足
立
と
大
岡
は
、

関
野
の
弟
子
で
あ
り
、
森
の
学
生
時
代
当
時
、
足
立
の
自
邸
に

お
い
て
「
建
築
史
研
究
会
」
が
開
か
れ
、
こ
れ
に
森
も
加
わ
っ

て
親
交
を
深
め
た
。
こ
の
会
は
、
福
山
敏
男
（
1
9
0
5

−

1
9
9
5
）、
関
野
克ま
さ
る（
1
9
0
9

−

2
0
0
1
）、
太
田
博
太

郎
（
1
9
1
2

−

2
0
0
7
）
ら
も
重
要
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
、

南
都
諸
大
寺
が
話
題
の
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

特
に
大
岡
実
は
、1
9
4
7（
昭
和
22
年
）の
森
の
復
員
に
際
し
、

当
時
国
立
博
物
館
保
存
修
理
課
長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
課
員

と
し
て
森
を
誘
っ
た
と
の
こ
と
で
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
森

が
赴
任
す
る
前
提
を
つ
く
っ
た
人
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
白
鳳
時
代
の
仏
教
彫
刻
が
専
門
の
美
術
史
家
で
あ

る
小
林
剛
（
1
9
0
3

−
1
9
6
9
）
が
あ
が
る
。
小
林
は
の

ち
に
国
立
博
物
館
で
同
僚
と
な
り
、
さ
ら
に
奈
良
文
化
財
研
究

所
の
初
代
美
術
工
芸
室
長
と
し
て
、
森
と
と
も
に
赴
任
す
る
こ

と
に
な
る
。
森
が
小
林
と
会
っ
た
の
は
、足
立
の
自
宅
で
の「
建

築
史
研
究
会
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
小
林
と
足
立
が
異
分
野
に

も
か
か
わ
ら
ず
話
が
よ
く
合
っ
た
の
は
、「
仏
像
彫
刻
研
究
に

は
そ
の
容
器
で
あ
る
仏
堂
と
、
そ
の
置
き
台
と
な
る
寺
地
を
な

お
ざ
り
に
す
べ
き
で
な
い
点
と
、
も
う
一
つ
は
世
界
の
ど
こ
よ

り
も
奈
良
を
熱
愛
す
る
気
持
の
ふ
れ
合
い
で
な
か
っ
た
か
」［
森　

1
9
7
1　
16
頁
］
と
森
は
回
想
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
森
を
奈
良
に
導
い
た
の
は
、
奈
良
の
古
建

築
・
古
美
術
の
調
査
研
究
を
熱
心
に
行
な
っ
て
い
た
建
築
史
・

美
術
史
の
先
学
た
ち
の
姿
で
あ
っ
た
。「
足
立
康
先
生
の
あ
り

し
日
の
姿
が
い
つ
も
目
前
か
ら
去
り
や
ら
ず
、
そ
の
遺
訓
が
今

な
お
私
の
闘
志
を
鼓
舞
す
る
が
故
」［
森　
1
9
7
1　
15
頁
］
奈
良

や
周
辺
の
保
存
問
題
と
な
る
と
む
き
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
森

が
記
す
よ
う
に
、
こ
こ
に
あ
げ
た
先
学
た
ち
は
奈
良
を
愛
し
、

奈
良
の
文
化
財
の
保
存
に
精
力
を
傾
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
赴
任
し
た
直
後
、
森
は
、
桂
離
宮
や

修
学
院
離
宮
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
京
都

の
禅
寺
に
住
み
な
が
ら
奈
良
に
通
勤
し
て
い
た
。
し
か
し
、
小

林
か
ら
「
早
く
奈
良
に
移
住
し
、
研
究
テ
ー
マ
も
南
都
諸
大
寺

に
重
点
を
置
く
べ
き
だ
と
忠
告
」［
森　
1
9
7
1　
17
頁
］
さ
れ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
、「
は
じ
め
は
た
ん
に
奈
良
の
古
い
庭
園
の
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調
査
を
し
て
み
よ
う
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
、
先
学
の
す
す
め
る

ま
ま
に
」［
森　
1
9
7
1　
42
頁
］
大
乗
院
庭
園
の
調
査
を
実
施

し
た
森
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
、
地
形
測
量
や
文
献
調
査

な
ど
を
進
め
る
に
つ
れ
、
そ
の
考
え
に
変
化
が
起
こ
る
。「
奈

良
の
上
代
か
ら
中
古
・
中
世
に
わ
た
る
庭
園
遺
跡
を
調
査
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
庭
園
は
も
う
少
し
、
そ
の
曖
昧
で
あ
っ

た
昔
の
状
態
が
は
っ
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」［
森　
1
9
7
1　
21
頁
］。
も
と
も
と
、
森

は
学
生
時
代
よ
り
古
庭
園
の
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、
平
安
時

代
や
鎌
倉
時
代
の
庭
園
な
ど
、
そ
れ
ま
で
庭
園
史
が
あ
ま
り
射

程
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
古
い
時
代
の
庭
園
の
研
究
を
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
森
は
奈
文
研
着
任
当

初
、
京
都
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
調
査
研
究
活
動
を
行
な
う
つ
も
り

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
森
の
周
り
に
い
た
建
築
史
・
美
術

史
の
研
究
者
た
ち
の
奈
良
へ
の
情
熱
に
後
押
し
さ
れ
る
か
た
ち

で
、
つ
い
に
は
彼
ら
の
調
査
研
究
の
舞
台
で
あ
る
奈
良
に
自
ら

も
身
を
投
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2
．
設
立
当
初
の
奈
良
文
化
財
研
究
所
建
造
物
研
究
室

▼
奈
文
研
の
設
立
経
緯

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所＊
１

二
十
年
史
』［
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所　
1
9
7
2
］「
Ⅰ
沿
革
」
に
よ
る
と
、
奈
文
研
の
設
立
の
発

端
は
、
吉
田
茂
首
相
が
在
任
時
の
奈
良
県
視
察
の
際
に
、
南
都

諸
大
寺
に
伝
わ
る
文
化
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
、
現
地
に
美
術
学
校
か
美
術
研
究
所
の
設
置
の
構
想
を
も
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
伝
わ
る
。そ
し
て
、1
9
5
0（
昭
和
25
）年

8
月
に
文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
伴
い
、
文
部
省
の
外
局
と
し

て
文
化
財
保
護
委
員
会
が
発
足
。
国
立
博
物
館
、
同
館
奈
良
分

館
、美
術
研
究
所
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
、
奈
良
国
立
博

物
館
、東
京
文
化
財
研
究
所
）
が
同
委
員
会
の
付
属
機
関
と
し

て
決
定
し
た
。
こ
れ
に
奈
文
研
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
、
奈
良
県
議
会
や
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
文
部
省
や
国
会
に

そ
の
設
立
を
陳
情
し
、こ
れ
が
委
員
会
を
動
か
す
こ
と
と
な
っ

た
。
1
9
5
1（
昭
和
26
）
年
10
月
に
設
置
準
備
会
が
発
足
し

て
組
織
案
を
検
討
、
1
9
5
2（
昭
和
27
）
年
4
月
に
、
国
立

博
物
館
奈
良
分
館
に
仮
事
務
所
を
置
い
て
、
奈
文
研
が
発
足
し

た
。
そ
の
後
、奈
良
県
知
事
よ
り
寄
付
を
受
け
た
県
立
商
工
館

（
旧
奈
良
県
物
産
陳
列
所
）
内
部
の
改
装
が
済
み
、
翌
年
1
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
事
務
室
お
よ
び
研
究
室
が
本
庁
舎
に
移
転

し
た
。
そ
の
3
月
に
職
員
の
陣
容
も
そ
ろ
い
、
5
月
15
日
に
開

所
式
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。

▼
南
都
諸
大
寺
の
総
合
的
研
究

「
奈
良
文
化
財
研
究
所
要
覧 

昭
和
28
年
度
」［
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所　
1
9
7
2　
20
頁
、
沿
革
資
料
10
］2
＊

（
図
3

−

2
）
に
お
け
る

「（
2
）
事
業
計
画
」
に
は
、
13
の
事
業
の
柱
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
奈
文
研
創
立
か
ら
の
最
重

要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
南
都
七
大
寺
及
び
そ
の
他
近
畿
各
地
に

お
け
る
著
名
寺
院
の
綜
合
的
調
査
研
究
」で
あ
る
。
こ
こ
に「
綜

合
的
調
査
研
究
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
設
立
当
初
に
奈
文
研

に
設
置
さ
れ
た
3
つ
の
研
究
室
、
美
術
工
芸
研
究
室
・
建
造
物

研
究
室
・
歴
史
研
究
室
が
協
力
し
て
調
査
研
究
に
取
り
組
む
の

が
、
当
初
か
ら
の
奈
文
研
の
研
究
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

▼
ま
ぼ
ろ
し
の
遺
跡
庭
園
研
究
室

森
の
専
門
は
庭
園
史
で
あ
る
が
、
着
任
し
た
の
は
建
造
物
研

究
室
で
あ
っ
た
。文
化
財
保
護
委
員
会
事
務
局
が
1
9
5
1（
昭

和
）
26
年
11
月
7
日
付
で
作
成
し
た
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
設

図3-1　奈良文化財研究所春日野庁舎（旧奈良県物産陳列所）
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5253 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

置
案
」［
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
1
9
7
2　
18
頁
、
沿
革
資
料
9
］（
図

3

−

3
）
に
よ
る
と
、
構
想
段
階
で
の
奈
文
研
の
組
織
案
に
お

け
る
研
究
室
は
、
美
術
部
・
歴
史
部
・
建
造
物
部
の
3
部
の
下

に
、各
分
野
の
研
究
室
が
置
か
れ
る
体
制
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
建
造
物
部
の
下
に
は
、
建
造
物
研
究
室
と
遺
跡
庭
園

研
究
室
が
置
か
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
「
遺
跡
庭
園
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
。
現
在
の
庭

園
史
学
で
は
「
遺
跡
庭
園
」
と
は
「
遺
跡
化
し
た
庭
園
」
す
な

わ
ち
「
廃
園
」
を
指
す
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

現
在
ま
で
庭
園
と
し
て
継
承
さ
れ
た
「
現
存
庭
園
」
や
、
考
古

学
的
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た「
発
掘
庭
園
」

に
対
す
る
概
念
で
あ
る3
＊

。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
遺
跡
庭
園
」

と
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
遺
跡
・
庭
園
」
を
意
味
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、当
初
は
建
造
物
研
究
室
と
は
別
に
、

庭
園
を
標
榜
す
る
研
究
室
の
設
置
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。

研
究
員
の
人
的
な
規
模
と
し
て
は
、組
織
案
内
訳
に
よ
る
と
、

調
査
研
究
の
任
に
就
く
技
官
の
人
数
は
奈
文
研
全
体
で
27
名
、

こ
れ
に
直
接
雇
用
の
技
術
員
が
16
名
の
体
制
が
構
想
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
う
ち
建
造
物
部
は
部
長
以
下
12
名
で
、
研
究
室
は
2

室
あ
り
、
建
造
物
研
究
室
が
室
長
以
下
7
名
、
遺
跡
庭
園
研
究

室
が
室
長
以
下
4
名
、
と
い
う
内
訳
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
理
想
的
な
体
制
は
「
主
と
し
て
人
員
面
と
経

済
面
と
で
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
」［
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所　
1
9
7
2　
2
頁
、「
Ⅰ
沿
革
（
1
）
設
立
の
由
来
」］、
結
果
と
し
て
、

研
究
部
は
美
術
工
芸
研
究
室
・
建
造
物
研
究
室
・
歴
史
研
究
室

の
3
室
と
し
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▼
建
造
物
研
究
室
に
お
け
る
「
遺
跡
庭
園
」
分
野

以
上
の
よ
う
に
、
奈
文
研
に
お
け
る
庭
園
史
学
に
関
わ
る
分

野
は
建
造
物
研
究
室
に
吸
収
さ
れ
、「
昭
和
27
年
4
月
1
日
施

行
の
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程
」
に
お
け
る
建
造
物

研
究
室
の
職
掌
事
務
に
は「
庭
園
」と
い
う
語
す
ら
み
え
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
建
造
物
研
究

室
の
職
掌
の
一
つ
と
し
て
維
持
さ
れ
、「
奈
良
文
化
財
研
究
所

要
覧 

昭
和
28
年
度
」（
図
3

−

2
）
に
示
さ
れ
る
「（
2
）
事

業
計
画
」
に
は
、「
三　
京
都
御
所
及
び
桂
離
宮
、
修
学
院
離

図 3-2　奈良文化財研究所要覧　昭和 28年度［奈良国立文化財研究所　1972　20頁　沿革資料 10］

（１）目的
　奈良及びその附近に伝わるものを主とする文化財の綜合的且つ基礎的な調査研究をなし、その結果
を研究報告書その他の印刷物に編集出版し、またこれを講演或は講座として一般公開して我が国文化
の発達に資する。
　なお、これを補助する意味において、文化財に関する図書類や文化財の写真その他を公開する。

（２）事業計画
一　南都七大寺（東大寺、興福寺、元興寺、大安寺、西大寺、薬師寺、唐招提寺、法隆寺）及びその他

近畿各地における著名寺院の綜合的調査研究
二　著名な宮跡の調査研究
三　京都御所及び桂離宮、修学院離宮その他の著名庭園の調査研究
四　仏像及び仏画における図像的な綜合研究
五　中世以前の文化に密接な関係のある中国西域及び朝鮮等の諸文化との比較研究
六　建築の用材、彫刻、絵画、工芸品等の材料に関する科学的研究
七　仏教文化とその経済に関する研究
八　文化財の保存及び修理に関する基礎的研究と事務局への連絡
九　事務局保存部の文化財調査に対する援助
十　文化財に関する図書、写真、諸図面類の蒐集、作成整備及び公開
　　紀要、研究報告書等の編集及び出版
　　文化財に関する講演及び講座の開催
　　その他文化財に関する一般研究

（３）事業の特色
一、物に即した実施の研究を主とする
　　奈良を中心とする関西地方には古文化財が実に多数あるので、これらの詳細なる寸法測定とか材質

の研究とか、その他どうしても実物に即さなければ出来ないような研究に重点を置く。
　　例えば南都諸大寺における建築の実測、彫刻構造材の調査、古墳及び史跡の発掘調査、諸資材の蒐

集等。
二、文化財の保存行政に直接役立つ研究を主とする
　　保存行政の実際的な仕事は、修理事業が最も重要なものであるが、その対象は関西地方に多いので、

その実際の仕事に終始接しながら、その色々なことを調査研究し、また修理技術者の指導や養成に
務める。

　　例えば、修理諸材料の実験的研究、修理方法の研究、修理技術者に対する研究資材の提示及び講習等。
三、応用的研究に力を注ぐ
　　関西地方は古来から各種の美術及び美術工芸品の製作地で、今なおそれ等の伝統的な技術を伝えて

いるものが多い。因ってこれ等を保護助長せしめると共に、またこれらを現代美術及び美術工芸品
の上に応用せしめるように務める。

　　例えば、奈良における特殊な漆工、木竹工をはじめ、その他の染織、陶瓷等。
四、綜合研究を行なうこの研究所には、有形文化財の各部にわたる研究室があるので、従来とかくない

がしろにされ勝ちであった綜合研究をなし、その成果を挙げることが出来る。
　　例えば、東大寺の研究という題目の下においては、建築、彫刻、絵画、工芸、古文書、史跡等の各

部門の調査を同時に行なって、それらの相互関係を明らかにし、東大寺の文化史上における重要な
意義を尋ねることが出来る。

五、更に各研究室の個別的な特色は次の如くである
　　イ　関西地方には、飛鳥・奈良・天平・鎌倉等の中世以前のすぐれた彫刻が多いので、ここに重

点を置く。
　　ロ　絵画は、仏画、図像、絵巻物、肖像画、障壁画等のすぐれたものが多いので、これらを主と

して研究する。
　　ハ　工芸品は室町時代以前の名品が多く社寺に所蔵されており、また染織や塗物や陶瓷等の現

代工芸が盛んなので、これらを研究の対象とする。
　　ニ　関西地方の寺社にある古文書は、実に莫大な数量に上るので、これらを逐次調査研究する。
　　ホ　日本古建築の主要なものは、殆んど関西地方に集中しているので、これらの詳細な実測図を

作ることに重点を置く。
　　ヘ　日本文化史の上で重要な寺院跡、庭園その他の史跡が関西地方には多いので、これらの発掘

調査や実地測量をする。
　　ト　考古においても、日本上代の重要な古墳その他が関西一円に多いので、これらの発掘調査を

行ない、また重要古墳の分布図を作る。
　　チ　関西地方には、各種の古い工芸技術の伝わっているものが多く、この中にはなかなかすぐれ

たものがあるので、これを調査し、またこれを現代工芸に応用せしめる。

十
一  

十
二  

十
三
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 　奈良文化財研究所設置案　文化財保護委員会事務局（26.11.7）

昭和 27年度歳出予算要求内訳

人件費　         要求人員　62 名　　　　
事業費　　　　　　　　　　　　　
　1. 事務統括に要する経費　　　　 
　2. 調査研究に要する経費　　　　
　3. 資料に要する経費　　　　　　 
　4. 技官研究費　　　　　　　　　 
営繕費
　資料庫及び書庫鉄筋コンクリート
　二階建新築外 6 件　　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　

11,494,000
16,767,000
5,562,000
3,877,000
5,213,000
2,115,000

13,291,000
41,552,000

（27 人分）

円

奈良文化財研究所組織（案）

美 術 部
彫刻研究室　仏像　神像　仮面　その他の彫刻の構造、技法、
             材料等の調査研究

絵画研究室　仏画　図像　絵巻物　肖像画　頂相　墨画　障壁画
            垂跡画　近世絵画　その他の絵画の技法、材料等の調査研究

工芸研究室　漆工　染色　金工　陶瓷　刀剣　
             その他の工芸品の構造技法、材料等の調査研究
工芸技術研究室　木竹　染色　鏍鈿　鋳金　彫金　鍛金　
             陶器瓷器　裁金　彩色　織法　その他の工芸技術の調査研究

庶 務 部

庶務課

会計課

庶務係
指導係
会計係
写真係

歴 史 部
古文書研究室　    書跡　筆跡　典籍　古文書　その他の調査研究
史跡考古研究室　縄文　弥生　古墳文化及び史跡の調査研究

建造物部

建造物研究室　  社寺　宮殿　城郭　住宅等の建造物の構造、
               技法、材料等の調査研究
遺跡庭園研究室　建造物遺跡及び庭園等の調査研究

職員別

定員

計
官　　吏 雇　　員 傭　　人

事務員
6 27 33 3 1 1 21 2 2 4 8 6216

技官 小計 事務員 技術員 守衛 小使ﾀｲﾋ゚ ｽﾄ 小計運転手 小計給仕

（組織案内訳）

※（　）の数字は
　定員数を示す

所　長

庶務係長

指導係長

雇（事務）
タイピスト（兼所長付）
運転手
給　仕庶務課長（8）

会計課長（10）

会計係長

写真係長　 雇（技術）

雇（事務）
雇（事務）
守　衛
守　衛
小　使
小　使

庶 務 部 長

歴史部長（11）

美術部長（19）

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　　　給　仕
技　官
技　官
　　雇（技術）
技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）
技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）
　　雇（技術）
　　　　給　仕

技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

絵画研究室長（5）

彫刻研究室長（4）

工芸研究室長（5）

工芸技術研究室長

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　　　給　仕

古 文 書 研 究 室 長

史跡考古研究室長

建造物部長

建 造 物 研 究 室 長

遺跡庭園研究室長

（4）

（5）

（5）

（7）

（4）

（19）

（12）

（62）

雇（技術）

 　奈良文化財研究所設置案　文化財保護委員会事務局（26.11.7）

昭和 27年度歳出予算要求内訳

人件費　         要求人員　62 名　　　　
事業費　　　　　　　　　　　　　
　1. 事務統括に要する経費　　　　 
　2. 調査研究に要する経費　　　　
　3. 資料に要する経費　　　　　　 
　4. 技官研究費　　　　　　　　　 
営繕費
　資料庫及び書庫鉄筋コンクリート
　二階建新築外 6 件　　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　

11,494,000
16,767,000
5,562,000
3,877,000
5,213,000
2,115,000

13,291,000
41,552,000

（27 人分）

円

奈良文化財研究所組織（案）

美 術 部
彫刻研究室　仏像　神像　仮面　その他の彫刻の構造、技法、
             材料等の調査研究

絵画研究室　仏画　図像　絵巻物　肖像画　頂相　墨画　障壁画
            垂跡画　近世絵画　その他の絵画の技法、材料等の調査研究

工芸研究室　漆工　染色　金工　陶瓷　刀剣　
             その他の工芸品の構造技法、材料等の調査研究
工芸技術研究室　木竹　染色　鏍鈿　鋳金　彫金　鍛金　
             陶器瓷器　裁金　彩色　織法　その他の工芸技術の調査研究

庶 務 部

庶務課

会計課

庶務係
指導係
会計係
写真係

歴 史 部
古文書研究室　    書跡　筆跡　典籍　古文書　その他の調査研究
史跡考古研究室　縄文　弥生　古墳文化及び史跡の調査研究

建造物部

建造物研究室　  社寺　宮殿　城郭　住宅等の建造物の構造、
               技法、材料等の調査研究
遺跡庭園研究室　建造物遺跡及び庭園等の調査研究

職員別

定員

計
官　　吏 雇　　員 傭　　人

事務員
6 27 33 3 1 1 21 2 2 4 8 6216

技官 小計 事務員 技術員 守衛 小使ﾀｲﾋ゚ ｽﾄ 小計運転手 小計給仕

（組織案内訳）

※（　）の数字は
　定員数を示す

所　長

庶務係長

指導係長

雇（事務）
タイピスト（兼所長付）
運転手
給　仕庶務課長（8）

会計課長（10）

会計係長

写真係長　 雇（技術）

雇（事務）
雇（事務）
守　衛
守　衛
小　使
小　使

庶 務 部 長

歴史部長（11）

美術部長（19）

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　　　給　仕
技　官
技　官
　　雇（技術）
技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）
技　官
技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）
　　雇（技術）
　　　　給　仕

技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

技　官
　　雇（技術）
　　雇（技術）

絵画研究室長（5）

彫刻研究室長（4）

工芸研究室長（5）

工芸技術研究室長

技　官
技　官
　　雇（技術）
　　　　給　仕

古 文 書 研 究 室 長

史跡考古研究室長

建造物部長

建 造 物 研 究 室 長

遺跡庭園研究室長

（4）

（5）

（5）

（7）

（4）

（19）

（12）

（62）

雇（技術）
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宮
そ
の
他
の
著
名
庭
園
の
調
査
研
究
」
と
あ
り
、
実
質
的
に
当

時
の
森
の
宮
廷
庭
園
へ
の
関
心
が
こ
こ
に
そ
の
ま
ま
引
き
写
さ

れ
て
あ
る
。

一
方
、「（
3
）
事
業
の
特
色
」
の
五
、
に
各
研
究
室
の
個
別

的
な
特
色
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
を
み
る
と
、「
ヘ　
日
本
文

化
史
の
上
で
重
要
な
寺
院
跡
、
庭
園
そ
の
他
の
史
跡
が
関
西
地

方
に
は
多
い
の
で
、こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
や
実
地
測
量
を
す
る
」

と
あ
る
。
昭
和
26
年
の
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
設
置
案
」（
図

3

−

3
）
に
お
け
る
遺
跡
庭
園
研
究
室
の
項
に
示
さ
れ
た
「
建

造
物
遺
跡
及
び
庭
園
等
の
調
査
研
究
」
を
よ
り
詳
し
く
言
い
換

え
た
内
容
と
理
解
で
き
る
。
寺
院
跡
も
庭
園
も
、
地
盤
の
上
に

そ
の
か
た
ち
を
残
す
文
化
財
で
あ
り
、
こ
れ
ら
記
念
物
を
対
象

に
発
掘
調
査
・
実
地
測
量
を
行
な
う
こ
と
が
、
遺
跡
庭
園
分
野

に
期
待
さ
れ
た
職
掌
で
あ
っ
た
と
み
え
る4
＊

。

▼
森
に
期
待
さ
れ
た
こ
と

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
森
の
研
究
対
象
と
、
奈
文
研
職
員

と
し
て
森
に
求
め
ら
れ
た
期
待
と
に
は
若
干
の
乖
離
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
先
に
述
べ
た
小
林
剛
の
忠
告
に
つ
な
が
っ
た
と

い
え
よ
う
。

森
自
身
、
1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
に
『
平
安
時
代
庭
園
の

研
究
』［
森　
1
9
4
5
］
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、そ
れ
ま
で

の
庭
園
史
研
究
は
室
町
時
代
以
降
の
庭
園
を
対
象
と
し
て
き

た
。こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
庭
園
史
学
が
現
存
庭
園
の
地
割
や
意

匠
を
分
析
す
る
こ
と
を
そ
の
手
法
の
中
心
に
据
え
て
き
た
こ

と
、
そ
の
う
え
で
現
存
庭
園
に
は
室
町
時
代
以
降
の
も
の
が
多

い
こ
と
に
要
因
が
あ
る
。一
方
、鎌
倉
時
代
以
前
の
庭
園
を
研

究
対
象
と
す
る
に
は
、
遺
跡
と
化
し
た
庭
園
跡
の
実
地
測
量
に

加
え
、
考
古
学
的
な
遺
構
解
釈
、古
記
録
の
読
解
、
建
築
学
的

な
知
識
等
を
駆
使
し
て
、当
初
の
姿
を
復
元
的
に
解
明
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
周
辺
諸
分
野
の
科
学
的
手
法
を
援

用
し
、
学
際
的
・
総
合
的
な
庭
園
史
の
構
築
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
森
蘊
で
あ
っ
た
。南
都
諸
大
寺
の
調

査
研
究
を
主
眼
と
す
る
奈
文
研
の
室
長
と
し
て
森
が
登
用
さ
れ

た
理
由
は
、
こ
の
森
の
研
究
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
た
結
果
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
．
建
造
物
研
究
室
に
お
け
る
遺
跡
庭
園
の
調
査
研
究

▼
研
究
室
の
当
初
の
人
員

設
立
直
後
の
建
造
物
研
究
室
の
人
員
構
成
は
、
室
長
以
外
に

技
官
1
名
、
直
接
雇
用
の
技
術
職
員
1
名
の
わ
ず
か
3
名
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
森
蘊
以
外
は
、
建
造
物
が
専
門
の
人
員
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
総
合
研
究
を
標
榜
す
る
奈
文
研
で
あ
る

が
、
各
専
門
分
野
ご
と
の
分
担
は
厳
密
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う

で
、
当
時
の
『
年
報
』
を
み
る
と
、
森
が
建
造
物
室
長
と
し
て

建
造
物
調
査
の
報
告
を
執
筆
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
調
査
に

も
一
切
参
加
し
て
い
な
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。同
じ
よ
う
に

遺
跡
庭
園
の
調
査
に
は
、
建
築
史
の
研
究
員
は
参
加
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。1
9
5
3（
昭
和
28
）年
に
よ
う
や
く
、

村
岡
正
（
京
大
造
園
学
研
究
室
所
属
、
当
時
26
歳
）
が
臨
時
筆

生
と
し
て
森
の
調
査
に
加
わ
り
、
京
大
造
園
学
研
究
室
（
中
村

一
・
近
藤
公
夫
ら
）
の
協
力
も
得
る
中
で
、
修
学
院
離
宮
の
実

測
調
査
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。森
自
身
「（
村
岡
君

美術工芸研究室　4 名　室長　小林 剛
建造物研究室　　3 名　室長　森 　蘊
歴史研究室　　　2 名　室長　田沢 坦（兼）
庶務室　　　　　5 名　室長　森川 幸男

所　長
　田沢 坦

①　28.9.15 当時　　　　　　　　　　　　　※人数は定員を示す

庶務係　4 名　係長　紺野 栄
会計係　5 名　係長　西村 県治庶務課

　課長　住本 辰範

美術工芸研究室　3 名　室長　守田 公夫
建造物研究室　　4 名　室長　森　 蘊
歴史研究室　　　5 名　室長　榧本 亀治郎

所　長
　小林 剛

②　37.4.1 当時

庶務係　4 名　係長　紺野 栄
会計係　5 名　係長　西村 県治（併）庶務課

　課長　五田 次雄

美術工芸研究室　3 名　室長　守田 公夫
建造物研究室　　1 名　室長　森　 蘊
歴史研究室　　　1 名　室長　杉山 信三
平城宮跡発掘調査部　   部長　榧本 亀治郎

所　長
　小林 剛

課長補佐
　西村 県治

第一調査室　 8 名　室長　横山 浩一
第二調査室　 7 名　室長　工藤 圭章
第三調査室　 7 名　室長　沢村 仁
第四調査室　 7 名　室長　杉山 信三（兼）
保存整理室　 6 名　室長　坪井 清足
史料調査室　 4 名　室長　田中 稔

③　40.4.1 当時

図 3-4　森蘊在籍時の奈文研の組織変遷［奈良国立文化財研究所　1972　97-98頁　Ⅴ組織・機構］
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5859 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

は
）
私
が
助
手
も
な
く
一
人
ぼ
っ
ち

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
遺
跡
庭
園
研
究

0

0

0

0

0

0

室0

の
臨
時
職
員
と
し
て
、
私
の
片
眼
・
片
手
・
片
足
と
な
っ
て

親
身
も
及
ば
ぬ
世
話
を
し
て
く
れ
た
人
で
あ
る
」［
森　
1
9
7
3　

2
3
3
頁
、
傍
点
筆
者
］
と
記
し
て
お
り
、
奈
文
研
着
任
当
初
の
森

の
孤
独
が
述
懐
さ
れ
る
。遺
跡
庭
園
研
究
室

0

0

0

0

0

0

0

と
誤
記
す
る
よ
う

に
、
建
造
物
分
野
と
遺
跡
庭
園
分
野
で
は
、
研
究
室
が
異
な
る

ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
春
日
野
庁
舎
に
お
い
て

実
際
に
異
な
る
部
屋
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い5
＊

。

1
9
5
7
（
昭
和
32
）
年
の
段
階
で
、
技
術
補
佐
員
と
し
て

牛
川
喜
幸
が
加
わ
る
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
、
効
率
的
に
測
量
が

で
き
る
3
名
の
人
員
が
揃
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
年
か
ら
測

量
調
査
の
実
施
件
数
が
急
激
に
増
加
し
、
年
間
10
件
弱
の
件
数

の
測
量
を
こ
な
し
て
い
る
。

▼
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
の
拡
大
と
組
織
改
編

そ
の
後
、
研
究
所
全
体
の
動
き
と
し
て
、
1
9
5
9
（
昭
和

34
）
年
に
平
城
宮
跡
や
飛
鳥
・
藤
原
地
区
の
発
掘
調
査
の
推
進

の
た
め
、
考
古
学
の
職
員
の
雇
用
が
増
加
す
る
。
高
度
経
済
成

長
期
に
お
け
る
都
市
開
発
事
業
の
増
加
に
伴
っ
て
、
埋
蔵
文
化

財
の
保
護
が
記
念
物
に
関
す
る
文
化
財
保
護
行
政
上
の
最
大
の

課
題
と
な
り
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
も
考
古
学
的
発

掘
調
査
が
そ
の
主
た
る
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
に
は
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

（
以
下
、
調
査
部
）
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
翌
年
度

に
は
建
造
物
研
究
室
と
歴
史
研
究
室
の
人
員
は
、
基
本
的
に
室

長
1
名
の
み
と
削
減
さ
れ
、
そ
の
他
の
人
員
は
調
査
部
に
所
属

し
、併
任
に
よ
っ
て
研
究
室
の
業
務
を
補
う
か
た
ち
と
な
っ
た
。

1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
に
建
造
物
研
究
室
の
技
術
員
と
し
て

正
職
員
と
な
っ
た
牛
川
も
、
こ
の
時
の
組
織
改
編
に
よ
っ
て
、

調
査
部
第
二
調
査
室
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
。
1
9
6
5
（
昭

和
40
）
年
に
は
、
藤
原
武た

け
じ二
が
調
査
部
第
三
調
査
室
に
新
規
採

用
さ
れ
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
遺
跡
庭
園
分
野
の
正
職
員
が
、
研

究
所
全
体
で
3
名
と
な
る
。
し
か
し
、
同
時
に
森
蘊
自
身
も
調

査
部
に
兼
任
が
か
か
る
な
ど
、
研
究
所
の
職
員
が
ま
す
ま
す
発

掘
調
査
に
動
員
さ
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

▼
遺
跡
庭
園
分
野
の
調
査
研
究
、
2
本
の
柱

森
蘊
が
在
籍
し
て
い
た
間
の
遺
跡
庭
園
分
野
の
調
査
研
究
の

内
容
に
は
、
大
き
く
2
つ
の
柱
が
あ
っ
た
こ
と
が
、『
二
十
年

史
』「
Ⅳ 

事
業・学
術
研
究
活
動
」の「
遺
跡
庭
園
の
調
査
研
究
」

に
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
［
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
1
9
7
2
］。

第
一
に
「
庭
園
お
よ
び
そ
の
遺
跡
の
復
元
的
研
究
」
が
あ
が

る
。「
従
来
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
精
密
な
実
測
資
料
の
作

成
に
主
眼
」
を
置
き
、「
等
高
線
を
入
れ
、
し
か
も
測
点
す
べ

て
に
海
抜
標
高
を
併
記
し
た
平
面
図
を
採
用
」
し
て
の
研
究
で

あ
っ
た6
＊

。

森
に
よ
る
庭
園
や
遺
跡
の
実
測
図
の
特
色
は
、
森
自
身
が

『
奈
良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1　
序
章
］
に
お
い
て
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
高
低
測
量
に
よ
る
本
格
的
な
等
高
線
を
入
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
実
際
、
図
面
を
み
る
と
基
本
的
に
50
㎝
ピ
ッ
チ
の
海

抜
標
高
に
よ
る
等
高
線
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

遺
跡
と
化
し
、
護
岸
石
等
が
地
表
で
視
認
で
き
な
い
よ
う
な
池

等
に
つ
い
て
も
、
現
地
に
残
さ
れ
た
起
伏
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
樹
木
を
省
略
す
る
点
も
、
そ
れ
ま

で
の
庭
園
実
測
図
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

1
9
3
6
年
か
ら
1
9
3
8
年
（
昭
和
11
〜
13
年
）
に
か
け

て
重
森
三
玲
が
作
成
し
た
庭
園
実
測
図
は
、
現
在
も
文
化
財
庭

園
の
修
理
の
現
場
等
で
よ
く
参
照
さ
れ
る
が
、
庭
園
の
主
体
と

な
る
部
分
を
中
心
に
実
測
が
な
さ
れ
、
樹
木
が
樹
種
と
と
も
に

詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
重
森
が
1
9
3
4
（
昭
和

9
）
年
の
室
戸
台
風
の
被
害
を
受
け
て
、
植
栽
を
含
む
庭
園
の

現
状
を
「
記
録
」
し
よ
う
と
考
え
た
結
果
と
い
え
る
。
森
の
実

測
図
に
対
す
る
姿
勢
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
現

況
と
し
て
存
在
す
る
庭
園
や
庭
園
遺
跡
は
、
往
時
か
ら
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
往
時
の
姿
を
復
元
的
に
考
察
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
図
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
森
は
単
に
地
形
実
測
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

必
ず
こ
こ
に
復
元
的
な
考
察
を
加
え
て
お
り
、
図
面
に
も
「
○

○
跡
」
と
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

第
二
に
、
主
要
な
建
造
物
の
平
面
図
を
そ
の
間
取
り
を
含
め

て
図
示
し
て
い
る
。
庭
園
と
建
築
が
密
接
な
関
係
の
も
と
に
設

計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
よ
る
特
色
で
あ
る
。
先
述
の
重
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森
の
実
測
図
も
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
庭
園
の
実
測
図
で

は
、
庭
園
と
そ
れ
に
面
す
る
部
屋
、
あ
る
い
は
そ
の
外
形
の
み

が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
森
の
場
合
、
建
造
物
を
で
き
る

だ
け
詳
細
に
示
そ
う
と
し
た
た
め
、
必
然
的
に
実
測
範
囲
は
広

が
り
、
敷
地
全
域
や
周
辺
地
形
を
含
む
範
囲
ま
で
を
実
測
対
象

と
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
実
測
図
を
作
成
し
、
文
献
史
料

や
絵
図
資
料
の
収
集
を
あ
わ
せ
て
行
な
い
、
庭
園
の
み
な
ら
ず

建
造
物
・
敷
地
全
域
に
い
た
る
ま
で
往
時
の
姿
を
総
合
的
に
ま

た
、
復
元
的
に
考
察
す
る
の
が
、
森
の
調
査
研
究
の
特
徴
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
、
京
都
御
所
離
宮
の

研
究
、南
都
大
乗
院
を
中
心
と
す
る
中
世
庭
園
文
化
史
の
研
究
、

小
堀
遠
州
の
研
究
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
旺
盛
に
行
な
わ

れ
、
そ
の
成
果
は
4
冊
の
学
報
に
ま
と
め
ら
れ
た7
＊

。

以
上
の
庭
園
に
関
す
る
調
査
研
究
に
併
行
し
て
行
な
わ
れ
て

き
た
も
う
一
つ
の
遺
跡
庭
園
分
野
の
柱
が
、
奈
文
研
の
研
究
課

題
で
あ
る
南
都
諸
大
寺
の
総
合
調
査
の
一
端
を
担
う
、
旧
境
内

の
実
測
調
査
で
あ
る
。

「
昭
和
二
十
七
年
春
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
開
設
と
同

時
に
、
こ
こ
に
移
籍
し
、
奈
良
一
円
の
庭
園
調
査
に
取
り
組

み
は
じ
め
た
方
便

0

0

の
地
形
測
量
が
、
い
つ
の
間
に
か
宮
殿
跡

や
古
社
寺
境
内
の
立
地
的
考
察
と
い
う
面
に
首
を
つ
っ
こ
み

す
ぎ
、
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
り
お
お
せ
た
自
分
を
発

見
し
た
。
た
し
か
に
奈
良
で
行
わ
る
べ
き
重
要
な
研
究
と
い

え
ば
、
平
城
宮
、
南
都
諸
大
寺
、
飛
鳥
宮
・
藤
原
宮
遺
跡
な

ど
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
仕
事
は
そ
れ

な
り
に
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
が
退
官
記
念
講

演
に
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
と
い
う
標
題
を
選
ん
だ
の
も

そ
の
た
め
で
あ
る
」	

　
　
　
［
森　
1
9
7
1　
は
じ
め
に
］

こ
の
森
の
回
想
か
ら
、
も
と
も
と
森
自
身
が
や
り
た
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
南
都
諸
大
寺
や
宮
跡
の
調
査
研
究
に

重
き
を
置
く
奈
文
研
の
方
針
を
認
め
て
、
奈
文
研
の
研
究
員
と

し
て
自
分
が
や
る
べ
き
職
務
と
い
う
も
の
に
、
か
な
り
意
を

配
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
森
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
「
庭
園
お
よ
び
そ
の
遺
跡
の
復
元
的
研
究
」
と
「
南
都

諸
大
寺
旧
境
内
の
実
測
調
査
」の
2
つ
の
研
究
の
柱
の
存
在
は
、

奈
文
研
退
官
後
に
森
蘊
が
自
身
の
業
績
を
振
り
返
っ
て
、『
奈

良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］
と
『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森　
1
9
7
3
］

の
2
冊
と
し
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
こ
と
に
重
な
る
。『
奈
良

を
測
る
』
に
お
い
て
、
森
は
「「
奈
良
を
測
る
」
こ
と
は
私
の

退
官
と
と
も
に
、
い
ち
お
う
の
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
こ
と
に

な
り
、「
庭
ひ
と
す
じ
」
に
生
き
る
私
は
な
お
つ
づ
い
て
い
る
。

（
は
じ
め
に
）」
と
記
し
た
。
一
方
、『
庭
ひ
と
す
じ
』
に
は
、

奈
文
研
の
業
務
外
で
あ
る
作
庭
や
庭
園
修
理
等
の
業
績
も
示
さ

れ
、
退
官
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
森

に
と
っ
て
「
奈
良
を
測
る
」
こ
と
は
、“
奈
文
研
職
員
”
と
し

て
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
研
究
手
法
上
の
観
点
か
ら
す
る
と
、現
況
の
地
形

実
測
を
行
な
い
、史
資
料
を
収
集
し
、敷
地
全
体
に
つ
い
て
か

つ
て
の
配
置
計
画
を
復
元
的
に
考
察
す
る
と
い
う
手
順
は
、
ほ

ぼ
共
通
し
て
お
り
、
両
者
の
仕
事
は
互
い
に
好
影
響
を
与
え

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
森
が
初
め
て
、寺
域
の
遺
存
地

割
の
測
量
の
機
会
を
得
た
の
は
、お
そ
ら
く
1
9
5
4
（
昭
和

図 3-5　山科南殿　地形実測図（昭和 31 年実測）（奈良文化財研究所蔵）
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29
）
年
の
夏
に
、
大
岡
実
と
浅
野
清
の
指
示
に
よ
り
平
城
京
を

ほ
ぼ
一
周
す
る
測
量
を
手
伝
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
［
森　

1
9
7
1　
序
章
］。
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
実
測
の
鳥
羽
殿
遺

跡
の
地
形
実
測
図
は
そ
の
経
験
に
倣
い
、水
田
畦
畔
が
広
範
囲

に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
図
3

−

7
）。
た
だ
し
、
奈
良
盆
地

や
鳥
羽
周
辺
は
広
大
と
は
い
え
比
較
的
平
坦
な
土
地
に
収
ま
っ

て
お
り
、
庭
園
実
測
で
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
等
高
線
は
あ
ま

り
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年

か
ら
森
が
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
東
大
寺
旧
境
内
か
ら
春
日
大

社
・
興
福
寺
旧
境
内
の
地
形
実
測
で
は
、
森
が
日
頃
、
庭
園
の

実
測
調
査
で
磨
い
た
等
高
線
に
よ
る
起
伏
の
表
現
が
見
事
に
活

か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
受
け
て
か
、そ
の
後
、

庭
園
の
実
測
調
査
に
お
い
て
も
、
水
無
瀬
離
宮
跡
や
法
金
剛
院

の
周
辺
地
形
な
ど
、
狭
義
の
庭
園
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
広

域
的
な
周
辺
環
境
を
実
測
の
対
象
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

4
．
退
官
後
の
奈
文
研
・
遺
跡
庭
園
分
野

▼
退
官
後
の
奈
文
研
・
遺
跡
庭
園
の
調
査
の
行
方

森
蘊
は
1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
3
月
31
日
に
奈
文
研
を
退

官
し
た
。
退
官
記
念
講
演
は
「「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
4
月
17
日
に
行
な
わ
れ
た
。

森
の
退
官
後
、
建
造
物
研
究
室
の
室
長
に
は
、
建
築
史
学
専

門
の
職
員
が
就
任
し
、
現
在
に
い
た
る
。
遺
跡
庭
園
分
野
は
牛

川
喜
幸
が
そ
の
中
心
と
な
り
、1
9
6
8
（
昭
和
43
）
年
に
は
、

調
査
部
に
遺
跡
庭
園
分
野
の
室
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
計

測
修
景
調
査
室
が
設
置
さ
れ
、そ
の
初
代
室
長
に
就
任
し
た（
当

時
43
歳
）。
室
員
も
藤
原
武
二
の
ほ
か
、
伊
藤
太た

い
さ
く作

、
田
中
哲

雄
が
加
わ
っ
た
。

こ
の
頃
の
遺
跡
庭
園
分
野
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
牛
川
が

『
二
十
年
史
』
に
、「
昭
和
40
年
頃
か
ら
史
跡
の
環
境
整
備
、
写

真
測
量
の
文
化
財
調
査
へ
の
応
用
な
ど
の
研
究
が
加
わ
り
、
一

方
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
い
庭
園
遺
跡
の

上：図 3-6　東大寺旧境内　地形実測図（昭和 34年実測）
下：図 3-7　鳥羽殿遺跡　地形実測図（昭和 33 年実測）（奈良文化財研究所蔵）
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調
査
に
や
や
支
障
を
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、（
中
略
）
発

掘
遺
構
の
検
出
等
、
発
掘
遺
構
に
よ
る
庭
園
研
究
の
機
会
も
増

大
し
、
造
園
史
上
の
新
た
な
知
見
を
得
た
」［
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所　
1
9
7
2　
63
頁
］
と
記
し
て
い
る
。
計
測
修
景
室
は
、
宮

跡
等
の
発
掘
調
査
に
伴
っ
て
測
量
し
、調
査
後
は
遺
跡
整
備（
修

景
）
を
す
る
室
で
あ
っ
た
。
森
の
よ
う
に
庭
園
に
関
す
る
テ
ー

マ
を
掲
げ
て
の
継
続
的
な
調
査
を
推
進
す
る
ポ
ス
ト
が
建
造
物

研
究
室
か
ら
失
わ
れ
た
結
果
、
庭
園
遺
跡
の
調
査
は
ほ
と
ん
ど

行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
全
国
的
に
発
掘
庭

園
の
検
出
例
が
増
加
し
、
そ
の
解
釈
や
整
備
等
に
お
い
て
、
主

導
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
庭
園
史
研
究
と
し
て
は
こ
れ
ら
を
新
た
な
対
象
と
し
て
、

研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

牛
川
は
、大
学
時
代
に
は
電
気
探
査
に
よ
る
遺
跡
の
把
握
に

取
り
組
み
、奈
文
研
入
所
後
も
、
仏
像
や
遺
跡
の
写
真
測
量
の
手

法
開
発
に
尽
力
し
、「
計
測
」
の
旗
手
と
い
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。

森
蘊
も
「
写
真
測
量
と
い
う
新
兵
器
が
登
場
す
る
学
界
に
と
っ

て
、
手
動
に
よ
る
実
測
図
は
も
う
時
代
遅
れ
の
感
が
あ
る
」［
森　

1
9
7
1　
は
じ
め
に
］
と
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
捉
え
て
い
る
。

▼
基
礎
研
究
か
ら
応
用
へ
／
奈
良
か
ら
全
国
へ

退
官
後
の
森
は
、
村
岡
正
と
と
も
に
庭
園
文
化
研
究
所
を
開

設
す
る
。
そ
れ
ま
で
縛
ら
れ
て
い
た
奈
文
研
の
職
務
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
ま
さ
に
庭
園
史
研
究
一
筋
に
没
入
す
る
の
か
と
い
え

ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

「
終
戦
後
一
時
「
文
化
」
が
は
や
り
言
葉
と
な
り
、
い
つ
の

ま
に
か
「
文
化
財
」
と
い
う
変
な
熟
語
が
固
ま
り
、
法
律

や
役
所
の
名
前
に
ま
で
使
わ
れ
出
し
た
。
私
も
そ
の
渦
巻

に
呑
み
こ
ま
れ
た
一
員
と
し
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
に
勤
務
し
、
昭
和
三
十
四
年
の
学
報
第
六
冊
を
『
中
世

庭
園
文
化
史
』
と
銘
打
っ
て
興
福
寺
の
大
乗
院
庭
園
を
中

核
と
し
た
、
中
古
・
中
世
庭
園
の
種
々
解
明
の
自
分
の
姿

0

0

0

0

0

0

0

0

0

勢
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
長
年
の
私
の
研
究
態
度
が
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

よ
う
に
、
私
た
ち
の
研
究
所＊
＊

は
小
庭
園
の
設

計
に
限
っ
た
り
、
庭
石
や
庭
木
だ
け
の
研
究
を
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
建
築
・
美
術
・
考
古
学
・
古
代
史
学
、
そ

の
他
各
般
の
基
礎
知
識
の
う
え
に
成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
広

義
の
庭
園
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
研
究
成
果
の
応
用
と
し

て
、
古
庭
園
の
発
掘
・
復
元
・
整
備
事
業
に
協
力
し
、
新
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
日
本
庭
園
の
開
発
に
も
寄
与
し
よ
う
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
あ

る
」	

	

　
　
［
森　

1
9
7
3　

2
3
4
頁
、
傍
点
筆
者
］

森
の
奈
文
研
在
籍
時
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
奈
良
に
も
都

市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
平
城
宮
跡
で
は
1
9
6
1
（
昭
和

36
）
年
の
近
鉄
操
車
場
建
設
問
題
や
、
1
9
6
4
（
昭
和
39
）

年
の
24
号
線
バ
イ
パ
ス
問
題
な
ど
、
開
発
に
対
抗
す
る
保
存
運

動
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
た
。
森
が
入
所
し
て
す
ぐ
に
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
大
乗
院
庭
園
は
、
1
9
3
9
（
昭
和

14
）
年
に
都
市
計
画
道
路
建
設
か
ら
の
保
存
問
題
が
、
重
森
三

玲
、
田
村
剛
ら
に
よ
っ
て
大
い
に
取
沙
汰
さ
れ
、
そ
の
結
果
保

存
さ
れ
た
経
緯
を
有
す
る
。「
種
々
解
明
の
自
分
の
姿
勢
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、「
文
化
財
」
と
い

う
言
葉
を
嫌
い
な
が
ら
も
、
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
自
分
の

役
割
は
、
調
査
研
究
に
よ
っ
て
文
化
財
の
価
値
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
そ
し
て
、
庭
園
文
化
研
究
所
は
、
趣
味
的
に
庭
園

を
設
計
し
た
り
研
究
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
基
礎
研

究
を
行
な
い
、
そ
れ
を
応
用
し
て
古
庭
園
の
修
理
や
整
備
、
そ

し
て
新
し
い
造
園
に
寄
与
す
る
の
だ
、
と
い
う
。

庭
園
文
化
研
究
所
で
の
森
の
業
績
を
み
る
と
、
庭
園
の
発
掘

調
査
や
復
元
・
整
備
事
業
は
、
調
査
研
究
と
作
庭
と
を
両
輪
と

す
る
森
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
文
化
財

庭
園
保
護
行
政
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
績
と
い

え
る
。
し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
、
森
は
奈
文
研
在
籍
時
に
は
、

調
査
部
と
は
一
定
の
距
離
を
取
っ
て
い
た
と
み
え
、
発
掘
調
査

に
積
極
的
に
関
与
し
た
様
子
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
森

が
個
人
的
に
取
り
組
ん
だ
南
宗
寺
庭
園
以
外
に
は
、
旧
一
乗
院

庭
園
の
発
掘
調
査
が
数
少
な
い
経
験
で
あ
る
よ
う
だ
。

復
元
に
つ
い
て
も
、
復
元
的
研
究
と
し
て
、
地
形
測
量
の
成

果
か
ら
当
初
の
姿
を
考
察
し
図
面
や
模
型
と
し
て
表
現
す
る
研

究
は
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
庭
園
現
地
の
修
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理
工
事
と
し
て
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
南
宗
寺
庭

園
以
外
に
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も
奈
文
研
の
事
業
の

中
に
お
い
て
は
実
施
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
森
は
奈
文
研

時
代
の
仕
事
は
、
基
礎
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
、
作
庭
や
整
備

を
は
じ
め
と
す
る「
応
用
」と
は
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

退
官
後
に
は
、
研
究
者
と
し
て
基
礎
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
呪
縛
が
と
け
、
応
用
と
し
て
の
仕
事
に
積
極
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
森
蘊
が
奈
文
研
に
在
籍
し
て
い
た
期
間
を
中
心
に
、

森
蘊
の
調
査
研
究
、
そ
し
て
奈
文
研
の
遺
跡
庭
園
分
野
の
取
り

組
み
を
概
観
し
た
。
初
期
の
奈
文
研
が
取
り
組
ん
だ
古
都
奈
良

を
解
明
す
る
研
究
方
法
に
は
、
遺
存
地
割
か
ら
往
時
を
復
元
的

に
考
察
す
る
方
法
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
資
料
を
関
連
さ
せ

た
総
合
研
究
な
ど
の
よ
う
に
、
森
蘊
自
身
の
調
査
研
究
ス
タ
イ

ル
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

昭
和
40
年
代
以
降
、
奈
文
研
の
遺
跡
庭
園
分
野
で
は
発
掘
調

査
と
そ
の
記
録
や
そ
の
後
の
整
備
等
、
遺
跡
や
考
古
学
を
対
象

と
す
る
業
務
が
主
と
な
り
、
庭
園
研
究
は
考
古
学
的
成
果
を
中

心
に
据
え
る
発
掘
庭
園
へ
と
そ
の
対
象
を
変
え
、
結
果
と
し
て

地
形
実
測
と
総
合
研
究
を
駆
使
す
る
よ
う
な
研
究
は
低
迷
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
最
新
技
術
に
よ
る
実
測
の
精
度
向
上
や
、
学

術
研
究
に
お
け
る
実
証
性
・
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お

い
て
、
研
究
者
の
研
究
ス
タ
イ
ル
も
専
門
分
野
ご
と
に
先
鋭
化

し
、
森
の
よ
う
な
全
分
野
対
応
型
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
時
代
遅

れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
庭
園
と
い
う
存
在
は
、
自
然
基
盤
や
建
造
物
と
密

接
に
関
わ
り
、
政
治
・
文
化
・
生
活
等
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の

舞
台
と
な
り
、
か
つ
芸
術
性
を
も
つ
点
で
、
分
野
横
断
的
な
検

討
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
周
期
的
・
経
年
的
に
変

化
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
点
で
、
遡
及
的
な
検
討
な
し
に
構

造
・
意
匠
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
森
が

構
築
し
た
調
査
研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
庭
園
の
性
質

を
十
分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
い
か
に
こ
の
分
野
を
学
術
的
な

も
の
に
す
る
か
の
追
究
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

補
　
注

＊
1　
当
初
は
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
」
の
名
称
で
あ
っ
た
が
、1
9
5
4
（
昭

和
29
）
年
7
月
に
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
」
と
改
称
、
1
9
6
8

（
昭
和
43
）
年
に
文
化
庁
発
足
に
伴
い
、
そ
の
付
属
機
関
と
な
る
。

2
0
0
1
（
平
成
13
）
年
4
月
に
「
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所

奈
良
文
化
財
研
究
所
」、
2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
4
月
に
「
独
立

行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構 

奈
良
文
化
財
研
究
所
」
と
な
り
、
現
在

（
2
0
1
9
年
）
に
い
た
る
。

＊
2　
原
本
の
所
在
は
不
明
。

＊
3　
「
遺
跡
庭
園
」
の
語
は
、
現
在
、
庭
園
史
学
で
は
「
遺
跡
化
し
た
庭
園
」

を
指
す
（
平
澤
毅
・
鹿
野
陽
子
・
武
内
和
彦
（
2
0
0
7
）「
日
本
と

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
発
掘
庭
園
の
特
性
に
関
す
る
比
較
検
討
」『
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
70
巻
5
号
）。

＊
4　
な
お
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
設
置
案
」
の
組
織
（
案
）、
歴
史
部
に
、

史
跡
考
古
研
究
室
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
職
掌
は
「
縄
文　
弥
生　
古
墳

及
び
史
跡
の
調
査
研
究
」
と
あ
る
。
建
造
物
部 

遺
跡
庭
園
研
究
室
に

示
さ
れ
た
「
建
造
物
遺
跡
」
は
寺
院
跡
（
宮
跡
）
を
意
味
す
る
と
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
両
室
の
職
掌
に
お
い
て
先
史
時
代
と
歴
史
時
代
と
を

区
別
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

＊
5　
牛
川
喜
幸
は
、
入
所
当
時
の
奈
文
研
に
つ
い
て
「
…
遺
跡
庭
園
と
い
う

の
は
森
先
生
と
私
し
か
い
な
か
っ
た
。
広
い
部
屋
で
ね
、
…
」
と
振
り

返
る
。（
惠
谷
浩
子
・
前
川
歩
（
編
）（
2
0
1
4
）『
遺
跡
学
の
宇
宙　

戦
後
黎
明
期
を
築
い
た
13
人
の
記
録
』
日
本
遺
跡
学
会　
1
2
4
頁
）

ま
た
、「
毎
日
だ
い
た
い
晴
れ
の
日
は
と
に
か
く
屋
外
で
東
大
寺
旧
境

内
の
実
測
で
す
よ
。
そ
れ
で
昼
休
み
に
は
飛
火
野
で
野
球
を
や
る
、
み

ん
な
一
生
懸
命
や
る
ん
で
す
よ
。
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
山
に
戻
っ
て
、

実
測
。
森
先
生
は
も
の
す
ご
い
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン
で
ね
、
そ
ん
な

こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
時
々
も
の
す
ご
く
機
嫌
の
悪

い
日
が
あ
っ
た
り
し
て
、私
は
野
球
は
好
き
だ
っ
た
け
ど
、贔
屓
の
チ
ー

ム
は
無
か
っ
た
か
ら
、理
由
が
全
然
分
か
ら
な
か
っ
た
。
森
先
生
は「
入

所
試
験
は
野
球
を
や
ら
し
た
ら
え
え
」と
か
言
う
く
ら
い
だ
っ
た
か
ら
、

野
球
を
す
る
っ
て
い
う
の
は
と
て
も
大
き
い
こ
と
で
ね
」（
1
2
4
頁
）

と
い
う
。
奈
文
研
に
は
「
春
日
野
バ
ン
ビ
ー
ズ
」
と
「
平
城
ホ
ッ
テ
ル

ズ
」
と
い
う
草
野
球
チ
ー
ム
が
あ
り
、
森
は
大
の
野
球
フ
ァ
ン
と
し
て

有
名
だ
っ
た
。

＊
6　
森
蘊
の
実
測
図
に
つ
い
て
、
仲
野
浩
（
1
9
2
8-

2
0
1
8
、
当
時

文
化
財
保
護
委
員
会
記
念
物
課
文
部
技
官
、
の
ち
に
文
化
庁
主
任
文
化

財
調
査
官
）
は
、「
春
日
野
の
研
究
所
に
行
っ
た
と
き
に
森
蘊
さ
ん
が

つ
く
っ
た
コ
ン
タ
ー
入
り
の
図
面
を
見
た
と
き
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た

ね
。（
中
略
）
あ
れ
は
森
さ
ん
が
始
め
た
や
り
方
で
す
。
森
さ
ん
を
あ

ま
り
よ
く
言
わ
な
い
人
も
い
ま
す
け
ど
も
、
悪
く
は
な
い
な
と
思
う
」

と
述
懐
す
る
。
文
化
財
の
現
状
変
更
申
請
書
類
等
の
付
図
に
は
コ
ン

タ
ー
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
（
出
典
＊
5
に
同
じ
、
89
頁
）。

＊
7　
4
冊
の
学
報
と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
1
9
5
4　
「
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
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究
所
学
報　
第
2
冊
』　

・
1
9
5
9　
「
中
世
庭
園
文
化
史
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報　

第
6
冊
』

・
1
9
6
2　
「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
」『
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
学
報　
第
13
冊
』

・
1
9
6
6　
「
小
堀
遠
州
の
作
事
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報　

第
18
冊
』

な
お
、
補
遺
と
し
て
以
下
が
あ
る
。

・
1
9
5
5　
「
修
学
院
離
宮
造
営
に
利
用
さ
れ
た
建
物
と
地
形
に
つ

い
て

—

修
学
院
離
宮
の
研
究
（
補
遺
）」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
学
報　
第
3
冊　
文
化
史
論
叢
』

＊
8　
庭
園
文
化
研
究
所
の
こ
と
。

西
暦

（
和
暦
）

森
蘊
に
係
る
主
な
出
来
事
※
1

建
造
物
研
究
室
・
遺
跡
庭
園
の
調
査
研
究
※
2

遺
跡
庭
園
分
野　

人
員
構
成
※
3

年
齢

奈
文
研
の
動
き
※
2

森
蘊

村
岡

牛
川

1
9
0
5

（
明
治
38
）
東
京
府
立
川
村
に
出
生

0

1
9
5
2

（
昭
和
27
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
建
造
物
研

究
室
長
（
4
月
16
日
）

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

47

奈
良
文
化
財
研
究
所
、
設
立
（
4

月
1
日
）

美
術
工
芸
室
（
彫
刻
・
工
芸
・
絵
画
）

建
造
物
研
究
室（
建
築
・
遺
跡
庭
園
）

歴
史
研
究
室
（
古
文
書
・
考
古
）（
研

究
職
9
名
）

年
表　

森
蘊
在
籍
時
の
奈
文
研
・
遺
跡
庭
園
分
野
の
調
査
研
究　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
［
凡
例
…
【　

】
テ
ー
マ
、
★
実
測
調
査
、
☆
そ
の
他
調
査
等
、
■
報
告
書
］

引
用
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
1
9
7
2
）『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
二
十

年
史
』「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　
研
究
成
果
要
録
」　

森
蘊
（
1
9
4
5
）『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

1
9
5
3

（
昭
和
28
）
奈
良
県
文
化
財
専
門
審
議
会
専

門
委
員
（
3
月
17
日
）

【
修
学
院
離
宮
の
調
査
】

★
修
学
院
離
宮
（
京
都
市
）

☆
修
学
院
離
宮
の
史
料
収
集

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

48

26

1
9
5
4

（
昭
和
29
）
7
月
中
旬
～
9
月
上
旬

：

大
岡

実
・
浅
野
清
と
と
も
に
平
城
京

一
周
測
量

工
学
博
士
。
学
位
論
文
「
桂
離

宮
の
研
究
」（
12
月
25
日
）

【
南
都
庭
園
遺
跡
の
研
究
】

（
大
乗
院
庭
園
の
史
料
収
集
）

★
法
華
寺
庭
園
（
奈
良
市
）

★
円
成
寺
庭
園
（
奈
良
市
）

★
大
神
神
社
境
内
（
桜
井
市
）

■
学
報
第
2
冊
『
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
』

49

27

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
に
改

称
（
6
月
29
日
）

1
9
5
5

（
昭
和
30
）
『
桂
離
宮
の
研
究
』
東
都
文
化

出
版
（
5
月
）

『
修
学
院
離
宮
』創
元
社（
9
月
）

☆
大
神
神
社
環
境
整
備

■
学
報
第
3
冊
『
文
化
史
論
叢
』「
修
学
院
離
宮

造
営
に
利
用
さ
れ
た
建
物
と
地
形
に
つ
い
て
―
修

学
院
離
宮
の
研
究
（
補
遺
）」

★
桂
離
宮
詳
細

★
大
和
郡
山
城

【
中
世
庭
園
の
研
究
】

★
大
乗
院
庭
園
（
奈
良
市
）

★
浄
瑠
璃
寺
（
木
津
川
市
）

50

28

1
9
5
6

（
昭
和
31
）
横
浜
国
立
大
学
非
常
勤
講
師

（
4
月
1
日
）

※
天
理
市
史
編
纂
協
力
（
暮
～

翌
4
月
）

『
新
版
桂
離
宮
』創
元
社（
5
月
）

【
中
世
庭
園
の
研
究
】

★
山
科
南
殿

★
西
芳
寺

51

29

1
9
5
7

（
昭
和
32
）
奈
良
県
立
公
園
審
議
会
委
員

（
2
月
21
日
）

奈
良
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

（
10
月
1
日
）

【
京
都
御
所
の
建
築
・
庭
園
実
測
】

★
京
都
御
所

☆
禁
裏
御
庭
指
図
の
整
理

：

高
槻
市
史
料

【
中
世
庭
園
の
研
究
】

★
竜
王
山
城
跡
（
天
理
市
）

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

牛
川
喜
幸
（
技
術
補
佐
員
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

52

30

22
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1
9
5
7

（
昭
和
32
）

★
内
山
永
久
寺
跡
（
天
理
市
）

★
法
金
剛
院
跡
（
京
都
市
）

★
本
泉
寺
庭
園
（
金
沢
市
）

★
湯
殿
跡
庭
園
跡
（
一
乗
谷
）

★
諏
訪
館
跡
庭
園
跡
（
一
乗
谷
）

★
南
陽
寺
庭
園
跡
（
一
乗
谷
）

★
妙
心
寺
退
蔵
院
庭
園
（
京
都
市
）

★
慈
照
寺
庭
園
（
京
都
市
）

★
福
田
寺
庭
園
（
米
原
市
）

★
願
行
寺
庭
園
（
下
市
町
）

1
9
5
8

（
昭
和
33
）

★
鳥
羽
殿
遺
跡

【
中
世
庭
園
の
研
究
】

★
旧
秀
隣
寺
庭
園

★
北
畠
国
司
館
跡
庭
園

【
南
都
諸
大
寺
伽
藍
配
置
並
び
に
境
内
地
形
実
測

調
査
】

★
東
大
寺
境
内
（
一
部
東
大
寺
よ
り
補
助
金
）

【
近
世
初
期
庭
園
・
遠
州
】（
科
研
費
）

★
大
徳
寺
孤
蓬
庵
庭
園

★
南
禅
寺
本
坊

★
南
禅
寺
金
地
院

★
高
野
山
天
徳
院

☆
宮
内
庁
書
陵
部
、
内
閣
文
庫
、
史
料
編
纂
所
で

の
史
料
調
査

53

31

23

1
9
5
9

（
昭
和
34
）

【
水
無
瀬
離
宮
跡
並
び
に
伝
桜
井
御
所
跡
の
調
査
】

★
水
無
瀬
離
宮
跡

★
伝
桜
井
御
所
跡

【
南
都
諸
大
寺
伽
藍
構
成
と
地
形
の
関
係
】

★
東
大
寺
旧
境
内

★
正
倉
院
境
内
（
四
聖
坊
庭
園
）

【
南
宗
寺
庭
園
の
復
原
的
修
理
】

★
南
宗
寺
庭
園

54

32

24

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
の
始
ま
り

【
醍
醐
寺
旧
三
宝
院
と
無
量
光
院
等
庭
園
跡
遺
跡

の
調
査
】

★
無
量
光
院
遺
跡

★
旧
三
宝
院
（
灌
頂
院
）
遺
跡

☆
菩
提
寺
遺
跡
現
地
踏
査

【
願
成
就
院
庭
園
遺
跡
の
調
査
】

★
願
成
就
院
（
静
岡
県
韮
山
町
）

【
法
金
剛
院
跡
の
調
査
】

★
周
辺
地
形
実
測
調
査

■
学
報
第
6
冊
『
中
世
庭
園
文
化
史
―
大
乗
院
庭

園
の
研
究
』

1
9
6
0

（
昭
和
35
）
日
本
建
築
学
会
賞
『
中
世
庭
園

史
の
研
究
』（
5
月
30
日
）

【
頭
塔
の
実
測
調
査
】

★
頭
塔

【
法
金
剛
院
跡
の
調
査
】

★
滝
口
立
石
下
方
一
帯
の
電
気
探
査

【
南
都
諸
大
寺
伽
藍
構
成
と
地
形
の
関
係
】

★
興
福
寺
旧
境
内

★
春
日
大
社
林
苑

★
高
畑
界
隈

【
小
堀
遠
州
研
究
】

★
知
恩
院
庭
園

★
二
条
城
二
の
丸
庭
園

（
佐
治
家
蔵
遠
州
関
係
資
料
調
査
）

★
当
麻
寺
中
之
坊
庭
園

★
仁
和
寺
庭
園
お
よ
び
境
内

55

33

25

人
員
増
加

（
～
37
年
度
ま
で
に
行
政
職
10
名
、

研
究
職
13
名
と
な
る
）

1
9
6
1

（
昭
和
36
）
※
10
周
年
記
念
に
桂
離
宮
模
型

を
長
男
ら
と
製
作

【
旧
西
大
寺
境
内
の
地
形
と
水
系
】

★
伝
称
徳
天
皇
御
山
荘
池
跡

【
興
福
寺
一
乗
院
の
調
査
】

（
数
年
前
か
ら
古
文
書
・
指
図
を
収
集
）

☆
旧
一
乗
院
庭
園
の
電
気
探
査

☆
臨
川
寺
庭
園
の
電
気
探
査

56

34

26
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1
9
6
1

（
昭
和
36
）

【
京
都
御
苑
内
に
お
け
る
寝
殿
造
系
庭
園
遺
跡
】

★
凝
花
洞
跡

★
九
条
殿

★
閑
院
宮
跡

★
近
衛
殿

1
9
6
2

（
昭
和
37
）

【
小
堀
遠
州
関
係
資
料
の
採
訪
】

☆
指
図
等
の
複
製
作
成

【
興
福
寺
一
乗
院
の
調
査
】

☆
宸
殿
・
殿
上
の
調
査

【
奈
良
市
内
の
庭
園
調
査
】

★
東
大
寺
竜
松
院

★
今
西
家

★
依
水
園　

等

■
学
報
第
13
冊
『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
」

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

牛
川
喜
幸
（
技
術
員
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

57

35

27

平
城
宮
跡
鉄
道
検
車
庫
問
題
（
2

月
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
10
周
年

記
念
式
典
（
5
月
）

平
城
宮
跡
国
費
買
い
上
げ
の
決
議

（
8
月
）

1
9
6
3

（
昭
和
38
）
奈
良
県
文
化
賞
受
賞
（
6
月
3

日
）

【
京
都
市
内
庭
園
樹
木
調
査
】

☆
桂
離
宮
・
修
学
院
離
宮
・
仙
洞
御
所
・
慈
照
寺

ほ
か

【
興
福
寺
一
乗
院
の
調
査
】

★
発
掘
調
査

【
古
代
都
城
制
の
研
究　

平
城
京
の
復
原
的
研
究
】

☆
平
城
京
内
1
/
1
0
0
0
地
図
の
作
成

【
大
安
寺
の
発
掘
調
査
】

★
旧
寺
域
の
地
形
実
測
調
査

☆
発
掘
調
査

【
鳥
羽
離
宮
の
調
査
】

☆
発
掘
調
査

【
奈
良
県
・
京
都
府
下
の
茶
座
敷
と
露
地
の
調
査
】

★
依
水
園
三
秀
亭　

蔵
松
庵
跡

★
称
名
寺
独
炉
庵

★
東
大
寺
四
聖
坊

★
慈
照
寺
東
求
堂
、
漱
蘚
亭
跡

（
4
月
1
日
現
在
）

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

牛
川
喜
幸
（
文
部
技
官
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

58

36

28

「
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
処
理
要
項
」

の
決
定
（
3
月
30
日
）

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
設
置

（
4
月
）

★
西
芳
寺
湘
南
亭
・
北
亭
跡
・
縮
遠
亭
通
路
付
近

★
醍
醐
寺
三
宝
院
松
月
軒
沈
流
亭

★
仙
洞
御
所
又
新
亭
・
醒
花
亭
女
院

★
御
所
寿
山
御
茶
屋
跡

★
桂
離
宮
竹
林
亭
跡

★
修
学
院
離
宮
変
曲
閣
、
止
々
斎

【
小
堀
遠
州
関
係
資
料
の
調
査
】

☆
史
料
内
容
の
検
討

【
遺
物
・
遺
跡
の
写
真
測
量
に
よ
る
研
究
】

1
9
6
4

（
昭
和
39
）

★
龍
泉
寺
庭
園

【
奈
良
市
内
庭
園
の
調
査
】

☆
仏
池
院
跡

☆
摩
尼
珠
院

☆
興
福
院

【
鳥
羽
離
宮
発
掘
調
査
】

☆
鳥
羽
南
殿

☆
証
金
剛
院
御
堂

【
小
堀
遠
州
関
係
資
料
の
収
集
】

（
史
料
内
容
の
検
討
）

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

牛
川
喜
幸
（
兼
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

【
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
】

森
蘊
（
兼
）

〔
第
二
調
査
室
〕

牛
川
喜
幸
（
文
部
技
官
）

59

37

29

国
道
24
号
線
奈
良
バ
イ
パ
ス
建
設

計
画

1
9
6
5

（
昭
和
40
）
大
阪
府
文
化
財
専
門
員
（
7
月

1
日
）

※
紫
式
部
顕
彰
会
か
ら
の
依
頼

で
、
東
三
条
殿
復
元
模
型
製
作

【
史
跡
公
園
の
研
究
】

（
資
料
収
集
）

☆
百
済
寺
公
園
そ
の
他
公
園
化
計
画
の
指
導

【
小
堀
遠
州
関
係
遺
跡
の
調
査
】

☆
小
堀
新
助
屋
敷
跡

☆
伊
庭
御
茶
屋
跡　

等
を
確
認

【
建
造
物
研
究
室
】

森
蘊
（
文
部
技
官
・
室
長
）

牛
川
喜
幸
（
兼
）

（
村
岡
正
（
臨
時
筆
生
））

60

38

30

1
9
6
6

（
昭
和
41
）
奈
良
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委

員
（
2
月
22
日
）

※
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
依
頼

で
法
住
寺
殿
、鶴
ヶ
丘
八
幡
宮
、

細
川
管
領
邸
復
元
模
型
製
作

■
学
報
第
18
冊
『
小
堀
遠
州
の
作
事
』

【
地
形
調
査
に
よ
る
東
大
寺
天
地
院
の
復
原
的
研

究
】（
科
研
費
）

★
伝
天
地
院
跡

★
香
山
堂
跡

【
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
】

森
蘊
（
兼
）

〔
第
二
調
査
室
〕

牛
川
喜
幸
（
文
部
技
官
）

〔
第
三
調
査
室
〕

藤
原
武
二
（
文
部
技
官
）

61

39

31

古
都
保
存
法
施
行
（
4
月
）
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森
蘊
に
お
け
る
建
築
と

庭
園
の
結
び
つ
き
の
視
点

田
中
栄
治

は
じ
め
に

日
本
庭
園
研
究
者
で
作
庭
家
の
森
蘊
は
、
日
本
建
築
学
会
の

機
関
誌
『
建
築
雑
誌
』
1
9
8
3
年
9
月
号
に
、「
建
築
と
庭

園
の
結
び
つ
き
を
求
め
て
」［
森　
1
9
8
3
］
と
題
す
る
文
章
を

掲
載
し
て
い
る＊
１

。
森
は
生
涯
を
通
じ
て
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ

き
の
視
点
を
も
っ
て
日
本
庭
園
研
究
お
よ
び
作
庭
を
行
な
っ

た
。
本
稿
で
は
、
森
の
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
の
視
点
の
形

成
過
程
や
建
築
家
と
の
交
流
に
つ
い
て
ま
と
め
、
さ
ら
に
森
や

建
築
家
に
よ
る
桂
離
宮
意
匠
論
に
お
け
る
建
築
と
庭
園
の
結
び

つ
き
の
視
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
う
。

1
．
背
景

森
が
庭
園
を
学
び
始
め
た
の
は
昭
和
初
期
で
あ
る
が
、
ま
ず

参
考
文
献

※
1　
「
故
森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）」
1
9
8
9
年
の
略
歴
に
よ
る
。
一
部
、
森

蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』
学
生
社
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

※
2　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』（
1
9
5
8
～
1
9
6
8
）、『
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所　

二
十
年
史
』（
1
9
7
2
）、『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

三
十
年
史
』

（
1
9
8
2
）
に
よ
る
。

※
3　

※
2
『
年
報
』
要
項
、牛
川
喜
幸
氏
経
歴
は
、惠
谷
浩
子
・
前
川
歩
（
編
）（
2
0
1
4
）

『
遺
跡
学
の
宇
宙　

戦
後
黎
明
期
を
築
い
た
十
三
人
の
記
録
』
日
本
遺
跡
学
会
に

よ
っ
て
補
っ
た
。

1
9
6
7

（
昭
和
42
）
退
官
（
3
月
31
日
）

史
跡
観
自
在
王
院
整
備
専
門
員

会
委
員
（
4
月
1
日
）

社
団
法
人
日
本
観
光
協
会
専
門

委
員
（
4
月
1
日
）

退
官
記
念
講
演
「「
東
大
寺
山

堺
四
至
図
」
に
つ
い
て
」（
4

月
17
日
）

※
平
泉
文
化
史
館
の
依
頼
で
毛

越
寺
庭
園
復
元
模
型
製
作

『
小
堀
遠
州
』（
人
物
叢
書
1
4
0
）

吉
川
弘
文
館
（
6
月
）

【
鳥
羽
離
宮
の
調
査
】

☆
発
掘
調
査

【
写
真
測
量
に
よ
る
遺
跡
・
遺
物
の
図
化
】

【
調
査
・
整
備
指
導
】

☆
五
色
塚
古
墳
史
跡
公
園
化
に
伴
う
実
測
修
景
調

査☆
末
松
廃
寺
史
跡
整
備
に
伴
う
調
査

☆
岩
橋
千
塚
風
土
記
の
丘
史
跡
整
備
調
査

☆
多
賀
城
廃
寺
史
跡
整
備
指
導

☆
法
皇
山
古
墳
史
跡
整
備
指
導

62

40

32

平
城
宮
跡
東
院
庭
園
の
発
見
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そ
の
頃
の
背
景
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
齋
藤
英
一
郎

の
研
究
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
は
建
築
界
と
造
園
界
に

密
な
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る＊
２

。
た
と
え
ば
、
明
治
政
府

に
よ
る
お
雇
い
外
国
人
建
築
家
で
あ
る
J
.
コ
ン
ド
ル
が
著

し
た
『L

a
n
d
sca

p
e G

a
rd
en
in
g in

 Ja
p
a
n

』［Conder 1893

］

は
上
原
敬
二
に
影
響
を
与
え
て
い
る＊
３

。
ま
た
建
築
界
で
は
、
庭

園
に
関
す
る
研
究
を
行
な
っ
た
古こ

う

だ
宇
田
実み
の
るや
大
江
新
太
郎
は
、

1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
の
庭
園
協
会
設
立
に
理
事
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
そ
の
機
関
誌
『
庭
園
』
に
は
建
築
関
係
者
が
多

く
寄
稿
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
学
の
建
築
学
科
に
お
け
る
庭

園
学
の
授
業
を
、
東
京
帝
国
大
学
で
の
田
村
剛つ

よ
しを

は
じ
め
造
園

系
の
先
生
が
教
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
森
が
庭
園
を
学
び
始

め
た
時
期
に
は
、建
築
界
と
造
園
界
の
交
流
が
背
景
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
生
活
改
善
運
動
が
行
な
わ
れ

た
。
当
時
発
行
さ
れ
た
建
築
系
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
庭
園
に
関

す
る
記
事
に
よ
る
と
、
生
活
改
善
運
動
に
お
け
る
住
宅
改
良
の

主
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
、日
本
の
伝
統
的
な
住
宅
形
式
の
良
さ
、

特
に
住
宅
が
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
形
式
を
見
直
す
と
い

う
も
の
が
あ
っ
た
［
田
中　
2
0
0
6
］。
も
う
一
つ
は
、
西
洋
の

住
宅
に
お
け
る
耐
震
性
や
健
康
・
衛
生
・
生
活
の
合
理
性
を
取

り
入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
、
和

と
洋
を
統
一
し
た
新
し
い
日
本
式
の
住
宅
形
式
を
模
索
し
よ
う

と
い
う
こ
と
が
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
盛
ん
に
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
建
築
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
、
大
正
後
半
か
ら
昭
和
初

期
に
は
住
宅
の
庭
園
も
改
造
し
よ
う
と
い
う
議
論
が
出
て
く
る

中
で
、
造
園
関
係
者
か
ら
住
宅
に
関
す
る
提
案
が
出
る
よ
う
に

な
る＊
４

。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
に
な
っ
て
建
築
家
も
庭
園
に
関
心

を
も
ち
始
め
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
雑
誌
や
書
籍
の
中
で
住
宅
に

お
け
る
建
築
と
庭
園
の
連
携
や
、
住
宅
設
計
に
お
け
る
建
築
家

と
造
園
家
の
連
携
と
い
う
議
論
が
出
て
く
る
［
田
中　
2
0
1
4
］。

森
は
そ
う
い
う
時
代
に
庭
園
を
学
び
始
め
た
こ
と
に
な
る
。

2
．
建
築
へ
の
関
心

森
は
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科
に
入
学
し
て
、
田
村

剛
の
造
園
学
に
強
く
引
か
れ
た
こ
と
か
ら
日
本
庭
園
研
究
を
志

し
た＊
５

。
そ
の
田
村
の
紹
介
で
京
都
の
社
寺
や
御
所
、
離
宮
の
庭

園
を
見
て
回
る
こ
と
で
、
森
は
、
庭
園
の
研
究
に
お
い
て
建
築

の
知
識
の
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
森
は

藤
島
亥が

い
じ
ろ
う

治
郎
の
許
し
を
得
て
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科

の
授
業
を
聴
講
し
始
め
る
。
そ
の
後
、
1
9
3
2
（
昭
和
7
）

年
に
森
は
日
本
建
築
学
会
に
入
会
し
、
学
会
誌
に
論
文
を
発
表

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
森
は
大
学
院
の
頃
か
ら
庭
園
設
計
や
造

園
の
実
地
の
仕
事
を
経
験
し
て
お
り
、
藤
島
の
家
の
庭
園
も
実

際
に
森
が
施
工
し
て
い
た＊
６

。
大
学
院
修
了
後
の
1
9
3
8
（
昭

和
13
）
年
に
森
は
建
築
史
研
究
会
に
入
会
し
て
い
る
。
建
築
史

研
究
会
は
1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
か
ら
機
関
誌
『
建
築
史
』

を
発
行
し
て
お
り
、
森
は
そ
こ
に
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
森
は
学
生
の
早
い
段
階
か
ら
庭
園
を
研
究
す
る
う

え
で
建
築
へ
の
関
心
を
強
く
も
っ
て
お
り
、
建
築
学
会
や
建
築

史
研
究
会
に
入
会
し
て
、
そ
こ
で
自
分
の
研
究
を
発
表
し
て
い

く
。「
故　
森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）」［
森
蘊
門
下
生
一
同　

1
9
8
9
］
に
よ
る
と
、
戦
前
に
は
森
の
論
文
は
多
く
が
建
築
系

の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3
．
森
蘊
と
東
京
工
業
大
学

東
京
工
業
大
学
は
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
設
置
さ
れ
た

大
学
で
、
森
は
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
頃
か
ら
同
大
学
の
教

授
で
あ
り
、
建
築
家
で
も
あ
っ
た
前
田
松ま

つ
お
と韻

の
研
究
室
に
出
入

り
し
て
い
た
［
森　
1
9
7
3　
24
頁
］。
前
田
は
寝
殿
造
系
住
宅
の

研
究
を
し
、
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
カ
ラ
ー
の
復
元
図
を

建
築
学
会
誌
に
発
表
し
て
い
た
［
前
田　
1
9
2
7
a
、
b
］。
森
は
、

前
田
か
ら
寝
殿
造
系
住
宅
の
建
築
と
庭
園
の
研
究
は
両
方
の
研

究
者
が
手
を
と
り
合
っ
て
進
む
べ
き
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た
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と
し
て
お
り
、
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
以
降
は
、
森
が
東
京

工
業
大
学
の
近
く
に
引
越
し
し
て
、
し
ば
し
ば
前
田
研
究
室
を

訪
ね
て
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
る
［
森　
1
9
7
3　
24
頁
］。

ま
た
、
森
は
1
9
5
3
（
昭
和
28
）
年
に
東
京
工
業
大
学
に

学
位
請
求
論
文
「
桂
離
宮
の
研
究
」
を
提
出
し
て
、
工
学
博
士

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
が
、
そ
の
桂
離
宮
の
研
究
を
始
め
た

き
っ
か
け
に
も
前
田
が
関
わ
っ
て
い
た
（
こ
の
あ
た
り
の
経
緯

は
［
森　
1
9
7
3　
25
頁
］
に
詳
し
い
）。
森
は
建
築
学
会
の
推
薦

で
1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
度
に
「
江
戸
時
代
初
期
建
築
と
庭

園
の
研
究
、
殊
に
桂
離
宮
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
文
部

省
か
ら
研
究
補
助
を
受
け
る
が
、
最
初
の
テ
ー
マ
は
「
平
安
時

代
建
築
と
庭
園
と
の
関
係
」
と
し
て
い
た
の
を
、
前
田
が
伊
東

忠
太
や
藤
島
と
話
し
た
結
果
、
標
題
を
変
更
し
て
申
請
を
出
し

た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
小
堀
遠
州
の
建
築
論
」
の
研
究

を
し
て
い
た
前
田
研
究
室
の
学
生
が
、
週
に
2
回
ず
つ
森
の
自

宅
に
や
っ
て
き
て
、
森
の
研
究
テ
ー
マ
と
見
合
わ
せ
て
研
究
を

進
め
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
前
田
が
森
の
桂
離
宮

研
究
に
か
な
り
影
響
し
て
い
た
。

前
田
が
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
に
他
界
し
た
後
は
、
森
は

藤
岡
通み

ち
お夫
と
交
流
を
続
け
て
、
東
京
工
業
大
学
と
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
て
い
た
。
1
9
5
0
（
昭
和
25
）
年
か
ら
は
、
藤
岡

の
依
頼
で
か
つ
て
前
田
が
担
当
し
て
い
た
東
京
工
業
大
学
の
庭

園
学
の
講
義
を
、森
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
担
当
し
て
い
る
［
東

京
工
業
大
学　
1
9
5
1　
1
0
4
頁
、
森　
1
9
7
3　
25
頁
］。

さ
ら
に
、
森
の
学
位
請
求
論
文
に
よ
る
と
、
1
9
5
1
（
昭

和
26
）
年
度
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
お
い
て
、
藤
岡
が
整
理
し
た

資
料
を
利
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
こ
で
新
し
い
発
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
論
文
の
完
成
に
非
常
に
役
に
立
っ
た
と
書
い
て

い
る
［
森　
1
9
5
3　
6
頁
］。
森
は
農
学
出
身
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
工
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
の
に
は
、
前
田
研
究
室
に

出
入
り
し
、
そ
こ
で
の
指
導
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

『
東
京
工
業
大
学
案
内
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
東
京
工
業
大

学
の
研
究
教
育
方
針
に
つ
い
て
は
、
根
本
の
学
理
に
重
き
を

置
く
と
同
時
に
実
地
に
も
重
き
を
置
く
と
あ
る
［
東
京
工
業
大
学　

1
9
3
2　
6
頁
］。
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
実
地
問
題
に
対
し
て

理
論
的
、
実
験
的
研
究
を
と
お
し
て
実
際
的
方
法
を
も
っ
て
討

究
を
行
な
う
と
い
う
研
究
教
育
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
特
に
建

築
学
科
で
は
、
建
築
計
画
分
野
に
つ
い
て
各
種
の
理
論
的
、
実

験
的
研
究
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
合
理
的
な
建
築
を

実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
方
針
で
研
究
教
育
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
森
が
実
測
や
復
原
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
の
に

も
、
東
京
工
業
大
学
で
の
建
築
関
係
者
と
の
交
流
、
特
に
前
田

や
藤
岡
、
さ
ら
に
建
築
家
で
東
京
工
業
大
学
教
授
で
あ
っ
た
谷

口
吉
郎
な
ど
と
の
交
流
が
影
響
し
て
お
り
、
そ
こ
で
森
は
建
築

と
庭
園
の
結
び
つ
き
の
視
点
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

4
．
森
蘊
と
建
築
家
の
交
流

昭
和
初
期
に
は
建
築
家
も
庭
園
に
対
し
て
興
味
を
も
ち
だ
し

て
い
く
が
、森
は『
日
本
の
庭
』の
中
で「
昭
和
十
年
頃
か
ら
後
、

殊
に
終
戦
後
の
庭
園
界
の
特
色
と
し
て
、
農
林
関
係
の
出
身
者

よ
り
は
建
築
家
出
身
の
設
計
家
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
る
」［
森　

1
9
6
0　
1
2
9
頁
］
と
書
い
て
お
り
、
特
に
堀
口
捨す
て
み己
、
谷
口

吉
郎
、
吉
田
五い

そ

や
十
八
、
坂
倉
準
三
、
さ
ら
に
若
い
と
こ
ろ
で
、

丹
下
健
三
や
清せ

い
け家
清き
よ
しと
い
う
建
築
家
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。

▼
堀
口
捨
己

ま
ず
、
堀
口
捨
己
は
1
8
9
5
（
明
治
28
）
年
生
ま
れ
で
、

図4-1　堀口捨己［稲垣・他　1996　2頁］
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森
よ
り
10
歳
年
上
の
建
築
家
で
あ
る
（
図
4

−

1
）。
堀
口
は
、

茶
室
建
築
や
茶
庭
の
研
究
か
ら
日
本
的
な
も
の
に
興
味
を
も
っ

て
、
自
然
と
庭
園
と
建
築
が
一
体
と
な
っ
た
空
間
構
成
の
美

を
追
求
し
、
自
身
が
設
計
し
た
住
宅
や
建
築
の
作
品
集
の
タ

イ
ト
ル
を
『
堀
口
捨
己
作
品
・
家
と
庭
の
空
間
構
成
』［
堀
口　

1
9
7
4
］
と
す
る
よ
う
な
建
築
家
で
あ
っ
た
。
1
9
3
8
（
昭

和
13
）
年
に
堀
口
が
日
本
庭
園
協
会
の
理
事
に
な
っ
た
と
き
、

森
は
評
議
員
を
務
め
て
い
た
［
横
川　
1
9
9
6　
2
3
2
頁
］。
そ

の
後
、1
9
4
0（
昭
和
15
）年
に
発
行
さ
れ
た
横
井
時と

き
ふ
ゆ冬
の『
日

本
庭
園
発
達
史
』
の
校
注
を
堀
口
と
森
が
一
緒
に
担
当
し
て
い

る
。森

は
、『
美
し
い
庭
園
』
の
中
で
堀
口
が
設
計
し
た
住
宅
に

つ
い
て
、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
建
築
と
整
型
式
庭
園

が
よ
く
調
和
し
て
い
る
近
代
住
宅
の
実
例
」（
図
4

−

2
）［
森　

1
9
5
0
a　

1
6
1
頁
］、「
近
代
住
宅
の
実
用
の
中
に
生
き
て

い
る
日
本
古
来
の
庭
園
意
匠
」（
図
4

−

3
）［
森　
1
9
5
0
a　

1
6
2
頁
］、「
建
築
家
出
身
の
造
園
家
（
堀
口
捨
己
博
士
）
の
代

表
的
作
品
」（
図
4

−

4
）［
森　
1
9
5
0
a　
1
7
8
頁
］
と
し
て

図 4-2　吉川邸［森　1950a　
161頁］
鉄筋コンクリート構造の建築
と整型式庭園がよく調和して
いる近代住宅の実例（東京都
品川区大崎　吉川市住宅）設
計者　建築・庭園ともに堀口
捨己博氏

図 4-3　岡田邸［森　1950a　162頁］
近代住宅の実用の中に生きている日本古来の庭園
意匠（東京郊外A氏住宅　設計者　堀口捨己博士）

図 4-4　山川邸［森　1950a　178頁］
西宮市山川氏住宅　建築家出身の造園家（堀口
捨己博士）の代表的作品

紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
著
書
で
も
堀
口
の
設
計
し
た
住
宅

を
取
り
上
げ
て
お
り＊
７

、
森
が
堀
口
の
設
計
し
た
建
築
と
庭
園
を

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
堀
口
は
、
古
文
書
や
史
料
を
も
と
に
建
築
的
な
研

究
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
堀
口
の
洛
中
洛
外
屏
風
絵
の
建

築
的
研
究
に
刺
激
を
受
け
て
、
森
も
洛
中
洛
外
屏
風
絵
の
研

究
を
し
て
い
る＊
８

。
逆
に
、
堀
口
も
「
洛
中
洛
外
屏
風
の
建
築
的

研
究
」
の
中
で
森
の
研
究
を
参
考
に
し
た
と
記
し
て
い
る
［
堀

口　
1
9
4
3　
2
頁
］。
堀
口
と
森
は
、
お
互
い
の
研
究
に
刺
激
さ

れ
て
自
分
の
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
と
い
う
関
係
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
森
は
『
日
本
庭
園
史
話
』
の
中
で
、
日
本
庭
園

史
学
を
始
め
た
人
た
ち
の
一
人
と
し
て
堀
口
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
特
に
、
堀
口
は
建
築
家
と
し
て
庭
園
を
い
か
に
美
し
く
つ

く
る
か
と
い
う
抜
群
に
鋭
い
意
識
で
作
品
集
や
庭
園
研
究
書
を

著
し
て
お
り
、
森
は
堀
口
の
つ
く
る
視
点
を
も
っ
て
庭
園
を
研

究
す
る
と
い
う
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
［
森　
1
9
8
1　
8
頁
］。

▼
谷
口
吉
郎

次
に
、
森
［
1
9
6
0
］
が
『
日
本
の
庭
』
で
取
り
上
げ
て

い
た
建
築
家
に
谷
口
吉
郎
が
い
る
（
図
4

−

5
）。
谷
口
は

1
9
0
4
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
森
よ
り
1
歳
年
上
の
ほ
ぼ
同
年

代
で
あ
る
。
谷
口
は
、
東
京
工
業
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
伝
統

的
な
建
築
と
庭
園
に
つ
い
て
「
清
ら
か
な
意
匠
」
と
い
う
視
点

か
ら
考
察
を
行
な
っ
て
、
建
築
や
住
宅
を
設
計
し
た
建
築
家
で

あ
る
。
谷
口
の
著
作
の
中
で
も
、『
御
所
離
宮
の
庭
3　
修
学

院
離
宮
』［
谷
口
・
森
・
村
岡　
1
9
7
5
］
で
は
、
巻
頭
文
の
「
修
学

院
山
荘
」
を
谷
口
が
担
当
し
、
解
説
の
「
修
学
院
離
宮
の
歴
史
」

を
森
が
担
当
し
て
お
り
、
実
測
図
は
庭
園
文
化
研
究
所
が
提
供

し
て
い
る
。

『
東
京
工
業
大
学
一
覧
』［
東
京
工
業
大
学　
1
9
3
1
］
に
よ
る
と
、

図 4-5　谷口吉郎［谷口　1974　
9頁］
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谷
口
は
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
度
に
東
京
工
業
大
学
に
講
師

と
し
て
着
任
し
て
い
る＊
９

。
そ
の
翌
年
頃
か
ら
、
森
は
東
京
工
業

大
学
の
前
田
研
究
室
に
出
入
り
し
て
い
る
。
大
学
は
設
置
さ
れ

た
ば
か
り
で
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
建
築
の
研
究
室

も
非
常
に
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
谷
口

と
森
は
知
り
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
に
な
っ
て
、

森
は
1
9
5
0
（
昭
和
25
）
年
度
に
桂
離
宮
の
研
究
に
対
し
て

科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
る
が
、
森
が
東
京
工
業
大
学
に
提

出
し
た
学
位
請
求
論
文
に
よ
る
と
、
こ
の
時
に
「
東
京
工
業
大

学
教
授
谷
口
吉
郎
博
士
の
協
力
者
と
し
て
、
博
士
よ
り
種
々
便

宜
を
與
え
ら
れ
た
」［
森　
1
9
5
3　
6
頁
］
と
書
い
て
い
る
。
科

学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
谷
口
が
研
究
代
表
者
と
な

り
、森
が
そ
の
協
力
者
と
し
て
申
請
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
こ
に
森
と
谷
口
に
庭
園
研
究
に
お
け
る
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
森
の
学
位
請
求
論
文
の
審
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

谷
口
は
こ
の
論
文
の
副
査
の
一
人
で
あ
っ
た＊1
＊

。
こ
こ
で
も
森
と

谷
口
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
審
査
報
告
書

に
よ
る
と
、
森
の
学
位
請
求
論
文
に
つ
い
て
、
実
測
な
ど
の
工

学
的
な
手
法
を
使
っ
た
庭
園
研
究
を
初
め
て
行
な
っ
た
こ
と

が
、建
築
計
画
的
に
今
後
の
研
究
に
非
常
に
貢
献
し
て
い
る
し
、

ま
た
造
園
学
の
分
野
で
も
非
常
に
重
要
な
研
究
に
な
っ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
方
谷
口
も
、『
修
学
院
離
宮
』［
谷
口　
1
9
5
6
］
を
ま
と
め

る
と
き
に
、
森
の
研
究
か
ら
非
常
に
多
く
の
知
識
を
得
た
と
し

て
い
る＊＊
＊

。
こ
こ
で
も
森
と
谷
口
の
庭
園
研
究
に
お
け
る
関
係
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
は
、『
美
し
い
庭
園
』
の
中
で
谷

図 4-6　K氏住宅［森　1950a　223頁］
門から玄関までの空間の建築的取扱方　白い墻
壁（ぞうへき）と敷石道と灌木とが調和して截
然たる美しさを示している。（東京都中野 K氏住
宅　谷口吉郎博士設計）

口
が
設
計
し
た
Ｋ
氏
邸
の
庭
を
紹
介
し
、「
門
か
ら
玄
関
ま
で

の
空
間
の
建
築
的
取
扱
方
、
白
い
墻
壁
と
敷
石
道
と
灌
木
と
が

調
和
し
て
截
然
た
る
美
し
さ
を
示
し
て
い
る
」［
森　
1
9
5
0
a　

2
2
3
頁
］
と
し
、谷
口
に
よ
る
庭
園
設
計
を
評
価
し
て
い
る
（
図

4

−

6
）。

一
方
、
谷
口
の
庭
園
に
関
す
る
記
事
や
著
作
が
多
く
な
る
の

は
1
9
5
0
年
代
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
科
学
研
究
費
助
成

を
受
け
る
の
に
、
森
と
谷
口
が
研
究
協
力
の
関
係
に
な
っ
た
頃

か
ら
、
谷
口
が
庭
園
に
つ
い
て
文
章
を
書
き
始
め
て
お
り
、
森

の
研
究
に
触
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
西
澤
文
隆

3
人
目
の
建
築
家
と
し
て
西
澤
文
隆
を
取
り
上
げ
る
（
図
4

−

7
）。
西
澤
は
、
森
［
1
9
6
0
］
が
『
日
本
の
庭
』
で
取
り
上

げ
て
い
た
坂
倉
準
三
の
設
計
事
務
所
の
最
初
の
所
員
で
あ
り
、

森
［
1
9
5
0
b
］
が
『
家
の
は
な
し
』
に
写
真
を
掲
載
し
て
い

る
坂
倉
が
設
計
し
た
住
宅
の
担
当
者
で
あ
る
（
図
4

−

8
）。

西
澤
は
、
庭
園
の
研
究
、
特
に
日
本
の
伝
統
的
な
庭
園
の
実
測

図4-8　飯箸邸　坂倉準三設計　西澤文隆担当［森　1950b　32-33頁］図 4-7　西澤文隆［新建築
社　1999　172 頁］
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を
と
お
し
て
、
建
築
と
庭
園
の
交
互
関
係
、
空
間
の
つ
な
が
り

や
流
れ
を
研
究
し
、
そ
こ
か
ら
見
い
だ
し
た
日
本
の
建
築
と
庭

園
に
特
有
の
「
透
け
る
空
間
」
を
手
が
か
り
に
建
築
や
住
宅
の

設
計
を
行
な
っ
た
建
築
家
で
あ
る
。
西
澤
は
1
9
1
5
年
生
ま

れ
で
森
よ
り
10
歳
下
で
あ
り
、
森
の
影
響
が
西
澤
に
み
ら
れ
る

と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
西
澤
の
庭
園
実
測
に
参
加
し
て
い
た

金
澤
良
春
に
よ
る
と
、
西
澤
と
森
に
は
1
9
5
3
（
昭
和
28
）

年
頃
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る＊1
＊

。

西
澤
は
1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年
に
建
築
と
庭
園
の
関
わ
り

に
関
す
る
本
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の
古
建
築

や
伝
統
的
な
日
本
庭
園
の
資
料
や
図
面
な
ど
を
集
め
た
が
、
建

築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
を
表
現
し
た
実
測
図
が
な
か
っ
た
た

め
、
自
分
で
実
測
を
始
め
た
と
し
て
い
る＊1
＊

。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

よ
り
も
前
の
1
9
6
0（
昭
和
35
）年
に
出
版
さ
れ
た
森
の『
日

本
の
庭
』
に
も
同
じ
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り＊1
＊

、
森
も
西
澤
よ
り

前
に
同
じ
理
由
で
建
築
と
庭
園
の
実
測
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
西
澤
が
受
け
た
森
か
ら
の
影
響
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、『
日
本
の
庭
』
に
は
、
森
が
実
測
を
し
た
と
き
の
思

い
が
書
か
れ
て
い
る
。
等
高
線
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
庭

石
を
か
な
り
正
確
に
実
測
し
て
い
た
の
は
、
何
か
あ
っ
て
庭
園

が
壊
れ
た
と
き
に
、
復
旧
の
役
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
樹

木
を
描
き
入
れ
て
い
な
い
図
が
多
い
の
は
、
樹
木
は
変
化
し
て

い
く
の
で
最
終
の
成
果
品
に
は
入
れ
て
い
な
い
が
、
測
量
は
す

べ
て
し
て
あ
り
、原
図
に
は
す
べ
て
入
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
森
は
庭
園
の
研
究
を
す
る
う
え
で
高
低
差
が
大
事
と

い
う
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の
測
量
に
は
な
か
っ
た
断
面
図
を
描

く
よ
う
に
し
た
と
し
て
い
る＊1
＊

。
西
澤
も
実
測
図
と
し
て
断
面
図

を
作
成
し
、
庭
園
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
森
と

同
じ
で
あ
る
。

西
澤
は
、
森
の
実
測
図
を
提
供
し
て
も
ら
う
か
、
あ
る
い
は

森
の
著
作
か
ら
拡
大
ト
レ
ー
ス
を
し
た
ベ
ー
ス
の
図
面
を
持
っ

て
現
地
に
行
き
、
自
分
が
知
り
た
い
情
報
を
入
れ
て
実
測
図
を

描
い
て
い
た＊1
＊

。
さ
ら
に
、『
建
築
雑
誌
』
1
9
7
8
（
昭
和
53
）

年
10
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
感
銘
を
受
け
た
図
書
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
西
澤
は
森
［
1
9
4
5
］
の
『
平
安
時
代
庭

園
の
研
究
』
を
取
り
上
げ
、「
該
博
な
知
識
の
海
の
中
に
浸
り

な
が
ら
も
の
を
つ
く
る
喜
び
が
味
わ
え
る
筆
力
と
構
築
力
は
氏

自
身
が
つ
く
る
立
場
を
忘
れ
て
い
な
い
証
拠
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
」［
西
澤　
1
9
7
8　
7
頁
］と
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

西
澤
は
森
の
日
本
庭
園
研
究
を
高
く
評
価
し
、
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
森
は
、
日
本
庭
園
研
究
を
し
て
建
築
や

住
宅
を
設
計
し
た
建
築
家
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ま
で
の
明
治
・
大
正
か
ら
続
く
、
建
築
界
と
造
園
界
の
交

流
が
こ
こ
で
も
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

5
．
桂
離
宮
意
匠
論

こ
こ
で
は
、
森
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
以
前
お
よ
び
以
後
の

建
築
研
究
者
あ
る
い
は
建
築
家
が
書
い
た
桂
離
宮
の
意
匠
に
つ

い
て
の
文
献
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
森
の
建
築
と
庭
園
の
結
び

図 4-10　新書院足元より庭への移り変わり
［藤島　1945　104 頁］

図 4-9　御中門内より御輿寄［藤島　1945　18 頁］
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つ
き
の
視
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
う
。

藤
島
亥
治
郎
が
著
し
た
『
桂
離
宮
』
の
中
に
「
こ
れ
は
注
目

す
べ
き
重
要
事
で
あ
る
が
、
桂
の
御
庭
が
極
め
て
建
築
的
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
」［
藤
島　
1
9
4
5　
1
2
4
頁
］
と
い
う
記
述
が

あ
る＊1
＊

。
特
に
藤
島
は
、
御
中
門
内
よ
り
御み
こ
し
よ
せ

輿
寄
（
図
4

−

9
）

や
、
新
書
院
足
元
よ
り
庭
へ
の
移
り
変
わ
り
（
図
4

−

10
）、

松し
ょ
う
き
ん
て
い

琴
亭
前
の
取
り
扱
い
、
な
ど
の
直
線
的
な
構
成
な
ど
は
非

常
に
建
築
的
だ
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
古
書
院
の
月
見
台
か

ら
の
眺
め
の
軸
や
、
月げ

っ
ぱ
ろ
う

波
楼
か
ら
松
琴
亭
を
結
ぶ
軸
に
建
築
と

庭
園
を
結
び
つ
け
る
視
点
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
森
は
、

こ
の
藤
島
の
『
桂
離
宮
』
に
非
常
に
啓
発
さ
れ
た
と
し
て
い
る

［
森　
1
9
7
3　
30
頁
］。

創
元
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
森［
1
9
5
1
］の『
桂
離
宮
』で
は
、

「
庭
園
に
お
け
る
建
築
的
意
匠
」「
建
築
と
庭
園
の
関
連
的
合
理

性
」に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
特
に
森
は
、御
輿
寄
前
庭（
図

4

−

11
）
や
、
中
書
院
楽
器
の
間
前
面
の
雨
落
溝
と
飛
石
（
図

4

−

12
）、
茶
亭
付
近
、
松
琴
亭
周
辺
の
取
り
扱
い
な
ど
が
著

し
く
建
築
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、藤
島［
1
9
4
5
］の『
桂

離
宮
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
森

は
建
築
と
庭
園
の
構
成
が
非
常
に
合
理
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

と
し
、
た
と
え
ば
月
を
見
る
と
い
う
目
的
に
対
し
て
建
築
と
庭

園
が
一
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
桂
離
宮
の
魅

力
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
森
が
建
築
的

な
視
点
を
も
っ
て
桂
離
宮
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

堀
口［
1
9
5
2
］は
森
の
1
年
後
に『
桂
離
宮
』を
出
版
し
た
。

堀
口
は
建
築
家
と
し
て
写
真
を
と
お
し
て
桂
離
宮
の
建
物
や
庭

の
よ
さ
、美
し
さ
を
表
現
し
よ
う
と
試
み
て
お
り
、御
輿
寄
（
図

4

−

13
）や
楽
器
の
間
西
の
濡
縁
と
中
書
院
西
側（
図
4

−

14
）、

松
琴
亭
の
土ど

び
さ
し庇

か
ら
周
辺
の
庭
園
に
か
け
て
な
ど
に
建
築
的
な

手
法
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
堀
口
の
こ
れ
ら
の
視
点
に
は

藤
島
や
森
か
ら
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
堀
口

［
1
9
5
2
］
の
『
桂
離
宮
』
に
は
森
の
研
究
が
引
用
さ
れ
て
い

る
箇
所
が
あ
り
、
森
の
研
究
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る＊1
＊

。
ま
た
、森
も
の
ち
に
『
新
版　
桂
離
宮
』
の
跋
文
の
中
で
、

堀
口
の
著
作
に
自
分
の
研
究
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
［
森　
1
9
5
6　
跋
文
3
頁
］。

上段左：図4-11　御輿寄前庭［森　1951　口絵 1］／上段右：図4-12　中書院楽器の間前面の雨落溝と飛石［森　1951　
198頁］
下段左：図4-13　御輿寄［堀口　1952　口絵 13］／下段右：図4-14　楽器の間西の濡縁と中書院西側［堀口　1952　
口絵 20］
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東
都
文
化
出
版
か
ら
発
行
さ
れ
た
森［
1
9
5
5
］の『
桂
離
宮
』

は
、
森
の
学
位
請
求
論
文
の
内
容
に
加
筆
再
編
し
て
出
版
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。こ
こ
で
も「
庭
園
に
お
け
る
建
築
的
意
匠
」「
建

築
と
庭
園
の
実
用
性
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
あ
る

い
は
、
今
ま
で
庭
園
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
加
工
さ
れ
た
石

造
材
料
や
、
自
然
ら
し
く
な
い
方
形
の
刈
り
込
み
の
植
栽
を
利

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
し
い
考
え
方
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
森
は
、
桂
離
宮
に
は
戸
外
室
や
建
築
と
呼
ぶ
よ
う
な
し

つ
ら
え
の
庭
の
部
分
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

創
元
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
森［
1
9
5
6
］の『
新
版　
桂
離
宮
』

で
は
、「
庭
園
に
お
け
る
建
築
的
意
匠
」「
建
築
と
庭
園
の
実
用

性
」
と
と
も
に
「
桂
離
宮
の
国
際
的
性
格
」「
庭
園
に
お
け
る

間
仕
切
の
存
在
」
と
い
う
視
点
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
特
に
森

は
、
庭
園
に
お
け
る
間
仕
切
の
存
在
と
い
う
の
が
、
方
形
の
刈

り
込
み
や
植
え
込
み
で
囲
わ
れ
た
部
分
を
間
仕
切
と
み
な
す
と

と
も
に
、
飛
石
が
分
か
れ
て
い
る
と
き
に
片
方
の
飛
石
が
30
セ

ン
チ
程
度
高
く
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
そ
ち
ら
に
行
く
に
は
少
し

意
識
が
変
わ
る
仕
掛
け
が
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
意
識
の
う
え

で
空
間
を
分
け
る
観
念
的
な
間
仕
切
と
い
う
見
方
が
で
き
る
と

指
摘
し
て
い
る
（
図
4

−

15
）。
森
は
、
建
築
的
な
視
点
か
ら

桂
離
宮
の
庭
園
を
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
著
作
の
中
で

行
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
西
澤
は
『
庭
園
論
Ⅱ
』
の
中
で
桂
離
宮
の
庭
園
に

つ
い
て
書
い
て
お
り
、「
景
を
区
切
っ
て
ゆ
く
技
法
が
桂
離
宮

ほ
ど
徹
底
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」［
西
澤　
1
9
7
6　
4
3
6
頁
］

図 4-15　観念的な間仕切［森　1956　299 頁］

と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
森
の
影
響
が
み
ら
れ
、
西
澤
は
桂
離

宮
の
庭
の
刈
り
込
み
や
植
栽
を
間
仕
切
と
み
な
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
屋
外
の
室
だ
と
み
な
せ
る
庭
園
に
な
っ
て
お
り
、
非
常
に

建
築
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
飛
石
の

高
さ
に
よ
る
室
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、
西
澤
は
森
の
発
見
で

あ
る
と
記
し
て
い
る
［
西
澤　
1
9
7
6　
4
4
4
頁
］。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
森
の
日
本
庭
園
史
研
究
で
は
、
桂
離

宮
意
匠
論
に
み
ら
れ
た
庭
園
に
お
け
る
建
築
的
意
匠
や
建
築
と

庭
園
の
実
用
性
な
ど
、
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
の
視
点
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
森
の
建
築
と
庭
園
の
結

び
つ
き
の
視
点
は
、
学
生
時
代
の
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築

学
科
で
の
聴
講
か
ら
、
建
築
学
会
や
建
築
史
研
究
会
で
の
研
究

発
表
、
東
京
工
業
大
学
で
の
前
田
や
藤
岡
・
谷
口
と
の
研
究
協

力
、
堀
口
な
ど
の
建
築
家
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
つ
く
り
上
げ

て
い
っ
た
、森
な
ら
で
は
の
視
点
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

補
　
注

＊
1　
こ
の
文
章
は
森
が
日
本
建
築
学
会
に
入
会
し
て
50
年
目
に
終
身
会
員
と

な
っ
た
際
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

＊
2　
齋
藤
［
2
0
0
6
］
に
よ
る
。
こ
の
論
文
は
、
建
築
家
に
よ
る
日
本
庭

園
研
究
の
系
譜
と
そ
の
特
徴
を
把
握
し
、
建
築
界
と
造
園
界
の
交
流
の

一
端
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

＊
3　
上
原
［
1
9
8
3　
57
頁
］
に
記
述
が
あ
る
。
上
原
は
「
本
郷
高
徳
講

師
の
蔵
書
を
再
三
に
亙
っ
て
借
覧
し
、
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
」
と
記
し

て
い
る
。

＊
4　
上
原
敬
二
（
1
9
1
9
）『
住
宅
と
庭
園
の
設
計
』
嵩
山
房
、
大
屋
靈

城（
1
9
2
4
）『
庭
本
位
の
小
住
宅
』裳
華
房
、西
川
友
孝（
1
9
3
0
）

『
近
代
的
な
小
住
宅
』
資
文
堂
書
店
、
西
田
富
三
郎
（
1
9
3
4
）『
新

時
代
の
庭
園
と
住
宅
』
太
陽
社
書
店
な
ど
、
造
園
の
側
か
ら
住
宅
に
ま

で
言
及
し
た
著
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＊
5　
森
［
1
9
7
3　
12
頁
、
1
9
8
1　
2
頁
］
な
ど
に
記
述
が
あ
る
。

森
は
田
村
の
造
園
学
を
1
9
2
9
〜
1
9
3
1
（
昭
和
4
〜
6
）
年
と

3
年
続
け
て
受
講
し
た
。

＊
6　
森
［
1
9
5
7　
あ
と
が
き
］
に
よ
る
。
森
は
「
東
大
教
授
藤
島
亥
治

郎
博
士
邸
の
庭
木
も
私
が
選
び
、
運
び
、
そ
し
て
植
え
る
こ
と
の
お
手

傳
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

＊
7　
森
・
他
［
1
9
4
9　
64
頁
］
に
若
狭
邸
、
森
［
1
9
5
0
b　
32

−

33
頁
］
間
の
挿
絵
に
吉
川
邸
な
ど
、
森
は
著
作
の
中
で
堀
口
の
住
宅
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

＊
8　
森
［
1
9
7
3　
1
2
1

−

1
2
2
頁
］
に
よ
る
。
堀
口
の
洛
中
洛
外

屏
風
絵
の
研
究
は
堀
口
［
1
9
4
3
］
が
あ
り
、
森
の
洛
中
洛
外
屏
風
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絵
の
研
究
は
、
森
［
1
9
6
2　
84

−

85
頁
］
に
「
室
町
時
代
（
平
安

京
）
の
湧
泉
と
著
名
庭
園
」
が
あ
り
、
ま
た
1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年

に
神
奈
川
県
立
博
物
館
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
中
世
武
家
住
宅
の
模
型

を
つ
く
っ
た
際
に
「
洛
中
洛
外
屏
風
絵
」
の
細
川
管
領
邸
の
復
元
的
研

究
を
企
画
し
た
と
し
て
い
る
。

＊
9　

東
京
工
業
大
学
［
1
9
3
1　

75
、
80
頁
］
に
よ
る
。
谷
口
は
翌

1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
に
助
教
授
と
な
り
、
建
築
意
匠
・
衛
生
工
学

（
の
ち
に
建
築
衛
生
）・
設
計
及
製
図
第
一
・
同
第
二
・
同
第
三
を
担
当

し
、
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
度
よ
り
伊
東
忠
太
と
と
も
に
建
築
史
も

担
当
し
た
。

＊
10　
藤
岡
・
谷
口
・
加
茂
［
1
9
5
3
］
に
よ
る
。
森
の
学
位
請
求
論
文
の

審
査
員
は
、
東
京
工
業
大
学
教
授
の
藤
岡
通
夫
、
谷
口
、
東
京
工
業
大

学
教
授
で
科
学
技
術
史
が
専
門
の
加
茂
儀
一
で
あ
り
、
藤
岡
が
主
査
で

あ
っ
た
。

＊
11　
谷
口
［
1
9
5
6　
は
し
が
き　
2
頁
］
に
よ
る
。
谷
口
は
、
森
の
古

図
や
古
い
記
録
に
よ
っ
て
造
営
の
規
模
を
復
原
し
た
研
究
か
ら
多
く
の

知
識
を
得
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

＊
12　
金
澤
［
2
0
0
6　
39
頁
］
に
よ
る
。
金
澤
に
よ
る
と
、
森
の
研
究
の

背
景
に
は
藤
島
亥
治
郎
、
藤
岡
通
夫
、
平
井
聖
、
村
岡
正
ら
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
西
澤
は
よ
く
知
っ
て
い
た
と
し
て

い
る
。

＊
13　
西
澤
［
1
9
7
8　
77
頁
］
に
よ
る
。
西
澤
は
、「
夫
々
の
学
者
は
名

園
な
ら
名
園
を
研
究
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
建
築
に
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
か
な
ど
考
え
て
も
い
な
い
。
古
建
築
の
方
も
同
様
で
、

そ
の
関
り
合
い
を
本
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

で
も
希
有
の
こ
と
が
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
図
面
は
全
く
新

し
く
実
測
し
て
起
す
よ
り
手
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

＊
14　
森
［
1
9
6
0　
10
頁
］
に
よ
る
。
森
は
「
從
來
の
建
築
關
係
の
實
測

圖
だ
と
建
築
の
部
分
は
正
確
で
も
、
環
境
の
部
分
が
經
視
さ
れ
勝
ち
で

あ
つ
た
し
、
庭
園
關
係
の
實
測
圖
だ
と
、
建
築
の
方
が
見
取
圖
的
に
杜

撰
で
あ
つ
た
と
い
う
よ
う
に
、
共
に
不
完
全
で
あ
つ
た
こ
と
に
對
す
る

私
の
氣
持
の
上
で
の
不
滿
が
、
私
を
こ
の
種
の
仕
事
に
没
頭
さ
せ
、
こ

の
よ
う
な
實
測
圖
作
製
の
面
倒
な
仕
事
に
か
り
立
て
る
動
機
と
な
つ
た

の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

＊
15　
森
［
1
9
6
0　
5

−

6
、
9
頁
］
に
よ
る
。
森
は
日
本
庭
園
の
「
作

者
の
性
格
と
流
派
の
傾
向
、
作
風
の
特
色
を
論
じ
、
日
本
の
庭
の
よ
さ
、

面
白
さ
を
浮
き
彫
り
に
」［
森　
1
9
6
0　
9
頁
］
す
る
た
め
に
は

地
形
と
庭
石
を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

＊
16　

金
澤
［
2
0
0
6　

39
頁
］
に
よ
る
。
ま
た
、
西
澤
［
1
9
7
6
］、

西
澤
文
隆
実
測
図
集
刊
行
会
［
2
0
0
6
］
な
ど
に
西
澤
が
庭
園
を
実

測
す
る
際
に
、
森
の
実
測
図
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
17　
森
［
1
9
5
5
］
の
中
で
、森
は
藤
島
以
前
に
岸
田
日
出
刀
、ブ
ル
ー
ノ・

タ
ウ
ト
、
柳
亮
の
桂
離
宮
意
匠
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
は
藤
島
の
指
摘
す
る
桂
離
宮
の
庭
園
を
建
築
的
と
す
る
視
点
は
み

ら
れ
な
い
。

＊
18　
堀
口
［
1
9
5
2
］
の
中
で
、
堀
口
は
新
御
殿
の
前
の
芝
庭
、
智
仁
親

王
の
馬
を
好
ま
れ
た
こ
と
、
八
条
宮
妃
常
照
院
の
手
紙
、
賞
花
亭
と
今

出
川
本
邸
の
こ
と
な
ど
に
関
し
て
森
の
研
究
を
引
用
し
て
い
る
。

引
用
文
献

Conder, J. (1893) L
a
n
d
sca

p
e G

a
rd
en
in
g in

 Ja
p
a
n
. Kelly and 

W
alsh.

稲
垣
栄
三
・
他
（
監
修
）（
1
9
9
6
）『
堀
口
捨
己
の
「
日
本
」

—

空
間

構
成
に
よ
る
美
の
世
界
』　
建
築
文
化
8
月
号
別
冊　
彰
国
社

上
原
敬
二
（
1
9
8
3
）『
こ
の
目
で
見
た
造
園
発
達
史
』「
こ
の
目
で
見
た

造
園
発
達
史
」
刊
行
会

金
澤
良
春
（
2
0
0
6
）「
両
界
曼
陀
羅

—「
設
計
と
実
測
」
あ
る
い
は
「
坂

倉
準
三
と
西
澤
文
隆
」」　
西
澤
文
隆
実
測
図
集
刊
行
会
『
日
本
の
建
築

と
庭

—

西
澤
文
隆
実
測
図
集　
解
説
編
』
中
央
公
論
美
術
出
版　
36

−

47
頁

齋
藤
英
一
郎
（
2
0
0
6
）「
近
代
建
築
家
に
よ
る
日
本
式
庭
園
研
究
の
系

譜
と
そ
の
特
徴

—

著
作
・
雑
誌
に
み
る
建
築
界
と
造
園
界
の
交
流
」

『
日
本
庭
園
学
会
誌
』
14

−

15
号
、
15

−
22
頁

新
建
築
社
（
1
9
9
9
）『
坂
倉
建
築
研
究
所　
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
か
た
ち
』　

新
建
築
1
9
9
9
年
9
月
臨
時
増
刊
号

田
中
栄
治
（
2
0
0
6
）「
雑
誌
『
建
築
と
社
会
』
に
み
る
戦
前
の
関
西
の

住
宅

—

阪
神
間
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅　
そ
の
2
」『
神
戸
山
手
大
学

紀
要
』
8
号
、
1
0
5

−

1
1
8
頁

田
中
栄
治
（
2
0
1
4
）「
昭
和
初
期
の
住
宅
に
お
け
る
建
築
と
庭
園

—

西
川
友
孝
『
造
庭
建
築
』
を
中
心
に
」『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
16
号
、

19

−
36
頁

谷
口
吉
郎
／
佐
藤
辰
三（
写
真
）（
1
9
5
6
）『
修
学
院
離
宮
』　
毎
日
新
聞

社

谷
口
吉
郎
（
1
9
7
4
）『
建
築
に
生
き
る
』　
日
本
経
済
新
聞
社

谷
口
吉
郎
・
森
蘊
・
村
岡
正
／
遠
藤
崇（
写
真
）（
1
9
7
5
）『
御
所
離
宮

の
庭
3　
修
学
院
離
宮
』　
世
界
文
化
社

東
京
工
業
大
学
（
1
9
3
1
）『
東
京
工
業
大
学
一
覧　
自
昭
和
五
年
至
昭

和
六
年
』

東
京
工
業
大
学
（
1
9
3
2
）『
昭
和
八
年
度　
東
京
工
業
大
学
案
内
』

東
京
工
業
大
学
（
1
9
5
1
）『
東
京
工
業
大
学
一
覧　
昭
和
25
年
度
』

西
澤
文
隆
（
1
9
7
6
）『
西
澤
文
隆
小
論
集
3　
庭
園
論
Ⅱ
』
相
模
書
房

西
澤
文
隆
（
1
9
7
8
）「
庭
へ
の
履
歴
書
」『
庭
』
第
39
号
、
74

−

79
頁

西
澤
文
隆
実
測
図
集
刊
行
会
（
2
0
0
6
）『
日
本
の
建
築
と
庭

—

西
澤

文
隆
実
測
図
集　
解
説
編
』　
中
央
公
論
美
術
出
版

藤
岡
通
夫
・
谷
口
吉
郎
・
加
茂
儀
一
（
1
9
5
3
）「
森
蘊
氏
提
出
学
位
請

求
論
文
審
査
報
告
」　
東
京
工
業
大
学

藤
島
亥
治
郎
（
1
9
4
5
）『
桂
離
宮
』　
番
町
書
房

堀
口
捨
己
（
1
9
4
3
）「
洛
中
洛
外
屏
風
の
建
築
的
研
究
」『
畫
論
』
18
号
、

2

−

40
頁

堀
口
捨
己
（
1
9
5
2
）『
桂
離
宮
』　
毎
日
新
聞
社

堀
口
捨
己
（
1
9
7
4
）『
堀
口
捨
己
作
品
・
家
と
庭
の
空
間
構
成
』　
鹿
島

研
究
所
出
版
会

前
田
松
韻
（
1
9
2
7
a
）「
寝
殿
造
り
の
考
究
（
一
）」『
建
築
雑
誌
』
41

巻
4
9
1
号
、
1

−

38
頁

前
田
松
韻
（
1
9
2
7
b
）「
寝
殿
造
り
の
考
究
（
二
）」『
建
築
雑
誌
』
41

巻
4
9
2
号
、
1
0
5

−

1
4
1
頁

森
蘊
（
1
9
4
5
）『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

森
蘊
（
1
9
5
0
a
）『
美
し
い
庭
園

—

鑑
賞
と
造
園
』
創
元
選
書
1
9
7　

創
元
社

森
蘊
（
1
9
5
0
b
）『
家
の
は
な
し
』　
小
学
生
文
庫　
小
峰
書
店
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森
蘊
（
1
9
5
1
）『
桂
離
宮
』　
創
元
社

森
蘊
（
1
9
5
3
）「
桂
離
宮
の
研
究
」
東
京
工
業
大
学
学
位
請
求
論
文
（
博

士
論
文
）　
昭
和
28
年
12
月
26
日
工
学
博
士
授
与

森
蘊
（
1
9
5
5
）『
桂
離
宮
』　
東
都
文
化
出
版

森
蘊
（
1
9
5
6
）『
新
版　
桂
離
宮
』　
創
元
社

森
蘊
（
1
9
5
7
）『
日
本
の
庭
園
』
創
元
選
書
2
5
9　
創
元
社

森
蘊
／
恒
成
一
訓
（
写
真
）（
1
9
6
0
）『
日
本
の
庭
』　
朝
日
新
聞
社

森
蘊
（
1
9
6
2
）「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
」『
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
学
報　
第
13
冊
』

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
8
1
）『
日
本
庭
園
史
話
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー
版　
日

本
放
送
出
版
協
会

森
蘊
（
1
9
8
3
）「
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
を
求
め
て
」『
建
築
雑
誌
』

98
巻
1
2
1
1
号
、
20
頁

森
蘊
・
大
岡
實
・
小
林
文
夫
（
1
9
4
9
）『
こ
ど
も
の
た
め
の
文
化
史

—

日
本
の
住
居
の
う
つ
り
か
わ
り
』　
童
話
春
秋
社

森
蘊
門
下
生
一
同
（
1
9
8
9
）『
故　
森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録
（
稿
）』　

庭
園
文
化
研
究
所

横
井
時
冬
（
1
9
4
0
）『
日
本
庭
園
発
達
史
』　
創
元
社

横
川
茂
樹
（
1
9
9
6
）「
堀
口
捨
己
を
め
ぐ
る
人
び
と

—

他
分
野
を
中

心
と
し
て
」『
堀
口
捨
己
の「
日
本
」

—

空
間
構
成
に
よ
る
美
の
世
界
』

建
築
文
化
8
月
号
別
冊　
彰
国
社　
2
3
1

−

2
3
4
頁

参
考
文
献

谷
口
吉
郎
／
佐
藤
辰
三（
写
真
）（
1
9
6
2
）『
修
学
院
離
宮
』　
淡
交
新
社

藤
岡
洋
保
（
1
9
9
7
）『
合
目
的
性
を
超
え
た
意
匠
の
世
界

—

谷
口
吉

郎
自
邸
』　
新
建
築
社

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森
蘊
の
庭

復
元
整
備
と
作
庭
の
間あ

わ
い

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル

は
じ
め
に

一
般
的
に
、
森
蘊
は
日
本
庭
園
の
歴
史
家
、
い
わ
ゆ
る
学
者

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
1
9
9
4
年
に
出
版

さ
れ
た
『
江
戸
の
大
名
庭
園

—

饗
宴
の
た
め
の
措
置
』［
白
幡　

1
9
9
4
」
と
い
う
本
の
中
で
、
造
園
学
者
の
白
幡
洋
三
郎
は
次

の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

「
森
蘊
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
長
く
勤
め
、
国
立
大

学
を
含
む
い
く
つ
か
の
大
学
で
も
日
本
庭
園
史
を
講
じ
た
。

造
園
の
研
究
で
は
学
界
の
大
御
所
で
あ
る
」

	
	

	
	

［
白
幡　
1
9
9
4　
12
頁
」

森
は
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
工
業
大

学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
純
然
た
る
学
者
で
あ
り
、
造
園
界
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
事
実
で
あ
る
。

本
報
告
書
の
最
初
に
掲
載
し
た
村
岡
正
の「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
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と
い
う
追
悼
文
で
は
、
森
が
書
き
上
げ
た
著
作
や
指
導
し
た
復

元
整
備
事
業
、
ま
た
授
か
っ
た
勲
章
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、
学
術

的
な
業
績
が
詳
ら
か
に
さ
れ
た
の
ち
、
最
後
は
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
庭
園
史
の
研
究
に
果
た
さ
れ
た

先
生
の
多
岐
に
わ
た
る
業
績
は
ま
こ
と
に
大
き
く
、
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
」［
村
岡　
1
9
8
9
］。
そ
の
認
識
は
今
と
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
。
造
園
学
者
の
尼
﨑
博
正
に
と
っ
て
森
は

「
今
日
の
庭
園
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
」［
尼
﨑　
2
0
1
4
］
人
物

で
あ
り
、
ま
た
考
古
学
者
の
鈴
木
久
男
に
と
っ
て
森
は
「
日
本

庭
園
史
研
究
の
第
一
人
者
」［
鈴
木　
2
0
1
8
］
で
あ
る
と
い
う
。

結
局
、
表
現
は
変
わ
っ
て
も
、
森
は
歴
史
家
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
、
日
本
庭
園
史
を
考
え
る
う
え
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
偉
大
な
業
績
の
陰
に
隠
れ
、
森
の
作
庭
活
動
は

こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
よ
り
、
貶
め
ら
れ
て

き
た
、
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い
う
印
象
さ
え
あ
る
。
先
に

取
り
上
げ
た
「
森
蘊
先
生
の
業
績
」
と
い
う
文
章
を
読
み
返
し

て
も
、
作
庭
活
動
は
後
半
の
数
行
だ
け
に
集
約
さ
れ
、
評
価
も

位
置
づ
け
も
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
森
が
つ
く
っ
た
庭

が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で

あ
り
、
最
も
活
躍
し
た
奈
良
県
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
な
い
。
活
動
し
て
い
た
当

時
も
今
も
、
そ
の
認
知
度
は
低
い
が
、
森
に
と
っ
て
庭
園
史
研

究
と
作
庭
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
、
表
裏
一
体
の
も
の
で

あ
っ
た
。「
私
の
庭
園
史
研
究
は
、
歴
史
の
た
め
の
歴
史
研
究

で
あ
る
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
庭
園
意
匠
の
在
り
方
を
考
え
る
参

考
資
料
の
収
集
と
整
理
」
の
た
め
と
白
状
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

［
森　
1
9
6
7
］。

図 5-1　森史夫による森蘊の肖像画（「森
蘊旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）

森
は
大
学
時
代
か
ら
作
庭
を
た
し
な
み
、「
生
活
が
維
持
で

き
た
な
ら
私
は
そ
の
ま
ま
研
究
を
片
手
間
と
し
な
が
ら
、
実
地

の
方
に
進
み
た
い
」［
森　
1
9
7
3　
1
7
2
頁
］
と
考
え
る
時
期

も
あ
っ
た
と
い
う
。
結
局
、
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
に
奈
良

文
化
財
研
究
所
に
着
任
す
る
と
、
庭
園
史
研
究
が
森
の
本
業
と

な
り
、
作
庭
は
副
業
に
な
っ
た
。
し
か
し
傍
ら
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
森
は
晩
年
ま
で
研
究
と
並
行
し
て
新
し
い
庭
を
つ
く
り

続
け
た
。「（
作
庭
を
と
お
し
て
）
私
は
机
の
上
の
庭
園
史
学
者

か
ら
は
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
単
な
る
庭
園

評
論
家
ま
た
は
理
論
家
の
域
か
ら
脱
皮
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

日
の
よ
う
に
古
庭
園
の
発
掘
・
復
元
・
整
備
な
ど
に
躊
躇
せ
ず

立
ち
向
か
え
る
自
信
を
植
え
付
け
て
も
ら
っ
た
」
と
説
明
し
て

い
る
［
森　
1
9
7
3　
2
2
9
頁
］。
森
に
と
っ
て
、
作
庭
は
単
な

る
気
分
転
換
や
娯
楽
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
歴
史
の

研
究
は
新
た
な
庭
の
た
め
の
発
想
源
と
な
り
、
作
庭
現
場
で
の

経
験
は
文
化
財
の
復
元
整
備
に
役
立
っ
た
。
つ
ま
り
、
森
の
業

績
を
理
解
し
、
評
価
し
よ
う
と
思
え
ば
、
庭
園
史
の
研
究
と
作

庭
の
活
動
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

歴
史
家
と
作
庭
家
。
森
の
こ
の
二
つ
の
側
面
を
浮
き
彫
り
に

す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元
整
備
の
事
業

に
合
わ
せ
て
、
森
が
新
し
く
つ
く
っ
た
庭
に
焦
点
を
当
て
て
み

た
い1
＊

。
森
が
復
元
整
備
し
た
庭
園
は
特
別
史
跡
や
特
別
名
勝
、
今
と

な
っ
て
は
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
有
名
な
庭

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
で
、
森
が
自
ら
つ
く
っ
た
庭
は
50

年
以
上
経
っ
て
も
ど
れ
も
無
名
で
、
文
化
財
に
な
っ
た
た
め
し

が
な
い
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
森
は
生
涯
約
70
の
庭
園
を
つ

く
っ
た
が
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
地
元

で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
庭
園
は
そ
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
の
で
十
分
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
難
し
い

が
、本
稿
は
森
が
つ
く
っ
た
庭
の
現
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
位
置
づ
け
や
評
価
な
ど
を
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
森
の
知
ら
れ
ざ

る
業
績
に
光
を
当
て
て
み
よ
う
。
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9697 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

1
．
法
華
寺
「
仔
犬
の
庭
」

：

史
跡
・
名
勝
の
指
定
範

囲
内
に
つ
く
ら
れ
た
庭

法
華
寺
は
奈
良
市
内
、
平
城
宮
跡
の
北
東
に
位
置
す
る
尼
門

跡
で
あ
る
。
現
在
す
る
本
堂
と
南
門
と
鐘
楼
は
1
6
0
1
（
慶

長
6
）
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
北
西
に
位
置
す
る
客
殿
の
前
に
は
京
都
御
所
の

「
写
し
」
と
言
わ
れ
る
庭
園
が
広
が
り
、
2
0
0
1
（
平
成
13
）

年
に
国
指
定
名
勝
に
な
っ
た
。

1
9
5
0
（
昭
和
25
）
年
に
近
畿
地
方
に
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
法
華
寺
の
境
内
も
罹
災
し
た
の

で
、翌
年
か
ら
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
ま
で
の
7
年
間
で
「
昭

和
の
大
修
理
」
と
い
う
伽
藍
整
備
が
行
な
わ
れ
た
。
当
時
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
の
建
造
物
室
長
で
あ
っ
た
森
は
そ
の
一
環
で

客
殿
と
そ
の
周
辺
の
庭
園
の
実
測
調
査
や
修
理
を
指
導
し
た
。

そ
の
結
果
、
1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
に
建
物
と
庭
園
は
奈
良

県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
。
当
時
の
説
明
文
で
「
法
華
寺
庭

園
」
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
庭
園
は
、
法
華
寺
本
堂
の
東
側
に
あ
る
中
門
を
入
っ

て
、
本
坊
客
殿
玄
関
に
い
た
る
前
庭
と
、
客
殿
南
前
面
の
内

庭
と
、
上
御
方
西
南
方
に
展
開
す
る
主
庭
と
の
三
つ
の
区
画

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
（
後
略
）」

［
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課　
1
9
5
7　
13
頁
］

指
定
さ
れ
た
「
法
華
寺
庭
園
」
と
い
う
の
は
、客
殿
の
東
（
前

庭
）
と
南
（
内
庭
）
と
西
（
主
庭
）
に
広
が
る
3
区
画
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
数
年
後
の
1
9
5
8

（
昭
和
33
）
年
、
大
修
理
の
最
終
年
に
森
は
客
殿
の
北
西
に
移

築
さ
れ
た
建
物
（
庫
裏
と
茶
室
）
の
前
に
庭
を
つ
く
る
よ
う
、

当
時
の
住
職
久
我
高
照
門
跡
に
依
頼
さ
れ
た
。
戌
年
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
と
、
法
華
寺
の
「
お
守
り
犬
」
に
因
ん
で
、
森
は

そ
の
庭
を「
仔
犬
の
庭
」と
名
づ
け
た
。
そ
の
発
想
の
源
は「
山

の
ふ
も
と
な
ら
び
に
野
筋
の
石
は
む
ら
犬
の
ふ
せ
る
が
ご
と

し
」
と
い
う
『
作
庭
記
』
の
一
文
や
『
鳥
獣
戯
画
』
に
描
か
れ図 5-2　森蘊による「法華寺庭園計画図」（「村岡正旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）
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9899 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

て
い
る
犬
の
姿
で
あ
り
、
ま
た
ロ
マ
ン
派
音
楽
を
代
表
す
る
作

曲
家
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
パ
ン
の
「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」
で

も
あ
っ
た
と
い
う
。『
作
庭
記
』
も
『
鳥
獣
戯
画
』
も
日
本
の

歴
史
的
な
書
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ョ
パ
ン
は
19
世
紀
の

西
洋
音
楽
家
で
あ
る
。
一
見
し
て
矛
盾
に
思
わ
れ
る
が
、
森
は

古
今
東
西
の
文
化
に
縛
ら
れ
ず
に
、「
犬
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

図 5-3　作庭直後の「仔犬の庭」（「村岡正旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）

構
想
を
練
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
仔
犬
の
庭
」
は
森
の
作
風
を
考
え
る
う
え
で
た
い
へ

ん
貴
重
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
構
成
や
意
匠
よ

り
も
、そ
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
考
え
た
い
。森
の「
仔
犬
の
庭
」

は
当
時
、
奈
良
県
の
指
定
文
化
財
で
あ
っ
た
法
華
寺
庭
園
の
す

ぐ
北
西
に
位
置
し
て
お
り
、
池
に
注
ぐ
流
れ
に
よ
っ
て
構
造
的

に
法
華
寺
庭
園
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な
、
密
接
な
関
係
に
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0
0
1
年
に
法
華
寺
庭
園
が
国
指

定
名
勝
に
な
っ
た
と
き
は
「
三
つ
の
区
画
」
が
指
定
の
対
象
に

な
っ
て
も
、
隣
接
し
て
い
る
「
仔
犬
の
庭
」
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
な
か
っ
た
。「
仔
犬
の
庭
」
は
指
定
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、よ
く
調
べ
て
み
れ
ば
、

国
指
定
名
勝
の
範
囲
は
ほ
ぼ
現
在
の
法
華
寺
境
内
の
全
体
に
及

ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
仔
犬
の
庭
」
も
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
あ
る
が
、
森
が
1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年
に
つ
く
っ

た
慶
久
庵
露
地
と
、
1
9
8
5
（
昭
和
60
）
年
に
つ
く
っ
た
東

室
庭
園
も
名
勝
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
実
態
が
判
明
し

た
の
は
2
0
1
7
年
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
「
名
勝
法
華
寺

図 5-4　名勝法華寺庭園指定範囲［光明宗法華寺　2019］（森蘊作の「仔犬の庭」「慶久庵露地」
「東室庭園」の名称と範囲は筆者による）

東室庭園慶久庵露地仔犬の庭
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100

庭
園
保
存
活
用
計
画
」
の
た
め
の
調
査
に
と
り
か
か
っ
た
と
き

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
1
9
5
8
（
昭
和
33
）
年
に
つ
く
ら
れ

た
「
仔
犬
の
庭
」
は
近
世
の
「
名
勝
法
華
寺
庭
園
」
と
は
明
ら

か
に
質
の
違
う
も
の
で
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
空
間
的
に
連

続
し
て
い
る
し
、
名
勝
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
「
副
次
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
結

論
に
い
た
っ
た
。
そ
の
他
の
慶
久
庵
露
地
と
東
室
庭
園
は
さ
ら

に
新
し
い
庭
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
同
じ
法
華
寺
境
内

の
中
で
も
、
客
殿
と
は
離
れ
た
区
画
に
あ
る
の
で
、
特
に
評
価

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
森
自
身
は
名
勝
の
範
囲
内

に
作
庭
し
た
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
仔
犬
の

庭
」
の
よ
う
に
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
つ
く
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
狭
義
の
「
名
勝
法
華
寺

庭
園
」（
客
殿
周
辺
の
3
区
画
）と
広
義
の「
名
勝
法
華
寺
庭
園
」

（
境
内
）
を
分
け
て
調
査
や
保
護
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
森
が
つ
く
っ
た
庭
園
の
評
価
と
位
置
づ
け
は

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

2
．
慈
光
院
「
新
書
院
庭
園
」

：

環
境
整
備
と
し
て
の

庭
づ
く
り

慈
光
院
は
奈
良
県
郡
山
市
、
富
雄
川
の
西
に
位
置
す
る
禅
宗

の
寺
院
で
あ
る
。
1
6
6
3
（
寛
文
3
）
年
に
石
州
流
茶
道
の

開
祖
・
片
桐
貞さ

だ
ま
さ昌

（
石せ
き
し
ゅ
う州）

が
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
庭

園
の
成
立
時
期
と
そ
の
変
遷
の
過
程
は
明
確
で
は
な
い
が
、
書

院
と
茶
室
と
同
時
期
、
江
戸
初
期
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
早
く
も
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
に
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
た
。

1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
に
は
書
院
の
西
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
新
書
院
が
建
て
ら
れ
た
が
、重
要
文
化
財
の
建
物
と

名
勝
庭
園
に
隣
接
す
る
の
で
適
切
な
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
、

当
時
の
奈
良
県
文
化
財
保
存
課
が
指
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

当
時
の
住
職
尾
関
昭
保
が
森
に
新
書
院
庭
園
の
作
庭
を
依
頼
し

た
。
作
庭
と
い
っ
て
も
、第
一
の
目
的
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

園
路
か
ら
新
書
院
を
隠
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
森
は

図 5-5　上：慈光院新書院の南庭／下：慈光院新書院の北庭（マレス撮影、2012 年）
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敷
地
の
境
目
に
常
緑
樹
を
密
に
植
え
た
。
先
述
し
た
法
華
寺
の

「
仔
犬
の
庭
」
の
場
合
、森
は
文
化
財
庭
園
と
の
連
続
性
を
重
視

し
、
緩
衝
地
帯
と
し
て
新
し
い
庭
を
つ
く
っ
た
が
、
慈
光
院
で

は
逆
に
断
絶
、
古
い
庭
と
新
し
い
庭
を
切
り
離
す
こ
と
に
な
っ

た
。
一
見
し
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
森
が
あ
く
ま
で
も
新
し
い
環
境
に
合
わ
せ
た
庭
づ

く
り
に
専
念
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、新
書
院
の
南
は
広
場
と

な
っ
て
い
た
の
で
、一
面
に
苔
を
敷
き
、随
所
に
捨
石
を
配
置
し

た
。
北
西
の
隅
に
は
手
水
鉢
を
据
え
る
な
ど
、全
体
を「
露
地
風
」

に
整
え
た
。
そ
れ
は
や
は
り
慈
光
院
の
創
始
者
で
あ
り
、茶
匠
で

も
あ
っ
た
片
桐
石
州
が
つ
く
っ
た
建
物
と
庭
に
合
わ
せ
る
た
め

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、隣
接
し
て
い
る

文
化
財
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
い
て
、新
し
く
で
き
た
建
物
が

目
立
た
な
い
よ
う
に
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
と
い
う
。

「（
前
略
）
在
来
の
慈
光
院
風
物
と
は
異
質
の
、
し
か
も
大
が

ら
な
建
物
が
、
重
要
文
化
財
構
築
物
に
き
わ
め
て
近
接
し
て

建
て
ら
れ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
で
き
て
し
ま
っ
た
以
上
な
ん
と
か
始
末
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
庭
園
工
事
は
そ
の
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
の
試
み
と
し
て
は
、
意
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
」	

　
　
　
［
森　
1
9
7
3　
1
9
7
頁
］

森
は
日
本
庭
園
の
歴
史
家
な
の
に
、新
書
院
は
「
名
勝
庭
園
」

に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
よ
り
、「
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
た
建
造
物
の
近
く
に
で
き
た
こ
と
を
惜
し
む
と
こ
ろ
が

興
味
深
い
。
し
か
し
、
森
は
名
勝
法
華
寺
庭
園
の
場
合
で
も
み

た
よ
う
に
、
常
に
周
辺
環
境
に
合
わ
せ
て
、
特
に
文
化
財
に
配

慮
し
な
が
ら
新
し
く
庭
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
い

え
る
。
た
と
え
ば
、
1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年
に
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
牛
川
喜
幸
と
共
著
し
た
記
事
の
中
で
、
森
は
文
化
財

建
造
物
の
周
辺
に
つ
く
ら
れ
た
庭
園
の
あ
る
べ
き
姿
を
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。

「（
前
略
）
折
角
厳
正
に
復
元
的
修
理
が
な
さ
れ
た
建
造
物
の

周
辺
に
お
い
て
、
造
園
家
は
十
分
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
庭
園
意
匠
と
し
て
す
こ
ぶ
る
奇
抜
な
も
の
で
も
、
そ
れ

が
当
該
保
存
対
象
の
性
格
と
し
っ
く
し
な
い
場
合
は
、
か

え
っ
て
逆
効
果
さ
え
生
ず
る
こ
と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
（
龍

吟
庵
と
そ
の
庭
園
）。（
中
略
）
安
易
な
造
園
趣
味
で
満
足
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
極
力
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
ば
い
」

［
森
・
牛
川　
1
9
6
6　
46
頁
］

歴
史
的
な
建
物
の
周
囲
を
整
備
す
る
と
き
、森
と
牛
川
は
「
造

園
趣
味
で
満
足
」
し
な
い
こ
と
と
、「
気
持
ち
を
極
力
抑
制
せ
ね

ば
な
ら
ば
い
」
と
い
う
、
文
化
財
に
携
わ
る
人
の
心
得
と
い
う

か
、
あ
る
べ
き
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
示
し
て
い
る
が
、
具
体
的

に
良
い
事
例
を
示
さ
な
い
。
逆
に
、
括
弧
で
「
逆
効
果
」
の
悪

い
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
事
例
と
い
う
の
は
、
森
と

同
時
代
に
活
躍
し
た
重
森
三
玲
が
つ
く
っ
た
東
福
寺
龍
吟
庵
庭

園
で
あ
る
。
龍
吟
庵
に
は
、
室
町
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た
現

存
最
古
の
方
丈
建
築
が
残
っ
て
お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
1
9
6
4
（
昭
和
39
）
年
、
方
丈
の
修
理
が
終
わ
っ
た
後
、

重
森
が
当
時
の
吉
田
義
寛
住
職
の
依
頼
に
よ
り
、
環
境
整
備
の

一
環
で
3
つ
の
庭
を
つ
く
っ
た［
重
森　
1
9
7
2
］。「
龍
吟
庭
」「
不

離
の
庭
」「
無
の
庭
」
と
い
う
、
当
時
の
文
化
財
の
業
界
を
分
裂

さ
せ
る
よ
う
な
斬
新
な
庭
で
あ
っ
た
。
方
丈
の
東
に
広
が
る「
龍

吟
庭
」
で
は
、
白
砂
と
黒
砂
を
敷
き
、
青
石
を
利
用
し
て
昇
天

す
る
龍
を
表
現
し
た
。
西
の
「
不
離
の
庭
」
で
は
、
大
明
国
師

の
幼
少
の
頃
の
故
事
に
ち
な
ん
で
、
赤
い
砂
の
中
に
狼
や
犬
な

ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
石
を
据
え
た
。
方
丈
の
正
面
（
南
）
に
当

た
る
「
無
の
庭
」
の
場
合
、
重
森
は
昔
な
が
ら
の
白
砂
を
敷
き

詰
め
た
平
地
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
が
、「
龍
吟
庭
」
と
の
境
目

に
大
胆
な
稲
妻
模
様
の
竹
垣
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
。
と
に
か
く
、
全
体
的
に
色
彩
豊
か
で
動
的

な
表
現
で
あ
り
、
室
町
時
代
の
庭
と
い
う
よ
り
前
衛
美
術
や
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
斬
新
な
庭
で
あ
る
。
今
と
な
っ

て
は
、
そ
れ
は
高
く
評
価
さ
れ
、
観
光
の
名
所
に
も
な
り
つ
つ

あ
る
が
、
森
と
牛
川
に
し
て
み
れ
ば
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
安

易
な
造
園
趣
味
」
で
あ
り
、
古
い
歴
史
を
も
つ
国
宝
の
建
物
を

取
り
巻
く
環
境
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
（
重
森
と
森
の

庭
園
観
に
つ
い
て
は
［
マ
レ
ス　
2
0
1
4
a
］
を
参
照
）。
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3
．
和
歌
山
城
「
二
の
丸
庭
園
」

：「
推
理
を
動
か
す
庭
」

森
が
で
き
る
だ
け
周
囲
の
環
境
に
合
わ
せ
る
、
隣
接
す
る
文

化
財
と
調
和
す
る
よ
う
な
庭
づ
く
り
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た

こ
と
は
、法
華
寺
の「
仔
犬
の
庭
」や
慈
光
院
の「
新
書
院
庭
園
」

の
分
析
で
わ
か
っ
た
。
連
続
を
選
ん
で
も
、断
絶
を
選
ん
で
も
、

不
釣
り
合
い
な
組
み
合
わ
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
己
主
張

を
し
な
い
、自
己
満
足
に
終
わ
ら
な
い
庭
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
場
所
や
状
況
に
お
い
て
も
、
そ
の
作
風
は
常
に
日
本
最

古
の
庭
園
書
『
作
庭
記
』
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
。

「（
前
略
）
外
見
は
前
衛
的
で
あ
っ
て
も
、
結
局
帰
す
る
と
こ

ろ
の
理
論
は
『
作
庭
記
』
の
内
容
に
高
ら
か
に
唱
え
ら
れ
る

自
然
順
応
精
神
で
あ
る
こ
と
、
中
に
は
現
在
残
っ
て
い
な
い

作
庭
記
流
庭
園
の
復
興
的
作
品
と
見
る
べ
き
も
の
に
含
ま
れ

て
く
る
の
で
あ
る
」	

　
　
　
［
森　
1
9
6
4　
1
4
4
頁
］

森
が
11
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
『
作
庭
記
』

を
参
考
に
す
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
最
初
に
出

版
し
た
庭
園
の
研
究
書
は
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』［
森　

1
9
4
5
］
で
あ
り
、
そ
し
て
最
後
に
刊
行
し
た
の
は
『
作
庭
記

の
世
界
―
平
安
朝
の
庭
園
美
』［
森　
1
9
8
6
］
で
あ
る
。
そ

の
間
に
出
版
さ
れ
た
多
数
の
著
書
で
『
作
庭
記
』
を
読
み
解

き
、
現
存
す
る
平
安
期
の
名
園
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
解
説

を
行
な
っ
て
い
る
。
森
以
前
の
研
究
で
は
、
室
町
時
代
に
発
展

し
た
禅
宗
と
茶
の
湯
の
影
響
を
受
け
た
枯
山
水
や
露
地
こ
そ
が

日
本
庭
園
の
最
高
峰
で
あ
り
、
そ
の
独
自
性
を
最
も
よ
く
示
す

と
い
う
歴
史
観
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
森
は
さ
ら

に
遡
っ
て
、
平
安
時
代
末
期
は
日
本
庭
園
の
「
第
一
の
黄
金

期
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
戦
後
か
ら
晩
年
ま
で
京
都
の
法
金

剛
院
庭
園
や
浄
瑠
璃
寺
庭
園
、
岩
手
県
の
観
自
在
王
院
や
毛
越

寺
庭
園
、
福
島
県
の
白
水
阿
弥
陀
堂
庭
園
な
ど
、
平
安
時
代
の

庭
園
遺
構
の
復
元
整
備
に
尽
力
し
て
い
る
［
森
・
他　
1
9
6
0
］。

研
究
対
象
が
変
わ
っ
て
も
、
室
町
時
代
の
門
跡
寺
院
旧
大
乗
院

庭
園
や
、
江
戸
初
期
の
京
都
御
所
、
桂
離
宮
、
修
学
院
離
宮
な

ど
と
い
う
皇
族
や
貴
族
の
庭
園
に
焦
点
を
当
て
た
。
つ
ま
り
、

日
本
庭
園
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
、
森
は
「
浄
土
式
庭
園
」
や

「
寝
殿
造
系
庭
園
」、い
わ
ば
王
朝
趣
味
の
庭
園
を
理
想
と
し
た
。

歴
史
家
と
し
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
平

安
時
代
と
『
作
庭
記
』
こ
そ
が
日
本
庭
園
の
原
点
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

作
庭
家
と
し
て
も
、森
は
『
作
庭
記
』
の
「
自
然
順
応
精
神
」

図 5-7　重森三玲による東福寺龍吟庵の「龍吟庭」／「不離の庭」／「無の庭」
（マレス撮影、2013 年）
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に
徹
し
た
。
森
の
作
風
は
環
境
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
自
然
の
地

形
と
景
色
を
生
か
す
た
め
に
作
為
を
極
力
抑
え
る
と
い
う
美
的

感
覚
を
重
視
し
た
。「
い
つ
も
不
自
然
に
な
る
こ
と
を
戒
め
ら

れ
て
い
た
」
と
村
岡
正
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
新
し
い
庭
を
つ
く
っ
て
も
、
森
は
『
作
庭
記
』

を
現
代
的
に
解
釈
し
、「
作
庭
記
流
庭
園
の
復
興
的
作
品
」
を

目
指
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
新
作
で
も
、
森
は
常
に
王
朝
趣

味
の
庭
を
「
復
元
」
し
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
村
岡
正
の
言

葉
を
も
う
一
度
借
り
る
と
、
森
の
作
庭
活
動
は
「
伝
統
の
現
代

化
」
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
森
は
復
元
と
作
庭
、
古
庭

園
と
新
作
、
平
安
時
代
と
昭
和
期
、
歴
史
家
と
作
庭
家
と
い
う

も
の
を
明
確
に
分
け
て
お
ら
ず
、
特
別
に
境
界
線
を
引
い
て
い

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
文
化
財

庭
園
の
整
備
の
一
環
で
新
た
な
庭
を
つ
く
る
こ
と
は
ご
く
自
然

な
こ
と
で
、
な
ん
の
違
和
感
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、森
が
文
化
財
担
当
者
と
し
て
つ
く
っ
た
庭
で
も
、

今
と
な
っ
て
は
周
囲
の
文
化
財
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
不
適
切
で
あ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
事
例
は
和
歌
山
城
の
二

の
丸
庭
園
で
あ
る
。

和
歌
山
城
と
そ
の
周
辺
は
、
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年
に

史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
北
西
隅
に
は
西
之
丸
庭
園
（
通

称
：
紅
葉
渓
庭
園
）
と
い
う
江
戸
初
期
の
大
名
庭
園
が
あ
る
。

1
9
7
0
年
か
ら
1
9
7
2
年
（
昭
和
45
〜
47
年
）
の
終
わ
り

ま
で
、
森
は
和
歌
山
市
に
依
頼
さ
れ
、
西
之
丸
庭
園
の
実
測
、

発
掘
、
そ
し
て
復
元
整
備
の
工
事
を
指
導
し
た
［
森　
1
9
7
3
］。

続
い
て
、
1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
に
和
歌
山
城
の
南
東
隅
に

あ
る
岡
公
園
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
1
9
8
2
（
昭

和
57
）
年
に
は
西
之
丸
庭
園
の
東
、
堀
に
隔
た
れ
た
二
の
丸
庭

園
の
設
計
を
行
な
っ
た
。

二
の
丸
庭
園
と
い
う
の
は
、
和
歌
山
城
史
跡
の
範
囲
内
で
あ

る
が
、
戦
後
に
野
球
場
や
N
H
K
の
校
舎
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
。
森
が
設
計
す
る
頃
に
は
更
地
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
ま
ず
は
現
況
の
実
測
と
発
掘
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
発
掘

し
た
結
果
、
特
に
庭
園
の
遺
構
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
森

は
和
歌
山
城
公
園
の
一
部
と
し
て
、
自
由
に
整
備
す
る
こ
と
に

し
た
。
無
論
、「
自
由
」
と
い
う
の
は
『
作
庭
記
』
の
立
石
口

図 5-9　左上：和歌山城二の丸庭園の作庭風景／右
上：二の丸庭園の開会式（「森蘊旧蔵資料」奈良文化
財研究所蔵）／右下：和歌山城二の丸庭園（マレス
撮影、2012 年）

図 5-8　和歌山城の史跡・名勝指定範囲［和歌山市産業まちづくり局観光国際部和歌山城整備企画課　2017］（森
蘊作の「二の丸庭園」の名称と範囲は筆者による）

二の丸庭園

③

①

②

史跡指定範囲

名勝指定範囲

①岡口門（附土塀）　国重要文化財
②西之丸庭園（紅葉渓庭園）　国名勝
③一の橋の樟樹　県天然記念物
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伝
と
『
鳥
獣
戯
画
』
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
作

庭
意
図
を
森
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
和
歌
山
城
の
建
つ
虎と
ら
ふ
す
や
ま

伏
山
の
名
に
な
ぞ
ら
え
、
猛
虎
の
姿

を
示
し
た
庭
石
を
中
心
と
し
て
、
鳥
獣
類
が
仲
よ
く
集
ま
る

家
族
的
な
生
態
を
庭
石
群
で
表
現
し
た
庭
園
で
あ
る
。（
中

略
）（『
作
庭
記
』
と
『
鳥
獣
戯
画
』）
を
参
考
に
し
て
、
こ

の
庭
園
の
石
組
み
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
言
わ
ば
、
昭

和
の
鳥
獣
戯
画
的
構
図
に
よ
る
庭
園
石
組
み
と
言
っ
て
も
差

支
え
な
い
」	

	
	

　
［
森
・
他　

1
9
8
2
］

森
は
和
歌
山
城
と
い
う
場
所
性
を
活
か
す
試
み
と
し
て
、「
虎

伏
山
」の
名
前
に
ち
な
ん
で
庭
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、

先
述
し
た
重
森
三
玲
が
よ
く
使
っ
た
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
く
ら「
虎
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
、森
は「
す
こ
ぶ
る
奇
抜
な
」

庭
園
意
匠
を
避
け
た
。
つ
ま
り
、
写
実
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
抽
象
的
な
表
現
で
あ
る
。「
虎
」
と
い
う
の
は
作
庭
を
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
で
あ
り
、
来
場
者
に
押
し
つ
け
る
イ
メ
ー
ジ

で
は
な
い
と
、
森
は
最
後
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。

「
こ
こ
の
庭
石
は
特
定
の
動
物
の
種
類
だ
け
を
表
示
す
る
も

の
で
は
な
く
、
見
る
人
々
が
各
自
の
推
理
を
働
か
せ
て
い
た

だ
き
、
自
分
は
こ
う
見
た
い
と
い
う
連
想
を
通
じ
て
石
組
み

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」	　
［
森
・
他　

1
9
8
2
］

森
は
あ
く
ま
で
も
謙
虚
な
態
度
で
庭
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
、
和
歌
山
城
二
の
丸
庭
園
と
い

う
の
は
、
明
る
く
て
広
々
と
し
た
空
間
で
あ
る
。
中
央
に
芝
生

を
張
り
、
周
辺
に
曲
線
を
描
く
園
路
を
巡
ら
す
。
巨
石
が
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
点
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
一
個
一
個
の
石
は
大
き

く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
も
広

い
敷
地
な
の
で
庭
園
の
主
景
に
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
み
る
と
、二
の
丸
庭
園
の
石
組
が
ス
ト
ー
ン・サ
ー

ク
ル
の
よ
う
だ
と
い
う
利
用
者
の
コ
メ
ン
ト
が
多
い
が
、「
虎
」

や
『
鳥
獣
戯
画
』
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
公
式
サ
イ
ト
に
し
か

載
っ
て
い
な
い
。
庭
園
の
一
角
に
説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
庭
当
初
の
意
図
が
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
見
る
人
々
が
各
自
の
推
理
を

働
か
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
は
こ
う
見
た
い
と
い
う
連
想
を
通

じ
て
石
組
み
の
楽
し
さ
を
味
わ
」
う
庭
に
な
っ
た
と
思
え
ば
、

森
の
望
み
ど
お
り
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
二
の
丸

庭
園
で
は
観
光
客
が
休
憩
を
し
た
り
、
ま
た
市
民
が
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
が
石
に
登
っ
て

遊
ん
だ
り
し
て
い
る
様
子
を
見
る
か
ぎ
り
、
都
市
の
緑
地
と
し

て
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
［
マ
レ
ス　
2
0
1
4
b
］。

こ
う
し
て
、
昭
和
40
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、
森
は
和
歌
山

城
の
周
辺
の
整
備
に
深
く
関
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
業

績
は
現
在
の
評
価
基
準
や
価
値
観
か
ら
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
が
あ
る
と
い
う
。

「
森
蘊
の
西
之
丸
庭
園
の
整
備
は
、
当
時
と
し
て
は
よ
く
で

き
た
整
備
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
レ
ベ
ル
か
ら
見
る
と
問
題

も
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
の
丸
庭
園
は
市
民
の
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
の
城
の
構
造
が
全
く
考
慮
さ
れ

ず
に
整
備
さ
れ
た
点
は
問
題
で
あ
ろ
う
」　
［
大
山　
2
0
1
7
］

西
之
丸
庭
園
の
整
備
の
問
題
点
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し

て
、
こ
こ
で
は
森
の
「
二
の
丸
庭
園
」
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、森
は
和
歌
山
城
の
構
造
を
考
慮
し
て
「
虎
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
視
さ
れ

て
い
る
の
は
「
虎
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、『
作
庭
記
』
と

『
鳥
獣
戯
画
』
と
い
う
古
代
日
本
の
書
物
を
参
考
に
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
二
の
丸
庭
園
に
「
昭
和
の
鳥
獣
戯
画
的
構
図
に
よ

る
庭
園
石
組
み
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
現
在
、
不
適
切
だ
と

判
断
さ
れ
て
い
る
。
森
は
な
ぜ
、
和
歌
山
城
が
創
建
さ
れ
た
近

世
で
は
な
く
、
平
安
時
代
か
ら
着
想
を
得
た
の
か
。
こ
の
こ
と

が
理
解
さ
れ
な
い
。
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
に
「
史
跡
和
歌

山
城
整
備
計
画
報
告
書
」
が
作
成
さ
れ
、
今
後
整
備
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
［
和
歌
山
市
産
業
ま
ち
づ
く
り
局
観
光
国
際
部
和
歌
山
城
整
備
企
画

課　
2
0
1
7
］。
そ
の
際
、
森
の
「
二
の
丸
庭
園
」
は
見
直
さ
れ

て
保
存
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
和
歌
山
城
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
も
の
と
評
価
さ
れ
て
、
撤
去
さ
れ
る
の
か
。
森
の
作
庭
活
動
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を
研
究
す
る
う
え
で
、
そ
の
成
り
行
き
に
は
注
目
を
要
す
る
。

4
．
毛
越
寺
「
庫
裏
庭
園
」

：

文
化
財
の
現
状
変
更

二
の
丸
庭
園
は
つ
く
ら
れ
て
か
ら
約
35
年
後
に
批
判
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
じ
つ
は
生
前
に
す
で
に
問
題
と
な
っ
た

事
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
平
泉
の
毛も

う
つ
う
じ

越
寺
庭
園
で
あ
る
。
境
内
の
北
に
は
平
安

末
期
に
つ
く
ら
れ
た
池
庭
が
広
が
り
、
南
に
は
新
し
く
つ
く
ら

れ
た
本
堂
、庫
裏
や
宝
物
館
な
ど
が
あ
る
。
森
が
手
が
け
た「
庫

裏
庭
園
」
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
区
域
で
、
庫
裏
の
南
、

駐
車
場
と
の
間
の
細
長
い
平
坦
地
で
あ
る
。
1
9
7
2
（
昭
和

47
）
年
7
月
、
隣
接
し
て
い
る
観
自
在
王
院
の
復
元
整
備
の
委

員
会
に
参
加
し
た
際
に
、
森
は
当
時
の
南

な
ん
と
う
ら
い
き
ょ
う

洞
頼
教
住
職
か
ら
作

庭
依
頼
を
受
け
た
。
さ
っ
そ
く
、
同
年
の
10
月
23
日
か
ら
わ
ず

か
3
日
間
で
、
発
掘
調
査
の
合
間
を
縫
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
と

い
う
。
限
ら
れ
た
期
間
と
予
算
と
で
、
現
地
に
点
在
し
て
い
た

庭
石
を
据
え
て
か
ら
、樹
木
や
低
木
を
植
え
て
風
致
を
添
え
た
。

東
に
枯
滝
の
よ
う
な
石
組
を
設
置
し
、
西
へ
と
流
れ
て
い
く
よ

う
な
構
成
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
文
化
財
の
毛
越
寺
庭
園

は
平
安
末
期
に
遡
る
池
庭
で
あ
り
、『
作
庭
記
』
の
思
想
と
技

法
を
今
に
伝
え
て
い
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
森
に
と
っ
て
も

特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
。
最
初
に
発
表
し
た
学
術
的
な
論
文
の

テ
ー
マ
は
「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」

で
あ
り
、
そ
し
て
晩
年
に
復
元
整
備
を
し
た
の
は
毛
越
寺
庭
園

の
遣
水
で
あ
っ
た
（［
森　
1
9
3
3
］。
森
が
指
導
し
た
毛
越
寺
庭

園
の
遺
水
の
復
元
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
［
マ
レ
ス　
2
0
1
3
］

を
参
照
）。
だ
か
ら
、「
庫
裏
庭
園
」
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、

森
は
戸
惑
い
も
な
く
『
作
庭
記
』
と
『
鳥
獣
戯
画
』
を
参
考
に

し
た
。
そ
の
結
果
、
依
頼
者
は
満
足
さ
れ
た
と
い
う
が
、
苦
情

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
こ
の
庭
園
の
構
築
に
関
し
て
1
つ
申
し
開
き
し
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
毛
越
寺
境
内
は
い
わ
ず
と
知
れ
た
特
別
史
跡
で

あ
り
、
無
断
で
の
現
状
変
更
は
法
律
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
寺
の
職
分
も
私
も
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
。
た
だ
私
は
寺
の
言
い
分
で
働
い
た
の
で
は
な
く
、
庫

裏
の
庭
に
巨
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
の
は
み
っ
と
も
な
い

か
ら
、
そ
れ
を
い
く
ら
か
姿
よ
く
並
べ
か
え
て
差
し
上
げ
た

に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
は
地
形
を
か
え

る
よ
う
な
大
穴
を
掘
る
こ
と
は
さ
け
、
石
で
も
木
で
も
す
べ

て
盛
土
の
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
文
化
庁

の
方
針
で
現
状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、
い
つ
で

も
も
と
の
姿
に
も
ど
せ
る
用
意
だ
け
は
充
分
考
え
て
お
い
た

の
で
あ
る
」	

	

　
　
　
［
森　
1
9
7
3　
2
2
9
頁
］

毛
越
寺
の
「
庫
裏
庭
園
」
が
つ
く
ら
れ
た
1
年
後
に
書
か
れ

た
文
章
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
説
を
わ
ざ
わ
ざ
つ
け
加
え

る
必
要
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
こ
か
で
指
摘
、
も
し
く
は

ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
作
庭
か

ら
約
40
年
経
っ
た
今
、
こ
の
庭
は
そ
の
ま
ま
現
地
で
保
存
さ
れ

て
お
り
、
そ
し
て
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
公
開
さ

図 5-10　毛越寺「庫裏庭園」（マレス撮影、2013 年）
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れ
て
い
な
い
場
所
に
あ
り
、
文
化
財
と
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
た

区
画
に
あ
る
の
が
、
そ
の
第
一
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え

れ
ば
、
そ
の
庭
園
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

5
．
普
門
寺
庭
園
と
多
賀
神
社

：

忘
れ
去
ら
れ
た
森
の
庭

じ
つ
は
、
忘
れ
去
ら
れ
た
森
の
庭
は
少
な
く
な
い
の
で
、
最

後
に
そ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
大

阪
府
高
槻
市
の
普
門
寺
庭
園
と
い
え
ば
、
誰
も
が
思
い
つ
く
の

は
国
指
定
名
勝
の
枯
山
水
で
あ
ろ
う
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
方
丈
と
同
時
期
で
、
江
戸
初
期
ま
で
遡
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
森
が
つ
く
っ
た
庭
が
2
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
人
は
は
た
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
だ
ろ

う
。そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
が
、記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
の
で
、
作
庭
の
経
緯
や
意
図
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
図
面
か
ら
、
森
が

1
9
8
0
（
昭
和
55
）
年
に
方
丈
の
西
庭
を
設
計
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
現
存
す
る
枯
池
と
、
敷
石
の
園
路
の
構
図
は
ほ
ぼ
図

面
ど
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ

て
、
森
が
枯
池
と
同
時
に
、
方
丈
の
正
面
（
南
）
に
も
枯
山
水

を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
歴
史

的
な
庭
園
の
調
査
、
も
し
く
は
修
理
に
伴
う
環
境
整
備
の
一
環

で
つ
く
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。実
際
に
、普
門
寺
庭
園
は
ち
ょ

う
ど
1
年
後
の
1
9
8
1（
昭
和
56
）年
に
国
指
定
名
勝
に
な
っ

た
。
そ
の
時
は
、
指
定
範
囲
は
方
丈
の
北
西
に
位
置
す
る
歴
史

的
な
枯
山
水
庭
園
と
、
そ
の
背
景
を
な
す
土
塁
に
画
さ
れ
た
区

域
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
に
追

加
指
定
が
な
さ
れ
た
際
に
、
普
門
寺
の
境
内
全
体
に
名
勝
の
指

定
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
今
回
追
加
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
範
囲
は
、
庭
園
に
面
し
、

庭
園
鑑
賞
の
場
で
あ
る
方
丈
（
重
要
文
化
財
、
昭
和
52
年
指

定
）
ほ
か
江
戸
時
代
寺
院
隆
盛
時
の
状
況
を
伝
え
る
山
門
、

毘
沙
門
堂
（
旧
行
者
堂
を
再
建
）、
隠
元
禅
師
作
と
伝
え
ら

れ
る
黄
壁
式
石
畳
、
寺
院
境
内
を
画
す
中
世
普
門
寺
城
の
遺

構
と
見
ら
れ
る
土
塁
等
を
含
め
、
庭
園
を
取
り
ま
き
風
致
景

観
の
上
で
一
体
と
な
っ
て
い
る
区
域
で
あ
る
。
こ
の
追
加
指

定
に
よ
り
、
貴
重
な
庭
園
を
好
良
な
環
境
の
も
と
で
永
く
保

存
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

［
文
化
庁
文
化
財
部　
1
9
9
8　
26
頁
］

上：図 5-11　森蘊による「普門寺庭園一部修景計画案」（「森蘊旧蔵
資料」奈良文化財研究所蔵）
下：図 5-12　森蘊による「普門寺庭園実測図」（「森蘊旧蔵資料」奈
良文化財研究所蔵）
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図 5-13　上：普門寺方丈西庭／下：普門寺方丈南庭（マレス撮影、2013 年）

追
加
指
定
の
主
な
目
的
は
、
歴
史
的
な
枯
山
水
の
「
良
好
な

環
境
」
を
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
評
価
さ
れ
た
の
は

山
門
、
毘
沙
門
堂
、
黄
檗
式
石
畳
、
土
塁
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
歴

史
的
な
遺
構
に
限
り
、
森
が
つ
く
っ
た
2
つ
の
庭
に
関
す
る
言

及
は
な
い
。
し
か
し
、
森
の
庭
は
現
在
の
普
門
寺
境
内
を
形
成

す
る
重
要
な
要
因
で
あ
り
、歴
史
的
な
枯
山
水
の
「
庭
園
鑑
賞
」

に
も
「
良
好
な
環
境
」
の
保
存
に
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
法
華
寺
の
「
仔
犬
の
庭
」
と
同
じ
よ
う
に
、
副

次
的
な
価
値
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
森
の
庭
は
ま
だ
新
し
い
か
ら
、
文
化
財
の
対
象
に
な
ら
な

い
と
い
う
判
断
な
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
単
に
作
庭
家
と
作
庭

の
時
期
が
不
明
瞭
だ
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
じ

つ
は
、
森
が
つ
く
っ
た
庭
で
あ
る
と
い
う
こ
と
す
ら
認
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
滋
賀
県
の
多
賀
大
社
で
も
起
き
た
。

2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
に
作
成
さ
れ
た
『
名
勝
多
賀
神
社
奥

書
院
庭
園
保
存
活
用
計
画
書
』
の
中
で
も
、
追
加
指
定
を
す
る

予
定
の
範
囲
内
に
森
が
作
庭
し
た
七
五
三
の
石
組
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
［
滋
賀
県
多
賀
町
教
育
委
員
会　
2
0
1
7
］。
そ
の
計

画
書
を
作
成
し
た
時
点
で
は
、
1
9
5
7
（
昭
和
32
）
年
に
小

宮
山
博
康
が
つ
く
っ
た
東
庭
に
関
す
る
情
報
（
古
写
真
や
資
料

な
ど
）
は
神
社
や
委
員
会
の
手
元
に
あ
り
、
名
勝
庭
園
の
「
本

質
的
価
値
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
」
重
要
な
空
間
で
あ
る

と
い
う
認
識
し
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
東
庭
の
一
角
に
眠
る

森
の
石
組
は
い
つ
の
間
に
か
、
小
宮
山
博
康
の
庭
と
併
合
し
て

い
た
。
幸
い
に
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
に
奈
文
研
に
保
管

さ
れ
て
い
る
森
の
「
設
計
計
画
図
」
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

新
た
な
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
多
賀
大
社

に
残
る
森
の
庭
に
は
光
が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
国
に

潜
ん
で
い
る
森
の
庭
は
ま
だ
多
量
に
あ
る
の
で
、
そ
の
数
と
分

布
を
把
握
し
た
う
え
で
、
現
地
調
査
を
行
な
い
な
が
ら
、
評
価

と
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
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116117 第 1部　森蘊の業績を分析する―研究会

6
．
庭
の
歴
史

：

記
憶
と
忘
却
の
間

あ
わ
い

庭
園
は
生
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
時
間
と
と
も
に
姿
を
変

え
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
作
者
が
庭
に

残
す
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。作
庭
当
初
の
意
図
と
そ
の
形
態
、

ま
た
は
そ
の
経
緯
は
ど
う
継
承
さ
れ
る
の
か
。
ど
う
記
憶
さ
れ

る
の
か
。
ど
う
記
録
さ
れ
る
の
か
。

森
と
同
年
代
に
活
躍
し
た
重
森
三
玲
は
数
年
前
か
ら
再
評
価

さ
れ
、
そ
の
作
品
も
テ
レ
ビ
の
C
M
を
は
じ
め
、
本
や
雑
誌
な

ど
で
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
20
世
紀
中
頃
に
つ
く
ら
れ
た
東

福
寺
方
丈
庭
園
や
岸
和
田
城
庭
園
な
ど
の
よ
う
に
、
名
勝
に
指

定
さ
れ
た
事
例
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
昭
和
期

を
代
表
す
る
作
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
比
べ
て
、

森
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
30
年
経
っ
て
も
、
一
般
的
に
知
名
度
は

ま
だ
低
く
、そ
の
業
績
の
再
評
価
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
庭
園
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

森
は
多
く
の
文
化
財
庭
園
の
発
掘
や
復
元
整
備
の
事
業
に
携
わ

図 5-4　森蘊による多賀神社東庭計画図（「村岡正旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）

る
と
同
時
に
、
そ
の
周
辺
の
環
境
整
備
の
一
環
で
新
た
な
庭
も

た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
。
そ
れ
ら
は
お
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
日
本
庭
園
の
歴
史
家
と
作
者
と
い
う
森
の
二
面
性
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
昭
和
期
の
日
本

庭
園
史
観
と
新
た
な
日
本
庭
園
の
あ
り
方
、
文
化
財
制
度
や
歴

史
的
な
庭
園
の
復
元
整
備
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
う
え
で
も

貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
の
こ
の
よ
う
な
業
績
を
知

る
の
は
一
部
の
専
門
家
に
す
ぎ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
関
係
者

の
間
で
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
重
森
三
玲
と
違
っ
て
、
森
は

歴
史
に
名
前
を
残
さ
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

森
が
書
い
た
多
く
の
著
作
は
現
在
の
日
本
庭
園
史
の
基
盤
と

し
て
未
だ
に
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
研
究
成
果
に

よ
っ
て
歴
史
は
こ
れ
か
ら
も
書
き
換
え
ら
れ
、
い
ず
れ
は
参
考

文
献
と
し
て
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
森
が
指
導

し
た
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元
整
備
も
同
じ
よ
う
に
、
い
つ
か
は

再
整
備
さ
れ
、
森
が
そ
こ
に
残
し
た
痕
跡
も
わ
か
ら
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
森
が
新
し
く
つ
く
っ
た
庭
は
ど
の
よ
う

に
残
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
は
森
が
作
庭
活
動
を
行
な
っ
た
こ

と
自
体
が
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
個
人
宅
の

庭
が
多
い
の
で
、
世
代
交
代
す
る
と
消
え
る
可
能
性
が
高
い
。

残
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
森
が
文
化
財
付

近
に
つ
く
っ
た
庭
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
何
が

残
る
か
は
、
時
間
の
み
が
証
明
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と

り
あ
え
ず
、
現
段
階
で
は
森
の
活
動
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を

収
集
し
、
整
理
し
て
、
ま
と
め
る
こ
と
が
重
要
な
研
究
課
題
で

あ
る
。
本
稿
と
、
本
報
告
書
が
今
後
の
た
め
の
参
考
文
献
に
な

れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

補
　
注

＊
1　
筆
者
は
2
0
1
9
年
12
月
発
行
の
『
文
化
遺
産
と
〈
復
元
学
〉』（
海
野

聡
編
、吉
川
弘
文
館
）の
中
で「
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元

—

森
蘊
の「
復

原
的
研
究
」
を
通
し
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
学
者
と
し
て
の
森

蘊
の
業
績
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
3
月
発
行
予
定
の

『
奈
良
市
に
お
け
る
庭
園
の
総
合
調
査
』（
奈
良
市
）
の
中
で
「
奈
良
市

に
お
け
る
森
蘊
の
作
庭
活
動
」
を
紹
介
し
、
評
価
し
て
い
る
。　
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引
用
文
献

尼
﨑
博
正
（
2
0
1
4
）「
日
本
庭
園
の
年
代
観
」『
歴
史
考
古
学
』
70
号
、

64

−

72
頁

大
山
僚
介
（
2
0
1
7
）「
史
跡
和
歌
山
城
に
お
け
る
公
園
整
備

—

本
多

静
六
と
森
蘊
の
整
備
を
中
心
と
し
て
」『
近
世
城
跡
の
近
現
代
』　
奈
良

文
化
財
研
究
所　
1
8
5

−

1
9
2
頁

光
明
宗
法
華
寺
（
2
0
1
9
）「
名
勝
法
華
寺
庭
園
保
存
活
用
計
画
」

滋
賀
県
多
賀
町
教
育
委
員
会
（
2
0
1
7
）『
名
勝
多
賀
神
社
奥
書
院
庭
園

保
存
活
用
計
画
書
』

重
森
三
玲（
1
9
7
2
）『
日
本
庭
園
史
体
系

—

現
代
の
庭（
三
）』（
第
29
巻
）　

社
会
思
想
社

白
幡
洋
三
郎（
1
9
9
4
）　
『
江
戸
の
大
名
庭
園

—

饗
宴
の
た
め
の
装
置
』

I
N
A
X

鈴
木
久
男
（
2
0
1
8
）『
シ
リ
ー
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
1
3
1　
平
安
末

期
の
広
大
な
浄
土
世
界

—

鳥
羽
離
宮
跡
』　
新
泉
社

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課
（
1
9
5
7
）『
奈
良
県
指
定

文
化
財　
第
二
集
』　

文
化
庁
文
化
財
部
（
1
9
9
8
）『
月
刊
文
化
財
』
12
月
号

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
3
）「
日
本
庭
園
史
と
森
蘊
の
業
績

—

毛
越
寺
庭
園
の
復
元
・
整
備
を
通
し
て
」『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
』

38

−

39
頁

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
4
a
）「
重
森
三
玲
と
森
蘊
の
庭
園
観

—

小
堀
遠
州
の
伝
記
を
通
し
て
」『
日
本
庭
園
学
会
誌
』　
28
号
、
11

−

21
頁

マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
（
2
0
1
4
b
）「
時
の
香
り

—

時
代
を
感
じ

さ
せ
る
庭
」『
人
と
自
然

—

香
を
め
ぐ
る
人
と
自
然
』
7
号
、
26

−

27
頁

村
岡
正
（
1
9
8
9
）「
森
蘊
先
生
の
業
績
」『
古
代
文
化
』
41
巻
10
号
、
58

−

60
頁
（
本
報
告
書
ⅳ

−

ⅷ
頁
）

森
蘊
（
1
9
3
3
）「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」『
造

園
研
究
』
第
8
輯　
12

−

34
頁

森
蘊
（
1
9
4
5
）『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

森
蘊
（
1
9
6
4
）『
日
本
の
庭
園
』　
吉
川
弘
文
館

森
蘊
（
1
9
6
7
）「
設
計
の
た
め
の
庭
園
史
研
究
」『
体
系
農
業
百
科
典
〈
第

7
巻
〉
造
園
』　
農
政
調
査
委
員
会

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

森
蘊
（
1
9
8
6
）『
作
庭
記
の
世
界
―
平
安
朝
の
庭
園
美
』　
日
本
放
送

出
版
協
会

森
蘊
・
牛
川
喜
幸
（
1
9
6
6
）「
文
化
財
保
全
と
造
園
」『
建
築
と
社
会
』　

第
47
輯
第
9
号
、
46

−

48
頁

森
蘊
／
恒
成
一
訓
（
写
真
）（
1
9
6
0
）『
日
本
の
庭
』　
朝
日
新
聞
社

森
蘊
／
山
中
功
（
代
筆
）（
1
9
8
2
年
3
月
27
日
）「
和
歌
山
城
二
の
丸
庭

石
解
説
（
試
案
）」
奈
良
文
化
財
研
究
所
所
蔵

和
歌
山
市
産
業
ま
ち
づ
く
り
局
観
光
国
際
部
和
歌
山
城
整
備
企
画
課

（
2
0
1
7
）「
史
跡
和
歌
山
城
整
備
計
画
報
告
書
」　http://wakaya

m
ajo.jp/pdf/seibikeikaku.pdf

［
第
2
部
］

森
蘊
の
業
績
を
振
り
返
る

―
総
合
討
議
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マ
レ
ス　
今
日
は
お
忙
し
い
な
か
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
所
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

研
究
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、こ
こ
は
森
蘊
先
生
の
旧
宅
で
す
。

現
在
は
牧
岡
一
生
さ
ん
が
管
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、「
森
蘊

庭
園
研
究
室
」
と
い
う
か
た
ち
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
窓
越
し
に
見
え
る
の
は
、
森
先
生
が
つ
く
っ
た
庭
。
緑
豊
か

で
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
構
成
。
建
物
は
森
先
生
の
息
子
、
森

史ち
か
お夫
先
生
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
［
森　
2
0
0
7
］。
木
造

建
築
の
平
屋
で
、
デ
ィ
テ
ー
ル
に
凝
っ
て
は
い
る
け
ど
自
己
主

張
は
し
な
い
。
さ
す
が
の
親
子
合
作
。
息
が
よ
く
合
っ
て
い
る

と
い
う
か
、と
て
も
落
ち
着
い
て
い
て
調
和
し
た
空
間
で
す
ね
。

森
先
生
の
業
績
を
再
評
価
す
る
た
め
の
研
究
会
を
開
く
に
は
、

こ
の
空
間
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
て
牧
岡
さ
ん
に
お
願
い

し
て
み
た
ら
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
牧
岡
さ

ん
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
ち
ょ
う
ど
森
先
生
の
没
後
30
年
に
あ
た
り
ま
す
。
し

か
し
、
最
初
か
ら
記
念
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
や
り
た
く
て
計
算
し

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
偶
然
と
い
う
か
、縁
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

じ
つ
は
、
2
0
1
0
年
頃
か
ら
森
先
生
の
研
究
を
始
め
た

と
き
は
驚
き
の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
森

先
生
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
最
近
の
こ
と

す
ぎ
て
、
研
究
の
対
象
に
な
る
な
ん
て
想
像
に
も
及
ば
な
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
こ
の
頃
は
色
ん
な
と
こ
ろ
で

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
森
先
生
が
70
年
代
に
復

元
整
備
し
た
浄
瑠
璃
寺
庭
園
は
改
め
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
森
先
生
が
つ
く
っ
た
橿
原
神
宮
の
文
華
殿
庭
園
が
牧
岡
さ

ん
に
よ
っ
て
久
し
ぶ
り
に
整
備
さ
れ
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
今
年
の
は
じ
め
に
南
九
州
大
学
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
森
先
生
が
久
留
米
市
で
つ
く
っ
た
遍
照
院
庭
園

を
研
究
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い
る
と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
森
先
生
の
業
績
は
注
目
を
浴
び
る
よ

■
開
催
日

：

2
0
1
8
年
8
月
18
日
（
土
）

■
場
所

：

森
蘊
庭
園
研
究
室
（
森
蘊
旧
宅
）　

■
参
加
者

：

飛
田
範
夫
／
牧
岡
一
生
／
仲

隆
裕
／
田
中
栄
治
／
粟
野

隆
／

高
橋
知
奈
津
／
マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
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う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
や
は
り
森
先
生
は
一
般
的
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
し
、
専
門
家
の
間
で
も
そ
の
業
績
は
き
ち
ん
と
把
握
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
森
先
生
は
日
本
庭
園
史
を
ど
う
理
解
し
て
、

ど
う
作
成
し
た
の
か
。
何
を
求
め
て
、
何
を
残
し
た
の
か
。
ど

こ
で
、
ど
ん
な
庭
園
を
整
備
し
た
の
か
。
ど
こ
で
、
ど
ん
な
庭

園
を
つ
く
っ
た
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
緊
急
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
没
後
30
年
と
な
る
今
、
森
先
生
の
業
績
を
ど
う
評
価
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
批
判
は
も
ち
ろ
ん
簡
単
で
す
。
こ
こ
で

は
単
な
る
批
判
が
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
か
と
い
っ

て
、
森
先
生
の
業
績
を
美
化
し
た
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
業
績
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
先
生
が
日

本
庭
園
の
世
界
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ

れ
が
現
在
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
の
で
す
。

　
今
日
は
5
つ
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
粟
野
先
生
は
、
20
世

紀
の
造
園
業
界
に
お
け
る
森
先
生
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
飛
田
先
生
は
、
森
先
生
の
業
績
の
中
で
も
特
筆
す
べ

き
庭
園
測
量
の
技
術
と
図
面
の
作
成
方
法
を
詳
し
く
紹
介
し
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
森
先
生
が
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に

所
属
し
た
15
年
間
の
研
究
方
法
に
着
目
し
ま
し
た
。
田
中
先
生

は
建
築
家
と
し
て
、
森
先
生
が
考
え
て
い
た
庭
園
と
建
築
の
関

係
を
探
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
私
は
歴
史
家
で
あ
り
な
が
ら
、

作
庭
家
で
も
あ
っ
た
森
先
生
の
葛
藤
と
い
う
か
、
そ
の
二
面
性

の
分
析
を
試
み
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
全
体
を
ま
と
め
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
が
、
今
日
は
せ
っ
か
く
仲
先
生
に

も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
と
ご
感
想
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
仲
先
生
は
、
村
岡
正
先
生
と
一

緒
に
『
京
都
の
庭
園　
遺
跡
に
み
る
平
安
時
代
の
庭
園
』［
京
都

市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
財
保
護
課　
1
9
9
0
］
を
編
集
さ
れ
た
経

験
も
あ
り
ま
す
が
、今
日
の
発
表
を
聞
い
て
い
か
が
で
し
た
か
。

仲　
発
表
者
の
皆
さ
ん
は
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
森
先
生
の
業
績

を
客
観
的
に
評
価
し
て
お
ら
れ
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
研
究
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
か
ら
は
感
想
と
い
う
の
か
、
い
く
つ

か
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
森
先
生
の
研
究
の
特

徴
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
庭
園
史
研
究
と
ど
う
違
っ
て
い
た
の

か
、
ま
た
そ
の
後
は
ど
の
よ
う
な
研
究
が
発
達
し
た
の
か
、
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
森
先
生
は
徹
底
的
な
文
献
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
発
掘
や
復

元
整
備
の
現
場
の
指
導
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
庭
園
史

研
究
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
人
は
多
い
よ

う
で
す
ね
。
戦
前
に
活
躍
さ
れ
た
外
山
英
策
に
し
ろ
、
文
献
研

究
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
場
に
も
携
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
た
し
か
、
醍
醐
寺
三
宝
院
や
三
千
院
の
修
理
に
関
わ
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

飛
田　
そ
れ
は
ど
こ
か
で
読
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
外
山
さ

ん
の
『
室
町
時
代
庭
園
史
』［
外
山　
1
9
3
4
］
に
醍
醐
寺
の
こ

と
が
書
い
て
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仲　
外
山
の
『
源
氏
物
語
と
日
本
庭
園
』［
外
山　
1
9
2
7
］
は

初
期
の
文
献
研
究
と
し
て
有
名
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
以
前
か

ら
歴
史
的
な
庭
園
を
文
化
財
と
し
て
し
っ
か
り
検
討
し
、
評
価

し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
す
で
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
史
跡
研
究
に
お
い
て
、
外
山
さ
ん
よ
り
も
吉
永
義
信
さ
ん
の

ほ
う
が
早
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

飛
田　
吉
永
さ
ん
の
名
勝
調
査
報
告
書
は
み
ん
な
し
っ
か
り
し

て
ま
す
ね
。

粟
野　
そ
う
で
す
ね
。
吉
永
さ
ん
は
大
正
11
（
1
9
2
2
）
年

に
す
で
に
活
躍
し
て
い
た
の
で
、
か
な
り
早
い
で
す
。
そ
の
頃

か
ら
庭
園
研
究
が
活
発
に
な
る
み
た
い
で
す
。

仲　
森
先
生
も
吉
永
さ
ん
を
目
標
に
し
て
い
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
吉
永
さ
ん
は
非
常
に
細
か
く
て
、
自

分
の
論
文
に
間
違
い
を
発
見
し
た
ら
、
必
ず
反
省
す
る
よ
う
な

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
森
先
生
は
憧
れ
と
い
う
か
、

少
し
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
吉
永
さ
ん
の
ほ
う
が
年
上
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

文
化
財
行
政
の
一
匹
狼

仲　
森
先
生
と
文
化
財
保
護
行
政
と
の
関
係
も
お
も
し
ろ
そ
う

で
す
ね
。
最
後
の
マ
レ
ス
さ
ん
の
発
表
の
中
で
、
森
先
生
が
毛

越
寺
と
い
う
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
の
中
に
無
断
で
つ
く
っ
た

新
し
い
庭
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
ざ
と
挑
発
し
て
い
る
よ

う
に
も
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

高
橋　
森
先
生
は
“
文
化
財
”
が
嫌
い
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

仲　隆裕（なか・たかひろ）
1963 年、京都府に生まれる。千葉大学大学院園芸学研究科修了。農学博士（京都大学）。京都造形芸術大学教授、日
本庭園・歴史遺産研究センター長。1984 年、千葉大学大学院の授業で村岡正の「庭園管理論」を受講したことが縁
となり、庭園文化研究所の庭園実測に参加。大学院修了後、京都市文化財保護課にて村岡先生の指導を受け、名勝
庭園の調査や修理に従事した。主な著書に『京都の庭園：遺跡にみる平安時代の庭園』（京都市文化財ブックス第 5 集、
1990）、『庭園史をあるく：日本・ヨーロッパ編』（加藤允彦、佐々木邦博らとの共著、昭和堂、1998）などがある。
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ま
す
。
文
化
財
な
ん
て
、
変
な
言
葉
を
つ
く
っ
て
ど
う
す
る
ん

だ
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
。

飛
田　
そ
れ
に
文
化
財
行
政
が
嫌
い
で
し
た
（
笑
）。

粟
野　
『
遺
跡
学
の
宇
宙
』
と
い
う
本
の
中
で
、
井
手
久ひ
さ
と登
先

生
が
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
行
政
に
お
け
る
名

勝
の
保
護
の
人
的
系
譜
は
原
煕ひ
ろ
し、

吉
永
義
信
、
吉
川
需ま

つ
、
牛
川

喜
幸
な
ど
と
続
き
ま
す
が
、
森
先
生
だ
け
が
そ
の
流
れ
に
乗
ら

な
か
っ
た
と
［
惠
谷
・
前
川　
2
0
1
4　
2
0
3
頁
］。

マ
レ
ス
　
た
し
か
に
、
ち
ょ
っ
と
一
匹
狼
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
ね
。

飛
田　
し
か
し
、
森
先
生
は
実
際
に
文
化
財
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
の
流
れ
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
の
か
、

私
に
し
て
み
れ
ば
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
ん
で
す
け
ど
。

高
橋　
文
化
庁
の
調
査
官
に
な
っ
た
か
、
な
っ
て
い
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

粟
野　
井
手
先
生
に
よ
れ
ば
、
文
化
財
保
護
行
政
に
お
け
る
名

勝
保
護
に
関
し
て
、
原
先
生
が
ベ
ー
ス
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
の

う
え
で
吉
永
先
生
が
具
体
的
な
実
績
を
積
ん
で
、
あ
る
程
度
軌

道
に
乗
せ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
吉
永
さ
ん
の
後
を
引

き
継
い
だ
の
が
吉
川
さ
ん
で
あ
り
、
さ
ら
に
牛
川
さ
ん
、
安
原

啓
示
さ
ん
、
本
中
眞
さ
ん
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
今
日
に
続
い

て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
森
先
生
の
経
歴
は
違
い
ま
す
。

森
先
生
は「
一
種
の
個
人
事
務
所
の
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
た
」

と
井
手
先
生
が
強
調
し
て
い
ま
す
。

飛
田　
や
は
り
、
文
化
庁
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
違

い
で
し
ょ
う
か
。

仲　
森
先
生
は
文
化
庁
の
調
査
官
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
文
化
財
保
護
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
ね
。

粟
野　
と
に
か
く
、
森
先
生
が
文
化
財
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
。

奈
文
研
と
遺
跡
庭
園
の
測
量

粟
野　
そ
も
そ
も
、
森
先
生
は
ど
う
い
う
経
緯
で
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
に
入
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
、
井
手
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
の
発
表
を
聞
く

と
、
元
国
立
博
物
館
の
同
僚
で
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

初
代
所
長
小
林
剛
先
生
が
引
っ
張
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋　
『
奈
良
を
測
る
』［
森　
1
9
7
1
］
を
読
む
と
、
小
林
先

生
が
森
先
生
を
引
っ
張
っ
て
き
た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
奈
良
の
古
代
寺
院
の
研
究
で
は
、
寺
院
跡
の
地
形

実
測
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
て
、
測
量
が
で
き
る
人
を

連
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
で
す
。

飛
田　
奈
文
研
で
は
最
初
か
ら
遺
跡
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た

の
で
す
か
。

高
橋　
最
初
は
比
較
的
に
弱
い
と
思
い
ま
す
。
平
城
宮
跡
の
発

掘
は
後
か
ら
の
こ
と
で
す
。
当
初
の
歴
史
研
究
室
の
中
に
考
古

部
門
が
あ
り
ま
す
が
、
古
墳
時
代
ま
で
を
担
当
し
て
、
遺
存
地

割
は
歴
史
時
代
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
最
初

は
あ
ま
り
視
野
に
入
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、

開
発
の
事
業
が
進
む
に
つ
れ
て
平
城
宮
跡
を
は
じ
め
、
遺
跡
が

意
識
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。

仲　
で
も
、
一
方
で
こ
の
当
時
「
遺
跡
庭
園
研
究
室
」
が
昭
和

26（
1
9
5
1
）年
に
構
想
さ
れ
て
い
た
の
は
不
思
議
で
す
ね
。

こ
の
当
時
は
京
都
な
ら
ま
だ
し
も
、
奈
良
で
庭
園
の
研
究
を
す

る
な
ん
て
あ
ま
り
主
流
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
る
で
森
先
生
の
人
事

が
前
提
と
な
っ
て
い
た
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。

高
橋　
建
築
史
に
お
い
て
遺
存
地
割
の
研
究
と
い
う
の
は
奈
良

で
行
な
わ
れ
て
き
て
い
た
と
思
う
の
で
、
森
先
生
が
建
築
史
家

の
関
野
貞た
だ
しや
足
立
康こ
う
な
ど
と
関
係
が
あ
っ
た
の
も
大
き
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。「
遺
跡
庭
園
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
急
に
出

て
き
た
感
じ
で
す
。

飛
田　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
後
も
あ
ま
り
使
っ
て
な
い
で
す
か

ら
。

仲　
で
も
、森
先
生
が
奈
良
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

当
時
の
奈
文
研
の
研
究
方
針
と
無
関
係
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

高
橋　
旧
大
乗
院
と
い
う
の
が
一
つ
の
大
き
な
理
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
昭
和
十
年
代
に
旧
大
乗
院
庭
園
の
保
存
運
動
が
始
ま

り
、
東
京
帝
国
大
学
の
田
村
剛
先
生
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

旧
大
乗
院
庭
園
は
遺
跡
庭
園
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
奈
文
研
に
入
っ
た
ば
か
り
の
森
先
生

は
京
都
御
所
と
離
宮
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
ま
し
て
、
旧
大
乗

院
庭
園
に
対
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
す
。
言
わ
れ
た
か

ら
や
り
だ
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）。

マ
レ
ス
　
奈
文
研
で
森
先
生
は
庭
園
で
は
な
く
、
建
造
物
の
研

究
室
長
に
な
る
と
い
う
経
歴
が
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
な
の
に
、
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1947 年、東京に生まれる。京都大学農学研究科博士課程中退。元長岡造形大学教授。専門は日本庭園史。1972
年に京都大学農学部研修生として、村岡正の日本庭園史の授業を受講したのが始まりで、その後庭園文化研究
所で測量の手伝いをするようになり、森蘊に出会う。2003 年に『日本庭園の植栽史』で日本造園学会賞（研
究論文部門）を受賞。2012 年度に名勝楽山園の整備事業で日本造園学会賞（技術部門）を受賞。主な著書に『江
戸の庭園』（京都大学学術出版会、2009）、『大坂の庭園』（京都大学学術出版会、2012）、『京都の庭園』（京都
大学学術出版会、2017）などがある。
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1
9
6
0
年
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
の
庭
』［
森
・
他　
1
9
6
0
］

と
い
う
本
の
導
入
に
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
、
私
に
あ

て
が
わ
れ
て
い
る
本
務
は
庭
園
の
歴
史
的
研
究
で
あ
る
」と
堂
々

と
書
き
ま
す
か
ら
、
当
時
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

粟
野　
そ
も
そ
も
、
奈
文
研
が
奈
良
に
つ
く
ら
れ
た
理
由
は
何

で
す
か
。

高
橋　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
南
都
諸
大
寺
の
研
究
だ
と
思
い
ま

す
。

粟
野　
京
都
に
つ
く
る
べ
き
か
、
奈
良
に
つ
く
る
べ
き
か
と
い

う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
綱
引
き
を
や
っ
て
奈
良
に
で

き
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
（
笑
）。

飛
田　
京
都
に
研
究
所
が
あ
っ
た
な
ら
、
初
期
か
ら
庭
園
の
研

究
室
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

マ
レ
ス
　
初
期
の
奈
文
研
に
は
仏
像
の
研
究
室
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
研
究
所
が
奈
良
に
で
き
た
か
ら
設
置

さ
れ
た
も
の
な
の
か
、そ
れ
と
も
仏
像
の
研
究
を
す
る
た
め
に

奈
良
が
選
ば
れ
た
の
か
、そ
の
あ
た
り
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

が
。

高
橋　
初
代
所
長
の
小
林
剛
先
生
は
美
術
彫
刻
の
専
門
家
で
し

た
。
そ
れ
に
、
南
都
諸
大
寺
の
研
究
を
総
合
的
に
や
ろ
う
と
い

う
方
針
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
に
古
建
築
と
仏
像
の
研
究
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
最
先
端
の
手
法
を

利
用
す
る
試
み
と
し
て
仏
像
の
三
次
元
測
量
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
れ
は
牛
川
喜
幸
さ
ん
が
担
っ
て
い
て
、
森
先
生
の
研

究
所
で
の
動
き
と
は
別
の
動
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

飛
田　
牛
川
さ
ん
は
最
初
、
電
気
探
査
を
利
用
さ
れ
て
い
た
の

で
す
ね
。
法
金
剛
院
庭
園
と
か
も
そ
れ
で
調
査
し
ま
し
た
ね
。

高
橋　
や
っ
ぱ
り
、
奈
文
研
で
遺
跡
庭
園
に
関
わ
る
人
は
測
量

を
す
る
の
が
命
題
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
中
で
、
新
し

い
技
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

仲　
そ
も
そ
も
、
森
先
生
は
ど
こ
で
実
測
・
測
量
の
技
術
を
身

に
つ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

飛
田　
初
期
は
ポ
ケ
ッ
ト
・
コ
ン
パ
ス
を
利
用
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
誰
に
教
わ
っ
た
の
か
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
。

仲　
ポ
ケ
ッ
ト・コ
ン
パ
ス
と
い
う
の
は
、林
学
で
使
う
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

飛
田　
し
か
し
、
森
先
生
は
ほ
と
ん
ど
山
に
登
っ
て
な
い
と
思

い
ま
す
が
。

マ
レ
ス
　
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
内
務
省
で
国
立
公
園
の
調

査
に
関
わ
っ
た
と
き
に
測
量
の
基
礎
を
学
ん
だ
と
『
庭
ひ
と
す

じ
』［
森　
1
9
7
3　
16

−

17
頁
］
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
し
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
自
然
地
形
の
測
量
は
印
象
深
い
経
験
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

高
橋　
測
量
技
術
も
そ
う
で
す
が
、
内
務
省
に
務
め
て
い
た
と

き
は
い
ろ
ん
な
史
料
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
た
そ
う
で
す
ね
。

「
国
立
公
園
の
父
」
田
村
剛
の
教
え
子

マ
レ
ス
　
ま
だ
調
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、森
先
生
の
調
査
方
法
と
そ

の
研
究
の
展
開
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、卒
業
論
文
と
修
士
論
文

を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
と
、
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

飛
田　
修
士
論
文
で
何
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
ね
。

マ
レ
ス
　
そ
う
で
す
ね
。
修
士
論
文
の
話
は
ど
こ
に
も
で
て
き

ま
せ
ん
が
、
卒
業
論
文
は
永
福
寺
の
庭
園
跡
と
鎌
倉
の
庭
園
、

ま
た
夢
窓
国
師
の
作
風
に
つ
い
て
ま
と
め
た
と『
庭
ひ
と
す
じ
』

に
あ
り
ま
す
［
森　
1
9
7
3　
14
頁
］。
そ
の
論
文
は
東
京
大
学

の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

飛
田　
森
先
生
は
学
部
を
卒
業
し
て
か
ら
大
学
院
に
進
ん
だ
け

ど
、
何
学
科
に
入
っ
た
か
は
全
然
書
い
て
な
い
か
ら
不
思
議
で

し
よ
う
が
な
い
の
で
す
。
指
導
教
官
も
修
士
論
文
も
わ
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

マ
レ
ス
　
修
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
も
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
の

で
、
調
べ
る
の
が
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
論
文
を
読
め

ば
、
当
初
の
方
法
論
や
庭
園
観
、
ま
た
は
ど
ん
な
人
と
一
緒
に

勉
強
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

仲　
卒
業
論
文
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
修
士
論
文
は
田
村
剛
先

生
が
面
倒
を
見
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
就
職
の
世
話

も
し
て
い
ま
す
し
。

マ
レ
ス
　
森
先
生
と
田
村
先
生
と
の
関
係
は
複
雑
で
す
ね
。
森

先
生
は
田
村
先
生
の
教
え
子
で
た
い
へ
ん
尊
敬
し
て
い
た
ら
し

く
、
必
ず
本
の
中
で
そ
の
名
を
取
り
上
げ
ま
す
が
、
田
村
先
生

が
森
先
生
の
研
究
や
作
庭
を
褒
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
よ

う
な
文
章
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
1
9
6
4
年
に
出

粟野　隆（あわの・たかし）	
［本報告書第 1 部「日本近現代の歴史的庭園の調査・保存・修理を巡る状況から森蘊の業績を考える」筆者］

1976 年、兵庫県に生まれる。2004 年東京農業大学大学院修了。奈良文化財研究所研究員を経て現在東京農業
大学准教授。奈良文化財研究所研究員時代に、森蘊、村岡正の資料整理に従事。主な著作は『近代造園史：
Modern Landscape Architecture』（建築資料研究社、2018）などがある。
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版
さ
れ
た
『
作
庭
記
』
と
い
う
本
を
書
く
と
き
に
、森
蘊
の
『
平

安
時
代
庭
園
の
研
究
』［
森　
1
9
4
5
］
を
参
照
し
な
か
っ
た

と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
［
田
村　
1
9
6
4　
7
頁
］。
一
方
で
、
田

村
先
生
は
重
森
三
玲
の
処
女
作
を
絶
賛
し
て
、
そ
の
後
も
ず
っ

と
応
援
し
て
い
ま
す
［
田
村　
1
9
2
5
］。
だ
か
ら
、
田
村
先
生

を
巡
っ
て
、
森
蘊
と
重
森
三
玲
の
間
に
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

粟
野　
男
女
の
三
角
関
係
み
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

高
橋　
そ
う
で
す
ね
。
旧
大
乗
院
庭
園
の
保
護
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
最
初
の
保
存
運
動
は
田
村
先
生
と
重
森

さ
ん
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
を
ま
っ

た
く
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
森
先
生
が
調
査
を
始
め
る
と
い

う
、
と
て
も
不
思
議
な
感
じ
で
す
よ
ね
。

仲　
田
村
先
生
に
は
森
先
生
の
真
価
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
あ
ま
り
大
き
な
期
待
は
か
け
て

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
森
先
生
が
力
を
出
し
て
か

ら
、
そ
の
評
価
は
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

飛
田　
そ
の
後
、
田
村
先
生
は
日
本
庭
園
よ
り
国
立
公
園
の
ほ

う
に
行
き
ま
す
か
ら
ね
。

王
朝
趣
味
の
庭
園
を
求
め
て

飛
田　
「
私
は
時
代
順
に
日
本
庭
園
の
研
究
が
し
た
い
」
と
森

先
生
は
庭
園
文
化
研
究
所
の
新
年
会
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
最
初
に
発
行
し
た
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』

は
飛
鳥
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
安
ま
で
や
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
の
後
、
桂
離
宮
に
移
る
の
で
順
番
が
変
な
こ
と
に

な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
平
安
時
代
、
中
世
、
そ
し
て
江
戸
時

代
と
い
う
か
た
ち
で
時
代
を
ず
っ
と
追
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
小
堀
遠
州
と
い
う
流
れ
で
す
ね
。
小
堀
遠
州
の
研
究
を
始

め
た
の
は
、
古
文
書
が
読
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

マ
レ
ス
　
小
堀
遠
州
の
書
簡
も
集
め
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

飛
田　
ず
っ
と
眺
め
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す（
笑
）。ず
っ
と
眺

め
て
い
る
と
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

高
橋　
た
し
か
、
座
右
に
あ
っ
た
か
ら
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た

と
書
い
て
ま
し
た
。

マ
レ
ス
　
し
か
し
、
ど
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
森
先
生
が
取
り

上
げ
る
庭
園
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
王
朝
趣
味
と
い
う

か
、
貴
族
の
庭
で
す
ね
。
平
安
時
代
は
も
ち
ろ
ん
寝
殿
造
庭
園

と
浄
土
式
庭
園
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
、
森
先
生
が
注
目
す

る
の
は
八
条
宮
の
桂
離
宮
と
後
水
尾
天
皇
の
修
学
院
離
宮
。
旧

大
乗
院
庭
園
だ
っ
て
、
門
跡
寺
院
で
天
皇
家
と
の
関
係
が
深

か
っ
た
で
す
よ
ね
。
最
終
的
に
、
小
堀
遠
州
と
い
う
作
庭
家
に

焦
点
を
当
て
ま
し
た
が
、
遠
州
だ
っ
て
大
名
で
あ
り
な
が
ら
も

貴
族
と
の
関
係
が
深
く
、
新
院
御
所
や
仙
洞
御
所
を
設
計
し
た

人
で
し
た
。
だ
か
ら
、
王
朝
趣
味
と
い
う
こ
と
も
森
先
生
の
研

究
の
特
徴
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
書
い
て
い
ま
せ
ん
ね
。

飛
田　
庭
園
と
い
う
の
は
、
お
金
持
ち
し
か
つ
く
ら
な
い
し
、

そ
う
い
う
記
録
し
か
残
ら
な
い
で
す
か
ら
。

マ
レ
ス
　
し
か
し
、
同
時
代
に
研
究
を
さ
れ
て
い
た
重
森
三
玲

は
、
力
強
い
石
組
に
憧
れ
て
、
中
世
寺
院
の
枯
山
水
に
注
目
を

し
ま
し
た
ね
。
森
先
生
の
業
績
と
比
較
す
る
と
、
同
じ
時
代
に

庭
園
研
究
を
や
っ
て
も
、
全
然
違
う
見
方
と
い
う
か
、
全
然
違

う
庭
園
観
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

飛
田　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
森
先
生
は
枯
山
水
を
よ
く
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

マ
レ
ス
　
た
し
か
に
、た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
ま
す
ね
。
で
も
、

石
を
据
え
る
と
き
は
い
つ
も
『
作
庭
記
』
や
『
鳥
獣
戯
画
』
を

参
考
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

高
橋　
様
式
と
し
て
は
枯
山
水
な
ん
だ
け
ど
、
洲
浜
の
よ
う
な

つ
く
り
方
を
し
た
り
、
平
安
時
代
の
滝
石
組
の
イ
メ
ー
ジ
を
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
寄
っ
て

い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
け
れ
ど
も
。

飛
田　
ど
う
し
て
も
『
作
庭
記
』
の
ほ
う
に
走
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
。

高
橋　
『
作
庭
記
』
が
大
好
き
な
印
象
で
す
。

復
元
整
備
と
作
庭
と
い
う
葛
藤

マ
レ
ス
　
飛
田
先
生
も
仲
先
生
も
、
大
学
で
庭
園
史
学
を
教
え

な
が
ら
、
歴
史
的
な
庭
園
の
修
理
や
復
元
整
備
に
も
携
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
ね
。
つ
ま
り
、
森
先
生
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

仲　
引
き
継
い
で
い
る
意
識
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

憧
れ
で
す
よ
ね
。
森
先
生
の
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
で
す
。

マ
レ
ス
　
森
先
生
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
庭
園
の
復
元
整
備
の

仕
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
か
。

高橋　知奈津（たかはし・ちなつ）　
［本報告書第 1 部「森蘊の奈文研時代」筆者］

1982 年、山形市に生まれる。2008 年に京都造形芸術大学大学院を修了し、現在
は奈良文化財研究所研究員。森蘊から始まった奈文研の庭園史研究の灯を受け
継いでいけるよう、日々調査研究業務に従事している。論文に「飛鳥・奈良時
代の池護岸手法の類型」『文化財論叢Ⅳ』（奈良文化財研究所、2012）などがある。
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飛
田　
今
と
な
っ
て
は
、
発
掘
が
い
い
か
げ
ん
だ
っ
た
と
い
う

文
句
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
文
化
庁
や
教
育
委
員
会
の
監
修

指
導
も
受
け
て
い
ま
し
た
し
、
ほ
か
に
方
法
が
な
か
っ
た
の
で

す
。
森
先
生
の
前
は
、
ほ
と
ん
ど
調
査
せ
ず
に
思
い
込
み
で
修

理
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
と
比
べ
た
ら
、
森
先

生
が
残
し
た
発
掘
と
整
備
の
デ
ー
タ
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
記
録

で
す
。
森
先
生
は
庭
園
の
復
元
整
備
に
学
術
性
を
導
入
し
た
第

一
人
者
で
す
。
後
か
ら
批
判
す
る
の
は
簡
単
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
き
ち
ん
と
調
査
を
し
よ
う
と
い
う
流
れ
を
つ
く
っ
た
の
は

森
先
生
で
し
た
。

マ
レ
ス
　
そ
の
後
、
発
掘
の
技
術
は
ず
い
ぶ
ん
発
展
し
た
の
で

す
か
。

飛
田　
技
術
が
発
展
し
た
と
い
う
か
、
と
り
あ
え
ず
発
掘
調
査

は
最
小
限
の
範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
が
原
則
に
な
り
ま
し
た
。

昔
は
全
面
発
掘
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
も

う
1
回
発
掘
す
る
と
元
の
形
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
わ
け
で

す
。
そ
れ
で
も
、
当
時
は
最
先
端
の
技
術
を
使
っ
た
結
果
だ
っ

た
の
で
、
50
年
前
の
仕
事
は
あ
ま
り
批
判
で
き
な
い
で
す
ね
。

高
橋　
森
先
生
よ
り
以
前
の
修
理
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の

で
す
か
。
多
く
の
例
が
あ
る
の
で
す
か
。
私
に
は
ち
ょ
っ
と
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
で
す
が
。

飛
田　
も
ち
ろ
ん
、
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
権
威
者
の

勘
と
い
う
か
、
当
時
の
権
威
者
が
こ
う
だ
と
い
う
指
導
に
基
づ

い
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
森
先
生
以
降
は
必
ず
発
掘

調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
レ
ス
　
庭
園
の
場
合
、「
復
元
」
と
い
う
、
元
の
姿
に
戻
す

よ
う
な
考
え
方
は
文
化
財
の
概
念
と
同
時
に
導
入
さ
れ
た
も
の

な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
庭
園
と
い
う
の
は
生
き

物
で
す
か
ら
、
常
に
成
長
し
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。
日
常
の
手
入
れ
で
そ
の
変
化
を
あ
る
程
度
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
庭
を
育
む
行
為
で

あ
っ
て
、
元
に
戻
す
と
い
う
巻
き
戻
し
の
よ
う
な
行
為
と
は
根

本
的
に
違
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

仲　
文
化
財
の
概
念
と
一
緒
に
、
と
い
う
の
は
そ
う
で
し
ょ
う

ね
。
た
だ
、
記
録
上
か
ら
い
う
と
、
復
元
と
い
う
行
為
は
藤
原

道
長
の
と
き
か
ら
や
っ
て
ま
す
。
道
長
の
邸
が
火
事
で
焼
け
た

と
き
、
前
と
そ
っ
く
り
な
も
の
に
復
元
し
ろ
と
部
下
に
命
じ
て
、

つ
く
ら
せ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
池
や
築
山
の
形
は
復
元
で

き
た
と
し
て
も
、
大
木
だ
け
は
復
元
で
き
な
い
と
部
下
た
ち
が

非
常
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
結
局
若
い
木
を
植
え
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
讃
え
る
よ
う
な
歌
を
つ
く
っ
て
道
長
に
贈
っ
た
ら
、
納

得
し
て
く
れ
た
と
い
う
話
が
『
栄
花
物
語
』
に
あ
り
ま
す
。

マ
レ
ス
　
お
も
し
ろ
い
話
で
す
ね
。
で
も
、
こ
の
場
合
は
復
旧

と
い
う
べ
き
か
、復
元
と
い
う
べ
き
か
、難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

高
橋　
森
先
生
は
歴
史
的
な
庭
園
を
さ
わ
る
こ
と
に
対
し
て
、

罪
悪
感
み
た
い
な
気
持
ち
と
、
や
っ
て
み
た
く
て
む
ず
む
ず
す

る
よ
う
な
気
持
ち
の
間
で
ず
っ
と
葛
藤
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
唐
招
提
寺
の
客
殿
庭
園
は
指
定
さ
れ
て
い

な
い
け
ど
歴
史
的
な
庭
園
で
す
か
ら
、
改
修
で
き
た
と
き
は
自

由
で
、
も
の
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
森
先

生
の
気
持
ち
は
こ
う
し
て
、
常
に
庭
園
の
保
存
復
元
と
作
庭
の

間
を
行
き
来
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

庭
の
設
計
と
施
工

仲　
マ
レ
ス
さ
ん
の
発
表
で
は
、森
先
生
が
名
勝
庭
園
の
脇
に
、

ま
た
は
そ
の
中
で
新
し
く
つ
く
っ
た
庭
園
を
ど
う
評
価
す
る
べ

き
か
、
文
化
財
と
し
て
ど
う
扱
う
べ
き
か
と
い
う
問
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
客
観
的
に
評
価
し
よ
う
と
思
え
ば
、
必
ず
比

較
と
い
う
か
、
森
先
生
の
作
庭
歴
の
中
で
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
森
先
生
が
つ
く
っ
た
庭
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
、
い
つ
、
何
を
つ
く
っ
た
の
か
、
そ
の
う
ち
の
ど

れ
く
ら
い
が
残
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
基
礎
研
究
が
な
い
の
で

す
ね
。
そ
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
目
録
で
も
つ

く
っ
て
い
ま
す
か
。

マ
レ
ス
　
一
応
、
森
先
生
が
亡
く
な
っ
た
後
に
ま
と
め
ら
れ

た
作
品
目
録
の
中
に
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
［
森
蘊
門
下
生
一
同　

1
9
8
9
］。
そ
れ
以
外
に
も
、『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森　
1
9
7
3
］

や
『
庭
師
歴
程　
小
山
潔
のhum

an forest

』［
小
山
潔
の
本
出
版

発
起
人
会　
1
9
8
6
］
と
い
う
本
、
ま
た
は
徳
村
造
園
の
「
事

業
経
歴
書
」
な
ど
に
一
部
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
報
告

書
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
リ
ス
ト
を
更
新
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仲　
森
先
生
が
つ
く
っ
た
庭
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
、
田
中

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
と
い
う

観
点
が
一
つ
の
軸
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

田中　栄治（たなか・えいじ）	 　　［本報告書第 1 部「森蘊における建築と庭園の結びつきの視点」筆者］
1967 年、大阪に生まれる。1991 年に神戸大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程修了。工学修士。株式会
社坂倉建築研究所大阪事務所に勤務ののち独立し、現在は一級建築士事務所田中＋青山の代表とともに、神戸
山手大学現代社会学部総合社会学科建築・インテリアフィールドの教員も務める。一級建築士、一級造園施工
管理技士。坂倉建築研究所元代表で、日本庭園の実測を行なった建築家・西澤文隆について調べる中で、森蘊
との関係を知り、それ以降、森蘊の建築と庭園の結びつきの視点や、建築家との交流について研究している。
論文に「建築と庭園の結びつきの視点：森蘊と堀口捨己・西澤文隆の桂離宮意匠論」（神戸山手大学紀要第 19 号、
2017）などがある。
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高
橋　
王
朝
趣
味
の
側
面
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
、
今
ま
で
、
私

も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

仲　
そ
れ
が
明
確
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
庭
園
の
研
究
が
進

む
に
つ
れ
て
、
作
庭
に
も
そ
の
傾
向
が
現
わ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
森
先
生
自
身
も
ど
こ
か
で
そ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
。歴
史
の
研
究
を
し
て
も
、や
っ
ぱ
り
つ
く
っ

て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
つ

く
っ
て
は
研
究
し
、
研
究
し
て
は
つ
く
り
、
と
い
う
中
で
や
っ

ぱ
り
深
め
て
い
く
姿
勢
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。
作
庭
の
年
表
と
庭
の
作
風
の
変
化
を
パ
ラ
レ
ル

に
見
て
い
く
と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
お
も
し
ろ
い
森
蘊
像
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中　
森
蘊
の
作
庭
は
奈
良
が
多
い
で
す
か
。

マ
レ
ス
　
奈
良
に
住
ん
で
い
た
の
で
や
は
り
奈
良
が
多
い
で
す

ね
。
森
蘊
の
つ
く
っ
た
庭
の
約
30
％
が
奈
良
市
内
に
あ
り
、
約

半
数
が
奈
良
県
内
に
あ
り
ま
す
。
私
は
奈
良
市
内
で
20
庭
園
ぐ

ら
い
の
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
を
「
奈
良
市
に
お
け

る
庭
園
の
総
合
的
調
査
」［
マ
レ
ス　
2
0
2
0
（
予
定
）］
と
い
う

報
告
書
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

高
橋　
奈
文
研
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
に
、
カ
ラ
ー
の

設
計
図
や
写
真
な
ど
も
あ
る
の
で
、
き
ち
ん
と
整
理
し
て
ま
と

め
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
森
先
生
が
建
造
物
研
究
室
に

在
籍
し
て
い
た
時
代
の
資
料
と
、
定
年
し
て
か
ら
庭
園
文
化
研

究
所
で
集
め
た
資
料
が
混
ざ
っ
て
い
た
り
し
て
、
泣
き
別
れ
し

て
い
る
資
料
も
あ
り
そ
う
で
す
。庭
園
文
化
研
究
所
の
資
料
も
、

森
蘊
資
料
と
村
岡
正
資
料
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
全
体
を
把
握

す
る
の
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

飛
田　
森
先
生
は
奈
文
研
在
職
中
に
も
作
庭
を
や
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

マ
レ
ス
　
本
格
的
に
作
庭
家
と
し
て
活
躍
し
だ
す
の
は
、
奈
文

研
に
入
所
し
た
一
年
後
の
1
9
5
3
年
、
今
西
邸
露
地
を
改
造

し
た
と
き
で
す
。
そ
の
後
、
1
9
5
6
年
に
唐
招
提
寺
の
客
殿

庭
園
を
や
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
当
時
の
森
本
長
老

の
紹
介
な
ど
で
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

ど
こ
ま
で
公
に
で
き
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
森
先
生
が
改
造

し
た
今
西
邸
露
地
の
図
面
が
堂
々
と
奈
文
研
の
資
料
と
一
緒
に

保
管
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
橋　
ひ
た
隠
し
に
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
奈
文
研
の
業
績
と
し
て
残
し
て
い
る
の
で
は
な
さ
そ
う
で

す
。

飛
田　
同
じ
頃
に
、
中
根
金
作
さ
ん
が
京
都
府
庁
の
文
化
財
課

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
職
務
時
間
中
に
は
や
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、昼
休
み
に
タ
ク
シ
ー
で
東
寺
ま
で
走
っ
て
、庭
を
つ
く
っ

て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
昔

は
結
構
役
所
の
中
で
も
融
通
が
き
い
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
。

仲　
森
先
生
が
つ
く
っ
た
庭
園
の
施
工
者
の
情
報
も
、
あ
る
程

度
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

高
橋　
そ
れ
は
さ
ら
に
難
し
い
で
す
ね
…
…
。

マ
レ
ス
　
森
先
生
は
『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森　
1
9
7
3
］
の
中

で
1
9
7
3
年
ま
で
に
つ
く
っ
た
主
な
庭
と
、
そ
の
施
工
者
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
あ
と
は
、
前
に
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
『
庭

師
歴
程　
小
山
潔
のhum
an forest

』［
小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人

会　
1
9
8
6
］
と
徳
村
造
園
の
「
事
業
経
歴
書
」
を
参
考
に
で

き
ま
す
が
、
全
体
を
把
握
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
森
先
生
の
作
庭
を
考
え
る
と
き
に
施
工
者

の
存
在
も
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
森
先
生
の
作
庭
歴
を

み
る
と
、
一
番
最
初
は
京
都
の
花
豊
造
園
で
す
が
、
そ
の
後
は

徳
村
造
園
が
多
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
徳
村
造
園
は
ど
ん
ど
ん

文
化
財
庭
園
の
修
理
と
復
元
整
備
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
個
人
宅
の
現
場
は
小
山
潔
さ
ん
、
古
川
三
盛
さ
ん
、
山
中

功
さ
ん
、
牧
岡
一
生
さ
ん
な
ど
、
当
時
の
若
手
の
庭
師
が
担
う

よ
う
に
な
り
ま
す
［
古
川　
1
9
9
7
］。

飛
田　
小
山
さ
ん
が
崖
か
ら
落
ち
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
森

先
生
は
も
の
す
ご
く
惜
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

マ
レ
ス
　「
私
の
願
望
し
て
い
た
よ
う
な
造
園
技
術
者
に
育
っ

て
呉
れ
た
」［
小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人
会　
1
9
8
6　
7
頁
］
と
い

う
ぐ
ら
い
、
も
の
す
ご
く
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

飛
田　
も
の
す
ご
く
褒
め
て
い
ま
し
た
ね
。

仲　
そ
の
ほ
か
に
、京
都
の
小
宮
山
博
康
さ
ん
も
い
ま
し
た
ね
。

マ
レ
ス
　
小
宮
山
さ
ん
は
庭
園
文
化
研
究
所
と
村
岡
先
生
と
の

関
係
が
深
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。

飛
田　
小
宮
山
さ
ん
は
高
台
寺
庭
園
の
修
理
を
し
ま
し
た
。
あ

そ
こ
の
亀
島
の
修
理
は
思
い
出
深
い
で
す
。

マ
レ
ス
　
と
に
か
く
、
森
先
生
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
周

り
で
働
い
て
い
た
職
人
た
ち
の
存
在
は
大
き
い
で
す
ね
。
実
際

牧岡　一生（まきおか・かずお）
1945 年、福井県に生まれる。1970 年に近畿大学を卒業し、1975 年
より 12 年間、作業部隊の一人として森蘊に師事。1980 年に森蘊と
小山潔とともにドイツに渡り、フランクフルトのパルメンガルテ
ン日本庭園展に参加して以来、ドイツ、イタリア、フィンランド
などヨーロッパと日本で庭づくりを行なう。現在は国指定名勝依
水園や法華寺庭園の維持管理など、奈良を中心に活躍している。
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に
、
森
先
生
の
庭
を
見
て
い
る
と
、
施
工
者
に
よ
っ
て
で
き
あ

が
り
が
全
然
違
い
ま
す
。

飛
田　
や
っ
ぱ
り
つ
く
っ
た
人
に
ず
い
ぶ
ん
左
右
さ
れ
ま
す
ね
。

粟
野　
古
本
屋
で
買
っ
た
建
築
の
雑
誌
に
、
森
先
生
が
湯
河
原

で
つ
く
っ
た
加
満
田
旅
館
の
庭
園
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、東
日
本
の
現
場
の
場
合
、誰
が
施
工
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

マ
レ
ス
　
こ
の
庭
は
『
庭
ひ
と
す
じ
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
東
の
現
場
で
す
が
、
そ
こ
も
や
は
り
徳
村
造
園
が
施
工

を
し
た
そ
う
で
す
ね
［
森　
1
9
7
3　
1
7
4
頁
］。
本
に
綺
麗
な

写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
5
年
前
（
2
0
1
3
年
）
に
訪
れ

た
と
き
は
ス
ギ
の
落
ち
葉
に
覆
わ
れ
て
、
あ
ま
り
手
入
れ
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
う
い
う
事
例
は
少
な

く
な
い
の
で
す
ね
…
…
。

飛
田　
施
工
者
の
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
森
先
生
は
贅
沢
な
材

料
を
使
わ
な
い
ん
だ
、
と
村
岡
先
生
は
い
つ
も
嘆
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
へ
ん
に
あ
る
材
料
し
か
使
わ
な
い
か
ら
だ
め
な
ん
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
森
先
生
の
庭
っ
て
全
然
目
立

た
な
い
ん
で
す
ね
。

高
橋　
そ
れ
が
い
い
か
悪
い
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

牧
岡　
雨
風
で
土
砂
が
流
さ
れ
て
、
頭
を
だ
し
て
き
た
石
み
た

い
に
据
え
な
さ
い
と
、
森
先
生
は
い
つ
も
我
々
に
言
っ
て
い
ま

し
た
。
石
を
深
く
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
み
と
存
在
感
が

増
す
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

マ
レ
ス
　
た
し
か
に
、
森
先
生
の
庭
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
の

で
す
ね
。
と
に
か
く
石
が
小
さ
い
。
し
か
し
、
毛
越
寺
の
庫
裏

の
庭
と
、
高
野
山
の
持
明
院
庭
園
と
、
豊
橋
市
の
永
井
邸
庭
園

み
た
い
に
大
き
な
立
石
を
使
っ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
み
た
い

で
す
。
珍
し
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。
毛
越

寺
の
場
合
は
特
別
史
跡
だ
か
ら
石
は
深
く
据
え
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
。

飛
田　
和
歌
山
城
二
の
丸
庭
園
で
も
浅
い
で
す
け
ど
、
石
組
に

動
き
が
あ
り
ま
す
ね
。

建
築
と
庭
園

マ
レ
ス
　
今
日
、
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
の
は
森
先

生
の
旧
宅
で
す
。
牧
岡
さ
ん
の
お
か
げ
で
ず
っ
と
綺
麗
に
維
持
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さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
空
間
は

親
子
合
作
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
田
中
さ
ん
は
建
築
家
の
観
点

か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。

田
中　
そ
う
で
す
ね
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
わ
か
ら
な
い
の
で
難
し

い
ん
で
す
が
、
家
の
中
に
入
っ
て
初
め
て
庭
が
見
え
て
く
る
と

い
う
つ
く
り
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
建
物
際
の
植
栽
も
気
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
か
ら
こ
う
い
う
配
置
で
す
か
。

牧
岡　
配
置
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
モ
ミ
ジ
や

エ
ン
ジ
ュ
や
サ
ク
ラ
の
木
な
ん
か
は
ず
い
ぶ
ん
太
く
な
り
ま
し

た
が
、
全
体
の
構
成
は
昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

田
中　
部
屋
の
中
と
外
を
ど
う
つ
な
げ
る
か
と
い
っ
た
と
き

に
、
植
栽
の
配
置
が
重
要
で
す
か
ら
。
こ
こ
に
は
、
南
面
す
る

部
屋
が
2
つ
あ
り
ま
す
が
、
東
側
の
部
屋
の
窓
の
前
ま
で
木
が

植
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
西
側
の
座
敷
前
は
パ
ッ
と
開
放

的
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
両
部
屋
か
ら
見
る
景
色
は
ず
い
ぶ
ん
違

う
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
実
用
的
で
す
ね
。

マ
レ
ス
　
森
先
生
の
お
孫
さ
ん
は
子
供
の
頃
、
こ
の
庭
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
た
と
い
う
ぐ
ら
い
、
景
と
用
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

調
和
し
て
い
る
庭
で
す
ね
。
新
し
い
日
本
庭
園
を
つ
く
る
と
き

は
、
歴
史
や
伝
統
よ
り
も
家
族
全
員
の
日
常
生
活
と
使
い
勝
手

を
重
視
す
る
べ
き
だ
と
森
先
生
も
書
い
て
い
ま
す
か
ら
ね
［
森　

1
9
6
4　
1
4
2
頁
］。

田
中　
伝
統
的
な
日
本
庭
園
は
す
べ
て
鑑
賞
本
位
で
は
な
く
、

平
安
時
代
の
寝
殿
造
庭
園
み
た
い
に
実
用
的
な
庭
園
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
ね
［
森　
1
9
5
0　
17

−

18
、
90
頁
］。

そ
う
い
う
考
え
方
が
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
手
前
の
飛
石
な
ん
か
も
、
中
に
座
っ
て
い
た

ら
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
で
、
石
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
ざ
と
石
を
ぐ
っ
と
減
ら
し
て
、
植
栽

だ
け
で
構
成
し
て
い
る
庭
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

森
の
業
績
紹
介

マ
レ
ス
　
こ
の
庭
も
そ
う
で
す
が
、
奈
良
市
内
だ
け
で
も
森
蘊

が
つ
く
っ
た
庭
は
多
く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
は
一
般
公
開
さ
れ
て

い
な
く
て
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
こ

の
近
く
だ
け
で
も
唐
招
提
寺
や
薬
師
寺
に
も
森
先
生
の
庭
園
が

あ
り
ま
す
。
唐
招
提
寺
で
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
と
き
は
、
公

開
は
し
た
い
の
で
す
が
、整
備
も
受
付
も
監
視
も
必
要
な
の
で
、

な
か
な
か
難
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今

後
は
森
先
生
が
つ
く
っ
た
庭
を
ど
う
活
用
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
の
は
一
つ
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

田
中　
数
年
前
、『
庭
N
I
W
A
』
と
い
う
雑
誌
で
森
先
生
の

特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
ね
［
建
築
資
料
研
究
社　
2
0
1
2
］。

あ
の
時
に
唐
招
提
寺
や
延
命
寺
な
ど
の
庭
園
も
載
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
手
に
持
っ
て
、
唐
招
提
寺
を
う
ろ
う
ろ
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
ね
。

マ
レ
ス
　
今
年
（
2
0
1
8
年
）
の
10
月
28
日
に
、
名
勝
大
乗

院
庭
園
文
化
館
の
企
画
で
、
牧
岡
さ
ん
と
一
緒
に
東
大
寺
龍
蔵

院
の
庭
を
案
内
す
る
予
定
で
す
。
普
段
は
見
れ
な
い
と
こ
ろ
な

の
で
そ
う
い
う
ツ
ア
ー
も
少
し
ず
つ
増
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

仲　
ま
ず
は
森
先
生
の
作
品
集
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ

れ
ば
、
今
後
は
残
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
壊
し
て
か

ら
、
あ
れ
は
森
先
生
の
庭
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
の
で
は
遅
い
で

す
か
ら
ね
。

マ
レ
ス
　
そ
う
で
す
ね
。今
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
報
告
書（
本

報
告
書
）
が
森
先
生
の
作
品
集
の
一
部
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
0
年
頃
か
ら
森
先
生
の
研
究
を
始
め

ま
し
た
が
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
森
先
生
が
歴
史
家
と
し
て
復
元
整
備
さ
れ
た
文
化
財

庭
園
の
研
究
と
評
価
が
緊
急
の
課
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。最

初
に
も
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、森
先
生
が
40
年
ぐ
ら
い
前
に
整
備

し
た
浄
瑠
璃
寺
庭
園
が
最
近
ま
た
発
掘
・
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
事
例
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
森
先
生
が
作
庭
家
と
し
て
つ
く
っ
た
庭
園
の
全

体
像
を
把
握
、
再
評
価
、
そ
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
研
究
を
深
め
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
や
は
り
一

般
的
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
資
料
の
整
理
と
活
用
が
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
じ
つ

は
、
名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館
や
橿
原
神
宮
の
文
華
殿
で
も
小

さ
な
展
示
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
大
き
な
規
模

で
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飛
田　
そ
の
時
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
庭
園
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
か
。

マ
レ
ス
　
そ
う
で
す
ね
。
浄
瑠
璃
寺
、
円
成
寺
、
唐
招
提
寺
、

東
大
寺
龍
蔵
院
、
法
華
寺
、
矢
田
寺
…
…
。
そ
し
て
個
人
宅
の

庭
も
2
箇
所
ほ
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
た
ぐ
ら
い
で
す
。

マレス・エマニュエル（Emmanuel	Marès）		［本報告書編者、第 1 部「森蘊の庭：復元整備と作庭の間」筆者］
1978 年、フランスに生まれる。2002 年に INALCO（フランス国立東洋言語文化研究所）で修士課程、2006 年
に京都工芸繊維大学で博士後期課程を修了する。工学博士。専門は日本建築史、日本庭園史。京都通信社、
CRCAO（フランス国立東洋アジア文化研究所）、総合地球環境学研究所、奈良文化財研究所を経て現在は京都
産業大学文化学部京都文化学科准教授。日本庭園学会理事。

著書に『縁側から庭へ：フランスからの京都回
顧録』（あいり出版、2014）、記録映像の企画・
制作に『昭和の作庭記—森蘊の足跡を辿る』

（57 分、2019 年）などがある。
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高
橋　
奈
文
研
で
企
画
展
示
が
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
と
い
う
思

い
は
あ
り
ま
す
。

マ
レ
ス
　
企
画
展
示
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
資
料
を
紹
介
し
て
、
最

終
的
に
ま
と
め
て
い
け
ば
す
ご
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
情
報
量
は
多
い
で
す
が
、
復
元
整
備
の
仕
事
と
作

庭
の
仕
事
、
両
方
を
カ
バ
ー
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
イ
ッ
ク
な
実
測
図
と
、
繊
細
な
設
計
図

高
橋　
前
に
、
森
先
生
の
実
測
図
を
出
版
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
を
み
る
と
、
一
次
資
料
と
し
て

最
も
価
値
が
あ
る
の
は
作
庭
の
設
計
図
の
ほ
う
で
、
歴
史
的
な

庭
園
の
実
測
図
の
ほ
う
は
あ
る
意
味
シ
ン
プ
ル
な
ん
で
す
ね
。

西
澤
文
隆
先
生
の
実
測
図
の
よ
う
に
大
き
く
印
刷
す
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
細
か
く
植

栽
を
描
い
て
い
る
図
面
は
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
外
の
も
の
を
も
し
出
版
す
る
な
ら
、
図
面
そ
の
も
の
よ

り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
に
付
随
す
る
測
量
時
の
情
報
の
ほ
う
が
重

要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で

公
開
す
れ
ば
よ
い
か
が
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。

マ
レ
ス
　
色
つ
き
の
設
計
図
は
特
に
綺
麗
で
す
よ
ね
。

高
橋　
か
な
り
綺
麗
で
す
。
設
計
図
は
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
筆
で

描
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
実
測
図

の
ほ
う
は
も
の
す
ご
く
ス
ト
イ
ッ
ク
で
す
ね
。
設
計
図
の
ほ
う

は
展
示
と
し
て
見
栄
え
が
し
ま
す
。
図
面
で
庭
園
を
表
現
す

る
っ
て
難
し
い
で
す
ね
。

飛
田　
植
栽
の
幹
だ
け
を
明
記
す
る
と
楽
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
木
を
全
部
な
く
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
だ
か
ら
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
悩
ま
し
い
で
す
ね
。

田
中　
森
先
生
も
『
日
本
の
庭
』［
森
・
他　
1
9
6
0
］
の
中
で

説
明
し
て
い
ま
す
。
樹
木
の
下
に
は
庭
石
が
あ
る
か
ら
、
樹
木

と
庭
石
を
重
ね
る
と
わ
か
り
づ
ら
く
な
る
の
で
、
樹
木
は
省
略

し
た
と
。
た
だ
、
鉛
筆
仕
上
げ
の
原
図
に
は
丁
寧
に
樹
木
ま
で

描
い
て
い
る
の
が
あ
る
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い

う
も
の
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

高
橋　
そ
れ
は
調
べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
今
ま
で
見

た
と
こ
ろ
で
は
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。

田
中　
や
っ
ぱ
り
1
枚
に
ま
と
め
る
と
き
に
は
植
栽
を
簡
略
化

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仲　
村
岡
先
生
も
い
つ
も
植
栽
あ
り
と
植
栽
な
し
の
図
面
、
2

種
類
つ
く
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

マ
レ
ス
　『
日
本
の
庭
』
と
い
う
本
の
中
で
桂
離
宮
の
図
面
が

あ
り
ま
す
が
、
植
栽
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
て
も
ス
ッ
キ

リ
し
て
い
て
、
全
体
の
構
成
が
わ
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
奈

文
研
に
残
っ
て
い
る
桂
離
宮
の
植
栽
図
を
見
る
と
、
本
当
に
見

づ
ら
い
で
す
ね
。何
を
見
れ
ば
い
い
の
か
、よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

飛
田　
庭
園
の
管
理
の
た
め
に
は
い
い
ん
で
す
け
ど
。

マ
レ
ス
　
植
栽
の
リ
ス
ト
が
あ
る
と
さ
ら
に
あ
り
が
た
い
ん
で

す
ね
。

高
橋　
森
先
生
の
図
面
の
描
き
方
に
一
番
影
響
さ
れ
た
の
は
西

澤
先
生
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

田
中　
も
ろ
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
ね
。
西
澤
さ
ん
は
感
銘

を
受
け
た
図
書
の
一
つ
と
し
て
森
先
生
の
『
平
安
時
代
庭
園
の

研
究
』［
森　
1
9
4
5
］
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
［
西
澤　
1
9
7
8　

7
頁
］。
彼
ら
の
実
測
図
を
比
べ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
、
西
澤
さ
ん
は
実
測
図
に
植
栽
も
全
部
入
れ
て
、
今

の
庭
の
魅
力
を
一
枚
の
図
面
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ぐ
っ
と
茂
っ
て
い
て
向
こ
う
が
見
え
な
い
植
栽
と
、
枝
の
間
か

ら
向
こ
う
が
透
け
て
見
え
る
植
栽
に
よ
っ
て
描
き
方
を
変
え
て

い
ま
す
。
石
も
、平
た
く
置
い
て
あ
る
石
と
立
て
て
あ
る
石
と
、

表
現
を
変
え
て
描
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、
庭
の
ど
う

い
う
と
こ
ろ
が
透
け
て
い
て
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
閉
ざ
さ
れ

て
い
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
な
実
測
図
を
つ
く
ろ
う
と
さ
れ
て

い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
橋　
森
先
生
の
図
面
に
は
メ
モ
が
な
い
の
で
い
つ
、
誰
が
作

成
し
た
も
の
な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
資

料
の
整
理
と
活
用
を
考
え
る
と
、
早
く
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
ほ
う

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ス
　
図
面
が
劣
化
す
る
前
に
、
早
く
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。

粟
野　
森
蘊
先
生
の
資
料
は
分
量
で
い
う
と
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

の
で
す
か
。

高
橋　
一
箇
所
に
全
部
を
広
げ
て
把
握
す
る
の
は
と
て
も
無
理

で
す
の
で
、
順
番
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
の
が
一
番
良
い
方

法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
図
面
や
資
料
も
そ
う
で
す
が
、
写
真
も

す
ご
い
量
で
す
。
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マ
レ
ス
　
と
い
う
こ
と
で
、
課
題
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
は
こ
の
あ
た
り
で
終
わ
り
に
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
と
、
森
蘊
の

研
究
を
深
め
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
な
と
思
っ
た
の
と
、
と

て
も
一
人
で
で
き
る
よ
う
な
作
業
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
続
け
れ
ば
い

い
の
か
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
森
蘊

の
業
績
を
研
究
し
、
残
っ
て
い
る
庭
園
や
資
料
の
活
用
を
考
え

る
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	
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）
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献
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築
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録
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光
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社
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吉
川
弘
文
館

森
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7
1
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奈
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学
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社

森
蘊
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1
9
7
3
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す
じ
』　
学
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森
蘊
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6
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国
に
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っ
た
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山
潔
君
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小
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潔
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発
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人
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編
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庭
師
歴
程
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小
山
潔
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an 

forest
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小
山
潔
の
本
出
版
発
起
人
会

森
蘊
／
恒
成
一
訓
（
写
真
）（
1
9
6
0
）『
日
本
の
庭
』　
朝
日
新
聞

社

森
蘊
門
下
生
一
同
（
1
9
8
9
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故　

森
蘊
先
生
著
述
作
品
目
録

（
稿
）」　
奈
良
文
化
財
研
究
所
蔵

森
史
夫
（
2
0
0
7
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亜
流
年
譜
住
宅
造
形
森
史
夫
』　
デ
ザ
イ
ン
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龍
居
竹
之
助
（
た
つ
い
・
た
け
の
す
け
）

1
9
3
1
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
造
園

史
家
。
造
園
家
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
日

刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
文
化
部
記
者
を
経
て
、

1
9
7
2
年
よ
り
（
有
）
龍
居
庭
園
研
究
所

所
長
。
1
9
9
0
年
、
文
化
庁
文
化
財
保
護

審
議
会
専
門
委
員
。
2
0
0
4
年
よ
り（
社
）

日
本
庭
園
協
会
会
長
。
2
0
0
5
年
よ
り
、

創
造
学
園
大
学
客
員
教
授
。
古
庭
園
の
修
復

整
備
と
と
も
に
、
庭
園
の
啓
蒙
活
動
に
も
従

事
。
著
書
に
『
お
り
お
り
の
庭
園
論

―
庭

を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
考
え
る
』（
建
築
資

料
研
究
社
、
1
9
9
1
年
）
な
ど
が
あ
る
。

●
日
本
庭
園
史
界
に
お
い
て
、
森
蘊
は
ど
う
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

龍
居

：

と
り
あ
え
ず
、
え
ら
い
。
え
ら
い
ん
で

す
け
ど
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
…
…
。

森
先
生
は
明
治
38
（
1
9
0
5
）
年
生
ま
れ
で
し
た
ね
。
と
い
う

こ
と
は
、
昭
和
10
年
頃
に
私
ら
が
や
っ
て
い
た
庭
園
協
会
の
機
関
誌

の
編
集
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
と
き
は
ち
ょ
う
ど
30
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
す
で
に
日
本
庭
園
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
、
一
番
論

文
を
書
い
て
い
た
時
期
で
す
。

そ
の
頃
、
森
先
生
は
と
に
か
く
平
安
時
代
と
「
作
庭
記
」
を
中
心

に
研
究
さ
れ
て
い
た
時
期
で
す
が
、
同
世
代
に
平
安
時
代
を
研
究
し

て
い
る
人
は
誰
も
い
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
前
に
、
外
山
英
策
さ
ん

が
一
番
最
初
に
文
献
研
究
に
手
を
染
め
た
人
で
す
が
、
森
先
生
は
そ

の
研
究
に
圧
倒
さ
れ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
ど
こ

か
に
抜
け
道
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね

（
笑
）。
そ
れ
が
戦
前
の
生
き
方
で
す
。

戦
後
か
ら
、
森
先
生
は
桂
離
宮
の
研
究
に
移
る
ん
で
す
ね
。
研
究

人
生
の
前
半
は
平
安
の
庭
園
、
そ
し
て
後
半
は
桂
離
宮
の
研
究
。
つ

ま
り
、
古
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
庭
園
史
を
網
羅
し
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
後
は
や
っ
て
な
い
ん
で
す
ね
。
私
の
親
父
が
す
で
に
『
近

世
の
庭
園
』［
龍
居　
1
9
4
2
］
で
発
表
し
て
い
た
か
ら
、
森
先
生
は

や
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
笑
）。
ま
ぁ
、
実
際
に
や
る
時
間
が

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
森
先
生
の
世
代
は
ほ
と
ん
ど
近

世
を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
桂
離
宮
ま
で
し
か
範
疇
に
な

か
っ
た
の
で
す
。

平
安
時
代
の
庭
園
と
桂
離
宮
、
そ
し
て
遠
州
の
研
究
。
と
に
か
く

す
ご
い
業
績
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
森
先
生
と
比
較
で
き
る

人
は
あ
ま
り
い
な
い
で
す
ね
。
ほ
ぼ
同
世
代
で
庭
園
史
の
研
究
家
で

あ
り
、
ま
た
作
庭
家
で
も
あ
っ
た
重
森
三
玲
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
立
場
が
違
い
ま
す
ね
。
両

方
と
も
よ
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

●
森
蘊
は
同
時
代
の
造
園
の
先
生
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い

ま
し
た
か
。

龍
居

：

森
先
生
は
あ
ま
り
講
師
を
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
？　
戦

争
中
に
井
の
頭
の
自
然
文
化
園
の
園
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

東
京
都
の
行
政
職
で
や
っ
ぱ
り
生
活
の
た
め
で
し
た
。
戦
後
、
奈
良

文
化
財
研
究
所
に
入
っ
て
初
め
て
庭
園
の
研
究
に
集
中
で
き
る
環
境

が
整
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
活
が
安
定
し
て
、
小
林
剛
所
長
に
可
愛

が
ら
れ
て
、
わ
り
と
自
由
に
研
究
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
頃
に
博
士
論
文
「
桂
離
宮
の
研
究
」［
森　
1
9
5
3
］
を
発

「
森
先
生
と
比
較
で
き
る
人
は

　

あ
ま
り
い
な
い
で
す
ね
」

インタビュー場所：奈良市、依水園／日時：2013 年 7 月 18 日
（写真は平泉の無量光院跡）

研
究
者
・
作
庭
家

龍
居
竹
之
助
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表
し
た
ん
で
す
ね
。
東
京
帝
国
大
学
の
農
学
部
を
卒
業
し
た
の
に
、

博
士
は
東
京
工
業
大
学
で
し
た
。
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
建
築
史
の
先

生
と
し
か
交
流
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。
と
に
か
く
、
森
先
生
は
造
園
界

の
人
と
の
交
流
が
以
外
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
外
山
英
策
先
生
と

も
、
上
原
敬
二
先
生
と
も
、
田
村
剛
先
生
と
も
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た

（
笑
）。
だ
か
ら
相
談
す
る
相
手
も
少
な
く
、
ず
っ
と
一
人
で
研
究
を

進
め
た
。
そ
れ
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

●
森
蘊
が
残
し
た
多
く
の
本
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
る
も
の
は
何

で
し
ょ
う
か
。

龍
居

：

『
美
し
い
庭
園
』［
森　
1
9
5
0
］
と
い
う
本
は
読
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？　
そ
の
ま
え
が
き
の
中
に
、
日
本
庭
園
は
も
う

観
光
資
源
で
し
か
な
い
と
、
森
先
生
は
明
確
に
書
い
た
ん
で
す
よ
。

た
し
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、
森
先
生
が
そ
ん
な
こ
と

を
書
い
た
ら
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
し
た
。
実
際

に
そ
う
な
っ
て
い
て
も
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
私

た
ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

●
森
蘊
の
研
究
の
特
徴
は
何
で
し
た
か
。

龍
居

：

森
先
生
は
優
し
い
人
で
し
た
よ
。
話
す
と
き
は
、
少
し
自
重

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、論
文
を
書
く
と
き
は
な
ん
で
し
ょ
う
、

文
句
で
は
な
い
で
す
が
、
批
判
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
戦
前
の
平
安

時
代
庭
園
の
研
究
に
は
ま
だ
遠
慮
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
桂
離
宮

の
研
究
あ
た
り
か
ら
は
段
々
と
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
主
張
が

ど
ん
ど
ん
き
つ
く
な
っ
て
き
て
、
す
べ
て
を
否
定
す
る
と
い
う
意
識

に
な
り
ま
す
（
笑
）。
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
対
抗
で
き
る
人

は
誰
も
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
親
父
も
、「
森
君
は
よ
く
頑
張
る
し
、ピ
ー
ア
ー
ル
が
う
ま
い
」

と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
年
上
に
可
愛
い
が
ら
れ

な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
す
ご
い
勉
強
家
だ
っ
た
と
い
う
の
は
間
違

い
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。

森
先
生
は
ま
た
多
く
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
庭
園
を
修
復
し
ま

し
た
ね
。
古
い
庭
園
の
復
元
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
最

近
の
現
場
で
は
安
全
性
、
特
に
歩
き
や
す
さ
と
か
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、古
い
庭
で
も
、時
代
が
変
わ
っ
て
、植
物
も
変
わ
っ

て
、
訪
れ
る
人
も
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
庭
も
多
少
変
わ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
な
と
私
も
思
い
ま
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
常
に

遺
構
と
の
戦
い
で
す
（
笑
）。
ど
う
い
う
ふ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け

れ
ば
よ
い
の
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
。

森
先
生
は
文
献
と
現
場
を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
ど
こ
か
で
都
合
よ
く
決
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
助
手
の
村
岡
正た
だ
しさ

ん
も
そ
こ
で
苦
労
し
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、皆
が
仲
良
く
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

●
作
庭
家
と
し
て
の
森
蘊
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

龍
居

：

森
先
生
の
庭
が
嫌
い
で
す
（
笑
）。
な
ぜ
あ
ん
な
表
情
の
な

い
石
を
使
う
ん
だ
ろ
う
と
い
つ
も
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
研

究
者
と
作
庭
家
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ス
ケ
ッ
チ
に
は
表

情
の
あ
る
石
を
描
い
て
い
る
の
に
、
庭
と
な
っ
た
ら
印
象
が
全
然
違

い
ま
す
。

上
原
敬
二
先
生
は
私
の
親
父
と
同
じ
く
、
大
正
7
（
1
9
1
8
）

年
に
事
務
所
を
開
い
た
。
田
村
先
生
だ
っ
て
、
学
校
の
先
生
を
や
り

な
が
ら
設
計
も
や
り
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
な
る
と
、
皆
は
古
い
庭

を
研
究
し
た
う
え
で
自
分
な
り
の
庭
を
つ
く
り
ま
す
ね
。
残
念
な
が

ら
、
そ
の
作
品
は
も
う
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
皆
戦
争
で
焼
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
形
県
に
上
原
さ
ん
の
庭
が
一
つ
残
っ
て
い
る

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

森
先
生
も
重
森
三
玲
も
、
庭
園
史
を
研
究
し
て
か
ら
新
し
い
庭
を

設
計
し
ま
し
た
が
、
戦
後
で
す
か
ら
作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
た

だ
、
な
ぜ
森
先
生
が
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
庭
園
の
横
に
庭
を
つ

く
る
の
か
、
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
重
森
三
玲
も
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
が
、
森
先
生
の
立
場
は
違
い
ま
す
。
森
先
生
は
文
化
財
の
指

定
や
保
護
な
ど
に
直
接
携
わ
っ
て
い
る
人
間
で
す
か
ら
。や
っ
ぱ
り
、

指
定
さ
れ
た
庭
園
の
周
辺
は
よ
く
考
え
て
整
備
す
る
べ
き
だ
と
、
私

は
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

了
）

引
用
文
献

龍
居
松
之
助
（
1
9
4
2
）『
近
世
の
庭
園
』　
三
笠
書
房

森
蘊
（
1
9
5
0
）『
美
し
い
庭
園
―
鑑
賞
と
造
庭
』　
創
元
社

森
蘊
（
1
9
5
3
）「
桂
離
宮
の
研
究
」
東
京
工
業
大
学
学
位
請
求
論
文
（
博

士
論
文
）　
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インタビュー場所：京都市、円山公園／日時：2018年 10月 7日
（写真は平泉の毛越寺庭園）

た
古
い
建
物
で
し
た
（
現
・
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
）。
し

か
し
、
そ
の
日
森
先
生
は
も
の
す
ご
く
機
嫌
が
悪
く
て
、
け
ん
も
ほ

ろ
ろ
に
と
い
う
か
、あ
ん
ま
り
向
き
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
会
見
は
す
ぐ
に
終
わ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
岡
正た
だ
し
先
生
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
岡
先

生
は
当
時
、
京
都
大
学
の
研
究
員
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
純

粋
な
京
都
の
人
で
、
京
阪
の
七
条
駅
の
近
く
で
炭
屋
を
経
営
し
な
が

ら
、森
先
生
と
一
緒
に
庭
園
史
研
究
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
村
岡

先
生
は
残
念
な
が
ら
早
く
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
が
、
森
先
生
と
並

ん
で
日
本
庭
園
史
の
重
要
人
物
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

京
都
大
学
の
造
園
学
の
セ
ミ
ナ
ー
に
入
っ
た
と
き
に
村
岡
先
生
に

出
会
い
ま
し
た
。村
岡
先
生
は
と
に
か
く
も
の
す
ご
く
オ
ー
プ
ン
で
、

喜
ん
で
い
ろ
ん
な
人
と
接
触
す
る
人
で
し
た
。
当
時
、
僕
は
ま
だ
学

生
で
し
た
が
、
村
岡
先
生
の
家
に
お
伺
い
す
る
の
は
常
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。
必
ず
一
杯
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
僕
は
あ
ん

ま
り
飲
め
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
お
酒
は
好
き
な

の
で
、数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
村
岡
先
生
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
森
先
生
の
仕
事
と
か

は
村
岡
先
生
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
村
岡
先
生
は
森
先
生
を
非
常
に
尊
敬
し
て
い
ま
し

た
。
も
の
す
ご
く
緻
密
に
研
究
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
似
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
二
人
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
接
触
さ
れ
た
か
と
い
う
の

は
、
僕
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
出
会
う
べ
く
し
て
出
会
っ
た
と
思

い
ま
す
。
接
点
は
造
園
学
会
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
村
岡
先
生
は

日
本
造
園
学
会
に
よ
く
出
席
さ
れ
て
い
た
し
、
森
先
生
も
若
い
頃
は

よ
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
有
名
に
な
っ
て
か
ら
は
あ
ま
り
見
か
け
な

く
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
庭
園
史
の
研
究
者
と
し
て
、
森
先
生
は

造
園
学
会
よ
り
も
、建
築
学
会
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
本
格
的
な
造
園
史
の
研
究
者
と
い
う
の
は
、
森
先
生
の

前
後
に
は
あ
ん
ま
り
お
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
歴
史

的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
人
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
問
題
の
ほ
う
が
多
い
で
す
ね
。

●
庭
園
史
に
お
い
て
、
森
先
生
が
残
し
た
最
も
重
要
な
業
績
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

中
村
：
森
先
生
が
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』［
森　
1
9
4
5
］
を

書
か
れ
た
背
景
と
い
う
か
、
動
機
の
一
つ
に
は
、
当
時
の
最
も
優

中
村　
一
（
な
か
む
ら
・
ま
こ
と
）

1
9
3
1
年
、
京
都
府
に
生
ま
れ
る
。
農
学

博
士
、
造
園
学
者
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
。

著
書
に
『
風
景
を
つ
く
る
―
現
代
の
造
園

と
伝
統
的
日
本
庭
園
』（
尼
﨑
博
正
と
の
共

著
、
昭
和
堂
、
2
0
0
1
年
）
な
ど
が
あ
る
。

●
森
先
生
と
の
出
会
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

中
村

：

じ
つ
は
、
森
先
生
と
の
出
会
い
に
は
2

つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
最
初
は
、

外
国
人
留
学
生
を
連
れ
て
、
直
接
森
先
生
に
会

い
に
行
き
ま
し
た
。
当
時
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
は
ま
だ
奈
良
国
立
博
物
館
の
敷
地
内
に
あ
っ

「
自
然
に
石
を
放
り
投
げ
た
ぐ
ら
い
、

と
い
う
感
覚
」

研
究
者
・
作
庭
家

中
村 
一
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れ
た
著
書
、
外
山
英
策
の
『
室
町
時
代
庭
園
史
』［
外
山　
1
9
3
4
］

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
の
本
は
、
文
献
研
究
を
主
と
し
て
室
町
時

代
の
庭
園
を
詳
し
く
説
い
た
も
の
な
ん
で
す
け
ど
、
当
時
庭
園
の
歴

史
を
や
る
人
は
必
ず
そ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
の
一
つ

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
森
先
生
も
、
そ
の
『
室
町
時
代
庭
園
史
』
は
か

な
り
勉
強
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
は
さ
ら
に
古
い
平
安
時
代

を
取
り
上
げ
よ
う
と
決
心
し
た
き
っ
か
け
だ
と
、僕
は
思
う
の
で
す
。

幸
か
不
幸
か
、『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
は
戦
時
中
に
出
版
さ

れ
た
の
で
、
主
に
文
献
研
究
に
基
づ
い
た
研
究
で
し
た
。
じ
つ
は
、

そ
の
頃
を
境
と
し
て
日
本
の
経
済
が
上
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
、
京
都
な
ん
か
で
も
ビ
ル
が
た
く
さ
ん
建
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
そ
う
い
う
開
発
に
伴
っ
て
、
日
本
各
地
で
発
掘
も
始
ま
る
わ

け
で
す
。す
る
と
、平
安
時
代
の
庭
園
の
遺
構
が
続
々
と
で
て
き
ま
す
。

森
先
生
も
本
当
に
、
そ
う
い
う
平
安
時
代
の
庭
園
遺
構
な
ん
か
を
歩

き
回
っ
て
研
究
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
発
掘
に

追
い
つ
く
の
が
ち
ょ
っ
と
難
し
い
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

森
先
生
は
と
に
か
く
、
平
安
時
代
の
第
一
人
者
で
し
た
。
日
本
庭

園
と
い
う
の
は
、
平
安
時
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
は
確
か
だ
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、そ
の
前
の
奈
良
時
代
の
後
半
か
ら
す
で
に
、

日
本
庭
園
に
独
自
の
も
の
が
培
わ
れ
て
い
っ
た
と
僕
は
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
特
に
、
奈
良
時
代
後
期
の
東
院
庭
園
な
ん
か
は
、
中
国
庭

園
に
対
す
る
決
別
と
い
う
か
、
さ
よ
な
ら
を
す
る
た
め
の
重
要
な
庭

園
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
森
先
生
が
『
平
安
時

代
庭
園
の
研
究
』
を
書
か
れ
た
頃
は
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。

●
1
9
7
0
年
代
か
ら
、
森
先
生
は
発
掘
さ
れ
た
庭
園
遺
構
の

復
元
整
備
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

1
9
7
7
年
に
整
備
し
た
浄
瑠
璃
寺
庭
園
が
有
名
だ
と
思
い
ま

す
が
、
近
年
、
中
村
先
生
の
指
導
の
も
と
で
再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
た
か
。

中
村
：
1
9
7
7
年
に
整
備
事
業
が
終
わ
っ
た
と
き
に
す
ぐ
見
に

行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
本
当
に
感
激
し
ま
し
た
。
ハ
ス
な
ど
に
覆
わ

れ
た
池
が
あ
あ
い
う
ふ
う
に
復
元
さ
れ
る
な
ん
て
ね
。
平
安
時
代
の

精
神
が
あ
そ
こ
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
庭
で
し
た
。
こ
れ
は
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
中
島
の
岬

の
立
石
な
ん
か
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
残
念
な
が
ら
、
浄
瑠
璃
寺

庭
園
で
は
一
緒
に
仕
事
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
平
泉
の

毛も
う
つ
う
じ

越
寺
庭
園
の
整

備
委
員
会
で
ほ
と

ん
ど
10
年
ぐ
ら
い
、

森
先
生
と
一
緒
に

委
員
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、

森
先
生
が
研
究
さ

れ
て
い
た
平
安
時

代
の
遣や
り
み
ず水

と
壮
大

な
州
浜
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
ね
。

し
か
し
、
森
先

生
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
し
ば
ら
く
す

る
と
、
浄
瑠
璃
寺

の
中
島
あ
た
り
に

ア
シ
が
一
気
に
生

え
て
き
ま
し
て
、

平
安
時
代
の
趣
が

だ
い
ぶ
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
境
内
に
平
安
時
代
の
風
情
と
い
う
か
、

草
花
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
生
え
た
り
す
る
の
は
悪
く
な
い
ん
で
す
け

ど
、メ
イ
ン
の
中
島
の
景
色
が
消
え
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

せ
っ
か
く
の
森
先
生
の
復
元
整
備
が
台
無
し
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中

島
の
風
景
と
風
致
が
浄
瑠
璃
寺
の
本
質
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で
、
10

年
ほ
ど
前
に
再
整
備
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

森
先
生
は
一
生
懸
命
携
わ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
な
に
せ
、
平

安
時
代
の
遺
構
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常

に
忙
し
い
時
代
で
し
た
。
気
を
つ
け
な
い
と
、す
ぐ
埋
め
ら
れ
た
り
、

壊
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
浄
瑠
璃
寺
の
復
元
整
備
で
も
、
森
先
生
は
も

う
少
し
力
を
注
ぎ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
僕
は
思
い
ま
す
ね
。

た
と
え
ば
、
今
回
は
お
堂
の
前
を
ち
ょ
っ
と
発
掘
し
て
、
州
浜
の
跡

が
出
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
な
ん
か
、森
先
生
に
見
つ
か
っ
て
い
れ
ば
、

復
元
整
備
の
仕
方
も
ま
た
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
だ
、
復
元
整
備
と
い
っ
て
も
、
何
も
か
も
昔
の
よ
う
に
は
で
き

な
い
ん
で
す
。
水
位
の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、
現
代
の
使
い
方
も
あ

り
ま
す
の
で
、
州
浜
を
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
発
掘
の
成
果
を
見
せ
る
た
め
に
、
西
護
岸
の
一
部
を

州
浜
に
し
ま
し
た
。
森
先
生
が
整
備
し
た
と
き
、
そ
こ
は
柵
し
が
ら
み

護
岸

左：毛越寺庭園の遣水（北より）（マレス撮影、2018 年）
右：森蘊による毛越寺遣水のスケッチ（「森蘊旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）
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で
し
た
ね
。
で
も
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
森
先
生
の
と
き
の
整
備

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
浄
瑠
璃
寺
の
中
島
と
立
石
を
復
元
整
備
し
た
の
が
、

森
先
生
の
大
き
な
研
究
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。門
を
く
ぐ
っ
て
、

中
島
の
先
端
部
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
石
が
見
え
て
く
る
感
じ
と
い

う
の
は
、
や
は
り
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
森
先
生
が
一
番
に
や
り
た

か
っ
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
当
時
の
復
元
整
備
の
技
術
と
今
の
技
術
を
比
較
す
れ
ば
、
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
か
。

中
村
：
変
化
や
違
い
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
森
先
生
は
今
の

や
り
方
に
近
い
か
た
ち
で
復
元
整
備
を
し
ま
し
た
。
庭
師
の
技
術
の

ほ
う
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。仙
洞
御
所
の
庭
み
た
い
に
、

後
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
州
浜
の
庭
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
手
法
と
い
う
か
、
ス
キ
ル
と
し
て
は
今
も
昔
も
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
平
安
時
代
の
庭
に
州
浜
が
よ
く
使
わ
れ

て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
常
識
は
変
わ
り
ま
し
た
。

森
先
生
の
時
代
と
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
発
掘
の
工
事
で
し
ょ

う
か
。
浄
瑠
璃
寺
の
復
元
整
備
の
際
、
森
先
生
が
発
掘
か
ら
整
備
ま

で
指
導
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
発
掘
を
指
導
す
る
の
は
考
古
学
の
専
門

家
で
す
ね
。
ど
の
お
役
所
の
中
で
も
埋
蔵
文
化
財
課
が
で
き
て
、
考

古
学
的
な
視
点
で
年
代
と
か
を
明
確
に
判
断
で
き
る
人
が
い
ま
す
。

考
古
学
者
は
庭
園
の
復
元
整
備
を
す
る
た
め
の
土
台
を
つ
く
っ
て
く

れ
ま
す
ね
。
あ
と
は
私
た
ち
造
園
家
が
ど
の
表
現
が
一
番
ふ
さ
わ
し

い
の
か
を
決
め
ま
す
。

た
と
え
ば
、
こ
の
あ
い
だ
、
京
都
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
金
閣
寺
で
新
た
な
池
の
よ
う
な
部
分
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

僕
も
委
員
の
一
人
で
す
が
、
金
閣
寺
と
い
う
庭
で
非
常
に
重
要
な
の

は
、
州
浜
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
す
。
全
部
石
積
護
岸
で
し
ょ

う
。
足
利
義
満
が
金
閣
寺
の
庭
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
日
本
庭
園
の

新
し
い
時
代
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。
要
す
る

に
、州
浜
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う
の
は
、よ
っ
ぽ
ど
大
き
な
決
断
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
平
安
時
代
に
は
池
を
海
に
見
立
て
る
の
で
、
必

ず
州
浜
を
つ
く
る
の
で
す
。
も
と
も
と
の
西
園
寺
家
の
庭
園
が
ど
う

だ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
義
満
は
徹
底

的
に
つ
く
り
直
し
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
の
庭
園
の
特
色
を
つ
く
り

出
し
た
庭
だ
と
、
僕
は
思
う
の
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
献
研
究

に
基
づ
い
て
い
る
庭
園
史
研
究
と
、
考
古
学
の
成
果
に
基
づ
い
て
い

る
庭
園
史
研
究
は
こ
れ
だ
け
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

森
先
生
が
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
を
書
か
れ
た
頃
は
文
献
研

究
が
主
流
で
し
た
が
、
70
年
代
を
境
目
に
、
平
安
時
代
の
庭
園
遺
構

が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
、
復
元
整
備
が
緊
急
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

森
先
生
の
庭
園
史
研
究
は
こ
う
し
て
2
つ
の
時
代
に
分
け
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

●
森
先
生
は
古
庭
園
や
庭
園
遺
構
の
実
測
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
ね
。

中
村

：

実
測
と
い
う
の
は
、
最
初
か
ら
森
先
生
の
手
法
の
中
に
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
重
森
三
玲
さ
ん
の『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』［
重

森　
1
9
3
6 

−

1
9
3
9
］
の
影
響
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
森
先

生
は
そ
こ
に
等
高
線
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
ず
っ
と
批
判
し
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
重
森
三
玲
さ
ん
も
等
高
線
ら
し
い
よ
う
な
感

じ
の
表
現
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
僕
は
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
森
先
生
に
よ
る
と
等
高
線
の
入
っ
て
な
い
庭
園
の

図
面
は
、不
備
と
い
う
か
、ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

と
に
か
く
地
形
の
表
現
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

●
浄
瑠
璃
寺
庭
園
の
よ
う
に
、
森
先
生
が
70
年
代
に
整
備
し
た
歴
史

的
な
庭
園
は
最
近
再
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
森
先
生
の
業
績

が
再
評
価
さ
れ
る
時
期
が
よ
う
や
く
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
森
先
生
は
復
元
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
庭
も
つ

く
ら
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

整備前（左）と整備後（右）の浄瑠璃寺庭園（「名勝浄瑠璃寺庭園　環境整
備報告書」より）
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中
村

：

庭
を
一
緒
に
つ
く
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
奈
良
を
中
心

に
作
庭
の
活
動
を
し
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
和
歌
山
城
の
二

の
丸
庭
園
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
ね
。
鳥
獣
戯
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

ち
ょ
っ
と
遊
び
心
の
あ
る
庭
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
ね
。

そ
の
頃
の
施
工
は
主
に
徳
村
造
園
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、

今
の
徳
村
盛
市
さ
ん
と
一
緒
に
大
き
な
滝
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、

森
先
生
と
一
緒
に
仕
事
し
て
い
た
お
爺
さ
ん
と
よ
く
似
て
い
ま
す
ね

（
笑
）。
こ
う
し
て
、
森
先
生
は
京
都
の
庭
師
と
一
緒
に
新
し
い
庭
も

つ
く
り
ま
す
が
、
平
安
時
代
の
庭
の
整
備
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

感
覚
の
違
い
を
実
感
し
た
の
は
、毛
越
寺
庭
園
の
整
備
の
と
き
で
す
。

遣
水
の
上
流
、
滝
が
落
ち
る
あ
た
り
に
少
し
広
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
石
敷
き
の
中
島
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
徳
村
さ
ん
の
親
父
さ
ん
が
あ
ま
り
に
も
綺
麗
に
石
を
並
べ
す

ぎ
た
の
で
、
森
先
生
が
も
の
す
ご
く
怒
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

綺
麗
に
並
べ
た
ら
い
か
ん
と
。「
自
然
に
石
を
放
り
投
げ
た
ぐ
ら
い
」、

森
先
生
は
そ
う
い
う
感
覚
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
理
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
桂
離
宮
の
州
浜
と
い
う
の
は
、
相
当
熟
練
し
た

技
術
で
す
ね
。
平
安
時
代
に
は
人
為
的
に
石
を
き
っ
ち
り
と
張
り
つ

け
る
こ
と
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
は
森

先
生
の
推
測
で
す
が
、
僕
も
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
森
先
生
は
毛
越
寺

庭
園
の
滝
の
整
備
で
も
苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
一
部

崩
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
に
森
先
生
の
意
図
と
い
う
か
、
感
覚

が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

森
先
生
は
、毎
年
忘
年
会
を
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
森
グ
ル
ー

プ
」
み
た
い
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
、
森
先
生
自
身
も
喜
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
ね
。
要
す
る
に
、
机
の
上
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
て
、

実
際
に
古
庭
園
を
修
理
し
た
り
、
あ
る
い
は
新
し
い
庭
を
つ
く
っ
た

り
す
る
、そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
し
た
。そ
れ
も
森
先
生
に
と
っ

て
は
プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
調
査
、復
元
整
備
、作
庭
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
頼
ま
れ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
人
材
は
相
当
力
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

●
中
村
先
生
も
文
化
財
庭
園
の
委
員
会
に
参
加
さ
れ
た
り
、
ま
た
新

た
な
庭
の
設
計
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
先
生
は
モ
デ
ル
と
い
う

か
、
憧
れ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

：

僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
日
本
庭
園
の
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
面
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
で
日
本
庭
園
は
本
当

に
終
わ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
捉
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
日
本
庭

園
の
未
来
を
考
え
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
国
内
だ
け
で
は

な
く
、
世
界
各
地
で
日
本
庭
園
を
つ
く
る
の
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
僕
が
最
初
に
つ
く
っ
た
庭
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
オ
ハ
イ
オ
州
の
「
ド
ー
ズ
樹
木
園
（The D

awes Arboretum

）」

で
す
。
今
か
ら
60
年
ぐ
ら
い
前
に
な
り
ま
す
。
あ
の
庭
の
一
つ
の
目

玉
と
い
う
の
は
、
立
石
の
下
に
が
ら
が
ら
と
ゴ
ロ
タ
石
を
敷
い
た
と

こ
ろ
で
す
ね
。
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
西
部
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
み

た
い
な
と
こ
ろ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。
思
い
つ
き
で
し

た
が
、
森
先
生
は
そ
れ

を
『
日
本
の
庭
園
』［
森　

1
9
6
4
］
と
い
う
本
の

中
で
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
取

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し

い
ん
で
す
け
ど
、
森
先
生

に
写
真
を
渡
し
た
思
い

出
が
な
い
の
で
、
も
し
か

し
た
ら
、
村
岡
先
生
を

と
お
し
て
知
っ
て
お
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ダ
ム
で
堰
き
止
め
た
水
を
日
本
庭
園
の
池
の
よ
う
に
つ
く
り
ま
し

た
。「
土
が
余
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
、
土
木
屋
さ
ん
が
困
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
で
全
部
引
き
受
け
て
、
そ
の
土
を
築
山
風
に

用
い
て
単
調
な
ダ
ム
を
和
ら
げ
ま
し
た
。
土
木
屋
さ
ん
は
も
の
す
ご

い
喜
び
ま
し
た
ね
。
こ
う
し
て
、
小
さ
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
池
の
外

側
に
築
山
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
に
石
を
突
き
刺
し
た
だ
け

で
す
が
、
そ
れ
が
案
外
う
ま
く
で
き
た
よ
う
で
す
ね
。
と
に
か
く
、

自
然
の
地
形
と
環
境
を
利
用
す
る
庭
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
、
森
先

生
は
共
通
点
を
感
じ
た
の
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
僕
の
仕
事
に
対
し

て
、
好
意
的
な
面
は
た
し
か
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
了
）

引
用
文
献

重
森
三
玲
（
1
9
3
6

−

1
9
3
9
）『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』（
全
24
巻
）　

有
光
社

外
山
英
策
（
1
9
3
4
）　
『
室
町
時
代
庭
園
史
』　
岩
波
書
店

森
蘊
（
1
9
4
5
）『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』　
桑
名
文
星
堂

森
蘊
（
1
9
6
4
）『
日
本
の
庭
園
』　
吉
川
弘
文
館
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「
と
に
か
く
、
や
る
こ
と
は
す
べ
て

徹
底
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
」

場所：奈良市、円
えんじょうじ
成寺／日時：2018年 6月 5日

徳
村
盛
市
（
と
く
む
ら
・
せ
い
い
ち
）

1
9
4
8
年
、
京
都
市
に
生
ま
れ
る
。
造
園

家
、
庭
師
。
同
志
社
大
学
卒
業
後
、
森
蘊
に

師
事
。
森
蘊
と
と
も
に
、
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
庭
園
の
復
元
整
備
事
業
に
携
わ
る
と
同

時
に
、
森
蘊
の
作
庭
活
動
を
支
え
て
き
た
。

現
在
は
庭に

わ
し
ょ
う匠

植う
え
せ
い清

代
表
。
2
0
1
5
年
12
月

に
文
化
庁
長
官
表
彰
、
2
0
1
8
年
3
月
に

黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

●
円
成
寺
庭
園
は
平
安
末
期
ま
で
遡
る
浄
土
式

庭
園
で
す
。
1
9
7
3
年
に
名
勝
に
指
定
さ

れ
た
直
後
ぐ
ら
い
に
徳
村
さ
ん
は
森
先
生
と

一
緒
に
復
元
整
備
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

徳
村
：
そ
う
で
す
ね
。
で
き
る
だ
け
昔
に
近
い

姿
に
戻
す
よ
う
に
、
庭
園
の
復
元
整
備
を
し
ま
し
た
。
整
備
前
は
ス

ギ
や
モ
ミ
の
木
な
ど
が
鬱
蒼
と
し
て
い
て
、
中
島
に
も
背
の
高
い
ア

カ
マ
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。ほ
ん
ま
に
森
み
た
い
で
し
た
ね
。

植
栽
は
鬱
蒼
と
し
て
い
た
け
ど
、
庭
園
の
骨
格
は
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
よ
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。庭
に
時
代
が
必
ず
重
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

平
泉
の
毛も
う
つ
う
じ

越
寺
庭
園
で
も
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
伊
達
藩
が
ス
ギ
を

植
え
て
整
備
し
ま
す
よ
ね
。
も
う
3
0
0
か
4
0
0
年
ぐ
ら
い
前
の

こ
と
で
す
が
、
庭
園
の
場
合
は
必
ず
ど
こ
か
で
人
の
手
が
加
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
よ
く
古
い
形
を
保
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

整
備
し
た
後
は
青
竹
の
柵
し
が
ら
み

護
岸
が
見
え
て
、
ス
カ
ッ
と
開
か
れ

た
感
じ
で
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
40
年
も
経
つ
と
、
や
は
り
護

岸
も
後
退
す
る
し
、
低
木
類
も
大
き
く
な
っ
て
池
に
張
り
出
て
き
ま

し
た
ね
。
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
が
、
ま
た
雰
囲
気
が
変
わ

り
ま
し
た
な
。

●
徳
村
さ
ん
は
今
も
文
化
財
庭
園
の
復
元
整
備
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
円
成
寺
で
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

徳
村
：
今
は
、
測
量
は
測
量
士
に
、
発
掘
は
考
古
学
者
に
、
設
計
は

設
計
管
理
事
務
所
に
任
せ
ま
す
よ
ね
。
す
べ
て
の
作
業
が
専
門
家
ご

と
に
分
解
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
そ
ん
な
組
織

な
ん
か
全
然
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
森
先
生
と
村
岡
正
先
生
と
相
談

し
な
が
ら
、
地
形
測
量
か
ら
、
図
面
作
成
、
復
元
整
備
ま
で
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
「
保
存
整
備
工
事
」
と
い
う
言
葉
も
よ
く
使
わ
れ
る
み
た

い
で
す
け
ど
、
森
先
生
の
と
き
は
ひ
た
す
ら
「
復
元
」
で
し
た
。
と

に
か
く
、
森
先
生
の
復
元
整
備
工
事
は
い
つ
も
測
量
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
だ
い
た
い
、
測
量
図
な
ん
て
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
お
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
い
絵
図
を
参
考
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
に
細
か
く
て
も
、
そ
こ
に
は
等
高
線
は

絶
対
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
森
先
生
の
測
量
で
は
必
ず
レ
ベ
ル

も
測
っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
的
に
考
え
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
の
で
す

が
、
で
き
あ
が
っ
た
図
面
を
渡
さ
れ
て
整
備
を
す
る
の
と
、
自
ら
実

測
し
た
庭
を
整
備
す
る
の
と
、
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
ね
。
整
備
が
始

ま
る
前
か
ら
あ
る
程
度
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
ら
。

も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
図
面
は
ま
っ
た
く
狂
い
の
な
い
、
完
璧
な
図

面
で
す
。
我
々
が
や
っ
て
い
た
と
き
は
、
い
ち
い
ち
テ
ー
プ
を
張
っ

て
、
池
を
一
周
し
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
ま
で
精
密
で
は
な
か
っ
た
か

作
庭
家

徳
村
盛
市

—

円
成
寺
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も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
は
不
思
議
と
合
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

森
先
生
も
村
岡
（
正た
だ
し）

先
生
も
偉
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
う
い

え
ば
、測
量
は
山
中
（
功い
さ
お）

さ
ん
［
→
1
6
0
頁
を
参
照
］
も
よ
く
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
な
。

測
量
を
し
て
か
ら
、
今
度
は
発
掘
調
査
。
当
初
の
池
の
汀て
い
せ
ん線
を
確

認
す
る
た
め
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
、
断
面
で

土
の
層
を
見
ま
す
。
そ
れ
で
昔
の
池
の
形
と
い
う
か
、
輪
郭
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
は
玉
石
が
全
然
な
か
っ
た
の
で
す
。
毛
越

寺
で
も
、白
水
阿
弥
陀
堂
で
も
、平
等
院
で
も
、玉
石
の
州
浜
で
す
が
、

こ
こ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
鎌
倉
や
室
町
時
代
に
な
る
と
、
金
閣
寺

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
石
組
護
岸
に
な
り
ま
す
が
、そ
れ
は
比
較
的
、

新
し
い
手
法
で
す
ね
。
円
成
寺
の
場
合
は
州
浜
が
出
て
こ
な
か
っ
た

か
ら
、
土
留
め
代
わ
り
に
、
杭
と
竹
で
柵
し
が
ら
み

護
岸
を
つ
く
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
新
し
い
石
を
取
り
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。

発
掘
の
次
は
、
泥
上
げ
を
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い
た
い
へ
ん
な

作
業
で
し
た
（
笑
）。
も
と
も
と
の
池
底
は
粘
土
で
固
め
て
い
る
は

ず
で
す
が
、
何
百
年
間
も
溜
ま
っ
て
き
た
落
ち
葉
や
、
流
れ
て
く
る

土
な
ど
が
泥
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
た
い
へ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
中
島
の
松
も
た
く
さ
ん
切
り
ま
し
た
。
大
き
く
な
り

す
ぎ
た
松
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
、切
る
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。

思
い
き
っ
て
や
っ
た
こ
と
は
今
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
倒
し
て
か

ら
枝
を
落
と
し
て
、
そ
し
て
、
引
き
出
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
も
た
い

へ
ん
で
し
た
わ
。

●
整
備
の
工
事
が
始
ま
る
ま
で
が
た
い
へ
ん
で
し
た
ね
。

徳
村
：
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
水
源
が
枯
れ
て
い
な
い
の
が
救
い
で

す
ね
。歴
史
的
な
庭
園
で
水
源
が
枯
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
、

そ
の
場
合
は
ポ
ン
プ
を
利
用
し
た
り
、
別
の
水
源
か
ら
導
入
し
た
り

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
円
成
寺
の
場
合
は
今
も
綺
麗
な
水
が
流

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
泥
上
げ
を
し
た
後
、
池
底
の
粘
土
を
修
理

し
た
だ
け
で
す
。最
近
は
タ
タ
キ
の
工
法
を
利
用
し
て
、石
灰
を
使
っ

て
固
め
た
り
し
ま
す
が
、
森
先
生
の
と
き
は
粘
土
し
か
使
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

●
森
先
生
は
現
場
で
ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

徳
村
：
森
先
生
は
熱
心
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
帰
り
で
も
、

朝
か
ら
晩
ま
で
一
日
一
緒
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。地
方
に
行
く
と
、

泊
ま
り
が
け
で
指
導
し
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
一

つ
の
復
元
工
事
に
造
園
、
建
築
、
考
古
学
な
ど
で
先
生
方
が
4
、
5

人
も
い
ま
す
が
、
昔
は
森
先
生
だ
け
で
し
た
か
ら
、
一
人
で
決
断
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
委
員
会
も
あ
り
ま
し
た

が
、
森
先
生
の
一
言
で
す
べ
て
が
決
ま
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
ね
。

石
の
据
え
方
や
木
の
植
え
方
と
か
、
微
妙
な
と
こ
ろ
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
石
の
向
き
と
傾
き
ぐ
あ
い
、
木
の
枝
ぶ
り
も

「
も
う
ち
ょ
っ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
」
と
か
言
っ
て
、
な
か
な
か
決

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
（
笑
）。
あ
ま
り
人
工
的
な
つ
く
り
は
避
け

て
い
ま
し
た
。
私
が
言
う
の
も
偉
そ
う
で
す
が
、
自
然
の
流
れ
を
つ

か
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

●
40
年
前
に
整
備
さ
れ
て
か
ら
、
円
成
寺
庭
園
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
か
。

徳
村
：
そ
う
で
す
ね
。
背
景
の
木
は
ど
う
し
て
も
大
き
く
な
り
ま
す

が
、
中
島
の
松
と
、
護
岸
の
低
木
類
は
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
さ
れ
て
い

る
の
で
、
今
も
綺
麗
に
庭
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
護

岸
は
か
な
り
侵
食
さ
れ
ま
し
た
ね
。
水
の
力
と
い
う
の
は
す
ご
い
も

の
で
す
ね
。
ず
っ
と
動
い
て
い
ま
す
か
ら
。
鯉
の
影
響
も
あ
る
と
思

1．浚渫作業 3．柵施工作業

5．剪定作業

2．伐採作業

4．中島の植栽作業

円成寺庭の整備工程（『名勝円成
寺庭園　環境整備事業報告書』）
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い
ま
す
が
、
護
岸
は
40
年
間
で
50
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
後
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
整
備
を
し
た
と
き
に
池
の
北
側
に
平
橋
を
か
け
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
無
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

●
徳
村
さ
ん
は
歴
史
的
な
庭
園
だ
け
で
は
な
く
、
森
先
生
の
作
庭
の

施
工
も
さ
れ
ま
し
た
ね
。

徳
村
：
そ
れ
も
多
い
で
す
ね
。
久
留
米
市
ま
で
、
一
緒
に
庭
づ
く
り

し
に
行
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
し
か
し
、森
先
生
の
庭
は
古
い
で
す
よ
。

新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
も
古
い
で
す
（
笑
）。
古
代
の
日
本
庭
園

研
究
が
作
庭
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

石
を
探
す
と
き
は
「
動
物
的
な
石
を
集
め
て
く
だ
さ
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
や
は
り
『
鳥
獣
戯
画
』
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
ま
し
た
ね
。
法
華
寺
の
子
犬
の
庭
も
、
和
歌
山
城
の
二
の
丸

庭
園
も
そ
う
で
す
ね
。
奈
良
の
石
田
邸
と
豊
明
市
の
古
川
邸
で
巨
大

な
切
石
を
利
用
し
て
、現
代
的
な
庭
を
試
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

あ
と
は
み
な
古
い
で
す
よ
。
久
留
米
の
遍へ

ん
じ
ょ
う
い
ん

照
院
庭
園
や
創
世
苑（
現・

ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
久
留
米
）
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
特
徴
を
一
つ
の
庭
に
ま
と
め
る
こ
と
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ぁ
、
私
に
は
そ
う
感
じ
た
ん
で
す
け
ど
。

●
徳
村
さ
ん
が
森
先
生
に
惹
か
れ
た
と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

徳
村
：
森
先
生
は
も
の
す
ご
い
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
よ
。ほ
ら
、

今
は
庭
園
の
研
究
と
い
え
ば
、
参
考
文
献
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
を
集
め
る
だ
け
で
本
一
冊
書
け
ま
す
ね
。森
先
生
の
場
合
は
、

実
際
に
お
寺
に
入
り
込
ん
で
、
測
量
も
史
料
も
全
部
自
分
で
研
究
材

料
を
集
め
て
本
を
書
い
て
い
ま
し
た
か
ら
。
立
派
だ
な
、
ほ
ん
ま
に

感
心
し
ま
し
た
な
。

な
ん
で
も
徹
底
的
に
や
る
と
い
う
の
が
、森
先
生
の
特
徴
で
す
ね
。

野
球
に
関
し
て
も
、巨
人
の
大
フ
ァ
ン
で
し
た
ね（
笑
）。レ
ベ
ル
ブ
ッ

ク
に
打
数
と
安
打
、
全
部
記
録
し
て
い
ま
し
た
よ
。
出
張
先
で
夜
に

電
話
し
て
「
ど
う
で
す
か
、
巨
人
勝
っ
て
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て
い

ま
し
た
ね
。
巨
人
負
け
た
ら
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
機
嫌
が
悪
か
っ
た
で

す
ね
（
笑
）。

そ
れ
と
、
切
手
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
た
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。
私
も
子
供
の
頃
か

ら
少
し
収
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
森
先
生
の
ア
ル
バ
ム
を
見
た
ら
、

も
う
あ
か
ん
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
集
め
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と
思

い
ま
し
た
ね
（
笑
）。
ず
っ
と
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
、や
る
こ
と
は
す
べ
て
徹
底
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

た
と
え
ば
、
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
た
こ
と
が
な
い
で
す

わ
。
カ
メ
ラ
を
一
切
使
わ
な
な
い
。
す
べ
て
ス
ケ
ッ
チ
で
し
た
ね
。

写
真
は
後
か
ら
じ
っ
く
り
見
る
と
、
奥
行
き
の
感
じ
と
石
の
大
き
さ

と
か
、
も
の
す
ご
く
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
森
先
生
の
ス

ケ
ッ
チ
に
は
狂
い
が
な
い
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
違
う
な
、
普
通
の
人

が
真
似
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
求
す
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

●
徳
村
さ
ん
は
2
0
1
5
年
に
文
化
庁
の
長
官
表
彰
を
受
け
た
そ

う
で
す
ね
。

徳
村
：
あ
れ
は
少
し
前
で
す
ね
。
2
0
1
8
年
に
今
度
は
黄
綬
褒
章

を
も
ら
っ
た
ん
で
す
わ
。
造
園
関
係
は
国
土
交
通
省
か
ら
受
け
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
文
化
庁
か
ら
受
け
る
方
は
な
か
な
か
い
な
い

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
晴
れ
舞
台
に
は
慣
れ
て
い
な
い

も
の
で
す
か
ら
恥
ず
か
し
い
で
す
ね
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ
ー

ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
や
、
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
さ
ん
と
か
も
来
て

い
る
の
で
、
一
人
だ
け
何
か
ち
ょ
っ
と
こ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

や
つ
が
お
る
な
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
最
後
に
天
皇
陛
下
に
ご
拝
謁

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
森
先
生
の
お
か
げ
で
す
ね
。

し
か
し
、
最
近
は
庭
園
史
を
研
究
し
て
い
る
先
生
も
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
し
、
造
園
界
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
の
や
り
方

と
違
う
な
、
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
ね
。

（
了
）

森蘊による円成寺のスケッチ（1976 年 3 月）（「森蘊旧蔵資料」
奈良文化財研究所蔵）
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「
庭
の
実
測
は
、
根
の
い
る
仕
事
」

場所：奈良市、旧柳生陣屋跡／日時：2018年 4月 4日

山
中　
功
（
や
ま
な
か
・
い
さ
お
）

1
9
4
4
年
、
奈
良
県
に
生
ま
れ
る
。
造
園

家
、庭
師
。
1
9
6
9
年
に
森
蘊
と
出
会
い
、

1
9
7
0
年
4
月
よ
り
庭
園
文
化
研
究
所
所

員
と
な
る
。
1
9
8
0
年
10
月
に
山
中
造
園

を
設
立
。
作
庭
の
ほ
か
に
、
古
庭
園
の
実
測

や
復
元
整
備
に
た
ず
さ
わ
る
。
2
0
1
7
年

12
月
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
。

●
今
日
は
ち
ょ
う
ど
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
し
、

サ
ク
ラ
も
満
開
で
本
当
に
綺
麗
で
す
ね
。
さ

て
、
こ
の
旧
柳
生
陣
屋
跡
と
い
う
の
は
、
ち
ょ

う
ど
40
年
前
に
森
先
生
と
山
中
さ
ん
が
整
備

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
整
備
を
す
る
前
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
で
し
た
か
。

山
中
：
整
備
す
る
前
は
も
と
も
と
小
学
校
の
跡
地
で
し
た
。
東
側
に

校
舎
を
配
置
し
、
そ
の
前
に
運
動
場
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

小
学
校
が
移
転
し
て
か
ら
、
も
と
も
と
の
陣
屋
跡
の
景
色
を
戻
そ
う

と
、
奈
良
市
が
森
先
生
に
整
備
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
図

面
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
現
地
を
実
測
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
現
況
図
を
も
と
に
、今
度
は
発
掘
調
査
を
し
ま
し
た
。

発
掘
を
し
な
い
と
位
置
関
係
が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
。
そ
う

し
て
実
際
に
掘
っ
て
み
た
ら
、
井
戸
が
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
蓋
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
下
に
江
戸
初
期
の
石

積
が
綺
麗
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
武
家
屋
敷
に
は
、
井
戸

が
台
所
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
森
先
生
は
こ
の
井
戸
を
中

心
に
、古
図
に
見
ら
れ
る
屋
敷
の
間
取
り
を
参
考
に
整
備
し
ま
し
た
。

森
先
生
と
一
緒
に
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
測
量
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
面
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
も
レ
ベ
ル
で
海
抜
を
測
っ
て
い
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
は
海
抜
が
2
6
3
・
5
か
ら
2
6
4
メ
ー

ト
ル
の
平
坦
地
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
整
備
し
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
大
玄
関
の
前
に
見
え
る
岩
は
じ
つ
は
、
地じ
や
ま山
の
岩
な
ん
で
す
。

森
先
生
は
そ
れ
を
活
か
し
て
、
周
辺
に
玉
石
を
敷
い
て
、
山
岳
的
な

石
組
に
し
ま
し
た
。

●
こ
の
陣
屋
跡
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
か
。

山
中
：
建
物
を
復
元
す
る
ほ
ど
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石

積
で
屋
敷
の
間
取
り
を
表
わ
し
ま
し
た
。
石
積
の
高
さ
は
当
時
の
武

家
屋
敷
の
床
の
高
さ
、
50
、
60
セ
ン
チ
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
畳
の
部

屋
に
は
芝
を
張
っ
て
、
廊
下
は
砂
利
敷
き
に
し
ま
し
た
。
で
も
、
40

年
経
っ
て
廊
下
の
砂
利
部
分
は
全
部
芝
に
覆
わ
れ
ま
し
た
ね
（
笑
）。

井
戸
は
丈
夫
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
、
目
印
に
な
る
よ
う
に
、
そ

の
上
に
1
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
石
積
を
し
ま
し
た
。

凹
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
坪
庭
だ
っ
た
場
所
で
す
が
、発
掘
調
査
か
ら

遺
構
も
出
て
こ
な
か
っ
た
し
、古
図
に
も
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
な
い

の
で
、森
先
生
は
地
元
の
石
を
集
め
て
、自
由
に
石
組
さ
れ
ま
し
た
。

花か
こ
う
が
ん

崗
岩
が
多
い
の
で
、角
張
っ
た
石
や
丸
い
石
、天
端
の
平
ら
な
石
な

ど
、
い
ろ
ん
な
形
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、そ
の
場
で
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。納
屋
が
あ
っ
た
場
所
は
石
積
で
は
な
く
、切
石
で
囲
ん
で

花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た
。
背
後
は
生
垣
を
配
置
し
、サ
ク
ラ
、マ
ツ
、モ

ミ
ジ
を
中
心
に
四
季
を
彩
る
植
栽
に
し
ま
し
た
。
陣
屋
跡
な
の
で
、
森

先
生
は
や
は
り
マ
ツ
と
サ
ク
ラ
で
華
や
か
に
し
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
休
憩
所
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、雨
を
し
の
ぐ
場
所
が
な
か
っ
た

の
で
、そ
の
後
に
観
光
協
会
が
休
憩
所
を
つ
く
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

作
庭
家

山
中 
功
（
1
）

—

旧
柳
生
陣
屋
跡
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●
公
園
の
南
側
は
発
掘
の
成
果
と
、
古
図
に
描
か
れ
た
間
取
り
に
基

づ
い
て
整
備
さ
れ
た
歴
史
的
な
エ
リ
ア
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

れ
に
対
し
て
、
北
側
は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
か
。

山
中
：
北
側
に
は
遺
構
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
凹

み
の
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
地
形
に
合
わ
せ
て
森
先
生

が
枯
山
水
を
つ
く
り
ま
し
た
。
枯
池
を
つ
く
る
た
め
に
掘
り
上
げ
た

土
は
北
側
に
上
げ
て
、
築
山
に
し
ま
し
た
。
あ
と
は
、
護
岸
の
要
所

要
所
に
景
石
を
据
え
ま
し
た
。
護
岸
と
池
床
全
体
は
玉
石
敷
で
仕
上

げ
ま
し
た
。
そ
れ
と
出
島
に
立
石
を
据
え
ま
し
た
。
こ
の
立
石
は
浄

瑠
璃
寺
の
中
島
の
立
石
に
よ
く
似
て
い
る
で
し
ょ
う
？　
じ
つ
は
、

森
先
生
が
浄
瑠
璃
寺
庭
園
を
整
備
さ
れ
た
の
は
昭
和
51（
1
9
7
6
）

年
、
こ
こ
の
ち
ょ
う
ど
2
年
前
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
枯
池
周
辺
は
今
、
芝
生
や
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
て

玉
石
も
景
石
も
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

全
体
を
回
遊
で
き
る
よ
う
に
、
園
路
を
つ
く
り
ま
し
た
。
だ
い
た

い
の
道
筋
は
私
が
図
面
上
で
決
め
て
、
先
生
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
あ
ま
り
真
っ
す
ぐ
す
ぎ
る
ん
と
違
う
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
結
局
ち
ょ
っ
と
迂
回
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
描
き
な
お
し
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
最
初
は
実
測
図
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
次
に
発
掘

の
製
図
、
最
後
に
は
整
備
の
計
画
図
を
描
き
ま
し
た
。

●
山
中
さ
ん
が
森
先
生
と
一
緒
に
働
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。

山
中
：
昭
和
37
（
1
9
6
2
）
年
の
暮
れ
か
、
38
年
頃
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
庭
の
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
庭
園
史
研

究
の
権
威
者
を
紹
介
し
て
あ
げ
る
と
、
あ
る
方
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

普
通
の
造
園
屋
で
働
く
よ
り
か
は
、
学
者
さ
ん
に
つ
い
て
勉
強
し
た

ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
と
、
私
は
思
い
ま
し
た
。
数
日
後
に
森
先
生
に

お
会
い
し
た
ら
、「
ど
う
し
て
も
し
た
い
な
ら
、
弟
子
が
2
人
い
る

か
ら
、
そ
こ
で
一
緒
に
仕
事
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま

し
た
。
全
然
知
ら
な
い
世
界
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
一
か
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

1
年
間
ほ
ど
2
人
の
庭
師
に
つ
い
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ

る
時
、突
然
「
君
、測
量
で
き
る
か
」
と
森
先
生
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
ち
ょ
っ
と
測
量
の
勉
強
も
し
て
い
た
の
で
「
平
板
な
ら

で
き
ま
す
」
と
答
え
た
ら
、
さ
っ
そ
く
次
の
日
か
ら
庭
園
文
化
研
究

所
の
研
究
員
に
な
っ
て
い
て
、
測
量
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
行
っ
た
現
場
は
京
都
の
法
金
剛
院
庭
園
。
ち
ょ
う
ど
滝
組

上段左：柳生陣屋で発掘された井戸／上段右：井戸の前
でノートをとる森蘊／中段左 1：枯山水の作庭工事／中
段左 2：完成した枯山水庭園（森蘊設計）／中段右：柳
生陣屋跡の園路／下段右：石積で復元された柳生陣屋跡
の間取り（「山中功旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）
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が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
森
先
生
と
村
岡
正

先
生
と
一
緒
に
平
板
測
量
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
和
歌
山
城

の
紅も
み
じ
だ
に

葉
溪
庭
園
、
平
泉
の
観
自
在
王
院
、
毛
越
寺
、
白し
ら
み
ず水

阿
弥
陀
堂

…
…
。
と
に
か
く
、
整
備
を
す
る
前
に
、
ま
ず
は
測
量
し
て
現
況
図

を
作
成
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
ひ
た
す
ら
古
庭
園
の
測

量
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
何
と
か
し
て
身
に
つ
け
て
、
今

後
に
生
か
し
た
い
な
と
思
っ
て
、
ず
っ
と
森
先
生
と
村
岡
先
生
に
つ

い
て
覚
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

特
に
、
和
歌
山
城
の
紅
葉
渓
庭
園
で
石
の
扱
い
や
石
組
の
修
復
を

だ
い
ぶ
勉
強
し
ま
し
た
。
石
が
多
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
あ
そ
こ
を

や
り
こ
な
せ
た
こ
と
で
、
修
復
の
考
え
方
、
や
り
方
が
少
し
わ
か
り

ま
し
た
。

●
山
中
さ
ん
は
測
量
を
た
く
さ
ん
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。
現
在
は

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
便
利
な
測
量
機
が
あ
り
ま
す

が
、
当
時
は
何
で
測
量
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

山
中
：
庭
の
実
測
は
た
く
さ
ん
や
り
ま
し
た
。
根
の
い
る
仕
事
で
す

ね
。
特
に
石
の
多
い
庭
は
た
い
へ
ん
で
す
。

今
み
た
い
に
高
度
な
測
量
機
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
法
金
剛

院
庭
園
の
測
量
を
し
た
頃
に
ア
リ
ダ
ー
ド
（
ス
タ
ジ
メ
ー
タ
ー
）
と

い
う
画
期
的
な
測
量
機
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
平
板
上
に
載

せ
て
か
ら
目
標
点
を
定
め
る
と
、
距
離
と
高
低
差
を
測
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
機
械
で
し
た
。
こ
れ
で
テ
ー
プ
も
ポ
ー
ル
も
い
ら
な
く

な
っ
た
わ
け
で
す
。
ア
リ
ダ
ー
ド
と
ス
タ
ッ
フ
さ
え
あ
れ
ば
測
量
で

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
だ
い
ぶ
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
新
の
光
波
と
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
が
（
笑
）。
で
も
、
あ

の
機
械
で
た
く
さ
ん
の
庭
を
測
量
し
て
、図
面
を
つ
く
り
ま
し
た
ね
。

庭
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
記
録
を
残
す
の
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

●
森
先
生
は
学
術
的
な
図
面
を
た
く
さ
ん
残
し
ま
し
た
が
、
庭
の
ス

ケ
ッ
チ
も
よ
く
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

山
中
：
ス
ケ
ッ
チ
は
覚
え
た
か
っ
た
で
す
ね
…
…
。
先
生
に
一
遍
お

尋
ね
し
た
ん
で
す
け
ど
も
「
ス
ケ
ッ
チ
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
よ
」

と
言
わ
れ
た
き
り
で
す
（
笑
）。

森
先
生
は
現
場
で
写
真
を
撮
ら
ず
に
、
い
つ
も
ス
ケ
ッ
チ
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
早
か
っ
た
で
す
ね
。
縦
12
セ
ン
チ
、
横
18
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
の
紙
と
、
墨
つ
ぼ
に
柄
が
つ
い
た
中
に
筆
を
入
れ
た
矢山中さんが使っていた測量機とその説明書

（「山中功旧蔵資料」奈良文化財研究所蔵）
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立
て
を
、
い
つ
も
カ
バ
ン
に
入
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

庭
全
体
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
奥
行
き
や
感
覚
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
ん
で
す
よ
。
森
先

生
は
特
に
習
っ
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
セ
ン
ス
と

い
う
か
、
優
れ
た
感
性
で
し
た
ね
。

●
森
先
生
は
学
者
と
し
て
、
歴
史
的
な
庭
園
の
発
掘
と
復
元
整
備
も

さ
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
作
庭
家
と
し
て
新
し
い
庭
も
た
く
さ
ん
つ

く
り
ま
し
た
が
、そ
の
や
り
方
と
い
う
か
、姿
勢
は
違
い
ま
し
た
か
。

山
中
：
そ
う
で
す
ね
。
史
跡
の
整
備
と
、
個
人
宅
の
庭
園
の
つ
く
り

方
は
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
ね
。
石
一
つ
に
し
た
っ
て
、
植
栽
一
つ
に

し
た
っ
て
、
扱
い
方
が
違
い
ま
す
。

古
庭
園
の
場
合
は
石
組
が
ど
う
し
て
も
崩
れ
た
り
、
壊
れ
た
り
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
の
位
置
に
戻
す
の
か
、
ど
の
よ
う
に
修
復

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
森
先
生
は
よ
く
苦
悩
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
落
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
石
が
ど
こ
か
ら

落
ち
た
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
こ
は
長
い
経

験
が
な
い
と
判
断
し
づ
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
、
森
先
生
の
力
っ
て
す

ご
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
石
の
崩
れ
方
に
よ
っ
て

は
、
さ
わ
り
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。「
も
う
こ

の
ま
ま
置
い
と
こ
う
か
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、

史
跡
や
名
勝
庭
園
で
は
、
石
が
明
ら
か
に
崩
れ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
さ
わ
れ
ま
せ
ん
ね
。
一
度
さ
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
も
と
の
関
係
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？　
だ
か
ら
、
森
先
生
は
い

つ
も
実
測
図
を
つ
く
っ
て
、
記
録
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
へ
ん

が
や
っ
ぱ
り
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

し
か
し
、
先
生
は
古
庭
園
で
見
た
石
の
据
え
方
や
間
隔
と
か
を
作

庭
に
も
活
か
し
て
い
ま
し
た
ね
。
石
の
向
き
、
高
さ
、
相
互
関
係
と

か
。
そ
れ
は
森
先
生
に
惹
か
れ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
や
は
り
、
普

通
の
植
木
屋
さ
ん
と
違
い
ま
す
ね
。
森
先
生
は
植
栽
に
関
し
て
も
細

か
か
っ
た
で
す
。
特
に
枝
ぶ
り
や
木
の
向
き
、
少
し
高
く
と
か
低
く

と
か
で
す
ね
。
い
つ
も
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
庭
全
体
を
よ
く
観
察
し

て
い
ま
し
た
。
一
本
の
枝
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
が
ど
う
変

わ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
後
に
木
が
ど
う
伸
び
て
い
く
の
か
を
い
つ
も

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
陣
屋
跡
は
完
成
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
来
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
う
し
て
桜
吹
雪
の
中
で
久
し
ぶ
り
に
見
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

作
庭
家

山
中 

功
（
2
）

—

松
尾
寺
本
坊

場所：奈良県大和郡山市、松
まつおでら
尾寺本坊／日時：2018年 4月 4日

「
一
見
し
て
、
な
ん
で
も
な
い
庭
の
よ
う
で
す
け
ど
、

落
ち
着
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
」

●
松
尾
寺
は
郡
山
市
の
西
に
聳そ
び

え
た
つ
松
尾
山
の
中
腹
に
建
っ
て
、

日
本
最
古
の
厄
除
け
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
は
と
て

も
広
い
で
す
が
、本
坊
の
北
庭
は
森
先
生
が
つ
く
っ
た
の
で
す
ね
。

山
中
：
そ
う
で
す
ね
。
本
坊
が
昭
和
50
（
1
9
7
5
）
年
に
修
理
さ

れ
た
と
き
に
森
先
生
が
こ
の
庭
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
僕

が
お
手
伝
い
を
し
始
め
た
頃
で
す
ね
。
そ
の
後
は
ず
っ
と
手
入
れ
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
本
坊
の
北
庭
で
あ
ま
り
広
く
な
い
空
間
で
す
が
、
生
垣
の

向
こ
う
に
本
堂
の
屋
根
が
見
え
て
、
わ
り
と
奥
行
き
の
あ
る
感
じ
が

し
ま
す
。
境
内
の
中
で
、
北
向
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
本
坊
だ
け
で

す
。
本
堂
、
大
黒
堂
、
七
福
神
堂
、
行
者
堂
、
三
重
塔
も
み
な
東
を

向
い
て
い
ま
す
。
本
坊
は
住
職
の
住
ま
い
で
、
座
敷
か
ら
本
堂
を
拝
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り
な
の
で
、
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、
と
。
景
石
は
み
な
、
森
先
生
と

一
緒
に
新
し
く
据
え
ま
し
た
。
最
初
に
一
番
大
き
い
石
を
据
え
て
、

そ
れ
か
ら
ほ
か
の
石
を
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

あ
と
で
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、森
先
生
は『
鳥
獣
戯
画
』を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
動
き
の
あ
る
石
組
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。ほ
ら
、あ
の
石
は
何
か
追
っ
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ

う
？　
私
も
こ
の
庭
で
石
の
据
え
方
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
は
ど
れ
だ
け
埋
め
る
と
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
間
隔
を
空
け
る
と
か
、
ど
の
角
度
を
見
せ
る
と
か
ね
。
当
時
は
先

生
の
指
示
に
従
う
だ
け
で
し
た
が
、
あ
と
で
気
が
つ
き
ま
し
た
。
あ

あ
、
こ
う
い
う
据
え
方
を
す
る
ん
だ
な
、
と
。

た
と
え
ば
、
こ
の
空
間
に
で
か
い
石
を
持
っ
て
く
る
と
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
で
す
。
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
庭
は
そ
れ
な
り
に
工
夫
が
必
要
で
す
。
先
生
が
据
え

ら
れ
た
石
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
落
ち
着
い
た
感
じ
に
な
る
の
で
し
ょ

う
ね
。

●
新
し
い
石
は
ど
こ
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

山
中
：
新
し
く
据
え
た
石
は
み
な
、こ
の
山
か
ら
探
し
て
き
ま
し
た
。

め
ま
す
。

こ
の
庭
は
だ
い
た
い
50
平
米
ほ
ど
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
日
陰
で

も
育
つ
木
の
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ア
セ
ビ
の
生
垣

で
区
切
り
ま
し
た
。
で
も
、こ
こ
は
厄
除
け
で
有
名
な
お
寺
な
の
で
、

垣
根
以
外
は
、
赤
い
花
や
実
の
な
る
植
物
を
主
に
植
え
ま
し
た
。
赤

が
魔
よ
け
の
色
な
ん
で
ね
。
ツ
バ
キ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
サ
ツ
キ
な
ど

は
赤
い
花
が
咲
く
。
ナ
ン
テ
ン
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヤ

ブ
コ
ウ
ジ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
は
赤
い
実
が
な
る
。
そ
れ
に
、
秋
に

紅
葉
す
る
モ
ミ
ジ
。
そ
う
い
う
植
物
が
主
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
数

年
前
ま
で
縁
側
の
近
く
に
山
桜
も
あ
り
ま
し
た
。
実
生
で
生
え
て
き

ま
し
た
が
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、
建
物
に
よ
く
な
い
の
で
伐
採
し

ま
し
た
。
モ
ッ
コ
ク
だ
け
は
改
修
さ
れ
る
前
か
ら
あ
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
は
結
構
古
い
木
で
大
事
に
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

●
こ
の
庭
の
テ
ー
マ
は
「
厄
除
け
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
飛
石
や

景
石
の
配
置
に
も
特
別
な
意
味
が
あ
り
ま
す
か
。

山
中
：
飛
石
や
景
石
の
配
置
な
ど
は
、
厄
除
け
寺
と
い
っ
て
も
特
別

に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飛
石
は
も
と
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
す
け
れ

ど
も
、
改
修
の
と
き
に
配
置
換
え
を
し
ま
し
た
。
飛
石
自
体
が
大
ぶ

松尾寺本坊北庭（澤崎賢一撮影、2018 年）
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森
先
生
は
石
質
と
か
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。「
あ

る
石
を
う
ま
く
使
え
」
と
。
ど
ん
な
形
の
石
で
も
、
う
ま
く
扱
っ
て

据
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

先
生
は
史
跡
や
名
勝
庭
園
の
測
量
や
修
復
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
石
の
大
き
さ

や
配
置
、据
え
方
と
か
も
十
分
に
考
え
て
庭
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
こ
こ
に
あ
ま
り
大
き
な
石
を
持
っ
て
き
て
も
合
わ
な
い

で
し
ょ
う
。
仮
に
持
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
森
先
生
は
そ
れ
を
深
く

埋
め
て
、
小
さ
く
見
せ
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
石
と
石
と
の
関
係
で

す
。
立
石
は
時
々
使
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
め
っ
た
に
な
い
で
す

ね
。
こ
こ
で
も
、立
石
は
一
個
あ
る
け
ど
、あ
ま
り
高
く
な
い
で
し
ょ

う
？　
こ
こ
の
場
合
は
、
厄
除
け
の
お
寺
な
の
で
、
あ
ま
り
派
手
な

庭
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

あ
い
に
く
、
森
先
生
と
一
緒
に
石
を
据
え
た
り
す
る
よ
う
な
、
作

庭
の
経
験
は
少
な
い
で
す
。
僕
は
測
量
や
発
掘
調
査
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
森
先
生
は
石
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
た
と
え
ば
、
発
掘
の
現
場
で
だ
い
た
い
作
業
を
す
る
の
は
地

元
の
方
で
し
ょ
う
？　
埋
も
れ
て
い
た
石
が
出
て
く
る
た
び
に
「
先

生
、先
生
！
」
と
大
き
な
声
で
呼
ぶ
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
「
ど
れ
、

ど
れ
」
と
言
っ
て
先
生
は
走
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
を

お
も
し
ろ
が
っ
て
走
ら
せ
て
ま
し
た
ね
（
笑
）。

●
柳
生
陣
屋
跡
の
場
合
は
現
況
の
実
測
図
と
作
庭
の
設
計
図
を
つ
く

ら
れ
ま
し
た
が
、松
尾
寺
本
坊
の
場
合
も
図
面
を
描
き
ま
し
た
か
。

山
中
：
こ
こ
の
場
合
は
図
面
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
森
先
生
の
頭
の

中
に
設
計
図
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
直
接
現
場
で
指
示
さ
れ

ま
し
た
。
柳
生
陣
屋
跡
［
→
1
6
0
頁
を
参
照
］
と
違
っ
て
、
松
尾
寺

本
坊
の
庭
は
面
積
的
に
も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
で
、
現
場
に
あ
る

材
料
を
見
な
が
ら
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
は
こ
こ
だ
、
あ
の
石

は
あ
そ
こ
だ
、
と
言
わ
れ
て
と
り
あ
え
ず
配
置
し
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
位
置
に
置
い
て
か
ら
、
森
先
生
が
縁
側
に
腰
を
か
け
て
、

石
の
高
さ
や
角
度
を
見
な
が
ら
据
え
方
を
決
め
ら
れ
、
僕
ら
は
た
だ

た
だ
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
動
き
ま
し
た
。
こ
の
庭
で
何
か
特
別
な
催

し
を
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
本
坊
か
ら
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
つ

く
っ
た
と
思
い
ま
す
。

時
々
、
森
先
生
が
腰
を
下
ろ
し
て
い
た
こ
の
縁
側
に
座
っ
て
、
庭

を
眺
め
た
り
し
ま
す
。
一
見
し
て
、
な
ん
で
も
な
い
庭
の
よ
う
で
す

け
ど
、
落
ち
着
い
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。

●
山
中
さ
ん
は
40
年
間
ほ
ど
、
こ
の
庭
を
手
入
れ
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

山
中
：
全
体
的
に
木
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
ね
。
特
に
生
垣
の
ア
セ

ビ
が
大
き
く
な
っ
て
、
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。
当
初
は
だ
い
ぶ

低
か
っ
た
ん
で
す
が
、
木
も
生
き
て
い
ま
す
の
で
ね
。
つ
く
っ
た
当

時
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
で
き
れ
ば
一
番
い
い
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
や
は
り
、
年
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
変
わ
ら
な
い

庭
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、こ
こ
は
広
い
境
内
の
一
つ
の
庭
な
の
で
、

庭
木
が
ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
庭
を
つ
く
る
前
に
、
森
先
生
は
外
苑
と
い
う
庭
も
境
内
に
つ

く
り
ま
し
た
よ
ね
。

山
中
：
は
い
、
昭
和
35
（
1
9
6
0
）
年
に
外
苑
と
い
う
回
遊
式
の

庭
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
僕
が
森
先
生
を
知
る
前
の
こ
と

で
す
ね
。
急
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
庭
で
す
が
、
一
角
に
新
し
い
塔
た
っ
ち
ゅ
う頭

が
建
つ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
部
分
は
潰
さ
れ
ま
し
た
。
南
の
池
庭

や
途
中
の
滝
石
組
な
ど
が
ま
だ
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す

ね
。
見
事
な
石
組
で
す
け
ど
、
現
在
は
あ
ま
り
見
ら
れ
る
よ
う
な
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
の
ほ
う
に
「
ア
ル
プ
ス
的
枯
山
水
」
と
い

う
石
組
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
潰
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

と
な
っ
て
は
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
る
竹
薮
で
す
。
最
初
に
植
え
た

サ
ク
ラ
、
ツ
バ
キ
、
カ
シ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
も
自
然
の
か
た
ち
に
戻
っ

て
、
山
林
化
し
て
い
ま
す
。

●
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
本
坊
の
北
庭
の
場
合
、
森
先
生
は
『
鳥
獣

戯
画
』
や
『
作
庭
記
』
と
い
う
古
代
の
文
献
を
参
考
に
し
な
が
ら

庭
を
つ
く
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
外
苑
の
場
合
は
ア
ル
プ
ス
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

山
中
：
本
坊
の
古
庭
園
で
は
『
鳥
獣
戯
画
』
と
、
外
苑
の
山
林
で
は

ア
ル
プ
ス
の
豪
快
な
石
組
。
森
先
生
の
中
に
は
両
方
の
思
い
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
庭
園
の
イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り
、
多
く
の
遺

跡
や
歴
史
的
な
庭
園
の
調
査
を
さ
れ
た
経
験
上
の
技
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
国
立
公
園
の
調
査
技
官
の
頃

（
1
9
3
8
〜
1
9
4
1
年
、
33
〜
35
歳
頃
）
に
で
き
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
先
生
は
、
壮
大
な
岩
肌
の
景
色
を
こ
の
庭
に
取
り
入
れ
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
了
）
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「
形
の
な
い
、あ
っ
て
も
気
が
つ
か
な
い
、

水
や
空
気
に
近
い
世
界
」

場所：奈良県大和郡山市、矢田寺大門坊露地／日時：2017年 10月 4日

古
川
三
盛
（
ふ
る
か
わ
・
み
つ
も
り
）

1
9
4
3
年
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。
鹿
児

島
大
学
農
学
部
卒
業
。
作
庭
家
。
北
九
州
市
・

菅
原
清
風
園
、
京
都
・
徳
村
造
園
に
勤
務
の

の
ち
、
1
9
7
0
年
に
独
立
。
主
に
森
蘊
の

作
庭
に
従
事
。
主
著
に
『
庭
の
憂
』（
善
本
社
、

1
9
9
7
年
）
の
ほ
か
、雑
誌
「
庭
」「
銀
華
」

「
チ
ル
チ
ン
び
と
」
な
ど
連
載
多
数
。

●
1
9
7
0
年
、
森
先
生
と
一
緒
に
こ
の
矢
田

寺
大
門
坊
露
地
を
つ
く
ら
れ
て
か
ら
、
古
川

さ
ん
は
ず
っ
と
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
古
川
さ
ん
に
と
っ
て
は
特
別
な
場
所
で

す
か
。

古
川
：
私
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所
は
た
い
へ
ん

作
庭
家

古
川
三
盛
（
1
）

—

矢
田
寺
大
門
坊
露
地

思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
小
山
（
潔
）
が
作
庭
に
か
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
私
は
途
中
か
ら
入
り
込
み
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
本
当
に

迷
惑
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）。
そ
の
時
点
で
大
半

の
構
成
は
で
き
て
い
て
、
あ
と
は
仕
上
げ
を
す
る
だ
け
で
し
た
。

今
は
大
刈
込
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
、も
と
も
と
、こ
こ
は
自
然
の

雑
木
林
で
し
た
。
背
の
高
い
木
々
に
覆
わ
れ
て
、何
も
見
え
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
を
ば
っ
さ
り
切
る
と
、最
高
の
見
晴
ら
し
が
現
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
は
、た
だ
単
に
景
色
が
い
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
奈

良
盆
地
を
目
の
前
に
し
て
、長
い
歴
史
を
偲
ば
せ
る
場
所
で
す
。ほ
ら
、

若
草
山
も
東
大
寺
の
大
仏
殿
ま
で
見
え
ま
す
で
し
ょ
う
？　
当
初
は

南
ま
で
も
う
少
し
開
け
て
い
ま
し
た
が
、
向
こ
う
の
ヒ
ノ
キ
と
か
が

大
き
く
な
っ
た
の
で
、
眺
望
の
範
囲
が
少
し
狭
く
な
り
ま
し
た
。

露
地
を
つ
く
る
と
き
に
、
こ
こ
に
あ
っ
た
木
々
の
高
さ
を
揃
え
た

だ
け
で
、
新
し
く
植
え
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、

大
刈
込
は
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
け

ど
、
じ
つ
は
ガ
ク
ン
と
崖
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
4
、
5
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
り
ま
す
。
2
段
の
は
し
ご
を
か
け
て
も
届
か
な
い
ぐ
ら
い
。

ほ
と
ん
ど
は
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
で
す
か
ら
、
最
上
級
の
大
刈
込
で
す
よ
。

と
に
か
く
、
大
刈
込
と
開
け
た
眺
望
。
修
学
院
離
宮
と
は
比
べ
ら

れ
な
い
小
さ
い
庭
で
す
が
、
捉
え
ど
こ
ろ
は
や
は
り
同
じ
で
す
。
見

晴
し
だ
け
は
修
学
院
に
負
け
ま
せ
ん
。

●
そ
も
そ
も
、
森
先
生
に
惹
か
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

古
川
：
私
は
農
学
部
出
身
と
い
っ
て
も
農
芸
化
学
で
す
か
ら
、
お
酒

を
つ
く
っ
た
り
、
味
噌
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
て
、
造
園
界
は
ま
っ

た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
も
あ
ま
り
強
く
な
い
ほ
う
だ
っ
た
け

矢
田
寺
大
門
坊
の
茶
室
「
一
如
庵
」
に

続
く
露
地（
マ
レ
ス
撮
影
、2
0
1
3
年
）
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ど
、
縁
が
あ
っ
て
、
卒
業
後
に
郷
里
の
北
九
州
の
造
園
屋
さ
ん
に
入

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
鹿
児
島
大
学
の
西
田
正
義
先
生
を
と
お
し

て
村
岡
正
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
森
先

生
に
辿
り
着
い
た
わ
け
で
す
。で
も
、造
園
の
勉
強
を
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
森
先
生
の
名
前
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
森
先
生
の
も
と
で
庭
の
仕
事
を
し
て
わ
か
り
ま
し
た
。

森
先
生
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
世
界
で
し
た
。
単
に
研
究
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
セ
ン
ス
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
基
本
的

な
も
の
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
森
先
生
と
出
会
っ
て
、
私
の

頭
の
中
に
あ
っ
た
否
定
的
な
庭
の
イ
メ
ー
ジ
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま

し
た
。
石
の
形
が
ど
う
こ
う
で
は
な
く
て
、
庭
は
地
形
だ
と
い
う
わ

け
で
す
よ
。
そ
こ
が
一
番
驚
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
形
が
で
き
た
ら

庭
は
で
き
た
よ
う
な
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
、

石
組
も
軽
く
、
連
続
性
が
あ
り
、
最
初
に
見
た
の
は
多
賀
大
社
の
式

場
の
庭
で
し
た
が
、
そ
の
時
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
が
脳

裏
を
横
切
り
ま
し
た
。
そ
の
後
唐
招
提
寺
の
庭
を
見
て
、
こ
の
世
界

に
身
を
沈
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

●
森
先
生
は
学
者
と
し
て
地
形
の
測
量
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
し
、
庭

を
つ
く
る
と
き
も
、
現
況
実
測
図
を
つ
く
っ
て
か
ら
設
計
図
を
描

い
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
の
矢
田
寺
大
門
坊
露
地
の

場
合
は
図
面
を
つ
く
ら
ず
に
、
現
場
で
直
接
作
庭
に
と
り
か
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
『
庭
ひ
と
す
じ
』［
森
　
1
9
7
3
］
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。

古
川
：
森
先
生
の
庭
の
場
合
、
図
面
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
同
じ
で
す

よ
。
あ
る
程
度
の
雰
囲
気
を
図
面
で
示
し
て
も
、
あ
と
は
、
や
っ
ぱ

り
現
場
に
合
っ
た
庭
づ
く
り
が
一
番
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
か
ら
ね
。

歴
史
的
な
庭
園
の
修
理
や
復
元
と
は
違
っ
て
、
作
庭
の
場
合
は
あ
る

よ
う
に
、
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
の
が
森
先
生
の
趣
旨
で
し
た
。
図

面
を
描
い
て
い
て
も
縛
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

茶室の脇に配置された手水鉢と石灯籠（マ
レス撮影、2013 年）

森
先
生
は
現
場
に
つ
き
っ
き
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
、あ
る
程
度
こ
ち
ら
で
つ
く
っ
て
か
ら
見
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と
か
、
ま
た
何
か
を
付
け
加
え
る
よ

う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
図
面
と
ま
っ
た
く
違
う
場
合
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
叱
ら
れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
基
本

的
に
は
石
を
深
く
埋
め
て
、
大
き
く
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。
大
き
す
ぎ
る
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
近
く
に
木
を
植
え
て
小
さ
く

見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
石
が
10
個
あ
っ
た
ら
、
10
個
で
庭

を
つ
く
る
し
、
5
個
し
か
な
か
っ
た
ら
5
個
で
つ
く
り
ま
し
た
。

石
だ
け
で
は
な
く
、
森
先
生
は
灯
籠
に
関
し
て
も
こ
だ
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。
目
立
つ
も
の
を
取
り
入
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
庭
を
象

徴
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？　
た
と
え
ば
、
立
派
な
家
を
建
て
た
の

に
、
床
の
間
に
安
っ
ぽ
い
掛
け
軸
を
か
け
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
家
全
体
が
掛
け
軸
の
値
打
ち
で
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

よ
ね
。
主
人
の
心
ま
で
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
い
掛
け
軸
が
な

い
な
ら
、
掛
け
軸
を
か
け
な
い
ほ
う
が
い
い
。
花
一
輪
を
生
け
る
ぐ

ら
い
で
い
い
ん
で
す
よ
。
灯
籠
も
同
じ
で
す
。

あ
の
頃
、
古
い
雑
誌
で
森
先
生
が
灯
籠
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
を

た
ま
た
ま
見
つ
け
ま
し
た
け
ど
、
図
面
に
細
か
い
寸
法
ま
で
描
い
て

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
露
地
に
下
手
な
灯
籠
を
入
れ
た
ら
め
ち
ゃ

怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
住
職
は
灯
籠
が
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
し
、
蹲つ
く
ば
い踞
を
つ
く
る
な
ら
灯
籠
は
絶
対
に
必
要
で

自然石と切石の飛石が茶室「一如庵」を囲む（マレス撮影、2013 年）
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し
た
の
で
、
こ
っ
そ
り
京
都
の
白
川
で
探
し
て
き
て
、
恐
る
恐
る
据

え
た
ら
、
こ
の
灯
篭
な
ら
私
も
欲
し
い
と
花
丸
を
も
ら
え
ま
し
た
。

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

●
こ
の
庭
を
つ
く
ら
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
50
年
経
ち
ま
し
た
が
、
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
逆
に
、
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

古
川
：
森
先
生
は
庭
園
遺
構
を
研
究
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
庭
と
い
う

も
の
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
残
る
か
と
い
う
の
は
さ
す
が
に
よ
く

知
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
樹
木
な
ん
て
い
う
の
は
そ
の
時
そ
の
時
に

移
り
変
わ
る
も
の
だ
か
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
外
で
し
た
。
最
終
的
に
残

る
も
の
は
地
形
と
石
組
し
か
な
い
。
そ
れ
も
、
時
間
が
経
て
ば
残
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
の
地
形
は
一
気

に
下
が
っ
て
い
て
、
土
が
流
れ
や
す
い
の
で
、
あ
と
か
ら
土
留
め
を

つ
く
り
ま
し
た
。
茶
室
に
座
っ
て
い
る
と
も
ち
ろ
ん
見
え
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
。

●
森
先
生
は
学
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
作
庭

の
活
動
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
ね
。作
庭
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
き
は
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

古
川
：
学
者
と
し
て
、
森
先
生
は
怖
い
存
在
で
す
ね
。
で
も
、
森
先

生
の
庭
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
今
の
時
代
は

何
か
衝
撃
的
な
も
の
、
劇
的
な
も
の
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
も
の
を

も
っ
て
な
い
と
理
解
さ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
森
先
生
の
庭
は
わ
か
り

に
く
い
ん
で
す
が
、
鰹
節
や
昆
布
の
出
汁
み
た
い
な
、
本
当
に
い
い

味
が
す
る
ん
で
す
よ
。
う
ま
味
の
庭
と
い
う
か
、
つ
く
っ
た
庭
で
は

な
く
て
、
存
在
し
て
い
る
庭
で
す
よ
ね
。

森
先
生
の
庭
は
美
術
品
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
在

る
庭
で
す
。
美
術
品
は
嫌
に
な
っ
た
ら
、
片
づ
け
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
？　
ピ
カ
ソ
の
絵
だ
っ
て
、
ず
っ
と
飾
っ
て
い
る
と
飽
き
る
と
思
い

ま
す
よ
。庭
は
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
世
界
と
は
違
う
。形
の
な
い
、あ
っ

て
も
気
が
つ
か
な
い
、
水
や
空
気
に
近
い
世
界
で
す
。
究
極
は
何
も

な
く
た
っ
て
い
い
わ
け
で
す
よ
。
空
間
さ
え
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
了
）

引
用
文
献

森
蘊
（
1
9
7
3
）　
『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社

作
庭
家

古
川
三
盛
（
2
）

—

延
命
寺

場所：大阪府河内長野市、延
えんめいじ
命寺／日時：2017年 10月 20日

「
音
楽
を
感
じ
さ
せ
る
庭
」

●
森
先
生
が
延
命
寺
境
内
で
つ
く
っ
た
庭
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
本
堂

北
の
枯
山
水
と
、
本
堂
西
の
池
庭
と
、
玄
関
前
の
平
庭
で
す
。
延

命
寺
に
そ
の
図
面
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
最
初
に
描
か
れ
た
も
の

と
、
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
も
し

ろ
い
で
す
ね
。

古
川
：
図
面
に
近
い
け
ど
、
図
面
ど
お
り
で
は
な
い
。
そ
の
違
い
が

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
森
先
生
も
、
図
面
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
い
い

と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
図
面
は
第
三
者
に
渡
す
と
き
に

必
要
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
の
も

の
で
す
。
実
際
に
、
図
面
ど
お
り
に
し
た
か
ら
っ
て
い
い
も
の
が
で

き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
す
。
図
面
ど
お
り
に
で
き
る
と
こ
ろ
は

2
、
3
割
だ
と
思
う
ん
で
す
。
図
面
ど
お
り
に
い
か
な
い
ほ
う
が
い
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上：森蘊による延命寺本堂西庭図面（上：1968 年 9月、下：1973 年 4月、延命寺蔵）
下：延命寺本堂西庭（マレス撮影、2013 年）

上：森蘊による延命寺本堂北庭図面（1967 年 2月、延命寺蔵）
下：延命寺本堂北庭（マレス撮影、2013 年）
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い
場
合
だ
っ
て
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
現
場
は
違
い
ま
す
か
ら
ね
。
も

ち
ろ
ん
、
地
形
に
合
っ
た
こ
と
を
す
れ
ば
、
と
い
う
話
で
す
が
。

●
本
堂
西
の
池
庭
は
現
在
枯
池
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
田
住
職
に
よ

る
と
、
水
源
が
枯
れ
た
と
い
う
こ
と
で
古
川
さ
ん
が
枯
池
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
近
年
に
で
き
た
新
し
い
建
物
に
合

わ
せ
て
古
川
さ
ん
が
改
造
さ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

［
→
2
0
4
頁
を
参
照
］。

古
川
：
こ
こ
は
枯
池
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
石
組
が
よ

く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
落
ち
着
き
ま
し
た
。
奥
の
滝
石
組
な
ん

か
、
森
先
生
は
桂
離
宮
の
鼓
の
滝
を
意
識
し
て
つ
く
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
森
先
生
は
古
い
良
い
庭
が
頭
の
中
に
あ
る
か
ら
、
地
形
を

見
た
ら
、
そ
れ
に
合
う
も
の
が
す
ぐ
浮
か
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、
ヒ
ン
ト
に
は
さ
れ
て
い
ま

す
。
結
局
、
い
ろ
ん
な
試
み
を
し
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ

り
『
作
庭
記
』
に
返
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
か
、『
作
庭
記
』
か

ら
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

森
先
生
は
石
組
を
つ
く
る
と
き
は
い
つ
も
明
る
か
っ
た
で
す
。
一

つ
の
石
だ
け
を
見
せ
よ
う
と
思
う
と
た
い
へ
ん
で
す
け
ど
、
石
を
組

む
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
『
作
庭
記
』
に
あ
る
よ
う
に
「
そ
の
石
の

乞
わ
ん
に
従
い
て
」
作
業
し
ま
す
。
一
つ
の
石
を
据
え
た
ら
、
そ
の

石
が
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
を
察
し
て
次
の
石
を
据
え

て
や
る
。
ま
さ
に
石
と
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
、
そ
う
い
う
の
が
森
先

生
と
し
て
は
楽
し
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
森
先
生
の
庭
は

『
作
庭
記
』
の
世
界
で
あ
り
、
ま
た
『
鳥
獣
戯
画
』
の
世
界
で
も
あ

り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
リ
ズ
ム
が
あ
る
し
、メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。

あ
ん
な
に
音
楽
を
感
じ
さ
せ
る
庭
は
少
な
い
で
す
ね
。
森
先
生
は

音
楽
の
話
を
よ
く
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
に
言
わ

せ
れ
ば
、
森
先
生
の
庭
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
天
か
ら
降
っ
て
く
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

●
延
命
寺
は
昔
か
ら
モ
ミ
ジ
の
名
所
で
す
が
、
森
先
生
の
図
面
に
モ

ミ
ジ
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
今
も
よ
く
茂
っ

て
い
ま
す
ね
。

古
川
：
こ
こ
は
意
外
と
木
の
成
長
が
い
い
の
で
、
思
い
き
っ
て
切
れ

る
ん
で
す
よ
。
思
い
き
っ
て
切
っ
て
も
、
次
の
年
に
な
る
と
さ
ら
に

増
え
る
。
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
土
地
柄
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
モ
ミ
ジ
が
特
に
よ
く
育
ち
ま
す
ね
。
山
間
部
の
湿
気
の
ぐ
あ
い

か
、
土
壌
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
モ
ミ
ジ
に
は
す
ご
く
適
し
て
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。
森
先
生
は
土
地
柄
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

●
庭
を
つ
く
る
と
き
、
森
先
生
は
地
形
と
環
境
を
重
視
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

古
川
：
と
に
か
く
、
一
番
大
事
な
の
は
地
形
だ
と
い
つ
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
九
州
か
ら
出
て
き
た
と
き
に
庭
が
地
形

だ
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
ぴ
ん
と
こ
な
か
っ
た
の
で
す
よ
。
庭
は
や
っ

ぱ
り
石
組
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
緒
に
作
業
し
て
み

る
と
、
な
る
ほ
ど
、
庭
っ
て
い
う
の
は
地
形
な
ん
だ
な
、
地
形
さ
え

き
っ
ち
り
す
れ
ば
石
は
二
の
次
な
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
地
形
に
合
っ
た
石
組
を
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
し
、
そ
の
石
も
地
形
な
の
で
す
。

最
近
、
田
中
泰た
い
あ
み

阿
弥
（
1
8
9
8-

1
9
7
8
）
と
い
う
作
庭
家

の
特
集
を
読
み
な
お
し
ま
し
た
が
、
庭
は
「
排
水
」
だ
っ
て
い
う
わ

け
で
す
よ
。
な
る
ほ
ど
な
、
こ
の
2
つ
の
言
葉
の
選
択
に
は
学
者
と

庭
名
人
と
の
違
い
が
よ
く
出
て
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ぁ
、
言
葉

や
立
場
は
と
も
か
く
、
ど
う
や
っ
て
水
を
処
理
し
て
い
く
か
と
考
え

る
と
、
庭
が
自
然
に
で
き
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
手
入
れ
を
さ
れ
る
と
き
、
古
川
さ
ん
は
植
物
と
石
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
保
っ
て
い
ま
す
か
。

古
川
：
植
物
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
ら
、
あ
る
程
度
切
り
ま
す
が
、

い
つ
も
自
然
の
形
に
戻
れ
る
よ
う
に
手
を
入
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

本
堂
の
北
側
に
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
の
生
垣
が
あ
り
ま
す
が
、
傷
ん
で
い
た

の
で
一
度
根
元
に
近
い
と
こ
ろ
で
切
り
ま
し
た
。
今
は
、
新
た
に
出

た
芽
で
ま
と
め
て
い
る
段
階
で
す
。
あ
と
少
し
で
ち
ょ
う
ど
い
い
高

さ
に
な
り
そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
間
に
モ
ミ
ジ
が
か
な
り
大
き
く

な
り
ま
し
た
ね
。

当
初
は
植
物
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
そ
の
手
前
に
あ
る
七
五
三
の

石
組
は
よ
く
見
え
て
い
ま
し
た
。石
は
苔
に
も
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

取
っ
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
見
え
て
も

見
え
な
く
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
龍
安
寺
の
よ
う
な
思
い
込
ま
せ
る

庭
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
作
品
で
は
な
い
の
で
す
。

●
そ
れ
で
は
、
森
先
生
の
庭
の
意
味
と
い
う
の
は
何
で
す
か
。

古
川
：
わ
か
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
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（
笑
）。
つ
く
る
と
き
に
何
か
を
伝
え
た
か
っ
た
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

こ
と
さ
ら
庭
を
と
お
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
の

は
特
に
な
い
で
す
か
ら
ね
。
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
自
己
満
足
。

だ
か
ら
、
森
先
生
は
あ
ま
り
崇
め
ら
れ
る
の
も
好
き
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。

●
昭
和
の
造
園
界
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
森
先
生
は
ど
う
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
。

古
川
：
そ
う
で
す
ね
、
ち
ょ
う
ど
い
い
あ
ん
ば
い
に
相
対
す
る
と
こ

ろ
に
、重
森
三
玲
と
い
う
人
物
が
い
ま
す
。
重
森
さ
ん
が
い
た
か
ら
、

森
先
生
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
方
向
が
違
う
と
い
う
か
、
私
は

よ
く
映
画
監
督
の
黒
澤
明
と
小
津
安
二
郎
に
例
え
ま
す
。
イ
ン
パ
ク

ト
が
強
い
黒
澤
明
の
作
品
は
ど
こ
か
重
森
三
玲
の
庭
と
似
て
い
ま
す

ね
。
で
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
映
画
の
世
界
の
す
べ
て
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
森
先
生
は
地
形
と
い
う
か
、
地
平
線
を
意
識
す
る
。
小
津

安
二
郎
の
映
画
で
描
か
れ
て
い
る
日
常
生
活
み
た
い
な
も
の
で
す
。

三
玲
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
も
石
を
立
て
て
、
上
に
上
に
向
か
い
見
せ

よ
う
見
せ
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
森
先
生
は
小
津
安
二
郎
み
た
い

に
カ
メ
ラ
を
低
く
据
え
て
、
気
づ
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
気
づ
い
た
ら

よ
い
と
い
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
見
た
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
、
何
か
の
映
画
専
門
誌
、
た
し
か
英
国
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
映
画
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
載
っ
て
い
て
、
小
津
の

『
東
京
物
語
』
が
一
位
で
し
た
。
た
し
か
『
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
』

や
『
2
0
0
1
年
宇
宙
の
旅
』
な
ど
が
連
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
黒
沢
の
映
画
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
え
て
言
う
な
ら
、
重
森
三
玲
と
森
蘊
、
こ
の
二
人
で
造
園
の
世

界
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ほ
か
に
い
な
い
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
作
家
で
い
う
な
ら
ば
、
太
宰
治
と
志
賀
直

哉
。
写
真
家
で
は
、土
門
拳
と
入
江
泰た
い
き
ち吉

。
方
向
は
違
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
空
間
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

二
者
は
、
ほ
ど
よ
い
周
期
で
交
互
に
現
わ
れ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

●
今
、
重
森
三
玲
の
庭
は
有
名
に
な
っ
て
、
国
指
定
の
名
勝
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
森
先
生
が
設
計
し
た
庭
は
公
開

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
は
ど
う
継
承
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

古
川
：
森
先
生
の
庭
は
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
っ
て
決
ま
る
、
と
言
え
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
七・五・三
の
よ
う
な
感
性
だ
け
で
で
き

あ
が
る
枯
山
水
の
庭
だ
と
、
そ
れ
ほ
ど
フ
ォ
ロ
ー
は
難
し
く
な
い
の

で
す
が
、
水
を
扱
う
池
や
流
れ
と
な
る
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
者
の
感
性

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。物
理
的
に
水
は
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
し
、

見
た
目
も
自
然
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
水
景
に
つ
き
も
の
の
州
浜

な
ど
、
傾
斜
が
お
か
し
い
と
小
石
の
石
積
に
な
り
、
と
う
て
い
州
浜

と
は
思
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
重
要
で
、
最
後
ま
で
続

く
フ
ォ
ロ
ー
は
樹
木
の
手
入
れ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
名
園
と
称
さ

れ
る
京
都
を
は
じ
め
各
地
の
庭
も
、ほ
と
ん
ど
が
手
入
れ
が
安
易
で
、

本
来
の
庭
の
姿
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
点
、
三
玲
さ
ん
の
庭
は
樹
木

が
少
な
く
、
形
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
形
の
継
承
も
楽
に

思
い
ま
す
が
、
森
先
生
の
庭
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
あ

く
ま
で
自
然
で
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
自
然
に
任
せ

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
庭
の
良
さ
が
わ
か
っ

た
者
で
な
け
れ
ば
、庭
の
手
入
れ
は
難
し
い
。慣
習
的
に
安
易
に
や
っ

て
し
ま
う
と
、
庭
の
良
さ
は
消
え
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

（
了
）

延命寺庫裏前庭（マレス撮影、2013 年）
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「
極
端
に
石
を
少
な
く
し
て
、
あ
る

ポ
イ
ン
ト
だ
け
に
力
強
く
据
え
る
と

い
う
と
こ
ろ
は
、
森
先
生
ら
し
い
」

場所：奈良県橿原市、橿原神宮文華殿／日時：2017年 10月 26日

●
1
9
6
7
年
に
旧
柳
本
藩
の
表
お
も
て
む
き向

御
殿
が
橿
原

神
宮
の
境
内
に
移
築
さ
れ
、
文
華
殿
に
改
名
さ
れ

ま
し
た
。
1
9
7
3
年
に
、
森
先
生
は
重
要
文

作
庭
家

牧
岡
一
生
（
1
）

—

橿
原
神
宮
文
華
殿

化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
の
建
物
の
周
囲
に
新
し
い
庭
を
つ
く
り
ま

し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
荒
廃
し
て
い
た
の
で
、
2
0
1
6
年
に

牧
岡
さ
ん
が
復
元
整
備
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
ど
ん
な
資
料

を
参
考
に
さ
れ
ま
し
た
か
。

牧
岡
：
じ
つ
は
、
復
元
整
備
工
事
を
始
め
る
前
、
森
先
生
の
旧
宅
を

整
理
し
て
い
た
と
き
に
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
手

帳
の
中
か
ら
、
1
9
6
7
年
3
月
10
日
か
ら
7
月
20
日
ま
で
の
作
庭

記
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
橿
原
神
宮
の
文
華
殿
庭
園
の
ス

ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
復
元
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

し
か
し
、
50
年
の
間
で
い
ろ
ん
な
方
が
こ
の
庭
に
手
を
加
え
ま
し

た
の
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
復
元
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
の
が
一
番

の
悩
み
で
し
た
ね
。
庭
は
そ
の
時
そ
の
時
に
変
わ
っ
て
き
た
も
の
で

す
し
、
改
修
し
た
方
々
の
思
い
も
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
突
然
、

森
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
が
出
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
変

遷
を
全
部
消
し
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
し
ね
。
そ

の
へ
ん
が
特
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
幸
い
、
い
わ
ゆ
る
骨
格

と
い
う
か
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宮
司

さ
ん
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
っ
た
ん
で
す
。

森蘊による橿原神宮文華殿庭園
のスケッチ（『橿原神宮文華殿
庭園　復元整備の概要』より）

牧
岡
一
生
（
ま
き
お
か
・
か
ず
お
）

1
9
4
5
年
、
福
井
県
に
生
ま
れ
る
。
造
園

家
、
庭
師
。
1
9
7
0
年
に
近
畿
大
学
を
卒

業
し
、
1
9
7
5
年
よ
り
12
年
間
、
作
業
部

隊
の
一
人
と
し
て
森
蘊
に
師
事
。
1
9
8
0

年
に
森
蘊
と
小
山
潔
と
と
も
に
ド
イ
ツ
に
渡

り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
パ
ル
メ
ン
ガ
ル
テ

ン
の
日
本
庭
園
展
に
参
加
し
て
以
来
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
日
本
で
庭
づ
く
り
を
行
な
う
。
庭

舎
M
A
K
I
O
K
A
代
表
。
国
指
定
名
勝

の
依い

す
い
え
ん

水
園
や
法
華
寺
庭
園
の
維
持
管
理
な

ど
、
奈
良
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
。
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測
量
を
し
た
う
え
で
、
森
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
を
参
考
に
し
な
が
ら

修
復
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
が
、
工
事
を
始
め
た
2
か
月
後
ぐ
ら
い

に
、
神
宮
さ
ん
の
ほ
う
に
残
っ
て
い
た
絵
は
が
き
写
真
が
見
つ
か
っ

た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
庭
の
ほ
う
か
ら
建
物
を
見
る
よ
う
な
写
真
で

し
た
。
そ
こ
に
は
中
央
の
石
組
、
建
物
付
近
の
飛
石
、
そ
し
て
縁
石

の
雲
形
模
様
が
綺
麗
に
写
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
写
真
が
森
先
生
の

ス
ケ
ッ
チ
と
ぴ
っ
た
り
あ
っ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
安
心
し
ま
し
た

ね
。
森
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
が
最
終
的
な
図
面
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
で
も
、
絵
は
が
き
写
真
が
出
て
き
た

も
の
で
す
か
ら
、
ス
ケ
ッ
チ
ど
お
り
に
進
め
て
も
大
丈
夫
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
木
の
剪
定
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
カ
シ
や
シ
イ
の
木
が
特

に
多
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
奥
ま
っ
た
ら
ス
ギ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

森
先
生
は
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
木
を
間
引
き
な
が
ら
庭
を
つ
く
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
ど
れ
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、
枝
も

混
み
合
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
当
に
暗
か
っ
た
で
す
。
暗
い
で
す

か
ら
、
苔
も
よ
く
育
た
な
い
の
で
す
ね
。
ま
ず
は
、
大
き
く
枝
を
透

か
し
て
、光
が
入
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、高
所
作
業
車
を
使
っ

て
、
高
さ
も
少
し
下
げ
ま
し
た
。
全
体
の
作
業
で
い
う
と
、
木
の
剪

定
は
3
分
の
1
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
お
か
げ
で
苔
が
本
当
に
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。夏
の
暑
さ
も
引
い
た
の
で
、今
は
特
に
綺
麗
で
す
ね
。

●
こ
の
庭
園
は
建
物
に
座
っ
て
観
賞
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
園
路

を
歩
き
な
が
ら
観
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

牧
岡
：
森
先
生
の
ス
ケ
ッ

チ
に
は
庭
全
体
が
描
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
こ
の
園

路
は
最
初
か
ら
あ
っ
た
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
飛
石
が
園
路
ま
で

繋
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、

園
路
は
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す

ね
。
森
先
生
は
回
遊
し
な

が
ら
見
る
庭
を
よ
く
つ
く

ら
れ
ま
し
た
ね
。

中
央
に
は
大
き
な
景
石

が
据
え
て
あ
り
ま
す
ね
。

も
と
も
と
は
そ
の
周
り
に

笹
が
生
え
て
い
ま
し
た

が
、
石
を
隠
し
て
し
ま
う

の
で
、杉
苔
に
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
で
生
え
て
い

る
地
苔
を
持
っ
て
き
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
草
の
根
や
種
も

混
じ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
新
し
い
苔
を
使
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
な
と

思
い
ま
し
た
。そ
れ
も
宮
司
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
ね
。と
に
か
く
、

全
体
的
に
石
を
極
端
に
少
な
く
し
て
、
あ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
け
に
力
強

く
据
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
森
先
生
ら
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
景
石
自
体
は
ま
っ
た
く
さ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
カ
シ
や
シ
イ
の
木
の
下
は
全
面
苔
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
の

南
面
だ
け
は
芝
生
で
す
ね
。

牧
岡
：
そ
う
で
す
ね
。
森
先
生
は
苔
と
芝
生
を
よ
く
使
い
分
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
間
の
砂
利
道
は
神
武
天
皇
さ
ん
が
東
征
さ
れ

た
道
筋
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

苔
と
芝
生
の
使
い
方
に
し
て
も
、
直
線
的
な
飛
石
の
配
置
も
桂
離

宮
の
意
匠
を
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
ね
。
た
だ
、
桂
の
飛

石
は
中
心
軸
に
沿
っ
て
並
べ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
場
合
、

森
先
生
は
側
面
に
沿
っ
て
揃
え
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も

揃
え
て
並
べ
る
の
も
何
と
な
く
気
持
ち
悪
い
し
、歩
き
に
く
い
の
で
、

途
中
の
2
つ
の
石
だ
け
が
ち
ょ
っ
と
は
み
出
て
い
ま
す
。

手
前
の
雲
形
模
様
も
森
先
生
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
私
が
関
わ
っ
た 竣工当時の絵はがき写真［牧岡　2016　11 頁］

現在の橿原神宮文華殿
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現
場
で
出
会
っ
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薬
師
寺
の
唐
院
庭

園
に
も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
時
期
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。
竹
垣
も
森
先
生
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
い
ず
れ
も
森

先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
に
も
あ
っ
た
も
の
で
す
し
、
ま
た
写
真
で
も
確
認
で

き
た
も
の
で
す
。
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
竹
垣
の
寸
法
が
わ
か
り
に
く
か
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
写
真
で
建
物
と
の
関
係
を
見
て
決
め
ま
し
た
。

●
森
先
生
は
古
代
の
庭
園
を
復
元
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ

か
自
分
が
つ
く
っ
た
庭
が
復
元
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。
き
っ
と
喜
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
復
元
で
大

き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

牧
岡
：
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
景
石
や
飛
石
を
抜
い
た
り
、
ま
た
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
飛
石
を
並
べ
な
お
し
ま
し
た
が
、
南
側
は
お
お

よ
そ
の
骨
格
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
先
生
の
図
面
に
は

東
側
の
流
れ
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
写
真
で
も
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
後
か
ら
付
け
加
え
た
可
能
性
が
高
い
で
す
ね
。
今
回

は
河
原
に
見
え
る
よ
う
に
張
り
付
け
な
お
し
ま
し
た
。
西
門
に
向
か

う
延の
べ
だ
ん段

も
ス
ケ
ッ
チ
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
薬
師
寺
の
八
幡
院

前
の
石
の
使
い
方
と
よ
く
似
て
い
ま
す
の
で
、
森
先
生
が
指
導
し
た

と
思
い
ま
す
ね
。

●
牧
岡
さ
ん
が
こ
の
庭
を
復
元
さ
れ
て
か
ら
、
2
年
以
上
経
ち
ま
し

た
が
、
維
持
管
理
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

牧
岡
：
一
番
手
間
が
か
か
る
の
は
草
引
き
で
す
ね
。光
を
入
れ
る
と
、

苔
も
よ
く
な
る
け
ど
、
草
も
ど
ん
ど
ん
生
え
て
き
ま
す
ね
。
秋
か
ら

春
に
か
け
て
は
大
丈
夫
で
す
け
れ
ど
も
、
春
か
ら
夏
の
終
わ
り
ま
で

が
た
い
へ
ん
で
す
ね
。
自
然
に
見
え
て
も
、
じ
つ
は
非
常
に
手
間
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
芝
生
の
ほ
う
は
野
芝
を
使
っ
て
い
ま
す
の
で
あ

ま
り
伸
び
な
い
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
、
森
先
生
の
庭
を
管
理
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
も
と
の
姿

に
戻
す
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
面
的
に
復
元
整
備
を
や
る
の
は

初
め
て
で
し
た
。
と
に
か
く
、
写
真
が
出
て
き
た
と
き
に
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ど
お
り
で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。　
（
了
）

引
用
文
献

牧
岡
一
生
（
監
）（
2
0
1
6
）『
橿
原
神
宮
文
華
殿
庭
園　
復
元
整
備
の
概

要
』
森
蘊
庭
園
研
究
室

作
庭
家

牧
岡
一
生
（
2
）

—

森
蘊
庭
園
研
究
室（
旧
宅
）

場所：奈良市、森蘊庭園研究室（旧宅）／日時：2017年 10月 26日

「
万
人
の
拍
手
は
い
ら
な
い
、

理
解
す
る
少
数
の
拍
手
で
い
い
ん
だ
」

●
こ
こ
は
森
先
生
の
旧
宅
で
、
現
在
は
牧
岡
さ
ん
が
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
本
当
に
綺
麗
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
旧
宅
と
そ
の
庭
の

話
を
す
る
前
に
、
牧
岡
さ
ん
が
森
先
生
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
に
行
か

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
で
す
。『
日
本
庭
園
史
話
』［
森
　

1
9
8
1
］
と
い
う
本
の
中
で
そ
の
時
の
話
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

牧
岡
：
森
先
生
と
出
会
っ
た
の
は
1
9
7
5
年
で
す
。
私
は
30
歳
で

し
た
が
、
先
生
は
70
歳
で
す
か
ら
、
一
緒
に
仕
事
で
き
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
地
割
を
つ
く
る
と
き
、
石
を
組
む
と
き
、
植

栽
を
植
え
る
と
き
…
…
。
森
先
生
は
そ
の
時
そ
の
時
に
し
か
来
ら
れ

な
い
。
ポ
イ
ン
ト
だ
け
お
さ
え
て
、
あ
と
は
い
つ
も
ど
お
り
に
や
っ

て
く
だ
さ
い
、
と
言
っ
て
私
た
ち
に
任
せ
て
い
き
ま
し
た
。
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た
だ
、
1
9
8
0
年
に
先
生
と
小
山
（
潔
）
さ
ん
と
一
緒
に
ド
イ

ツ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
人
分
の
予
算
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

私
は
実
費
で
手
伝
い
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に
、
1
か
月
間

も
先
生
と
一
緒
に
行
動
し
、
仕
事
も
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
パ
ル
メ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
い
う
植
物
園
で
日
本
庭
園
展
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
奈
良
時
代
か
ら
明
治
ま
で
の
日
本
庭
園
を
紹
介
し

ま
し
た
。
小
さ
な
屋
内
展
示
場
の
中
で
、
時
代
ご
と
の
庭
を
コ
の
字

型
に
並
べ
ま
し
た
。
庭
を
立
体
的
に
見
せ
る
た
め
に
、
後
ろ
の
壁
に

は
大
き
な
パ
ネ
ル
写
真
を
貼
っ
て
、
そ
の
手
前
に
流
れ
の
護
岸
な
り
、

石
組
な
り
を
つ
く
り
ま
し
た
。
森
先
生
は
そ
の
設
計
を
ず
い
ぶ
ん
と

苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
場
所
も
そ
う
で
す
が
、
材
料
も
違
い
ま

す
し
ね
。
そ
れ
で
も
、
と
て
つ
も
な
い
反
響
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
時
、
ド
イ
ツ
の
担
当
者
は
イ
ル
ム
ト
ゥ
ラ
ウ
ト
・
シ
ャ
ー
ル

シ
ュ
ミ
ッ
ト・リ
ク
タ
ー
さ
ん
で
し
た
。当
時
、一
年
の
半
分
を
日
本
、

も
う
半
分
を
ド
イ
ツ
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
方
で
す
。
私
は
そ
の
時
に

初
め
て
会
い
ま
し
た
が
、
先
生
は
前
か
ら
の
つ
き
合
い
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
数
年
前
に
日
本
庭
園
の
研
究
が
し
た
い
と
い
う
の
で
、
先
生

の
と
こ
ろ
に
来
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
イ
ル
ム
ト
ゥ
ラ
ウ
ト
さ
ん
に

誘
わ
れ
て
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
実
践
セ
ミ
ナ
ー

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
だ
い
た
い
2
日
間
で
、
初
日
の
午
前

中
だ
け
歴
史
的
な
こ
と
を
簡
単
に
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
実
習
。
セ

ミ
ナ
ー
は
い
つ
も
園
芸
学
校
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
道
具
類
は
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
延
長
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
庭
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
奈
良
商
業
高
校
の
中
庭
や
転
害
門
の
近
く

の
菊
池
邸
な
ど
、
森
先
生
の
作
庭
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

●
森
蘊
の
旧
宅
は
息
子
の
森
史ち
か
お夫
先
生
が
設
計
し
、
庭
園
は
森
先
生

が
自
ら
つ
く
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
親
子
合
作
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
こ
れ
が
森
先
生
の
理
想
的
な
住
ま
い
と
言
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
か
。

牧
岡
：
そ
う
で
す
ね
、
森
先
生
は
つ
く
り
上
げ
た
も
の
が
あ
ま
り
好

み
で
は
な
か
っ
た
の
で
ね
。
た
と
え
ば
、
こ
の
庭
の
主
役
は
中
央
に

見
え
る
エ
ン
ジ
ュ
の
木
で
す
。い
わ
ゆ
る
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
す
ね
。

こ
こ
は
芝
生
と
花
壇
だ
け
で
、
灯
籠
と
か
特
に
目
立
つ
も
の
は
何
も

な
い
で
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ュ
の
下
に
あ
る
石
は
、
先
生
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
据
え
た
歌
碑
で
す
。
苔
が
生
え
て
き
た
の
で
あ
ま
り
見

え
ま
せ
ん
が
、「
蘊う
ん
ぬ
ん々

開
花　
槐
エ
ン
ジ
ュの

下
」
と
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
エ
ン
ジ
ュ
の
木
の
後
ろ
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
だ

け
で
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
さ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
々
の
手
入
れ
で

植
物
を
透
か
し
た
り
、
ま
た
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
ら
、
少
し
縮
め
る

ぐ
ら
い
で
す
ね
。
今
は
道
が
で
き
て
、
家
も
立
ち
並
ん
で
い
る
ん
で

す
け
ど
、
昔
は
東
側
に
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

縁
側
か
ら
薬
師
寺
の
東
塔
が
見
え
て
い
ま
し
た
。
家
か
ら
東
塔
が
見

え
る
ん
だ
よ
と
、森
先
生
が
い
つ
も
自
慢
し
て
い
た
ん
で
す
ね（
笑
）。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
わ
ざ
わ
ざ
何
か
を
つ
く

る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

も
と
も
と
、
お
家
の
南
側
に
手
す
り
の
縁
側
が
あ
り
ま
し
た
。
森

先
生
は
桂
離
宮
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
、
月
見
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
後
に
濡
れ
縁
が
で
き
た

よ
う
で
す
が
、
私
が
こ
の
家
の
管
理
を
引
き
受
け
た
と
き
は
床
が
だ

い
ぶ
傷
ん
で
い
た
の
で
、
こ
こ
全
体
を
一
つ
の
板
の
間
に
改
造
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
庭
が
大
き
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
い
つ
も
部
屋
か
ら
見
て
い
て
飽
き
て
こ
な
い
と
い
う

か
、
自
然
が
景
色
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。
雨

が
降
っ
た
と
き
の
景
色
、雪
が
降
っ
た
と
き
の
景
色
、風
が
木
の
葉
っ

ぱ
を
揺
さ
ぶ
る
と
き
の
景
色
…
…
。
森
先
生
は
自
然
が
い
ろ
い
ろ
と

演
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
庭
を
期
待
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

森蘊庭園研究室（旧宅）の庭（マレス撮影、2018 年）
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い
ま
す
ね
。
た
だ
、
何
も
知
ら
な
い
で
見
に
来
た
人
に
こ
の
庭
の
感

想
を
聞
い
て
み
た
ら
、「
何
も
な
か
っ
た
」
と
答
え
る
と
思
い
ま
す

（
笑
）。簡
単
そ
う
に
見
え
て
も
、じ
つ
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
よ
。

●
森
先
生
は
歴
史
家
と
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は

た
く
さ
ん
の
庭
も
つ
く
り
ま
し
た
。
森
先
生
の
庭
づ
く
り
の
特
徴

は
何
で
す
か
。

牧
岡
：
先
生
は
ま
ず
地
形
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
石
組
、

そ
し
て
植
栽
。
庭
を
つ
く
る
と
き
に
、
ま
ず
は
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
れ
か
ら
先
輩
と
一
緒
に
全
体
の
地
割
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
O
K
が
出
た
ら
地
形
を

つ
く
り
ま
す
。
地
形
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
石
組
、
そ
れ
か
ら
植

栽
で
す
ね
。
森
先
生
は
ポ
イ
ン
ト
だ
け
押
さ
え
て
、
あ
と
は
私
た
ち

で
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

久
留
米
市
に
仕
事
に
行
っ
た
と
き
、
先
生
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
皆

に
言
っ
た
ん
で
す
。
石
は
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
が
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
て
、
頭
を
出
し
て
き
た
、
と
い
う
ふ
う
に
あ
れ
ば
い
い
、
と
。

森
先
生
は
野の
す
じ筋

と
い
う
か
、
山
の
麓
の
の
ど
か
な
風
景
が
好
き
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
ド
ー
ン
と
石
を
立
て
る
の
は
好
ま
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。『
作
庭
記
』
の
中
で
「
石
を
立
て
る
」
と
い
う
表
現

が
あ
る
け
ど
、
基
本
的
に
は
立
て
る
の
で
は
な
く
、
横
に
据
え
る
ん

だ
と
念
押
し
に
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
ね
［
森　
1
9
8
6　
48
頁
］。
だ

か
ら
、
先
生
も
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
な
い
と
立
石
は
使
い
ま
せ
ん
ね
。

植
物
に
関
し
て
は
、
飛
ん
で
き
た
種
が
自
然
に
芽
生
え
て
き
た
よ

う
に
植
え
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
先
生

は
い
つ
も
2
、
3
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
木
を
植
え
て
、
庭
は
7
、
8

年
後
に
完
成
す
る
、
と
。
そ
ん
な
こ
と
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
木
の
剪
定
も
、
マ
ツ
は
マ
ツ
ら
し
く
、
カ

シ
は
カ
シ
ら
し
く
、
モ
ミ
ジ
は
モ
ミ
ジ
ら
し
く
、
と
。
お
手
本
は
山

の
木
で
し
た
。
ほ
ら
、
森
先
生
の
庭
に
刈
り
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い

で
し
ょ
う
？

平
安
時
代
の
庭
園
で
は
大
き
く
な
っ
た
木
は
元
か
ら
切
っ
て
、植

え
替
え
て
い
た
ら
し
い
で
す
ね
。剪
定
な
ん
か
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
、先
生
も
で
き
た
て
の
庭
に
小
松
を
た
く
さ
ん
植
え

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
ま
ま
に
す
る
と
松
林
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
、あ
る
程
度
大
き
く
な
っ
た
ら
抜
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す

ね
。も
ち
ろ
ん
、松
林
が
必
要
な
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い

と
こ
ろ
で
は
移
植
し
た
り
、切
っ
た
り
し
ま
す
。い
つ
も
部
分
的
に
し

か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
当
時
は
物
足
り
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。飛
石

は
目
の
見
え
な
い
人
で
も
歩
け
る
よ
う
に
打
ち
な
さ
い
、
と
か
ね
。

と
に
か
く
、
先
生
の
お
話
は
ど
れ
も
新
鮮
で
し
た
。
私
が
そ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
植
木
屋
さ
ん
の
庭
づ
く
り
と
は
全
然
違
っ
て
い
ま
し

た
か
ら
ね
。
だ
っ
て
、
大
き
な
石
や
大
き
な
木
を
持
ち
込
ん
だ
ほ
う

が
お
金
に
な
り
ま
す
よ
（
笑
）。
そ
う
い
う
意
味
で
、
森
先
生
も
村

岡
正
先
生
も
金
銭
感
覚
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
（
笑
）。

ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
土
は
い
く
ら
な
の
か
、
そ
れ
も
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
。
庭
仕
事
で
生
活
し
よ
う
と
思
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と

も
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
け
ど
ね
。

●
森
先
生
の
庭
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
評
価

さ
れ
る
と
き
が
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

牧
岡
：
先
生
は
研
究
者
の
肩
書
き
の
ほ
う
が
す
ご
い
で
し
ょ
う
。そ
れ

に
、「
万
人
の
拍
手
は
い
ら
な
い
、
理
解
す
る
少
数
の
拍
手
で
い
い
ん

だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。
研
究
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
作
庭
家
と
し
て
認

め
て
も
ら
お
う
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
0
1
8
年
12
月
14
日
で
森
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
30
年
に
な
り

ま
す
。
先
生
が
書
き
残
し
た
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
学
者

さ
ん
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
解
し
て
、
引
き
継
い
で
い
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
職
人
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
だ

か
ら
、
先
生
の
息
の
か
か
っ
た
人
た
ち
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
を
い
く

ら
か
思
い
出
し
な
が
ら
口
伝
し
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
思
う
ん
で

す
よ
。
管
理
す
る
人
も
施
主
も
、
森
先
生
の
作
庭
意
図
を
ち
ゃ
ん
と

飲
み
込
ん
で
い
な
い
と
、
あ
と
か
ら
木
を
植
え
込
ん
だ
り
、
灯
籠
や

石
を
加
え
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
物
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
森
先
生
の
庭
の
良
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

無
駄
が
な
い
と
い
う
か
。
極
論
で
言
う
と
、
森
先
生
の
庭
は
空
間
芸

術
と
い
う
か
、
空
間
ア
ー
ト
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
近
い
で

す
ね
。

	
	

	
	

	

　
　
　
（
了
）
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献

森
蘊
（
1
9
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史
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8
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世
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出
版
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「
春
日
野
の
自
然
が
そ
の
ま
ま

庭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
」

場所：奈良市、東大寺龍蔵院／日時：2013年 5月 17日

橋
本
聖
圓
（
は
し
も
と
・
し
ょ
う
え
ん
）

1
9
3
5
年
、
奈
良
市
に
生
ま
れ
る
。
華
厳

宗
の
僧
侶
。
元
龍
蔵
院
住
職
。
龍
蔵
院
庭
園

の
作
庭
の
際
に
森
蘊
に
出
会
い
、
一
緒
に
庭

づ
く
り
や
調
査
な
ど
を
し
た
経
験
も
あ
る
。

著
書
に
『
東
大
寺
と
華
厳
の
世
界
』（
春
秋
社
、

2
0
0
3
年
）
な
ど
が
あ
る
。

●
森
先
生
が
龍
蔵
院
の
お
庭
を
つ
く
っ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

橋
本
：
龍
蔵
院
は
明
治
時
代
、
1
0
0
年
ほ
ど

前
に
取
り
壊
さ
れ
た
子
院
の
一
つ
な
ん
で
す
。

終
戦
後
に
は
一
棟
の
み
す
ぼ
ら
し
い
建
物
が
一

つ
あ
っ
た
き
り
で
、
あ
と
は
竹
薮
で
し
た
が
、

東
大
寺
か
ら
予
算
を
も
ら
っ
て
、
再
建
す
る
こ

庭
の
持
ち
主

橋
本
聖
圓

—

東
大
寺
龍
蔵
院

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
座
敷
は
、
近
畿
財
務
局
の
管
理
下
に

あ
っ
た
元
興
福
寺
一
乗
院
の
建
物
を
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
て
、
昭
和

29
（
1
9
5
4
）
年
に
移
築
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
庭
は
し
ば

ら
く
放
置
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
父
が
こ
こ
の
住
職
だ
っ
た
の
で
す
が
、
森
蘊
先
生
と
同
い
年

で
し
て
、
た
い
へ
ん
仲
が
良
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
の
庁
舎
は
ま
だ
春
日
野
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
頃

か
ら
か
研
究
所
と
東
大
寺
の
野
球
チ
ー
ム
が
で
き
て
、
野
球
の
親
善

試
合
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。
私
の
父
は
下
手
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
野
球
が
好
き
で
、
ま
た
森
先
生
も
野
球
が
大
好
き
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
ま
し

た
。森

先
生
は
龍
蔵
院
の
庭
を
な
ん
と
か
し
よ
う
か
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
が
、
お
金
が
な
い
と
父
が
説
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
、
お
金
を

か
け
ず
に
考
え
て
み
よ
う
と
森
先
生
が
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
こ
の

庭
を
設
計
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

庭
を
つ
く
る
前
に
、
先
生
ご
夫
妻
が
私
と
両
親
を
修
学
院
離
宮
だ

と
か
、円
通
寺
だ
と
か
、あ
ち
こ
ち
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

桂
離
宮
は
別
の
と
き
に
調
査
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
伝
統
的
な
庭
の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ

の
良
さ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

父
も
私
も
あ
ま
り
つ
く
り
物
め
い
た
も
の
は
好
き
で
は
な
か
っ

た
。
植
物
を
丸
く
し
た
り
、
四
角
に
刈
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
好
ま
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
森
先
生
の
好
み
と
合

致
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
話
が
早
か
っ
た
で
す
。

●
庭
の
工
事
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
か
。

橋
本
：
当
時
、
私
は
大
阪
の
市
立
大
学
の
文
学
部
に
い
て
、
哲
学
を

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど

を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
論
理
学
よ
り
も
美
と
芸
術
の
問
題

に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
卒
業
論
文
を
書
い
て
い
た
頃
の

こ
と
で
す
が
、
森
先
生
と
庭
師
さ
ん
は
石
一
つ
を
据
え
る
に
も
喧
嘩

を
し
て
い
ま
し
た
。
庭
師
さ
ん
は
石
を
な
る
べ
く
大
き
く
そ
び
え
る

よ
う
に
、目
立
つ
よ
う
に
据
え
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

森
先
生
は
春
日
山
の
奥
山
に
あ
る
よ
う
に
、
大
き
な
石
の
頭
だ
け
が

ち
ょ
っ
と
地
面
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
庭
師
さ
ん
は
そ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
石

が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
意
見
で
し
た
の
で
、
話
し
合
い
が
つ
か
な
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い
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
森
先
生
が
「
お
〜
い
、
美
学
者
来
て
く

れ
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
私
は
先
生
と
一
緒
に
庭
師
を
説
得
し

ま
し
た
。

庭
師
さ
ん
と
森
先
生
の
意
見
は
合
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の

父
と
森
先
生
の
そ
う
い
う
感
覚
は
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
の
で
、
父
は
た

い
へ
ん
喜
び
ま
し
た
。
庭
師
さ
ん
は
頑
固
だ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て

も
い
い
人
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
庭
師
さ
ん
は
習
っ
た
と

お
り
に
し
た
い
で
す
も
ん
ね
。
も
っ
と
も
師
匠
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
か
、
理
念
み
た
い
な
も
の
を
き
っ
ち
り
身
に
つ

け
て
こ
ら
れ
た
だ
け
に
、
森
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
理
解
し
に

く
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
森
先
生
と
組
ん
で
一
緒
に
仕
事

さ
れ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

●
橋
本
住
職
は
作
庭
中
に
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
特
別
な
目
的
は
あ
り
ま
し
た
か
。
記
録
を
残
す
た
め
で
し
た

か
。

橋
本
：
私
は
高
校
生
の
時
か
ら
写
真
が
好
き
に
な
っ
て
、
寺
の
行
事

や
公
園
の
鹿
な
ど
を
写
し
て
い
た
の
で
す
が
、
森
先
生
が
庭
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
4
年
半
貯
金
を
し
て
ニ
コ
ン
S
2
と
い

う
カ
メ
ラ
を
手
に
入
れ
た
ば
か
り
の
頃
で
、
格
好
の
被
写
体
が
目
の

前
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
撮
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

す
。
学
術
資
料
に
な
る
な
ど
と
思
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
手
当

た
り
次
第
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
我
が

家
の
記
録
に
な
る
と
い
う
く
ら
い
の
意
識
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
。

●
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
礎
石
が
見
え
ま
す
が
、
庭
石
は
ど
こ
か
ら
来
ま

し
た
か
。

橋
本
：
石
は
ほ
と
ん
ど
元
興
寺
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
先
生
は

門
の
脇
に
積
み
上
げ
た
石
を
利
用
し
て
、
修
学
院
離
宮
に
あ
る
流
れ

の
雰
囲
気
を
再
現
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
ず
滝
の
あ
た
り
の
工

事
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
よ
い
石
を
選
ん
で
使
っ

て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
池
の
あ
た
り
に
な
る
と
良
い
石
が

な
く
な
り
ま
し
た
！　
特
に
池
の
立
石
な
ん
か
は
、
私
は
気
に
入
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
天
龍
寺
の
池
に
あ
る
よ
う
な
石
が
あ
っ
た
ら
良

い
の
に
と
森
先
生
に
言
っ
た
ら
「
君
、
あ
ん
な
石
は
百
年
探
し
て
も

見
つ
か
ら
な
い
よ
！
」
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

お
金
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
庭
屋
さ
ん
か
ら
買
っ
た
石
は

十
個
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
塀
の
南
側
に
駐
車
場
が
あ
る

ん
で
す
が
、
か
つ
て
は
町
の
人
た
ち
の
家
庭
菜
園
に
な
っ
て
い
た
の

を
、
昭
和
40
年
前
後
に
東
大
寺
に
返
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
当
時

寺
内
に
あ
っ
た
東
大
寺
学
園
の
第
二
運
動
場
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
真
ん
中
に
転
が
っ
て
い
た
大
き
な
不
恰
好
な
石
を
取
り
除
こ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
裏
側
に
造
り
出
し
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
す
。
宝
厳
院
の
門
前
な
ど
、
近
く
に
食
堂
の
礎
石
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
食
堂
の
礎
石
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
寺
務
所
で
は
龍
蔵
院
に
移
す
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
の

で
、
塀
越
し
の
足
場
を
つ
く
っ
て
庭
に
入
れ
、
森
先
生
の
指
図
ど
お

り
、
土
手
に
据
え
ま
し
た
。
や
は
り
大
部
分
を
埋
め
て
、
造
り
出
し

の
あ
る
と
こ
ろ
が
少
し
だ
け
現
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
の
が
、
い

か
に
も
森
先
生
ら
し
い
作
風
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
木
は
大
半
が
東
大
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
も
の
を
も
ら
っ

て
移
植
し
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
竹
藪
だ
っ
た
と
言
い
ま
し
た
が
、

塀
沿
い
に
あ
る
ヒ
ノ
キ
や
カ
シ
の
木
な
ど
は
そ
の
当
時
か
ら
あ
っ
た

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
東
大
寺
で
庭
を
つ
く
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
噂
が

町
で
拡
が
り
ま
す
と
、
石
灯
籠
や
五
葉
松
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
話
な
の
で
断
れ
な
い
の
で
す

が
、
こ
こ
で
石
灯
籠
を
立
て
て
も
合
わ
な
い
で
す
か
ら
、
結
局
裏
庭

に
立
て
た
り
し
た
ん
で
す
。
く
だ
さ
っ
た
方
に
ち
ょ
っ
と
悪
い
ん
で

す
が
。
も
ら
っ
た
も
の
を
全
部
並
べ
る
と
俗
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
う

と
森
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

●
作
庭
当
初
、
眺
望
は
あ
り
ま
し
た
か
。

橋
本
：
今
は
見
え
な
い
の
で
す
が
、
東
側
の
宝
厳
院
に
茅
葺
き
屋
根

の
茶
室
が
建
っ
て
い
ま
す
。
森
先
生
は
そ
う
い
う
も
の
を
取
り
入
れ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
見
え
隠
れ
す
る
ぐ
ら

い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
春
日
野
の
自
然
が
そ
の
ま
ま
庭
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
庭
と
い
う
閉

鎖
的
な
空
間
だ
け
で
成
り
立
つ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
周
り
の
も

の
、
奈
良
の
自
然
の
山
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
お
考
え

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

●
庭
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
、
後
に
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
か
。

橋
本
：
最
初
、新
し
く
つ
く
っ
た
土
塀
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
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東大寺龍蔵院庭園の作庭風景（橋本住職撮影、1957 年頃）

森蘊研究報告20.indd   198-199 2020/03/02   11:31



200201 第 3部　森薀蓄の足跡を辿る―インタビュー

森
先
生
は
そ
れ
を
隠
す
の
に
植
物
の
植
え
方
を
だ
い
ぶ
苦
労
さ
れ
た

ん
で
す
。
今
は
木
が
茂
っ
て
き
た
か
ら
、
目
立
た
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

座
敷
と
池
の
間
の
平
ら
な
と
こ
ろ
は
、
苔
を
植
え
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
陽
が
よ
く
当
た
り
ま
す
の
で
、
先
生
は
無
理
だ
ろ
う
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
高
麗
芝
を
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
20
年
ば
か
り
前
か

ら
、
苔
が
広
が
る
よ
う
に
家
内
が
手
を
尽
く
し
て
い
る
の
で
す
が
、

長
い
間
庭
木
の
選
定
な
ど
庭
の
管
理
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
て
い
る

庭
舎
牧
岡
の
牧
岡
一
生
さ
ん
が
、
一
部
に
白
砂
を
敷
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
牧
岡
さ
ん
は
、
玄
関
先
の
築
山
の
周
り
に
も
砂
を
敷
い
た

り
、
長
い
石
を
敷
い
た
り
し
て
、
一
部
を
手
直
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

築
山
の
カ
イ
の
木
は
、
私
が
岡
山
の
就
実
大
学
に
講
演
に
行
き
ま

し
た
と
き
に
、
閑し
ず
た
に谷
学
校
や
田で
ん
ち
ゅ
う中美
術
館
の
庭
で
カ
イ
の
木
を
見
て

気
品
の
あ
る
美
し
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

学
園
の
事
務
長
さ
ん
が
岡
山
県
の
農
業
試
験
場
で
育
て
ら
れ
て
い
た

苗
木
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。
5
本
の
う
ち
、
紅
葉
が
一

番
美
し
か
っ
た
の
を
築
山
に
植
え
ま
し
た
。
裏
庭
に
植
え
た
4
本
の

ほ
う
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紅
葉
は
一
向
に
映
え

な
い
の
で
す
。
築
山
の
も
美
し
く
逞
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
の
で
す

が
、な
か
な
か
思
い
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん（
笑
）。
カ
イ
の
木
は
、

孔
子
さ
ま
が
お
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、
儒
教
で
は
学
問
奨
励
の
象
徴

と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
造
園
当
初
か
ら
変
わ
っ
た
の
は
、
2
つ
の

滝
に
水
が
来
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
は
近
く
の
山や

ま
あ
い間

の

小
川
か
ら
水
を
引
い
て
い
た
の
で
す
が
、
環
境
の
変
化
で
水
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
当
初
の
計
画
で
は
、
井
戸
を
掘

る
か
、
水
道
の
水
を
使
う
か
な
ど
と
い
う
案
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

来
客
の
と
き
に
バ
ル
ブ
を
開
け
て
水
を
流
す
の
は
、
ま
る
で
博
覧
会

の
よ
う
で
嫌
だ
と
父
が
言
い
ま
し
て
、
自
然
の
せ
せ
ら
ぎ
を
導
く
と

い
う
案
に
落
ち
着
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
昭
和
50
年
代
の
初
め
頃
に

水
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
小
川
の

サ
ラ
サ
ラ
と
水
が
流
れ
始
め
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
し
、
池

に
も
鯉
が
泳
い
で
い
て
、良
い
感
じ
で
し
た
。そ
れ
が
全
部
干
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
森
先
生
も
た
い
へ
ん
が
っ
か
り
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
水
が
な
く
て
も
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
、
一
つ
考
え
て
み

よ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
池
に
は
と
り
あ
え
ず
栗
石
を
入
れ
て
お
く

よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
格
的
な
改
造
が
で
き
な

い
ま
ま
時
が
過
ぎ
て
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
大

雨
の
と
き
に
池
に
水
が
い
っ
ぱ
い
に
溜
ま
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
ほ
ん

の
し
ば
ら
く
で
す
が
、
昔
の
姿
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

●
庭
を
つ
く
っ
た
後
、
森
先
生
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
か
。

橋
本
：
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
私
は
よ
く
研
究
所
に
遊
び
に
行
き
ま

し
た
。
研
究
員
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
広
沢
池
や
大

徳
寺
大
仙
院
や
修
学
院
離
宮
な
ど
、
森
先
生
の
調
査
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
時
は
牛
川
喜
幸
さ
ん
が
助
手
で
し
た
。
私
は
助
手
の
助
手

で
、
写
真
機
を
持
っ
て
く
っ
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
一
緒
に
行
き
ま

す
と
、
桂
離
宮
で
も
、
修
学
院
離
宮
で
も
普
段
人
が
入
れ
な
い
と
こ

ろ
ま
で
入
っ
て
写
真
も
撮
れ
ま
す
か
ら
、
贅
沢
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
測
量
の
技
術
も
知
識
も
な
い
の
で
す
が
、
私
な
り

に
手
伝
い
ま
し
た
。
測
量
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
何
時
間
も
立
つ
の
は

辛
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
楽
し
い
面
も
あ
っ
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
お
供
し
ま
し
た
。
非
常
に
得
難
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思

い
ま
す
。

筒
井
寛か
ん
し
ゅ
う
秀
さ
ん
（
元
東
大
寺
長
老
）
や
私
は
、
絶
え
ず
研
究
所
に

東大寺龍蔵院庭園で作業する森蘊（右）（橋本住職撮影、1957 年頃）
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出
入
り
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
研
究
者
仲
間
と
同
様
に
扱
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
當た
い
ま
で
ら

麻
寺
や
唐
招
提
寺
の
調
査
に
も
参

加
し
た
の
で
す
が
、
往
復
の
バ
ス
の
中
や
、
昼
食
の
と
き
な
ど
に
交

わ
さ
れ
る
会
話
を
聴
い
て
い
て
ま
す
と
、
特
に
学
問
的
な
話
で
は
な

く
て
も
、
や
は
り
一
般
の
世
間
話
や
噂
話
な
ど
と
は
違
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
何
か
心
に
残
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
仏
教

美
術
、
特
に
彫
刻
史
を
専
攻
し
て
い
た
の
で
す
が
、
彫
刻
史
や
絵
画

史
の
研
究
室
よ
り
も
、
森
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
の
ほ
う
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
庭
園
史
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
も
、
先
生

の
お
人
柄
、
研
究
に
没
頭
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
惹
か
れ
て
、
つ
い
て

行
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
そ
れ
で
も
大
事
な
こ
と
を
教
わ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
々
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
の
は
、
測
量
の
帰
り
の
先
生
の
お

宅
で
、
牛
川
さ
ん
と
一
緒
に
す
き
焼
き
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
私
の
家
で
は
、
鍋
に
入
れ
た
も
の
を
す
ぐ
掻
き
混
ぜ
て

し
ま
う
の
で
す
が
、
先
生
の
と
こ
ろ
で
は
、
肉
や
葱
、
し
ら
た
き
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
ほ
ど
よ
く
配
さ
れ
て
、
箱
庭

の
よ
う
に
整
っ
て
い
る
の
で
す
。「
さ
あ
、
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
も
、一
寸
箸
を
出
し
か
ね
る
ほ
ど
で
し
た（
笑
）。

先
生
の
お
陰
で
、
牛
川
さ
ん
や
写
真
家
の
恒つ
ね
な
り
か
ず
の
り

成
一
訓
さ
ん
と
親
し
く

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
も
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

森
先
生
は
牛
川
さ
ん
と
一
緒
に
、
今
の
東
大
寺
境
内
の
地
形
を
測

量
さ
れ
た
の
で
す
が
、
非
常
に
精
細
な
実
測
図
（
原
図
の
等
高
線
は

1
メ
ー
ト
ル
単
位
）
が
で
き
て
、
建
築
史
の
先
生
が
び
っ
く
り
さ
れ

た
ほ
ど
で
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
大
伽
藍
造
営
以
前
の
自
然
地

形
の
復
元
図
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
ば
か
り
経
っ
た
頃
に
、
大
仏
殿
の
西
南
の
隅
の
あ

た
り
で
、
発
掘
調
査
が
あ
っ
て
、
西
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
川
の

底
が
、
柵
し
が
ら
みと

と
も
に
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
地

形
が
自
然
地
形
の
復
元
図
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し

た
。大

仏
殿
中
門
の
前
か
ら
講
堂
や
僧
坊
の
あ
た
り
に
か
け
て
の
平
坦

な
土
地
が
、
山
を
削
り
谷
を
埋
め
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
つ
き
と
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
寺
院
史
や
建
築
史
の
側
か
ら
も
認
め

ら
れ
て
い
て
、
森
先
生
の
ご
功
績
が
、
庭
園
史
を
超
え
た
と
こ
ろ
に

も
遺
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
奈
良
文
化
財
研
究
所
は
、
規
模
も
小
さ

く
、
必
要
な
設
備
も
整
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
ん
な

分
野
の
研
究
者
が
お
い
で
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
自
由
に
進
め
て

お
ら
れ
て
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
野
球
の
親
善
試

合
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
て
、
寺
内

の
人
た
ち
は
、
皆
、
研
究
所
や
博
物
館
の
人
た
ち
と
、
親
密
に
し
て

い
ま
し
た
。
あ
の
よ
う
な
ゆ
と
り
も
、
今
か
ら
思
う
と
大
事
な
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

（
了
）

引
用
文
献

森
蘊
（
1
9
7
1
）『
奈
良
を
測
る
』　
学
生
社

森蘊による東大寺旧境内地形の推定復元図（等高線 5メートル間隔）［森　1971　157 頁］
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「
な
る
べ
く
そ
の
土
地
に

あ
る
も
の
で
」

場所：大阪府河内長野市、延命寺／日時：2012年 11月 9日

上
田
霊
城
（
う
え
だ
・
れ
い
じ
ょ
う
）

1
9
2
8
年
に
生
ま
れ
る
。
1
9
3
8
年
よ

り
、
紀
三
井
寺
に
て
左
竹
信
光
師
に
従
い
得

度
。
1
9
5
1
年
に
高
野
山
大
学
仏
教
学
科

卒
業
後
、
河
内
長
野
市
大
師
寺
住
職
に
就
任
。

1
9
5
3
年
よ
り
同
市
延
命
寺
住
職
に
就
任

し
、
現
在
に
い
た
る
。
平
成
4
年
度
第
30
回

密
教
学
芸
賞
授
賞
。

●
延
命
寺
の
庭
は
い
つ
頃
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た

か
。

上
田
：
森
先
生
が
一
番
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
の

は
本
堂
の
北
側
の
庭
で
す
。
円
通
寺
の
よ
う
な

枯
山
水
で
す
ね
。1
9
6
7
年
頃
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
当
時
と
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

庭
の
持
ち
主

上
田
霊
城

—

延
命
寺

し
か
し
、
そ
の
2
年
後
の
1
9
6
9
年
に
本
堂
が
燃
え
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
。
ま
た
焼
け
た
ら
い
か
ん
の
で
は
じ
め
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
考
え
な
お
し
て
、

や
は
り
木
造
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
建
っ
て
い
る
本
堂
を
設
計
し
た
の
は
、
大
岡
実
先
生
と
い
う
古

建
築
の
保
存
修
理
で
有
名
な
先
生
で
す
。
そ
の
新
し
い
本
堂
に
合
わ

せ
て
、
森
先
生
が
西
の
庭
を
整
備
し
ま
し
た
。
最
初
は
流
れ
の
庭
で

し
た
が
、
1
9
7
3
年
に
本
堂
の
工
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
森
先
生

が
池
に
改
造
し
ま
し
た
。

●
今
は
枯
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
と
も
と
池
に
は
水
が
あ
り
ま

し
た
か
。

上
田
：
は
じ
め
は
水
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
山
か
ら
の
水
を
引
い
て

い
ま
し
た
。
水
道
が
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
寺
で
も

山
の
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ら
か
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
あ
る
時
期
に
水
源
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
寺
で
は

水
道
に
な
り
ま
し
た
が
、
池
の
管
理
は
た
い
へ
ん
で
し
た
の
で
枯
山

水
に
し
ま
し
た
。
こ
の
庭
を
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
庭
師
、
古
川
三
盛

さ
ん
が
砂
利
を
敷
き
ま
し
た
。
今
は
雨
が
降
っ
た
ら
、
水
が
そ
こ
に

流
れ
て
排
水
路
に
は
な
り
ま
す
が
、
水
は
も
う
溜
ま
り
ま
せ
ん
ね
。

も
と
も
と
は
鯉
も
泳
い
で
い
た
ん
で
す
が
、
池
が
浅
く
て
イ
タ
チ

が
よ
く
食
べ
に
き
て
い
ま
し
た
ね
。

●
1
9
6
9
年
の
火
事
で
境
内
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
か
。

上
田
：
境
内
は
昔
と
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
建
物
の
配
置
も

変
わ
り
ま
し
た
。
じ
つ
は
、
戦
争
中
に
一
度
燃
え
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
今
の
建
物
は
そ
の
後
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
も
と
も
と
は

文
化
財
に
な
る
よ
う
な
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
部
焼
け
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。私
が
ま
だ
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
す
。

そ
の
頃
は
庭
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
と
え
ば
、
今
は
庫
裡
の
南
側
に
庭
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
そ
こ
は

も
と
も
と
広
場
で
し
た
。
サ
ク
ラ
と
ソ
テ
ツ
な
ど
が
あ
っ
て
、
子
供

た
ち
が
遊
ぶ
よ
う
な
広
い
場
所
で
し
た
。
村
の
人
も
そ
こ
で
盆
踊
り

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、だ
ん
だ
ん
と
参
詣
人
が
多
く
な
っ

て
、
そ
こ
で
弁
当
を
食
べ
る
の
で
す
ね
。
拝
観
料
を
と
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
何
を
し
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

こ
ち
ら
と
し
て
は
困
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
、庭
に
し
よ
う
と
思
っ
て
、

森
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
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そ
の
時
、
徳
村
造
園
が
石
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
森
先
生
が
「
大

き
い
な
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
結
局
、
森

先
生
は
そ
の
石
を
深
く
埋
め
ま
し
た
。
上
は
あ
ま
り
出
さ
な
い
。
下

の
部
分
の
ほ
う
が
大
き
い
。
先
生
は
な
る
べ
く
そ
の
土
地
に
あ
る
も

の
で
庭
を
つ
く
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
徳
村
造
園

が
こ
の
よ
う
な
石
を
持
っ
て
き
た
の
で
使
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。

●
森
先
生
の
第
一
印
象
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

上
田
：
森
先
生
が
一
番
最
初
に
延
命
寺
に
来
ら
れ
た
の
は
、
夏
の
暑

い
日
で
し
た
。
そ
の
時
は
ご
機
嫌
の
悪
い
顔
を
し
て
、
ム
ッ
と
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
こ
こ
ま
で
出
前
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
申
し
わ

け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
で
用
意
し
た
食
事
を
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
先
生
は
ご
飯
を
済
ま
し
た
ら
、
す
っ
か
り
ご
機
嫌
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
素
直
な
人
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
を
さ
れ
る
と
き
も
、
森
先
生
は
ベ
ラ
ベ
ラ
お
話
を
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
縁
側
か
ら
立
ち
上
が
る
と
き
に
手
を
こ
す
っ
て

「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
、
小
さ
な
声
で
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

大
岡
先
生
な
ど
は
東
京
か
ら
来
て
い
ま
し
た
の
で
お
泊
ま
り
に

な
っ
た
ん
で
す
が
、
森
先
生
は
泊
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来

て
も
い
つ
も
そ
の
日
の
う
ち
に
お
帰
り
に
な
っ
た
。
自
分
で
車
を
運

転
し
な
い
の
で
徳
村
さ
ん
と
一
緒
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

●
庭
が
で
き
て
か
ら
、
森
先
生
が
管
理
な
ど
で
来
る
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
。

上
田
：
た
し
か
3
、
4
年
し
て
か
ら
ま
た
来
ら
れ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
、「
時
間
が
経
っ
て
庭
も
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」
と
言
い
か

け
た
ら
、「
そ
れ
は
違
い
ま
す
よ
」
と
先
生
が
答
え
ま
し
た
。
つ
く
っ

た
と
き
が
一
番
い
い
ん
だ
、
と
。
庭
が
で
き
た
と
き
に
は
木
は
小
さ

か
っ
た
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
剪
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。
時
間
が
経
つ
と
庭
に
も
し
っ
と
り
感
が

出
て
く
る
。
さ
び
る
と
い
い
ま
す
か
ね
。
そ
れ
が
い
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、先
生
は
つ
く
っ
た
と
き
が
一
番
い
い
ん
だ
、と
。
つ
く
っ

た
と
き
は
設
計
ど
お
り
で
す
か
ら
。

た
と
え
ば
、渡
り
廊
下
の
近
く
に
綺
麗
な
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
ま
し
た
。

も
う
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
ま
だ

根
っ
こ
が
あ
り
ま
す
。
先
生
が
観
心
寺
か
ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
た

と
き
に
ケ
ヤ
キ
が
綺
麗
で
し
た
の
で
、こ
こ
に
も
植
え
た
そ
う
で
す
。

延命寺庭園作庭（奈良文化財研究所蔵）
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し
か
し
、
ケ
ヤ
キ
は
す
ぐ
に
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
聞
い
た
ら
、
ま
た
植
え
た
ら
い
い
ん
で
す
よ
と
先
生
が
言

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
ら
あ
か
ん
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
人
で
し
た
。
よ
い
と
思
っ
た
も
の
を
植
え
ま
す
ね
。

●
現
在
、庭
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
古
川
三
盛
さ
ん
は
も
と
も
と
、

森
先
生
の
も
と
で
庭
園
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ら
こ
の

庭
を
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

上
田
：
古
川
さ
ん
は
本
当
に
最
近
で
す
。
最
近
と
い
っ
て
も
、
10
年

以
上
も
前
の
こ
と
で
す
が
。
古
川
さ
ん
は
観
心
寺
の
手
入
れ
を
さ
れ

て
い
た
ん
で
す
。
向
こ
う
で
古
川
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
こ
の
庭
の
手
入
れ
は
地
元
の
植
木
屋
さ
ん
に
頼
ん
で
い

ま
し
た
が
、せ
っ
か
く
森
先
生
に
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
庭
な
の
に
、

公
園
の
手
入
れ
み
た
い
に
機
械
で
全
部
刈
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
は

さ
み
で
剪
定
は
し
な
い
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
観
心
寺
に
古
川
さ
ん
と

い
う
腕
の
い
い
庭
師
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、う
ち
も
頼
み
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

古
川
さ
ん
は
丁
寧
に
手
入
れ
し
て
く
れ
ま
す
。
時
々
、
こ
の
庭
は

手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
か
と
聞
く
人
も
い
ま
す
。
古
川
さ
ん
は
木
の

自
然
の
形
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
、
一
般
の
観
光
客
は
庭
が
手
入
れ

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
せ
ん
ね
。
普
通
は
形
を
つ
く
っ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
。
私
も
そ
う
い
う
庭
に
慣
れ
て
か
ら
、
丸
く
刈
ら

れ
た
植
木
を
見
る
と
本
当
に
息
苦
し
く
な
り
ま
す
。

●
森
先
生
の
他
の
庭
は
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

上
田
：
森
先
生
は
京
都
の
法
金
剛
院
庭
園
を
復
元
さ
れ
ま
し
た
ね
。

あ
の
庭
は
い
い
で
す
ね
。
あ
そ
こ
は
も
と
も
と
仁
和
寺
系
統
で
す
。

仁
和
寺
門
跡
の
お
墓
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
が
、
今
は
唐
招
提
寺
の
律

宗
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
ご
住
職
、
川
井
戒か
い
ほ
ん本

さ
ん
も
私
の
知
っ
て

い
る
人
で
す
。
唐
招
提
寺
に
も
行
か
れ
て
い
た
人
で
す
。
森
先
生
は

唐
招
提
寺
で
も
庭
を
つ
く
り
ま
し
た
ね
。

だ
ん
だ
ん
と
記
憶
力
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
森
先
生
の
庭
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と
し

た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
残
し
て
い
か
な
い
と
や
は
り
、
後
の
人

は
写
真
な
ど
で
見
て
も
、
そ
の
魅
力
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
な
。（

了
）

延命寺庭園作庭（奈良文化財研究所蔵）
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「
40
年
間
も
こ
の
庭
を

毎
日
見
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
飽
き
ま
せ
ん
ね
」

場所：奈良市、岩井邸／日時：2012年 11月 7日

岩
井
浅
二
（
い
わ
い
・
あ
さ
じ
）

1
9
3
1
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
1
9
5
8

年
奈
良
県
立
医
学
大
学
卒
、
整
形
外
科
医
。

岩
井
整
形
外
科
医
院
長
。

庭
の
持
ち
主

岩
井
浅
二

—

岩
井
邸

●
岩
井
さ
ん
の
ご
自
宅
は
モ
ダ
ン
な
お
家
で
す
ね
。
い
つ
頃
に
で
き

ま
し
た
か
。

岩
井
：
昔
は
、古
い
木
造
の
家
が
門
の
近
く
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

当
時
は
小
さ
い
石
と
マ
キ
の
木
な
ど
が
点
々
と
し
て
い
る
狭
い
庭
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
庭
が
つ
く
り
た
か
っ
た
の
で
古
い
家
を
裏
の
広
い

畑
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
家
を
解
体
せ
ず
に
、
建
っ
た
ま
ま
で
す
っ

と
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
二
階
建
て
の
家
で
し
た
が
、
瓦
も
ガ
ラ
ス
も

何
も
割
れ
ず
に
で
き
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

そ
し
て
、
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
に
大
成
建
設
に
新
し
い
家
を

建
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
が

流
行
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
こ
こ
の
柱
な
ん
か
、
打
ち
っ
ぱ
な
し
な

ん
で
す
。
今
の
奈
良
県
庁
と
同
じ
頃
に
で
き
ま
し
た
。
森
先
生
に
庭

を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
そ
の
1
年
後
の
昭
和
45
年
で
す
ね
。

●
森
先
生
に
お
庭
の
設
計
を
依
頼
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

岩
井
：
私
は
整
形
外
科
医
を
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
40
年
頃
に
奈
良

市
役
所
の
近
く
に
田
ん
ぼ
を
買
っ
て
、
整
形
外
科
病
院
を
建
て
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
森
先
生
が
指
を
怪
我
さ
れ
て
来

ら
れ
た
ん
で
す
（
昭
和
42
年
10
月
29
日
朝
）［
森　
1
9
7
3　
2
0
1

頁
］。
森
先
生
の
ご
自
宅
は
西
ノ
京
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
職
人
と

一
緒
に
庭
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
に
石
を
落
と
し
て
指
を
挟
ん
だ
ん

で
す
よ
。
そ
れ
で
骨
が
つ
ぶ
れ
て
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
そ

ん
な
偉
い
先
生
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
当
時
は
庭

園
文
化
研
究
所
の
所
長
で
し
た
か
な
。
そ
れ
で
お
つ
き
あ
い
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
私
は
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
庭
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。

●
ど
の
よ
う
な
庭
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

岩
井
：
私
は
大
き
な
石
の
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
、
生
駒
の
山
の
麓

ま
で
買
い
に
行
っ
た
ん
で
す
。
5
つ
ほ
ど
の
大
き
な
石
を
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ん
で
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
土
塀
を
つ
く
れ
ば
、
大
き
な
石
を
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
、先
に
買
い
取
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
森
先
生
に
設
計
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
よ
う
な
素
人
は
大
き
な
石
の
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
森
先
生
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
石
を
先
に
持

ち
込
ま
れ
た
ら
、
設
計
も
し
に
く
い
し
、
邪
魔
だ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
ね
。
家
は
鉄
筋
の
建
物
で
す
し
、
森
先
生
は
困
ら
れ
た
と
思
い
ま
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す
け
れ
ど
も
、
な
ん
と
か
設
計
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
石
を
深
く
据
え

ま
し
た
。

高
い
石
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
出
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か

と
言
っ
た
ら
、
森
先
生
は
「
す
べ
て
を
出
し
た
ら
、
こ
の
石
は
こ
れ

だ
け
だ
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
深
く
据
え
れ
ば
、
氷
山
の

一
角
み
た
い
に
存
在
感
が
あ
る
。
あ
ま
り
表
に
出
さ
な
い
ほ
う
が
い

い
ん
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
庭
は
森
先
生
の
設
計
で
、
京
都
か
ら
徳
村
造
園
が
毎
日

来
て
く
れ
て
、
つ
く
り
ま
し
た
。
工
事
中
は
森
先
生
が
ず
っ
と
監
督

に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
毎
日
、
庭
が
で
き
て
い
く
の
を
楽
し

く
見
て
い
ま
し
た
。

●
庭
の
味
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
。

岩
井
：
そ
の
頃
、
学
園
前
に
ど
ん
ど
ん
新
し
い
家
が
建
て
ら
れ
、
庭

も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
庭
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ

で
ど
ん
な
木
を
植
え
、
ど
う
い
う
庭
を
つ
く
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と

見
学
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
土
塀
の
角
に
ご
つ
い
マ

キ
の
木
が
あ
っ
た
り
、
マ
ツ
の
木
が
あ
っ
た
り
し
て
、
枝
振
り
は
こ

れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
自
慢
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ

ん
な
木
が
多
か
っ
た
で
す
。
当
時
は
立
派
な
木
だ
な
と
思
っ
て
い
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
森
先
生
に
庭
を
設
計
し
て
も
ら
っ
て
見
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。

森
先
生
の
庭
の
木
は
さ
ら
り
と
、
自
然
の
枝
振
り
で
す
ね
。
わ
ざ

と
ら
し
い
も
の
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。「
お
れ
を
見
ろ
」
と
い
う
木

が
な
い
ん
で
す
ね
。
ご
く
自
然
な
感
じ
の
庭
で
す
ね
。

そ
の
頃
に
、
私
は
森
先
生
が
研
究
し
て
お
ら
れ
た
大
乗
院
庭
園
を

は
じ
め
、
桂
離
宮
や
修
学
院
離
宮
も
見
に
行
き
ま
し
た
。
金
閣
寺
や

銀
閣
寺
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
ね
。
や
は
り
修
学
院
離
宮
の
よ
う

な
自
然
な
感
じ
が
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
平
泉
の
毛も
う
つ
う
じ

越
寺
ま
で
行
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
毛
越
寺
の
存
在
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ

ど
も
、
森
先
生
が
修
復
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し

た
の
で
、
い
っ
ぺ
ん
拝
観
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
う

ち
の
庭
が
で
き
て
か
ら
で
す
が
。

●
工
事
中
、
森
先
生
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し

た
か
。

岩
井
：
た
と
え
ば
、
玄
関
先
の
飛
石
が
あ
り
ま
す
ね
。
職
人
が
石
を

担
い
で
い
る
の
に
、
森
先
生
は
う
ん
と
言
わ
な
い
。
首
を
横
に
振
ら

岩井邸庭園（マレス撮影、2013 年）
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れ
る
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な
素
人
が
見
て
い
る
と
、
そ
れ
は
1
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
動
か
す
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
今
度
は
、
先
生
が
首
を
縦

に
振
ら
れ
る
け
れ
ど
、
私
か
ら
見
た
ら
さ
っ
き
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
職
人
が
重
い
石
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
早
く
う
ん
と
言
っ
て
や
れ
ば
い
い
と
私
は
思
っ

て
い
ま
し
た
が
（
笑
）。

ま
た
設
計
図
に
等
高
線
を
描
く
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

よ
。
今
の
庭
は
そ
の
等
高
線
ど
お
り
に
盛
り
土
し
て
あ
る
ん
で
す
。

そ
し
て
石
の
配
置
、
樹
木
の
配
置
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
も
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
モ
ミ
ジ
や
マ
ツ
な
ど
の
樹
木
の
場
合
は
直
径
何
セ
ン

チ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

●
庭
が
で
き
た
後
、
維
持
管
理
な
ど
で
森
先
生
が
見
に
来
る
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

岩
井
：
庭
が
で
き
て
か
ら
何
回
か
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

森
先
生
の
庭
と
い
う
こ
と
で
、
見
に
来
ら
れ
た
方
も
い
ま
し
た
ね
。

最
初
は
徳
村
さ
ん
が
ず
っ
と
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
の
後
は

牧
岡
一
生
さ
ん
が
2
、
3
年
来
て
く
れ
た
か
な
。
そ
れ
か
ら
は
古
川

三
盛
さ
ん
が
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
古
川
さ
ん
に

な
っ
て
か
ら
10
年
以
上
経
ち
ま
す
ね
。
せ
っ
か
く
い
い
庭
を
つ
く
っ

て
も
ら
っ
た
か
ら
、
ず
っ
と
森
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
に
管
理
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
庭
は
手
入
れ
が
大
事
な
ん
で
ね
。

葉
っ
ぱ
が
落
ち
る
時
期
だ
け
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し

て
、
月
に
2
、
3
回
来
て
い
た
だ
い
て
る
ん
で
す
。
私
だ
け
で
は
手

が
回
り
ま
せ
ん
か
ら
。
お
陰
さ
ま
で
庭
は
い
つ
も
綺
麗
で
す
。

庭
は
手
間
も
か
か
り
ま
す
し
、
お
金
も
か
か
り
ま
す
。
息
子
た
ち

も
若
い
頃
に
「
な
ぜ
庭
に
あ
ん
な
お
金
を
か
け
て
、
人
に
手
間
を
か

け
る
ん
だ
？
」
と
、
庭
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
し

か
し
、
今
と
な
っ
て
は
い
い
な
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
庭
が
で
き
て
40
年
ぐ
ら
い
経
ち
ま
す
が
、
木
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
苔
は
自
然
に
石
に

生
え
て
き
た
ぐ
ら
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
苔
が
芝
生
に
占
領
さ
れ
て

き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
綺
麗
に
生
え
て
い
ま
す
。

●
ど
の
季
節
の
庭
が
一
番
お
好
き
で
す
か
。

岩
井
：
新
緑
は
ち
ょ
っ
と
賑
や
か
す
ぎ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
秋
は
い
い

で
す
ね
。
今
ち
ょ
う
ど
モ
ミ
ジ
も
綺
麗
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

冬
の
枯
れ
た
庭
も
い
い
で
す
。
ウ
メ
と
か
モ
ミ
ジ
と
か
、
皆
葉
っ
ぱ

が
落
ち
て
、
綺
麗
な
枝
振
り
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
。
特
に
森
先
生

は
庭
で
枝
を
伸
ば
し
ま
す
か
ら
ね
。ぶ
つ
ぶ
つ
切
る
人
も
い
ま
す
が
、

私
は
石
畳
を
門
ま
で
歩
い
て
い
く
と
き
に
頭
に
枝
が
触
る
ぐ
ら
い
が

好
き
な
ん
で
す
。

森
先
生
は
設
計
を
す
る
と
き
に
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
こ
こ
に
は
こ
の
石
を
据
え
て
、
あ
そ
こ
に
は
こ

の
木
を
植
え
る
と
い
う
こ
と
を
。
と
に
か
く
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
が
な

く
て
、
さ
っ
と
広
が
っ
て
い
る
空
間
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
40
年
も
こ
の
庭
を
毎
日
見
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
飽
き

ま
せ
ん
ね
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
の
家
を
建
て
替
え
た
い
ん
で

す
。
た
だ
、
簡
単
に
替
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ね
。

こ
れ
だ
け
は
大
失
敗
だ
。
で
も
、
そ
の
頃
私
は
30
歳
ぐ
ら
い
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
流
行
っ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
建
て
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
な
ら
木
造
の
、
入い
り
も
や

母
屋
の
家
が
つ
く
り
た
い
で
す
。
こ
の

庭
も
木
造
建
築
に
よ
く
似
合
う
と
思
い
ま
す
。

●
家
の
南
側
に
、表
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
の
池
庭
が
あ
り
ま
す
ね
。

岩
井
：
こ
こ
に
は
井
戸
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
昔
の
庭
に
も
浅
い
、
さ

ら
さ
ら
と
し
た
小
さ
い
池
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
森
先
生
は
子
供

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
池
と
芝
生
に
し
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
池
を
つ
く
っ
て
、
鯉
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。
立
派
な

鯉
が
20
匹
お
っ
た
ん
で
す
が
、
今
は
1
匹
し
か
お
ら
ん
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
常
生
活
の
庭
で
す
。
こ
こ
は
や
は
り
表
の

庭
が
メ
イ
ン
で
す
。
こ
の
部
屋
の
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
、
季
節
ご
と
に

移
ろ
う
庭
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
飽
き
ま
せ
ん
ね
。

（
了
）

引
用
文
献

森
蘊
（
1
9
7
3
）『
庭
ひ
と
す
じ
』　
学
生
社
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216217 第 3部　森薀蓄の足跡を辿る―インタビュー

「
こ
の
庭
は山の

匂
い
が
す
る
ん
で
す
」

場所：奈良市、若原邸／日時：2013年 5月 14日

若
原
昌
子
（
わ
か
は
ら
・
ま
さ
こ
）

大
阪
府
出
身
。
元が
ん
こ
う
じ

興
寺
・
中
宮
寺
信
徒
総
代
。

若
原
邦
弘
（
わ
か
は
ら
・
く
に
ひ
ろ
）

奈
良
県
出
身
。（
株
）奈
良
保
健
衛
生
社
代
表

取
締
役
。

●
森
先
生
と
の
出
会
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

若
原
（
昌
）
：
唐
招
提
寺
の
徳
田
明み
ょ
う
ほ
ん
本
さ
ん
に

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
田
明
本
さ
ん

と
い
う
の
は
『
律
宗
概
論
』
を
書
か
れ
た
僧
侶

で
す
が
、
お
庭
の
こ
と
な
ら
森
先
生
に
頼
み
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
宝
級
の

庭
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
こ
と
で
す
か

庭
の
持
ち
主

若
原
昌
子
・
邦
弘

—

若
原
邸

ら
、
ど
ん
な
請
求
書
が
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
怖
く
て
や
め
よ

う
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
唐
招
提
寺
の
ご
紹
介
で
す
し
、

主
人
も
大
胆
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
、
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
先
生
の
設
計
料
が
安
く
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。「
こ
の
方
は
純
粋
な
学
者
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
た
い
へ
ん
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
50
年
の
こ
と
で
す
が
、
森
先
生
は
徳
村
さ
ん
と
い
う
造
園
屋

さ
ん
を
ご
指
名
さ
れ
て
、う
ち
の
庭
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
作
庭
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
も
し
く
は
特
別
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

若
原
（
昌
）
：
奥
に
石
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
見
え
ま
す
け
ど
、
じ
つ
は

か
な
り
大
き
い
石
な
の
で
す
よ
。
し
か
し
、
先
っ
ぽ
し
か
見
え
ま
せ

ん
。「
こ
ん
な
大
き
い
石
な
の
に
、
な
ぜ
見
せ
な
い
の
で
す
か
」
と

森
先
生
に
質
問
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
下
に
深
く
埋
め
た

ほ
う
が
重
量
感
が
出
る
ん
で
す
よ
と
、先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
庭
に
関
し
て
私
が
質
問
し
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
し
た
。

庭
が
で
き
て
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
森
先
生
が
時
た
ま
お
い
で
に

な
っ
た
際
に
「
奥
さ
ん
、こ
の
お
庭
は
ど
う
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
ま
ろ
や
か
な
お
方
で
し
た
。「
私
は
何
も
わ
か
ら
な
い
ん
で

す
け
ど
、
表
で
こ
れ
だ
け
車
が
通
る
の
に
、
夜
に
来
客
を
送
り
出
す

と
、
山
の
匂
い
が
す
る
ん
で
す
」。
そ
れ
が
私
の
び
っ
く
り
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
だ
け
奥
行
き
の
浅
い
庭
な
の
に
さ
す
が
や
な
、
と

思
い
ま
し
た
。
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
。
先
生
も
こ
の
奥
行
き
の
な
さ
を
す
ご
く
気
に
し
な
が
ら
設
計

さ
れ
た
の
は
事
実
で
す
。
で
き
た
と
き
に
図
面
は
く
だ
さ
ら
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
静
か
な
、
優
し
い
感
じ
の
方
で
し
た
ね
。
良
い
方
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
て
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
後
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

若
原
（
昌
）
：
や
っ
ぱ
り
、
立
派
な
方
に
庭
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た

か
ら
、
こ
う
や
っ
て
今
も
手
入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。
代
が
替
わ
る

と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
庭
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
な

ん
と
か
し
て
代
々
長
く
維
持
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

若
原
（
邦
）
：
子
供
の
頃
は
こ
ぶ
し
大
の
石
を
一
つ
ひ
と
つ
つ
洗
わ

さ
れ
て
本
当
に
辛
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

若
原
（
昌
）
：
今
は
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方
に
1
週
間
に
1
回
来
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て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
掃
除
だ
け
で
す
が
、
そ
の
方
は
こ
の
庭
が
好

き
に
な
っ
て
、
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
手
入
れ
は
年

に
2
回
、
森
先
生
の
も
と
で
働
い
て
い
た
牧
岡
一
生
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

お
陰
で
今
日
は
息
子
に
も
こ
の
話
が
で
き
ま
す
。
彼
の
記
憶
と
私

の
記
憶
は
違
い
ま
す
か
ら
。
彼
は
石
を
洗
っ
た
記
憶
し
か
な
い
の
で

す
。
ま
ぁ
、
な
に
せ
来
客
が
多
か
っ
た
の
で
家
族
は
常
に
掃
除
を
さ

せ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
。

（
了
）

若原邸庭園（マレス撮影、2013 年）

［
第
4
部
］

森
蘊
の
生
涯

―
年
表

島田市智満寺でスケッチする森蘊
（1981 年 10 月 9日）

海軍時代の森蘊（1945 年頃）

若かりし頃、
野球をする森蘊
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220221 第 4部　森蘊の生涯―年表

西
暦
（
和
暦
）
年
齢

出
来
事
・
職
歴
・
著
書
な
ど

作
庭
・
調
査
・
整
備
な
ど

1
9
0
5
年

（
明
治
38
年
）
0
歳

・
8
月
8
日
、東
京
府
立
川
村（
現
・
東
京
都
立
川
市
）に
生
ま
れ
る
。
森
慎
一
郎
と
多
津
代（
た

つ
よ
）
の
六
男
。
慎
一
郎
は
坂
戸
神
社
（
現
・
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
坂
戸
市
場
）
の
次
男
で
、

東
京
府
立
第
二
中
学
校
長（
現
・
東
京
都
立
立
川
高
等
学
校
）や
東
京
高
等
師
範
学
校
長（
現
・

筑
波
大
学
）
な
ど
を
歴
任
。

・
長
男
秀
は
、
大
正
6
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
電
気
科
卒
業
後
、
宮
城
中
学
校
長
、
金
沢
師

範
学
校
長
、
東
京
府
立
第
二
中
学
校
長
、
富
山
中
学
校
長
、
東
京
高
等
師
範
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

・
二
男
喬
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
在
学
中
に
外
交
官
試
験
に
合
格
。
の
ち
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
タ
イ
国
大
使
を
歴
任
。
退
官
後
は
弁
護
士
に
な
っ
た
。

・
三
男
禎
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
機
械
工
学
科
卒
業
後
、
日
立
製
作
所
に
入
社
。
の
ち
多
賀

高
等
工
業
学
校
教
諭
と
な
っ
た
。

・
四
男
榮
は
、東
京
帝
国
大
学
法
科
卒
業
、三
井
鉱
山
に
入
社
し
、三
井
化
学
の
社
長
に
な
っ
た
。

・
五
男
實
は
、
海
軍
大
学
卒
業
、
海
軍
大
佐
。

・
長
女
、
志
げ
。

1
9
1
8
年

（
大
正
7
年
）
13
歳

・
3
月
31
日
、
青
柳
小
学
校
を
卒
業
（
現
・
文
京
区
立
青
柳
小
学
校
、
東
京
都
文
京
区
大
塚
）。

1
9
2
3
年

（
大
正
12
年
）
18
歳

・
3
月
31
日
、
東
京
高
等
師
範
学
校
付
属
中
学
校
を
卒
業
（
現
・
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
、

東
京
都
文
京
区
大
塚
）。

1
9
2
8
年

（
昭
和
3
年
）
23
歳

・
3
月
31
日
、
浦
和
高
等
学
校
理
科
乙
類
を
卒
業
（
現
・
埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
農
学
部
、

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
領
家
）。

1
9
2
9
年

（
昭
和
4
年
）
24
歳

・
3
月
、
大
阪
市
旭
区
森
小
路
に
住
ん
で
い
た
三
番
目
の
兄
（
森
禎
）
を
訪
れ
、
初
め
て
の

関
西
旅
行
。
平
等
院
、
法
界
寺
、
醍
醐
寺
、
天
龍
寺
、
金
閣
寺
、
銀
閣
寺
等
を
見
学
し
、

深
い
感
銘
を
受
け
る
。

・
4
月
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科
に
入
学
。
指
導
教
官
は
丹
羽
鼎
三
。
林
学
部
の
田

村
剛
の
造
園
学
も
受
講
。

1
9
3
0
年

（
昭
和
5
年
）
25
歳

・
夏
に
関
西
旅
行
。
京
都
で
は
桂
離
宮
や
修
学
院
離
宮
、
奈
良
周
辺
で
は
東
大
寺
、
興
福
寺

を
は
じ
め
、
一
乗
院
跡
、
大
乗
院
跡
、
知
足
院
跡
、
内
山
永
久
寺
跡
、
円
城
寺
、

　

浄
瑠
璃
寺
、
ま
た
岐
阜
県
多
治
見
市
の
永
保
寺
な
ど
の
庭
園
遺
構
を
見
学
。

1
9
3
1
年

（
昭
和
6
年
）
26
歳

・
春
か
ら
、
田
村
剛
の
紹
介
で
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
、
藤
島
亥
治
郎
の
日
本
建

築
史
の
講
義
を
聴
講
。
そ
の
影
響
で
平
泉
を
訪
れ
、
毛
越
寺
庭
園
跡
を
見
学
。
東
京
帝
国

　

大
学
工
学
部
建
築
学
科
の
前
田
松
韻
研
究
室
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
秋
か
ら
翌

年
は
じ
め
ま
で
、
鎌
倉
の
永
福
寺
跡
に
て
発
掘
調
査
に
参
加
。

1
9
3
2
年

（
昭
和
7
年
）
27
歳

・
3
月
31
日
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
科
を
卒
業
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
鎌
倉
の

庭
と
夢
窓
疎
石
の
作
風
」。

・
同
大
学
院
に
入
学
。
指
導
教
官
は
田
村
剛
と
な
っ
た
。

・
日
本
建
築
学
会
に
入
会
。

・
5
月
1
日
、
父
慎
一
郎
が
亡
く
な
る
。

作
庭
・
小
坂
順
造
氏
別
荘
（
東
京
都
）

作
庭
・
名
取
和
作
氏
別
荘
（
東
京
都
）

作
庭
・
森
喬
別
荘
（
東
京
都
）

作
庭
・
森
栄
邸
（
東
京
都
）

1
9
3
3
年

（
昭
和
8
年
）
28
歳

・
5
月
25
日
、
内
務
省
衛
生
局
事
務
取
扱
、
企
画
課
に
就
職
（
現
・
厚
生
労
働
省
）。

・
論
文
「
毛
越
寺
に
於
け
る
藤
原
時
代
造
園
遺
跡
の
研
究
」
造
園
研
究
8

・
論
文
「
日
光
国
立
公
園
地
域
内
電
柱
架
設
に
就
い
て
」
国
立
公
園
5（
7
）

1
9
3
4
年

（
昭
和
9
年
）
29
歳

・
4
月
30
日
、
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
を
中
退
。
田
村
剛
の
造
園
学
の
ほ
か
に
、
造
林
学
の

中
村
賢
一
と
地
質
学
の
佐
伯
秀
章
の
講
義
を
受
け
た
。
論
文
は
「
平
安
鎌
倉
時
代
庭
園
遺

跡
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
提
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

・
論
文
「
永
福
寺
に
於
け
る
鎌
倉
時
代
前
期
造
園
遺
跡
の
研
究
」
造
園
研
究
13

・
論
文
「
国
立
公
園
と
謡
曲
の
名
所
」
国
立
公
園
6（
2
）

1
9
3
5
年

（
昭
和
10
年
）
30
歳

・
論
文
「
奥
日
光
の
温
泉
」
登
山
と
は
い
き
ん
ぐ
1

・
論
文
「
車
窓
に
見
る
東
北
の
山
々
」
登
山
と
は
い
き
ん
ぐ
1（
4
）

1
9
3
6
年

（
昭
和
11
年
）
31
歳

・
肥
田
（
ひ
だ
）
は
る
こ
（
1
9
1
7
年
3
月
30
日

-

2
0
1
2
年
4
月
24
日
）
と
結
婚
す
る
。

1
9
3
7
年

（
昭
和
12
年
）
32
歳

・
論
文
「
本
邦
国
立
公
園
に
於
け
る
原
野
風
景
地
に
就
い
て
」
造
園
雑
誌
4（
1
）

・
論
文
「
室
町
時
代
の
住
宅
庭
園
」
造
園
研
究
21

・
論
文
「
平
泉
無
量
光
院
の
造
園
遺
跡
の
研
究
」
造
園
研
究
23

・
論
文
「
家
庭
に
於
け
る
果
樹
園
芸
」
公
衆
衛
生
55（
3
）

1
9
3
8

（
昭
和
13
年
）
33
歳

・
長
男
、
史
夫
が
生
ま
れ
る
。

・
1
月
2
日
、
正
月
休
暇
を
利
用
し
て
、
京
都
の
王
朝
時
代
の
庭
園
遺
蹟
を
訪
ね
る
。

・
1
月
11
日
、
厚
生
省
（
現
・
厚
生
労
働
省
）
体
力
局
事
務
取
扱
。
厚
生
技
手
、
体
力
局
施

設
課
勤
務
。

・
春
、
大
岡
実
と
福
山
敏
男
の
推
薦
で
「
建
築
史
研
究
会
」
に
入
会
。

・
論
文
「
京
都
に
残
る
平
安
朝
の
庭
園
遺
跡
を
訪
ね
て
」
庭
園
20
（
3
）

・
論
文
「
山
水
并
野
形
図
逓
伝
の
造
園
家
に
就
い
て
」
造
園
研
究
24

作
庭
・
石
坂
修
一
氏
邸
庭
園
（
目
黒
区
）

作
庭
・
住
友
吉
左
衛
門
氏
別
荘
庭
園
（
那
須
塩
原
市
）
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・
論
文
「
平
等
院
庭
園
考
」
建
築
学
会
論
文
集
9

・
論
文
「
鳥
羽
殿
庭
園
考
」
造
園
雑
誌
5（
2
）

・
論
文
「
神
社
に
残
る
平
安
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
跡
に
就
い
て
」
神
社
協
会
雑
誌
34（
7
）

・
論
文
「
枯
山
水
に
つ
い
て
」
宝
雲
23

・
論
文
「
前
栽
に
就
い
て
」
造
園
研
究
27

1
9
3
9
年

（
昭
和
14
年
）
34
歳

・
論
文
「
法
金
剛
院
の
庭
園
に
つ
い
て（
上
）（
下
）」
建
築
史
1（
1
）（
2
）

・
論
文
「
夢
窓
国
師
の
作
庭
」
造
形
芸
術
10

・
論
文
「
平
安
時
代
前
期
庭
園
に
関
す
る
研
究
」
建
築
学
会
論
文
集
13

・
論
文
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
造
園
技
術
」
建
築
学
会
論
文
集
14

・
論
文
「
室
町
時
代
に
於
け
る
「
前
栽
秘
抄
」
の
影
響
」
建
築
史
1（
5
）

・
論
文
「
龍
安
寺
庭
園
の
研
究
」
画
説
33

・
論
文
「
金
閣
と
法
水
院
」
国
宝
2（
10
）

・
論
文
「
平
安
朝
の
庭
園
」
造
形
芸
術
15

・
論
文
「
鎌
倉
時
代
宮
苑
に
関
す
る
研
究
」
造
園
雑
誌
6（
3
）

1
9
4
0
年

（
昭
和
15
年
）
35
歳

・
共
著
『
新
講
大
日
本
史
』（
日
本
庭
園
史
）
雄
山
閣

・
註
校　

横
井
時
冬
著
『
日
本
庭
園
発
達
史
』
創
元
社

・
論
文
「
桂
離
宮
御
庭
の
造
営
年
代
」
建
築
史
2（
1
）

・
論
文
「
善
阿
彌
初
期
の
作
庭
」
建
築
史
2（
2
）

・
論
文
「
慶
長
以
前
の
三
宝
院
庭
園
」
建
築
史
2
（
2
）

・
論
文
「
泉
殿
・
釣
殿
の
研
究（
1
）　

泉
殿
に
つ
い
て
」
宝
雲
25

・
論
文
「
武
田
屋
形
図
と
信
玄
の
庭
訓
」
庭
園
と
風
光
23（
4
）

・
論
文
「
慈
照
寺
庭
園
の
作
者
に
関
す
る
疑
」
建
築
史
2（
3
）

・
論
文
「
泉
殿
・
釣
殿
の
研
究（
2
）　

泉
殿
に
つ
い
て
」
宝
雲
26

・
小
評
「
山
田
博
士
の
作
庭
記
解
説
を
讀
む
」
建
築
史
2（
4
）

・
論
文
「
前
栽
秘
抄
の
研
究
」
建
築
史
2（
5
）

・
論
文
「
益
之
集
箴
の
作
庭
」
建
築
史
2（
5
）

・
小
評
「
京
都
市
編
「
京
都
の
庭
園
」
建
築
史
2（
5
）

・
論
文
「
山
水
并
野
形
図
の
研
究
」
造
園
研
究
34

・
論
文
「
二
代
目
善
阿
弥
」
建
築
史
2（
6
）

・
論
文
「
慈
照
寺
造
庭
に
関
す
る
一
考
察
」
画
説

・
論
文
「
日
本
庭
園
の
真
価
」
観
光
8（
2
）

1
9
4
1
年

（
昭
和
16
年
）
36
歳

・
9
月
26
日
、
東
京
市
技
手
と
な
り
、
体
力
局
施
設
課
に
勤
務
。

・「
江
戸
時
代
初
期
の
建
築
と
庭
園
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
桂
離
宮
に
つ
い
て
」
と
い
う
題

　

目
で
文
部
省
か
ら
学
術
奨
励
研
究
費
を
受
け
、
桂
離
宮
の
研
究
を
開
始
。

・
論
文
「
鹿
苑
寺
の
金
閣
と
庭
園
」
建
築
史
3（
1
）

・
論
文
「
銀
沙
灘
と
仙
草
壇
」
建
築
史
3（
1
）

・
論
文
「
小
堀
遠
州
と
彼
を
め
ぐ
る
造
園
家
」
庭
園
と
風
光
23（
2
）

・
論
文
「
金
地
院
の
庭
園
」
建
築
史
3（
2
）

・
論
文
「
大
仙
院
庭
園
の
作
者
」
建
築
史
3（
2
）

・
論
文
「
小
堀
遠
州
の
造
庭
」
建
築
史
3（
3
）

・
論
文
「
に
ぎ
は
い
草
と
桂
離
宮
庭
園
論
争
」
建
築
史
3（
3
）

・
論
文
「
金
地
院
茶
室
の
建
築
年
代
及
作
者
」
建
築
史
3（
3
）

・
論
文
「
高
陽
院
造
庭
工
事
管
見
」
庭
園
と
風
光
23（
6
）

・
論
文
「
室
町
時
代
に
於
け
る
西
芳
寺
庭
園
の
修
理
」
建
築
史
3（
4
）

・
論
文
「
高
陽
院
の
造
庭
工
事
に
つ
い
て
」
建
築
史
3（
4
）

・
論
文
「
大
神
神
社
と
室
の
八
島
」
庭
園
と
風
光
23（
7
）

・
論
文
「
下
野
に
室
町
時
代
の
古
園
を
訪
ね
て
」
庭
園
23（
7
）

・
論
文
「
獨
逸
の
造
園
家

—
ベ
ル
マ
ン
・
マ
ッ
テ
ル
ン
氏
」
庭
園
23（
12
）

・
論
文
「
泉
殿
・
釣
殿
の
研
究（
3
）　

釣
殿
に
つ
い
て
」
宝
雲
27

・
論
文
「
桂
離
宮
論
争
と
管
見
」
造
園
研
究
36

・
論
文
「
桂
御
別
業
に
関
す
る
一
考
察
」
建
築
史
3（
5
）

・
論
文
「「
慈
照
寺
庭
園
は
宮
城
豐
盛
の
改
築
に
非
ず
」
を
讀
む
」
建
築
史
3（
5
）

・
論
文
「
遍
照
心
院
の
庭
園
」
建
築
史
3（
5
）

1
9
4
2
年

（
昭
和
17
年
）
37
歳

・
論
文
「
東
福
寺
の
庭
園
」
建
築
史
4（
1
）

・
論
文
「
金
地
院
の
新
方
丈
・
有
樂
齋
數
奇
屋
」
建
築
史
4（
1
）

・
論
文
「
金
閣
の
造
営
年
代
」
建
築
史
4（
1
）

・
追
悼
文
「
足
立
先
生
と
日
本
庭
園
」
建
築
史
4（
2
）

・
論
文
「
小
堀
遠
州
と
江
戸
の
庭
園
」
新
風
土
記
3（
1
）

・
論
文
「
庭
奉
行
と
し
て
の
小
堀
江
守
」
国
宝
5（
1
）

・
論
文
「
日
本
庭
園
の
源
流
と
そ
の
形
態
に
つ
い
て
」
建
築
史
4（
3
）

・
論
文
「
年
中
行
事
絵
巻
と
東
三
条
殿
庭
園
」
国
宝
5（
7
）

・
論
文
「
桂
御
別
業
之
記
に
つ
い
て
」
建
築
史
4（
5
）

・
論
文
「
善
阿
弥
の
作
庭
」
国
宝
5（
9
）

・
論
文
「
江
戸
時
代
初
期
建
築
庭
園
界
と
小
堀
遠
州
」
朗
10

1
9
4
3
年

（
昭
和
18
年
）
38
歳

・
6
月
28
日
、
東
京
市
技
師
と
な
り
、
公
園
部
技
術
課
に
勤
務
。

・
論
文
「
井
の
頭
自
然
文
化
園
に
つ
い
て
」
建
築
雑
誌
18（
1
）
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・
論
文
「
東
京
古
庭
園
め
ぐ
り（
1
）」
庭
園
25（
1
）

・
論
文
「
東
京
古
庭
園
め
ぐ
り（
2
）」
庭
園
25（
2
）

・
論
文
「
室
町
時
代
に
於
け
る
庭
園
美
に
関
す
る
一
考
察
」
建
築
史
5（
2
）

・
論
文
「
東
京
古
庭
園
め
ぐ
り（
3
）」
庭
園
25（
2
）

・
論
文
「
小
堀
遠
州
と
日
本
庭
園
」
画
論
22

・
論
文
「
南
禅
寺
方
丈
庭
園
の
造
営
年
代
及
作
者
」
建
築
史
5（
4
）

・
論
文
「
日
本
庭
園
に
於
け
る
橋
梁
に
つ
い
て
」
建
築
史
5（
5
）

1
9
4
4
年

（
昭
和
19
年
）
39
歳

・
1
月
4
日
、
東
京
都
井
の
頭
恩
賜
公
園
自
然
文
化
園
長
。
7
月
1
日
、
正
七
位
。

・
7
月
8
日
、
兄
森
實
が
マ
リ
ア
ナ
群
島
に
出
動
中
に
戦
死
（
43
歳
）。

・
著
書
『
日
本
庭
園
の
伝
統
』
一
條
書
房

・
共
著
『A

rchitectureandG
arden

』N
ipponBunkaChuoRenm

ei

・
論
文
「
浄
瑠
璃
寺
の
建
築
と
庭
園
」
建
築
史
6（
3
）

・
論
文
「
称
名
寺
の
建
築
と
庭
園
」
建
築
史
6（
4
）

1
9
4
5
年

（
昭
和
20
年
）
40
歳

・
海
軍
技
師
と
し
て
、
ボ
ル
ネ
オ
民
政
部
に
派
遣
さ
れ
る
。
高
等
官
六
等
。

・
著
書
『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
桑
名
文
星
堂

・
共
著
『
日
本
建
築
聚
英
6
』（
建
築
庭
園
編
）
日
本
文
化
中
央
連
盟

1
9
4
6
年

（
昭
和
21
年
）
41
歳

・
5
月
30
日
、
復
員
。
6
月
15
日
よ
り
東
京
都
立
農
事
試
験
場
に
勤
務
。

1
9
4
7
年

（
昭
和
22
年
）
42
歳

・
5
月
31
日
、
東
京
植
木
株
式
会
社
に
勤
務
（
研
究
部
長
）。
8
月
1
日
よ
り
東
京
国
立
博
物

館
の
技
官
と
な
り
、
保
存
修
理
課
兼
事
業
課
に
勤
務
（
文
化
財
保
護
委
員
会
、
文
化
庁
の

前
身
）。

1
9
4
8
年

（
昭
和
23
年
）
43
歳

・
4
月
1
日
、
国
立
博
物
館
の
調
査
員
と
な
り
、
保
存
修
理
課
に
勤
務
。

・
著
書
「
住
居
の
歴
史
」
白
馬
書
房

1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）
44
歳

・
6
月
1
日
、
文
部
技
官
と
な
る
。

・
著
書
『
ぼ
く
ら
の
住
居
』
東
京
堂
出
版

・
解
説
「
桂
離
宮
の
庭
園
」
三
彩

・
論
文
「
構
想
と
表
現
に
つ
い
て

—
桂
離
宮
庭
園
の
場
合
」
新
建
築
24（
7
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
三
原
監
督
問
題
を
米
国
流
に
裁
け
ば
」
読
売
週
刊
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
（
4
月
）

1
9
5
0
年

（
昭
和
25
年
）
45
歳

・
9
月
15
日
、
国
立
博
物
館
保
存
部
建
造
物
課
に
勤
務
。

・
著
書
『
美
し
い
庭
園

—
鑑
賞
と
造
庭
』
創
元
社

・
著
書
『
日
本
の
庭
園
』
河
原
書
店

・
共
著
「
こ
れ
か
ら
の
庭
園
」『
住
宅
と
家
具
』
主
婦
之
友
社

・
共
著
『
衣
食
住
の
話
』
印
刷
庁

・
論
文
「
小
堀
遠
州
の
造
庭
と
興
福
院
庭
園
」
大
和
文
華
3

・
論
文
「
初
期
桂
離
宮
に
於
け
る
智
仁
親
王
の
作
意
」
美
術
史
2

・
エ
ッ
セ
イ
「
名
園
の
保
存
」
観
光（
30
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
茶
庭
考（
1
）」
美
術
新
聞
21

・
エ
ッ
セ
イ
「
茶
庭
考（
2
）」
美
術
新
聞
22

・
エ
ッ
セ
イ
「
茶
庭
考（
3
）」
美
術
新
聞
23

・
エ
ッ
セ
イ
「
茶
庭
考（
4
）」
美
術
新
聞
24

1
9
5
1
年

（
昭
和
26
年
）
46
歳

・
11
月
1
日
、
東
京
工
業
大
学
に
非
常
勤
講
師
（
庭
園
学
）
と
し
て
勤
務
。

・
著
書
『
桂
離
宮
』
創
元
社

・
著
書
『
桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
』
岩
波
書
店

・
論
文
「
桂
離
宮
古
書
院
に
つ
い
て
」
建
築
史
研
究
3

・
論
文
「
日
本
庭
園
の
象
徴
美
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
11

・
論
文
「
修
学
院
離
宮
の
構
造
と
意
匠
」
茶
道
雑
誌
16（
6
）

・
論
文
「
茶
庭
の
創
造
精
神
」
茶
道
月
報
4（
6
）

・
論
文
「
小
堀
遠
州
の
作
庭
と
興
福
院
庭
園
」
大
和
文
華
3

・
論
文
「
郵
便
切
手
と
文
化
財
」
日
本
歴
史
32（
1
）

・
論
文
「
オ
ヴ
ァ
ー
ル
教
会
堂
復
旧
募
金
切
手
」
日
本
歴
史
34（
3
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
茶
庭
考（
5
）」
美
術
新
聞
25

1
9
5
2
年

（
昭
和
27
年
）
47
歳

・
4
月
16
日
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
建
造
物
研
究
室
長
と
し
て
勤
務
。「
京
都
御
所
・
離
宮

の
研
究
」
を
開
始
。

・
論
文
「
桂
離
宮
古
図
に
つ
い
て
」
建
築
史
研
究
8

・
論
文
「
鎌
倉
の
石
像
物
と
庭
園
遺
蹟
」
日
本
歴
史
52

・
論
文
「
鎌
倉
の
古
建
築
」
日
本
歴
史
45（
2
）

・
論
文
「
龍
安
寺
の
庭
・
慈
照
寺
の
庭
」
淡
交
52

・
論
文
「
山
村
圓
照
寺
と
修
学
院
離
宮
」
大
和
文
章
6

・
論
文
「
東
本
願
寺
別
業
渉
成
園
に
つ
い
て
」
大
和
文
華
8

1
9
5
3
年

（
昭
和
28
年
）
48
歳

・
は
る
こ
と
離
婚
す
る
。

・
村
岡
正
が
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
建
造
物
研
究
室
の
臨
時
筆
生
に
な
る
。

・
3
月
17
日
、
奈
良
県
文
化
財
専
門
審
議
会
の
専
門
委
員
に
な
る
。

・
共
著
『
日
本
美
術
全
集
』（
建
築
庭
園
編
）
東
都
文
化
出
版

調
査
・
修
学
院
離
宮
（
京
都
市
）

改
造
・
今
西
清
兵
衛
露
地
（
奈
良
市
）
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・
共
著
『
生
活
の
歴
史
・
ぼ
く
た
ち
の
研
究
室
』
さ
・
え
・
ら
書
房

・
論
文
「
初
期
桂
離
宮
の
意
匠
」
大
和
文
華
10

・
論
文
「
円
城
寺
の
建
築
と
庭
園
」
大
和
文
華
11

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
は
じ
め
に
」
淡
交
7（
1
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
大
橋
理
祐
邸
を
訪
ね
る
」
淡
交
7（
2
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
角
屋
を
訪
ね
て
」
淡
交
7（
4
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
桑
名
邸
を
訪
ね
て
」
淡
交
7（
5
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
稲
畑
邸
を
訪
ね
て
」
淡
交
7（
6
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
涼
し
い
中
庭
の
泉
」
淡
交
7（
8
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
羽
田
邸
を
訪
ね
て
」
淡
交
7（
9
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
寸
庭
め
ぐ
り

—
大
橋
邸
を
訪
ね
て
」
淡
交
7（
12
）

1
9
5
4
年

（
昭
和
29
年
）
49
歳

・
7
月
中
旬
～
9
月
上
旬
、
大
岡
実
・
浅
野
清
と
と
も
に
平
城
京
一
周
測
量

・
12
月
25
日
、
東
京
工
業
大
学
博
士
号
を
取
得
（
工
学
博
士
）。
学
位
論
文
は
「
桂
離
宮
の
研

究
」。
指
導
教
官
は
谷
口
吉
郎
、
藤
岡
通
夫
。

・
著
書
『
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
2
冊

・
論
文
「
修
学
院
離
宮
完
成
後
の
段
階
的
考
察
」
建
築
史
研
究
15

・
共
書
「
弘
仁
時
代
の
庭
園

—
神
泉
苑
・
大
覚
寺
」『
歴
史
の
京
都
』
桑
名
文
星
堂

・
論
文
「
願
行
寺
の
庭
園
」
奈
良
県
総
合
文
化
調
査
報
告
書

・
論
文
「
桂
離
宮
完
成
の
段
階
的
考
察
」
建
築
史
研
究
16

・
論
文
「
法
華
寺
の
客
殿
と
庭
園
」
大
和
文
華
15

・
エ
ッ
セ
イ
「
グ
ロ
ピ
ウ
ス
博
士
を
案
内
し
て
」
建
築
界
3（
10
）

調
査
・
法
華
寺
庭
園
（
奈
良
市
）

調
査
・
円
成
寺
庭
園
（
奈
良
市
）

調
査
・
大
神
神
社
境
内
（
桜
井
市
）

整
備
／
作
庭
・
唐
招
提
寺
本
坊
客
殿
庭
園
（
奈
良
市
）

1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）
50
歳

・
著
書
『
桂
離
宮
の
研
究
』
東
都
文
化
出
版

・
著
書
『
修
学
院
離
宮
』
創
元
社

・
共
書
『
日
本
美
術
全
集
第
6
巻　

建
築
庭
園
篇
』
東
都
文
化
出
版

・
共
書
『
円
通
寺
記
』
大
悲
山
円
通
寺

・
共
著
「
角
屋
の
庭
園
」『
角
屋
』
彰
国
社

・
論
文
「
文
化
史
論
叢
ー
修
学
院
離
宮
造
営
に
利
用
さ
れ
た
建
物
と
地
形
に
つ
い
て

—
修
学

院
離
宮
の
研
究
（
補
遺
）」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
3
冊

・
論
文
「
日
本
庭
園
に
つ
い
て
」
建
築
と
社
会
36（
7
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
庭
園
の
美
」
淡
交
9（
6
）

整
備
・
大
神
神
社
境
内
（
桜
井
市
）

調
査
・
桂
離
宮
（
京
都
市
）

調
査
・
大
和
郡
山
城
（
大
和
郡
山
市
）

調
査
・
大
乗
院
庭
園
（
奈
良
市
）

調
査
・
浄
瑠
璃
寺
（
木
津
川
市
）

1
9
5
6
年

（
昭
和
31
年
）
51
歳

・
4
月
1
日
、
横
浜
国
立
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
。

・
天
理
市
史
編
纂
協
力
。

・
著
書
『
新
版
桂
離
宮
』
創
元
社

・
共
著
『
グ
ロ
ピ
ウ
ス
と
日
本
文
化
』
彰
国
社

・
論
文
「
東
山
時
代
の
庭
園
文
化
に
つ
い
て
」
国
学
院
雑
誌
57（
5
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
見
ど
こ
ろ
勘
ど
こ
ろ
」
淡
交
10（
4
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
秋
の
修
学
院
離
宮
」
朝
日
新
聞
京
都
版

・
エ
ッ
セ
イ
「
秋
の
庭
」
毎
日
新
聞

調
査
・
山
科
南
殿
（
京
都
市
）

調
査
・
西
芳
寺
（
京
都
市
）

1
9
5
7
年

（
昭
和
32
年
）
52
歳

・
2
月
21
日
、
奈
良
県
立
公
園
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。

・
10
月
1
日
、
奈
良
女
子
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
。

・
牛
川
喜
幸
が
建
造
物
研
究
室
の
技
術
補
佐
員
に
な
る
。

・
著
書
『
日
本
の
庭
園
』
創
元
社

・
共
著
『
浄
瑠
璃
寺
』
鹿
鳴
社

・
共
著
『
図
説
日
本
文
化
史
体
系
10
』（
庭
園
）
小
学
館

・
論
文
「
諸
戸
邸
庭
園
に
つ
い
て
」
三
重
の
文
化
10

・
エ
ッ
セ
イ
「
庭
園
を
語
る
」
新
住
宅
12（
1
1
9
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
い
け
ば
な
と
庭
園
」
今
日
の
い
け
ば
な

・
エ
ッ
セ
イ
「
昭
和
の
作
庭
記
（
そ
の
一
）」
角
1

調
査
・
京
都
御
所
（
京
都
市
）

調
査
・
竜
王
山
城
跡
（
天
理
市
）

調
査
・
内
山
永
久
寺
跡
（
天
理
市
）

調
査
・
法
金
剛
院
跡
（
京
都
市
）

調
査
・
本
泉
寺
庭
園
（
金
沢
市
）

調
査
・
湯
殿
跡
庭
園
跡
（
福
井
市
）

調
査
・
諏
訪
館
跡
庭
園
跡
（
福
井
市
）

調
査
・
南
陽
寺
庭
園
跡
（
福
井
市
）

調
査
・
妙
心
寺
退
蔵
院
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
慈
照
寺
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
福
田
寺
庭
園
（
米
原
市
）

調
査
・
願
行
寺
庭
園
（
吉
野
郡
下
市
町
）

作
庭
・
東
大
寺
竜
蔵
院
庭
園
（
奈
良
市
）

1
9
5
8
年

（
昭
和
33
年
）
53
歳

・
春
に
日
本
経
済
新
聞
社
後
援
で
大
阪
市
高
島
屋
で
行
な
わ
れ
た
日
本
庭
園
展
を
指
導
。

・
著
書
『
日
本
の
燈
籠
』（
ア
サ
ヒ
写
真
ブ
ッ
ク
）
朝
日
新
聞
社

・
共
著
『
に
わ
・
玉
川
こ
ど
も
百
科
77
』
玉
川
大
学
出
版
部
編　

誠
文
堂
新
光
社

・
エ
ッ
セ
イ
「
昭
和
の
作
庭
記
（
そ
の
一
）」
角
2

・
エ
ッ
セ
イ
「
昭
和
の
作
庭
記
（
そ
の
二
）」
角
3

・
エ
ッ
セ
イ
「
仕
事
と
ラ
ジ
オ
」
東
京
新
聞

・
エ
ッ
セ
イ
「
自
然
物
の
即
興
曲
」
毎
日
新
聞

調
査
・
鳥
羽
殿
遺
跡
（
京
都
市
）

調
査
・
旧
秀
隣
寺
庭
園
（
高
島
市
）

調
査
・
北
畠
国
司
館
跡
庭
園
（
津
市
）

調
査
・
東
大
寺
境
内
（
一
部
東
大
寺
よ
り
補
助
金
）（
奈
良
市
）

調
査
・
大
徳
寺
孤
蓬
庵
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
南
禅
寺
本
坊
（
京
都
市
）

調
査
・
南
禅
寺
金
地
院
（
京
都
市
）

調
査
・
高
野
山
天
徳
院
（
伊
都
郡
高
野
町
）

作
庭
・
法
華
寺
「
犬
の
庭
」（
奈
良
市
法
）

作
庭
・
大
神
神
社
「
大
美
和
神
苑
」（
桜
井
市
）

1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）
54
歳

・
常
見
き
よ
こ
（
1
9
1
6
年
2
月
2
日

-

2
0
0
7
年
5
月
9
日
）
と
再
婚
す
る
。

・
著
書
『
中
世
庭
園
文
化
史
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
6
冊

・
論
文
「
昭
和
32
年
度
庭
園
遺
跡
調
査
概
要
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

・
論
文
「
中
世
興
福
寺
の
住
坊
」
仏
教
芸
術
40

・
エ
ッ
セ
イ
「
敷
石
の
美
」
婦
人
之
友
53（
6
）

調
査
・
水
無
瀬
離
宮
跡
（
三
島
郡
島
本
町
）

調
査
・
伝
桜
井
御
所
跡
（
三
島
郡
島
本
町
）

調
査
・
東
大
寺
旧
境
内
（
奈
良
市
）

調
査
・
正
倉
院
境
内
、
四
聖
坊
庭
園
（
奈
良
市
）

調
査
・
南
宗
寺
庭
園
（
堺
市
）

森蘊研究報告20.indd   226-227 2020/03/02   11:31



228229 第 4部　森蘊の生涯―年表

・
エ
ッ
セ
イ
「
昭
和
の
作
庭
記
（
そ
の
三
）」
角
4

・
エ
ッ
セ
イ
「U

niqueSym
bolism

:TheK
eytoU

nderstandingJapaneseG
ardens

」

A
sahiEveningN

ew
s

・
エ
ッ
セ
イ
「
資
料
の
ぼ
う
大
さ
」
藤
岡
通
夫
著
『
京
都
御
所
』
産
経
新
聞

・
論
文
「
仙
洞
御
所
庭
園
の
研
究
」（
共
著
）
造
園
雑
誌
23（
１
）

調
査
・
無
量
光
院
遺
跡
（
西
磐
井
郡
平
泉
町
）

調
査
・
旧
三
宝
院
（
灌
頂
院
）
遺
跡
（
京
都
市
）

調
査
・
菩
提
寺
遺
跡
（
湖
南
市
）

調
査
・
願
成
就
院
庭
園
遺
跡
、
周
辺
地
形
（
伊
豆
の
国
市
）

作
庭
・
加
満
田
旅
館
庭
園
（
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
）

作
庭
・
大
神
神
社
「
参
集
所
内
苑
」（
桜
井
市
）

作
庭
・
霊
友
会
道
場
庭
園
（
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
）

1
9
6
0
年

（
昭
和
35
年
）
55
歳

・
5
月
30
日
、
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
。『
中
世
庭
園
史
の
研
究
』

・
春
、
南
宗
寺
の
復
元
整
備
。
発
掘
調
査
を
初
め
て
自
ら
指
導
す
る
。

・
牛
川
喜
幸
と
と
も
に
法
金
剛
院
に
て
電
気
調
査
を
試
み
る
。

・
著
書
『
日
本
の
庭
』
朝
日
新
聞
社

・
共
著
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
庭
園
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
造
園
雑
誌
24（
3
）

・
論
文
「
醍
醐
寺
の
庭
園

—
住
坊
の
地
形
と
三
宝
院
庭
園
」
仏
教
芸
術
42

・
論
文
「
東
大
寺
造
営
当
時
の
自
然
地
形
に
つ
い
て
」（
共
著
）
大
和
文
化
研
究
5（
4
）

・
論
文
「
南
宗
寺
庭
園
の
復
旧
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
44

・
エ
ッ
セ
イ
「
廃
物
利
用
の
庭
園
」
芸
術
新
潮
11（
4
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
三
宝
院
の
庭
」
醍
醐

・
エ
ッ
セ
イ
「
発
掘
さ
れ
た
南
宗
寺
の
名
園
」
婦
人
之
友
54（
10
）

調
査
・
頭
塔
（
奈
良
市
）

調
査
・
法
金
剛
院
跡
（
京
都
市
）

調
査
・
興
福
寺
旧
境
内
（
奈
良
市
）

調
査
・
春
日
大
社
林
苑
（
奈
良
市
）

調
査
・
高
畑
界
隈
（
奈
良
市
）

調
査
・
知
恩
院
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
二
条
城
二
の
丸
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
当
麻
寺
中
之
坊
庭
園
（
葛
城
市
）

調
査
・
仁
和
寺
庭
園
お
よ
び
境
内
（
京
都
市
）

整
備
・
南
宗
寺
庭
園
（
堺
市
）

作
庭
・
唐
招
提
寺
御
影
堂
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
唐
招
提
寺
三
暁
庵
茶
室
露
地
（
奈
良
市
）

作
庭
・
唐
招
提
寺
地
蔵
堂
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
遍
照
院
庭
園
（
久
留
米
市
）

1
9
6
1
年

（
昭
和
36
年
）
56
歳

・
桂
離
宮
模
型
を
長
男
ら
と
製
作
。

・
共
著
「
紫
式
部
日
記
絵
巻
と
寝
殿
造
庭
園
」『
日
本
絵
巻
全
集
』
角
川
書
店

・
論
文
「
遺
跡
・
庭
園
の
調
査
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

・
論
文
「
瑜
伽
山
と
鬼
薗
山
城
跡
」（
共
著
）
大
和
文
化
研
究
6（
6
）

・
論
文
「
保
井
文
庫
の
大
乗
院
関
係
資
料
」
ビ
ブ
リ
ア
20

・
論
文
「
当
麻
寺
中
之
坊
の
客
殿
・
茶
室
・
庭
園
」
仏
教
芸
術
45

・
論
文
「
南
都
の
庭
園
と
春
日
野
の
地
形
と
水
系
」（
共
著
）
大
和
文
化
研
究
6（
10
）

・
論
文
「
塔
頭
の
実
測
調
査
を
了
え
て
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

調
査
・
旧
西
大
寺
境
内
、
伝
称
徳
天
皇
御
山
荘
池
跡
（
奈
良
市
）

調
査
・
興
福
寺
一
乗
院
（
奈
良
市
）

調
査
・
臨
川
寺
庭
園
（
京
都
市
）

調
査
・
京
都
御
苑
内
（
凝
花
洞
跡
、
九
条
殿
、
閑
院
宮
跡
、
近
衛

殿
）
に
お
け
る
寝
殿
造
系
庭
園
遺
跡
（
京
都
市
）

作
庭
・
松
尾
寺
外
苑
（
大
和
郡
山
市
）

作
庭
・
三
本
松
公
園
孔
雀
園
（
久
留
米
市
）

1
9
6
2
年

（
昭
和
37
年
）
57
歳

・
桂
離
宮
の
模
型
を
製
作
。

・
著
書
『
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
13
冊

・
著
書
『TY

PICA
LJA
PA
N
ESEG

A
RD
EN
S

』
柴
田
書
店

・
共
著
「
庭
園
遺
跡
の
調
査
と
研
究
経
過
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

・
論
文
「
旧
西
大
寺
境
内
の
地
形
と
水
系
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

・
論
文
「
真
敬
入
道
親
王
な
ど
を
通
じ
た
旧
大
乗
院
門
跡
の
建
築
と
庭
園
」
大
和
文
化
研
究
7（
5
）

作
庭
・
中
村
英
之
介
邸
庭
園
（
御
所
市
）

1
9
6
3
年

（
昭
和
38
年
）
58
歳

・
6
月
3
日
、
奈
良
県
文
化
賞
を
受
賞
。

・
共
著
「
庭
園
の
美
」『
美
の
誘
惑

—
現
代
人
の
美
学
』
河
出
書
房
新
社

・
論
文
「
小
堀
遠
州
関
係
資
料
の
探
訪
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

・
エ
ッ
セ
イ
「M

odernJapaneseG
ardens

」TheO
rientalEconom

ist

作
庭
・
大
神
神
社
宮
司
社
宅
庭
園
（
桜
井
市
）

作
庭
・
松
尾
寺
外
園
（
大
和
郡
山
市
）

1
9
6
4
年

（
昭
和
39
年
）
59
歳

・
著
書
『
日
本
の
庭
園
』
吉
川
弘
文
館

・
論
文
「
奈
良
に
於
け
る
初
期
草
庵
的
茶
座
敷
の
性
格
」
大
和
文
化
研
究
9（
5
）

・
論
文
「
一
乗
院
発
掘
調
査
概
要
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

・
論
文
「
御
西
院
御
所
茶
座
敷
の
指
図
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

1
9
6
5
年

（
昭
和
40
年
）
60
歳

・
7
月
1
日
、
大
阪
府
文
化
財
保
護
審
議
会
の
専
門
委
員
に
な
る
。

・
紫
式
部
顕
彰
会
か
ら
の
依
頼
で
、
東
三
条
殿
復
元
模
型
を
製
作
。

・
論
文
「
大
和
国
と
小
堀
遠
州
の
業
績
（
一
）」
大
和
文
化
研
究
10（
4
）

・
論
文
「
大
和
国
と
小
堀
遠
州
の
業
績
（
二
）」
大
和
文
化
研
究
10（
5
）

・
論
文
「
阿
伽
井
及
阿
伽
井
屋
に
つ
い
て
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

作
庭
・
堀
川
喜
登
邸
庭
園
（
久
留
米
市
）

作
庭
・
吉
田
三
右
衛
門
邸
庭
園
（
福
知
山
市
）

1
9
6
6
年

（
昭
和
41
年
）
61
歳

・
2
月
22
日
、
奈
良
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。

・
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
依
頼
で
法
住
寺
殿
、
鶴
ヶ
丘
八
幡
宮
、
細
川
管
領
邸
の
復
元
模
型

を
製
作
。

・
著
書
『
小
堀
遠
州
の
作
事
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
18
冊

・
共
著
「
枯
山
水
」『
日
本
文
化
史
』
筑
摩
書
房

・
共
著
『
大
和
郡
山
市
』（
慈
光
院
と
石
州
候
の
芸
術
）
大
和
郡
山
市
役
所

・
共
著
「
文
化
財
保
全
と
造
園
」
建
築
と
社
会
47（
9
）

・
論
文
「
東
大
寺
閼
伽
井
の
周
辺
」
大
和
文
化
研
究
11（
3
）

・
論
文
「
寺
地
と
結
界
の
種
々
相
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

・
論
文
「
旧
一
乗
院
関
係
近
世
文
書
の
収
集
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

・
エ
ッ
セ
イ
「
紀
行　

如
月
の
尾
瀬
へ
」
山
と
渓
谷
36

作
庭
・
高
台
寺
圓
徳
院
南
庭
（
京
都
市
）

作
庭
・
荘
島
小
学
校
岩
石
園
（
久
留
米
）（
消
滅
）

1
9
6
7
年

（
昭
和
42
年
）
62
歳

・
3
月
31
日
、
退
官
。

・
4
月
1
日
、
史
跡
観
自
在
王
院
整
準
専
門
委
員
会
の
委
員
、
同
日
、
社
団
法
人
日
本
観
光

協
会
の
専
門
委
員
に
な
る
。

・
4
月
17
日
、『
東
大
寺
山
堺
四
至
図
に
つ
い
て
』
と
い
う
退
官
記
念
講
演
を
行
な
う
（
於
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
講
堂
）。

調
査
・
鳥
羽
離
宮
（
京
都
市
）

調
査
・
末
松
廃
寺
史
跡
（
野
々
市
）

調
査
・
岩
橋
千
塚
風
土
記
の
丘
史
跡
（
和
歌
山
市
）

調
査
・
法
皇
山
古
墳
史
跡
（
加
賀
市
）

作
庭
・
慈
光
院
新
書
院
庭
園
（
大
和
郡
山
市
）
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・
退
官
直
後
に
法
金
剛
院
、
和
歌
山
城
紅
葉
渓
庭
園
の
復
元
整
備
を
依
頼
さ
れ
る
。

・
平
泉
文
化
史
館
の
依
頼
で
毛
越
寺
庭
園
復
元
模
型
を
製
作
。

・
小
山
潔
と
一
緒
に
自
宅
の
庭
の
一
部
を
改
造
し
て
い
る
時
に
、
左
手
中
指
を
骨
折
。
岩
井

整
形
外
科
医
院
の
岩
井
浅
二
氏
が
治
療
し
た
。

・
著
書
『
小
堀
遠
州
』（
人
物
叢
書
1
4
0
）
吉
川
弘
文
館

・
著
書
『
桂
離
宮
』
集
英
社

・
共
著
「
庭
園
」『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
』
小
学
館

・
共
著
『
地
形
か
ら
観
察
し
た
春
日
山
の
文
化
』
奈
良
地
理
学
会

・
論
文
「
結
界
の
立
地
的
考
察
」
南
都
仏
教
20

・
論
文
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
に
つ
い
て
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

・
エ
ッ
セ
イ
「
設
計
の
た
め
の
庭
園
史
研
究
（
体
系
農
業
百
科
辞
典
の
栞
）」『
体
系
農
業
百

科
事
典　

第
7
巻
』
造
園
農
政
調
査
委
員
会

・
座
談
会
「
建
築
と
造
園
の
対
話
」
ひ
ろ
ば
39

作
庭
・
橿
原
神
宮
文
華
殿
（
橿
原
市
）

改
造
・
大
神
神
社
神
苑
庭
園
（
桜
井
市
）

作
庭
・
栗
山
亮
作
氏
邸
庭
園
（
五
条
市
）

改
造
・
自
宅
の
庭
（
奈
良
市
）

作
庭
・
中
野
秀
太
郎
邸
庭
園
（
吹
田
市
）

作
庭
・
延
命
寺
本
堂
北
庭
（
河
内
長
野
市
）

作
庭
・
紀
三
井
寺
庫
裡
庭
園
（
和
歌
山
市
）

1
9
6
8
年

（
昭
和
43
年
）
63
歳

・
6
月
1
日
、
庭
園
文
化
研
究
所
を
設
立
し
、
所
長
と
な
る
。
次
長
は
村
岡
正
。

・
7
月
1
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
調
査
員
と
な
る
。

・
報
告
書
「
伝
来
寺
庭
園
調
査
報
告
書
」
中
津
江
村
教
育
委
員
会

・
共
著
『
日
本
文
化
と
し
て
の
庭
園
』
誠
文
堂
新
光
社

・
共
著
『
大
徳
寺
の
庭
園
・
茶
室
』
秘
宝
Ⅱ

・
共
著
『
京
都
の
明
治
文
化
財
』（
建
築
・
庭
園
・
史
跡
）（
財
）京
都
府
文
化
財
保
護
基
金

・
共
著
『
日
本
美
術
全
史
』
美
術
出
版
社

・
論
文
「
法
華
寺
庭
園
と
付
近
の
地
形
」
大
和
文
化
研
究
13（
10
）（
11
）

作
庭
・
桜
井
寺
庭
園
（
五
条
市
）

作
庭
・
延
命
寺
本
堂
西
庭
（
河
内
長
野
市
）

作
庭
・
豊
明
山
荘
／
古
川
善
次
郎
別
邸
庭
園
（
豊
明
市
）

改
造
・
大
神
神
社
神
苑
（
桜
井
市
）

作
庭
・
多
賀
神
社
東
庭
（
一
部
）（
犬
上
郡
多
賀
町
）

1
9
6
9
年

（
昭
和
44
年
）
64
歳

・
3
月
6
日
、
日
本
万
国
博
覧
協
会
日
本
庭
園
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。

・
著
書
『
庭
園
と
そ
の
建
物
』
日
本
の
美
術
34

・
論
文
「
結
界
図
に
よ
る
称
名
寺
の
復
元
的
考
察
」
大
和
文
化
研
究
14（
10
）

・
報
告
書
「
和
歌
山
公
園
紅
葉
渓
庭
園
一
帯
復
元
調
査
報
告
書
」
庭
園
文
化
研
究
所

移
転
・
唐
招
提
寺
東
室
十
六
羅
漢
石
庭
（
奈
良
市
）

作
庭
・
石
田
嘉
一
郎
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
矢
田
寺
大
門
坊
露
地
（
大
和
郡
山
市
）

作
庭
・
郡
山
城
跡
市
民
文
化
会
館
庭
園
（
大
和
郡
山
市
）

作
庭
・
中
村
英
之
助
邸
露
地
（
御
所
市
）

作
庭
・
和
久
伝
旅
館
庭
園
（
中
郡
峰
山
町
）

作
庭
・
海
眼
寺
庭
園
（
福
知
山
市
）

1
9
7
0
年

（
昭
和
45
年
）
65
歳

・
3
月
24
日
、日
本
造
園
学
会
賞
を
受
賞
。『
桂
離
宮
他
日
本
庭
園
史
に
関
す
る
一
連
の
研
究
』。

4
月
1
日
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。
同
日
、
奈

　

良
市
史
編
集
審
議
会
の
専
門
員
に
な
る
。

・
著
書
『
住
宅
庭
園
・
茶
室
空
間
と
デ
ザ
イ
ン
』
誠
文
堂
新
光
社

・
共
著
『
桂
・
修
学
院
離
宮
』
大
原
写
真
工
業
社

・
共
著
『
写
真
集　

修
学
院
離
宮
』
毎
日
新
聞
社

・
共
著
『
写
真
集　

桂
離
宮
』
毎
日
新
聞
社

・
共
著
「
古
代
・
中
世
の
庭
園
序
説
」『
新
版
考
古
学
講
座
6　

有
史
文
化
（
上
）』
雄
山
閣
出
版

・
論
文
「
奈
良
茶
人
系
譜
・
松
屋
久
重
・
長
闇
堂
・
小
堀
遠
州
」
大
和
文
化
研
究

整
備
・
法
金
剛
院
庭
園
（
京
都
市
）

作
庭
・
岩
井
浅
二
邸
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
福
山
医
院
（
奈
良
市
）

作
庭
・
高
宮
勝
邸
庭
園
（
天
理
市
）

作
庭
・
出
口
邸
庭
園
（
天
理
市
）

作
庭
・
日
本
万
国
博
覧
会
日
本
政
府
館
内
の
枯
山
水
的
禅
庭
（
吹

田
市
）

1
9
7
1
年

（
昭
和
46
年
）
66
歳

・
4
月
1
日
、
千
葉
大
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
。

・
著
書
『
奈
良
を
測
る
』
学
生
社

・
共
著
「
法
金
剛
院
に
つ
い
て
」『
法
金
剛
院
』
清
風
会

・
報
告
書
「
伊
豆
韮
山
願
成
就
院
発
掘
調
査
概
報
」
韮
山
町
教
育
委
員
会

・
エ
ッ
セ
イ
「
廃
園
を
訪
ね
て
」
自
然
と
文
化
6

整
備
・
西
本
願
寺
滴
翠
園
（
京
都
市
）

作
庭
・
九
品
寺
十
徳
園
（
御
所
市
）　

作
庭
・
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
滋
賀
工
場
庭
園
（
栗
太
郡
栗
東
町
）

1
9
7
2
年

（
昭
和
47
年
）
67
歳

・
4
月
1
日
、
史
跡
白
水
阿
弥
陀
堂
の
境
域
復
元
整
備
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。

・
春
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
岡
崎
文
彬
の
案
内
で
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
の
各
国
を
見
学
。

・
著
書
『
桂
離
宮
』
日
本
の
美
術
79

・
共
著
『
吉
野
町
史
』（
吉
野
町
の
庭
園
）
吉
野
町
役
場

・
共
著
『
や
す
ら
ぎ

—
わ
た
し
の
好
き
な
散
歩
道
』（
浄
瑠
璃
寺
の
庭
園
）
朝
日
新
聞
社

・
論
文
「
竜
安
寺
の
庭
園
に
つ
い
て
」
禅
文
化
64

・
報
告
書
「
旧
大
乗
院
庭
園
調
査
報
告
書
」（
財
）
観
光
資
源
保
護
財
団

・
エ
ッ
セ
イ
「
浄
瑠
璃
寺
の
庭
園
」
朝
日
新
聞
社

作
庭
・
講
御
堂
寺
庭
園
（
五
条
市
）

作
庭
・
粉
河
寺
本
坊
庭
園
（
那
賀
郡
粉
河
町
）

作
庭
・
毛
越
寺
庫
裡
庭
園
（
西
磐
井
郡
平
泉
町
）

1
9
7
3
年

（
昭
和
48
年
）
68
歳

・
4
月
1
日
、
和
歌
山
県
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。

・
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
を
見
学
。

・
著
書
『
庭
ひ
と
す
じ
』
学
生
社

・
共
著
『
奈
良
市
水
道
五
十
年
史
』
奈
良
市
水
道
局

・
論
文
「
室
町
時
代
の
庭
園
」
月
刊
文
化
財
1
1
7

・
報
告
書「
史
跡　

和
歌
山
城
紅
葉
渓
庭
園
復
元
整
備
事
業
報
告
書
」
庭
園
文
化
研
究
所

整
備
・
和
歌
山
城
紅
葉
渓
（
和
歌
山
市
）

整
備
・
東
福
寺
即
宗
院
庭
園
（
京
都
市
）

作
庭
・
九
品
寺
西
国
三
十
三
番
観
音
霊
場
庭
園
（
御
所
市
）　

改
造
・
延
命
寺
本
堂
西
庭
（
河
内
長
野
市
）

1
9
7
4
年

（
昭
和
49
年
）
69
歳

・
11
月
1
日
、
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
。

・
著
書
『
小
堀
遠
州
』
創
元
社

・
著
書
『
日
本
の
庭
園
』
集
英
社

・
共
著
『
奈
良
市
史
』
奈
良
市

・
共
著
「
鳥
羽
山
城
の
庭
園
遺
構
」『
歴
史
読
本
』
角
川
書
店

・
エ
ッ
セ
イ
「
切
手
収
集
と
私
」
ポ
ス
ト
11（
4
）

作
庭
・
冬
木
邸
庭
園
（
桜
井
市
）

1
9
7
5
年

（
昭
和
50
年
）
70
歳

・
4
月
11
日
、桂
離
宮
整
備
懇
話
会
の
委
員
に
な
る
。11
月
3
日
、勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
賞
。

・
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
遺
跡
を
見
学
。
作
庭
・
寺
崎
泰
彦
邸
庭
園
（
阿
部
野
区
北
畠
）

作
庭
・
法
華
寺
慶
久
庵
露
地
（
奈
良
市
）
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232233 第 4部　森蘊の生涯―年表

・
西
ド
イ
ツ
出
身
の
イ
ル
ム
ト
ラ
ウ
ト
・
シ
ャ
ー
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
氏
と
日
本
で

出
会
う
。

・
著
書
『
庭
園
の
旅
』
芸
艸
堂

・
著
書
『
修
学
院
離
宮
』
日
本
の
美
術
1
1
2

・
共
著
『
京
都
御
所　

仙
洞
御
所
』（
御
所
離
宮
の
庭
1
）
世
界
文
化
社

・
共
著
『
桂
離
宮
』（
御
所
離
宮
の
庭
2
）
世
界
文
化
社

・
共
著
『
修
学
院
離
宮
』（
御
所
離
宮
の
庭
3
）
世
界
文
化
社

作
庭
・
松
尾
寺
本
坊
北
庭
（
大
和
郡
山
市
）

1
9
7
6
年

（
昭
和
51
年
）
71
歳

・
4
月
1
日
、
史
跡
称
名
寺
境
内
の
保
存
整
備
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。
5
月
1
日
、
三
重

県
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。
7
月
15
日
、
文
化
財
保
護
審
議
会
第
三
専
門
調

査
会
の
専
門
委
員
に
な
る
。

・
共
著
『
日
本
の
美
第
2
集

—
桂
離
宮
・
修
学
院
離
宮
・
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
学
習
研
究
社

・
論
文
「
慈
照
寺
庭
園
の
考
察
」
禅
文
化
81

・
エ
ッ
セ
イ
「
絵
で
見
る
庭
園
史
」
太
陽
1
5
9

整
備
・
円
城
寺
（
奈
良
市
）

整
備
・
浄
瑠
璃
寺
（
木
津
川
市
）

作
庭
・
薬
師
寺
唐
院
庭
園
（
奈
良
市
）

1
9
7
7
年

（
昭
和
52
年
）
72
歳

・
共
著
「
香
山
堂
跡
と
忍
辱
山
円
城
寺
」『
新
薬
師
寺
、
白
毫
寺
・
円
城
寺
・
大
和
古
寺
大
観

4
付
録
Ⅱ
』
岩
波
書
店

・
報
告
書
「
名
勝　

円
城
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
報
告
書
」
忍
辱
山
円
城
寺

・
報
告
書
「
名
勝　

浄
瑠
璃
寺
庭
園
環
境
整
備
事
業
報
告
書
」
浄
瑠
璃
寺

整
備
・
東
福
寺
即
宗
院
庭
園
（
京
都
市
）

作
庭
・
若
原
正
善
邸
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
創
世
苑
庭
園
（
現
・
ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
）（
久
留
米
）

1
9
7
8
年

（
昭
和
53
年
）
73
歳

・
報
告
書
「
昭
和
52
年
度
柳
生
陣
屋
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
庭
園
文
化
研
究
所

・
報
告
書
「
鈴
木
屋
敷
庭
園
整
備
報
告
書
」
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

整
備
・
白
水
阿
弥
陀
堂
庭
園
（
い
わ
き
市
）

整
備
／
作
庭
・
正
暦
寺
福
寿
院
庭
園
（
奈
良
市
）

整
備
／
作
庭
・
柳
生
陣
屋
跡
（
奈
良
市
）

整
備
・
天
理
教
彦
根
教
会
庭
園
（
彦
根
市
）

作
庭
・
大
久
保
昭
教
邸
庭
園
（
彦
根
錦
市
町
）

作
庭
・
今
西
啓
師
邸
庭
園
（
橿
原
市
）

作
庭
・
田
中
司
邸
庭
園
（
河
内
長
野
市
）

1
9
7
9
年

（
昭
和
54
年
）
74
歳

・
共
著
『
続
・
私
の
座
右
銘
東
京
人
』
育
英
出
版
社

・
共
著
『
桜
井
市
史
（
文
化
財
・
庭
園
）』
桜
井
市
役
所

・
共
著
『JA

PA
N
ESEG

A
RD
EN
S

』W
illiam

M
orrow

andCom
panyInc.

・
共
著
『LejardinJaponais

』O
fficeduLivre

・
共
著
『D

erJapanischeG
arten

』O
fficeduLivre

・
報
告
書
「
特
別
史
跡　

毛
越
寺
跡
附
鎮
守
の
社
跡
・
観
自
在
王
院
跡
整
備
報
告
書
」
平
泉

町
教
育
委
員
会

・
報
告
書
「
江
馬
氏
城
館
跡
発
掘
調
査
概
報
」
神
岡
町
教
育
委
員
会

整
備
・
観
自
在
王
院
庭
園
（
西
磐
井
郡
平
泉
町
）

作
庭
・
奈
良
商
業
高
校
前
庭
（
奈
良
市
）　

作
庭
・
浅
川
浩
邸
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
纐
纈
謙
治
邸
庭
園
（
磐
井
郡
平
泉
町
）

作
庭
・
高
野
山
持
明
院
庭
園
（
伊
那
郡
高
野
町
）

作
庭
・
小
野
屋
庭
園
（
現
・
ホ
テ
ル
パ
ー
レ
ン
ス
小
野
屋
）（
朝

倉
郡
杷
木
町
）

1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）
75
歳

・
6
月
26
日
か
ら
小
山
茂
と
牧
岡
一
生
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
へ
行
く
。
7
月
10
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
パ
ル
メ
ン
ガ
ル
テ
ン
植
物
園
で
日
本
庭
園
展
を
設
計
・
指
導
。

各
時
代
、
各
様
式
の
小
庭
園
を
つ
く
る
。
イ
ル
ム
ト
ラ
ウ
ト
・
シ
ャ
ー
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・

リ
ヒ
タ
ー
氏
が
企
画
。

・
共
著
「
忍
辱
山
円
成
寺
の
庭
」『
真
珠
の
小
箱
』
角
川
書
店

・
共
著
「
公
家
武
将
の
庭
」
太
陽
・
家
と
庭
シ
リ
ー
ズ
1

・
共
著
「
枯
山
水
の
庭
」
太
陽
・
家
と
庭
シ
リ
ー
ズ
2

・
共
著
「
浄
土
の
庭
」
太
陽
・
家
と
庭
シ
リ
ー
ズ
3

・
共
著
「
数
寄
屋
の
庭
」
太
陽
・
家
と
庭
シ
リ
ー
ズ
4

作
庭
・
延
命
寺
玄
関
前
庭
（
河
内
長
野
市
）

整
備
・
毛
越
寺
庭
園
（
1
9
8
8
年
ま
で
）（
西
磐
井
郡
平
泉
町
）

作
庭
・
毛
越
寺
塔
頭
薬
王
院
庭
園
（
磐
井
郡
平
泉
町
）

作
庭
・
三
本
松
公
園
日
本
庭
園
（
久
留
米
市
）

作
庭
・
通
玄
寺
庭
園
（
城
崎
郡
香
住
町
）

1
9
8
1
年

（
昭
和
56
年
）
76
歳

・
4
月
1
日
、
特
別
名
勝
毛
越
寺
庭
園
整
備
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。

・
著
書
『
日
本
庭
園
史
話
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー
版
15
）
日
本
放
送
出
版
協
会

・
報
告
書
「
昭
和
55
年
度
特
別
名
勝　

毛
越
寺
庭
園
発
掘
調
査
報
告
書
（
第
一
次
調
査
、

　

第
二
次
調
査
）」
平
泉
町
教
育
委
員
会

・
エ
ッ
セ
イ
「
吉
祥
会
25
周
年
を
迎
え
て
」
吉
祥
6

整
備
・
普
門
寺
庭
園
（
高
槻
市
）

整
備
・
薬
師
寺
地
蔵
堂
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
薬
師
寺
写
経
堂
前
庭
（
奈
良
市
）

作
庭
・
菊
屋
嘉
十
郎
邸
庭
園
（
萩
市
）

作
庭
・
安
楽
寺
庭
園
（
那
賀
郡
金
城
町
）

1
9
8
2
年

（
昭
和
57
年
）
77
歳

・
3
月
19
日
、
京
都
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
に
な
る
。

・
10
月
1
日
、
名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
保
護
管
理
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。

・
11
月
、
中
国
旅
行
。

・
共
著
『
歴
史
の
な
か
の
都
市
』（
対
談
集
）
日
本
放
送
出
版
会

作
庭
・
普
門
寺
方
丈
西
庭
（
高
槻
市
）

作
庭
・
和
歌
山
市
城
二
の
丸
庭
園
（
和
歌
山
市
）

作
庭
・
奈
良
商
業
高
校
中
庭
（
奈
良
市
）

1
9
8
3
年

（
昭
和
58
年
）
78
歳

・
和
歌
山
市
文
化
賞
を
受
賞
。

・
10
月
、
韓
国
旅
行
。

・
論
文「
建
築
と
庭
園
の
結
び
つ
き
を
求
め
て（
わ
が
建
築
青
春
期
）」建
築
雑
誌
98（
1
2
1
1
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
古
い
切
手
と
消
印
の
疑
問
」
郵
便
35（
2
）

・
エ
ッ
セ
イ
「
浄
土
を
描
き
続
け
た
半
世
紀
」『
青
少
年
へ
贈
る
言
葉　

わ
が
人
生
論
千
葉
編

（
上
）』
か
ん
ぽ
資
金

作
庭
・
福
山
嘉
和
邸
庭
園
（
奈
良
市
）　

作
庭
・
西
福
寺
岐
阜
支
坊
庭
園
（
岐
阜
市
）

作
庭
・
菊
池
久
武
邸
庭
園
（
奈
良
市
）

1
9
8
4
年

（
昭
和
59
年
）
79
歳

・
著
書
『
日
本
史
小
百
科
・
庭
園
（
19
）』
近
藤
出
版
社

・
共
著
『
無
一
物
』（
辻
村
泰
圓
師
と
の
お
つ
き
あ
い
）
元
興
寺

・
エ
ッ
セ
イ
「
失
わ
れ
た
名
国
を
偲
ぶ
」
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
10

・
エ
ッ
セ
イ
「
庭
園
の
見
か
た
・
捜
し
か
た
」
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
11

作
庭
・
普
門
寺
方
丈
前
庭
（
高
槻
市
）

・
報
告
書
「
千
葉
山
智
満
寺
庭
園
発
掘
調
査
報
告
書
」
島
田
市
教
育
委
員
会

1
9
8
5
年

（
昭
和
60
年
）
80
歳

・
論
文
「
仙
洞
御
所
」（
小
堀
遠
州
の
人
と
な
り
と
作
風
）
毎
日
グ
ラ
フ
別
冊

作
庭
・
法
華
寺
東
室
庭
園
（
奈
良
市
）

作
庭
・
薬
師
寺
八
幡
院
（
奈
良
市
）
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234235 あとがき

あ
と
が
き

森
蘊
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
思
っ
て
、
ま
ず
訪
れ
た
の
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
白
幡
洋
三
郎
教
授
で
あ
っ
た
。

1
9
9
4
年
に
出
版
さ
れ
た
『
江
戸
の
大
名
庭
園
―  

饗
宴
の
た
め
の
装
置
』（
I
N
A
X　
1
9
9
4
年　
12
頁
）
と
い
う
本
の
中
で
、

重
森
三
玲
は
「
庭
園
史
界
の
在
野
の
大
御
所
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
森
蘊
は
「
学
界
の
大
御
所
」
で
あ
る
と
、
明
確
に
位
置
づ
け
た
の
は

白
幡
先
生
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。し
か
し
、
森
蘊
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
な
ら
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
奈
良
文
化
財
研
究
所

（
以
降
、
奈
文
研
）
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
と
言
わ
れ
た
。
森
蘊
が
残
し
た
資
料
が
奈
文
研
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
時
に
初
め
て
知
っ
た
。具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
の
中
身
や
状
態
な
ど
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
森
が
出
版
し

た
書
物
以
外
に
「
資
料
」
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
は
脳
裏
を
か
す
め
も
し
な
か
っ
た
の
で
衝
撃
的
な
話
で
あ
っ
た
。結
局
、
白

幡
先
生
の
も
と
で
研
究
す
る
と
い
う
私
の
願
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
、ま
す
ま
す
探
り
た
く
な
る
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

そ
の
調
子
で
私
は
奈
文
研
と
い
う
国
立
文
化
財
機
構
の
扉
を
叩
き
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
森
蘊
の
資
料
は
ま
だ
整
理
中
で
閲
覧
で
き
る

状
態
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
当
時
研
究
機
関
や
教
育
機
関
に
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
私
の
手
で
は
、
届
く
は
ず
も
な
か
っ
た
。

当
時
の
文
化
遺
産
部
の
小
野
健
吉
部
長
、
遺
跡
整
備
研
究
室
の
平
澤
毅
室
長
と
青
木
達
司
研
究
員
、
文
化
的
景
観
研
究
室
の
清
水
重
敦

室
長
ら
と
相
談
し
な
が
ら
、
策
を
め
ぐ
ら
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
1
2
年
秋
か
ら
1
年
間
、
国
際
交
流
基
金
日
本
研
究
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

と
い
う
ポ
ス
ド
ク
奨
学
金
の
支
援
を
得
て
、
遺
跡
整
備
研
究
室
の
客
員
研
究
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
、
宝

1
9
8
6
年

（
昭
和
61
年
）
81
歳

・
著
書
『「
作
庭
記
」
の
世
界

—
平
安
朝
の
庭
園
美
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー
版
27
）

日
本
放
送
出
版
協
会

・
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
薬
師
寺
」
薬
師
寺

作
庭
・
紫
式
部
公
園
（
武
生
市
）　

1
9
8
7
年

（
昭
和
62
年
）
82
歳

・
上
原
敬
二
賞
を
受
賞
。

・
エ
ッ
セ
イ
「
永
井
家
御
茶
屋
「
玄
禄
」
の
改
築
と
そ
の
庭

」
住
宅
建
築
1
4
2

・
解
説
「
豊
橋
市
永
井
家
に
庭
園
を
作
る
」
住
宅
建
築
1
4
2

1
9
8
8
年

（
昭
和
63
年
）
83
歳

・
12
月
14
日
10
時
48
分
、
急
性
賢
不
全
の
た
め
天
理
市
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
に
て
逝
去
。
享

年
83
歳
。
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物
庫
の
鍵
が
手
に
入
り
、
森
蘊
研
究
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
1
年
と
い
う
短
い
研
究
期
間
で
何
が
で
き
る
の
か
。
と
り
あ
え
ず
、
奈
文
研
に
保
管
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
資
料
を
渉
猟
す
る
と

同
時
に
、
現
地
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
客
員
研
究
員
と
し
て
の
私
の
生
活
は
、
森
蘊
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
図
化
室
で
一
人

閉
じ
こ
も
る
か
、
東
北
の
平
泉
か
ら
九
州
の
久
留
米
ま
で
、
森
の
指
導
に
よ
っ
て
復
元
整
備
さ
れ
た
歴
史
的
な
庭
園
や
新
し
く
つ
く
ら
れ

た
庭
園
を
探
し
求
め
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
本
の
虫
か
、
庭
の
虫
の
よ
う
な
生
活
。
こ
の
報
告
書
に
掲
載
し
て
い
る
資
料
の
多
く
は
そ
の
間

に
発
掘
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
2
0
1
2
、
13
年
に
撮
影
し
た
写
真
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

現
地
調
査
を
す
る
と
き
は
庭
園
の
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
証
言
を
記
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
か
ら
企
画
し
て

い
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
森
の
記
憶
を
伝
え
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
か
ら
に
は
、
彼
ら
の
言
葉
を
残
さ

ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ご
家
族
を
は
じ
め
、
研
究
者
、
作
庭
家
、
施
主
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
森
蘊
の
業
績
と
そ
の
人
柄
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
時
に
は
熱
く
、
時
に
は
懐
か
し
く
、
時
に
は
懐
疑
的
に
…
…
。
と
に
か
く
、
彼
ら
の
言
葉
は
生
き
生
き
と
し
た
森

蘊
像
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
間
に
蓄
積
し
た
知
識
も
、
築
い
た
信
頼
関
係
も
、
そ
の
後
に
展
開
し
た
研
究
の
基
盤
と
な
っ
た
。

2
0
1
4
年
に
は
大
乗
院
庭
園
文
化
館
で
「
奈
良
の
庭
と
森
蘊
の
業
績
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
展
示
パ
ネ
ル
と
講
演
を
し
た
り
、ま
た
『
日

本
庭
園
学
会
誌
』『
野
村
美
術
館
紀
要
』『
連
携
研
究
「
自
然
と
文
化
」
研
究
連
絡
誌
』
な
ど
の
よ
う
な
学
術
雑
誌
で
も
論
文
を
発
表
し
た

り
し
た
。
し
か
し
、
発
表
を
す
る
媒
体
も
テ
ー
マ
も
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
成
果
自
体
に
統
一
感
が
な
か
っ
た
。
自
分
の
中
で
は
す
べ
て
が

大
き
な
パ
ズ
ル
の
一
部
で
あ
っ
て
も
、
全
体
像
は
ま
だ
見
え
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
2
0
1
6
年
8
月
よ
り
奈
文
研
の
文
化
遺
産
部
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
し
て

2
0
1
7
年
か
ら
は
「
森
蘊
の
業
績
と
日
本
庭
園
史
の
作
成

―
歴
史
的
庭
園
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
」
と
い
う
課
題
名
（
課
題
番
号

1
7
K
1
8
4
4
7
）
で
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
若
手
研
究
B
を
受
け
た
。
こ
の
科

研
費
は
3
年
間
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
て
、
何
ら
か
の
か
た
ち
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
集
大
成
と
い

え
ば
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
た
。
結
局
、「
多
岐
に
わ
た
る
」
森
の
業
績
を
一
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
よ
う
や
く
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
は
、
2
0
1
9
年
3
月
28
日
に
奈
文
研
で
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
の
整
理
が
一
段
落
し
て
、「
森
蘊 

旧
蔵
資
料
」
の
目
録
が
研
究

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た
。
手
書
き
や
青
焼
き
の
図
面
、
ス
ケ
ッ
チ
、
レ
ベ
ル
ブ
ッ
ク
、
原
稿
、
書
簡
、
メ
モ
、
写
真
、
ネ
ガ
、

冊
子
、
雑
誌
な
ど
、
数
も
多
け
れ
ば
内
容
も
ま
た
多
種
多
様
で
あ
る
。
整
理
の
便
宜
上
、「
図
面
」「
原
稿
」「
写
真
」「
ほ
か
」
と
4
種
別

に
分
類
し
、
合
計
で
9
9
4
項
目
を
数
え
る
。
そ
の
内
容
の
詳
細
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
調
査
や
研
究
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
も
必
要
で
あ

る
が
、
今
後
の
日
本
庭
園
研
究
史
、
人
物
史
の
た
め
の
貴
重
な
参
考
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

次
は
記
録
映
像
の
制
作
で
あ
る
。
森
の
も
と
で
働
い
た
庭
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
撮
影
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
映
像
の
第
一
の
目
的
は

な
ん
と
言
っ
て
も
、
森
の
業
績
に
光
を
当
て
て
、
再
考
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
4
名
の
庭
師
（
徳
村
盛
市
氏
、
山
中

功
氏
、
古
川
三
盛
氏
、
牧
岡
一
生
氏
）
の
肉
声
、
表
情
や
振
る
舞
い
、
ま
た
現
場
の
雰
囲
気
な
ど
、
紙
媒
体
で
は
表
現
で
き
な
い
ラ
イ
ブ
感

を
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
記
憶
の
記
録
と
伝
承
の
新
た
な
試
み
と
で
も
言
お
う
か
。
で
き
あ
が
っ
た
の
は
『
昭
和
の
作
庭
記
―
蘊
の
足

跡
を
辿
る
』
と
い
う
57
分
の
記
録
映
像
で
、
2
0
1
9
年
7
月
20
日
の
文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
総
会・研
修
会
で
初
め
て
上
映
し
、

ま
た
10
月
6
日
に
大
乗
院
庭
園
文
化
館
で
も
上
映
会
を
行
な
っ
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
上
映
会
を
企
画
す
る
な
ど
、
教
材
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
無
論
、
57
分
の
映
像
で
紹
介
で
き
る
の
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
物
足
り
な
さ
は

否
め
な
い
が
、
全
文
は
こ
の
報
告
書
に
収
録
し
た
。

記
録
映
像
と
同
時
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
森
に
関
す
る
情
報
と
記
録
映
像
の
一
部
も
公
開
し
て
い
る
。
誰
で
も

が
無
料
で
い
つ
で
も
検
索
で
き
る
た
め
に
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
森
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
の
研
究
成
果
も
そ
の
ホ
ー
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ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
な
が
ら
、
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

2
0
1
9
年
12
月
10
日
に
は
東
京
大
学
の
海
野
聡
准
教
授
が
編
集
し
た
『
文
化
遺
産
と
〈
復
元
学
〉』（
吉
川
弘
文
館
）
が
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
筆
者
は
第
二
部
第
五
章
「
歴
史
的
な
庭
園
の
復
元
―
森
蘊
の
「
復
原
的
研
究
」
を
通
し
て
」
を
綴
っ
た
。「
復
原
的
考
察
」

「
復
原
的
研
究
」「
復
原
整
備
」
な
ど
、
森
の
研
究
に
通
底
す
る
「
復
原
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
現
在
の
日
本
庭
園
史
研

究
の
成
り
立
ち
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
森
の
作
庭
活
動
と
作
風
に
関
し
て
も
論
文
を
書
い
た
が
、
そ
れ
は
2
0
2
0
年
出
版
予
定

の
『
奈
良
市
に
お
け
る
庭
園
の
総
合
的
調
査
』（
奈
文
研
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
は
、
森
が
奈
良
で
つ
く
っ
た
主
な
庭
を
紹
介
し

な
が
ら
、
そ
の
作
庭
の
理
念
と
理
想
を
探
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
2
0
1
8
年
9
月
28
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
欧
米
日
本
庭
園
協
会
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「Japan’s G

ift to the W
orld: Japanese G

ardens as G
lobal Phenom

enon

」
に
参
加
し
、
英
語
で
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

そ
の
内
容
に
基
づ
い
た
論
文
を
、2
0
1
9
年
発
行
のThe Journal of the N

orth Am
erican Japanese Garden Association, N

o.6

に
寄
稿
し
た
。

本
報
告
書
は
こ
の
科
研
費
の
最
後
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
異
な
っ
た
観
点
か
ら
森
蘊
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

可
能
な
か
ぎ
り
諸
資
料
に
あ
た
っ
て
詳
細
な
年
表
を
作
成
し
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
森
蘊
に
関
す
る
研
究
は
完
結
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
現
在
は
、
京
都
産
業
大
学
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
奈
文
研
で
図
面
、
ス
ケ
ッ
チ
、
原
稿
な
ど
を
中
心
に
森
の
業
績
を
紹
介
す
る
よ
う
な
展

示
を
企
画
し
て
お
り
、
ま
た
次
の
論
文
を
書
く
た
め
の
資
料
も
集
め
て
い
る
最
中
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
森
蘊
研
究
の
土

台
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
深
く
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。京

都　
2
0
1
9
年
12
月
23
日
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